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那覇市教育委員会
（那覇市市民文化部・こどもみらい部）



【市花】　ブーゲンビレア／Bougainvillea

ブラジル原産のツル性花木。

花（実際は苞（ほう））は、秋から春の低温期に開花し、色は紫、

赤、白、混色と多彩。

土壌適応性が広くて乾燥にも強く、鉢植えやビルの壁面緑化、垣

根などに幅広く利用できます。

【市蝶】　オオゴマダラ／Idea leuconoe

マダラチョウ科の蝶。

マダラチョウ科の蝶。日本最大の蝶で、ひらひらと舞うように飛ぶ

優雅な姿から「南国の貴婦人」の別名でも呼ばれ、さなぎは鮮やかな

「黄金色」で神秘的な輝きを放っています。

生息域は沖縄以南の亜熱帯地域で南国を象徴する蝶であり、市内各

所で自然に舞うオオゴマダラの姿が見られます。

表表　　紙紙

  題題字字揮揮毫毫　　　　宮宮城城久久一一（（潭潭洞洞））氏氏



※「令和７年度 那覇市の教育」の紙資料については、一部に誤りがございましたので、

正誤表による訂正を行っております。紙資料をご覧になられた皆さまにご迷惑をお掛け

しましたことを深くお詫び申し上げます。 

なお、本データにつきましては、該当箇所を訂正したものとなっております。 





はは じじ めめ にに

はいたい ぐすーよー ちゅーうがなびら。

「那覇市の教育」の刊行にあたりご挨拶を申し上げます。

令和 年は沖縄戦の終戦から 年という節目の年にあたり

ます。本市は沖縄戦で市域の約９割を焼失し甚大な被害を受

けました。しかし、先人たちのたくましい生命力と英知、たゆ

まぬ努力により今日の復興と繁栄を築きあげてきました。現

在、私たちを取り巻く環境は目まぐるしいスピードで変化し

ています。将来の予測が困難な時代においても、このような先

人の精神を子どもたちが受け継いで自らの土壌とし、やがて

は色とりどりの希望に満ち溢れた大輪の花を咲かせることを

願っております。

戦後 年という節目の年にあたり、那覇市教育委員会にお

いても、図書館の展示やおはなし会等の特別企画、公民館の関

連講座等により平和を希求する取り組みを実施してまいりま

す。

それでは、今年度の那覇市教育委員会の取り組みの一部を、「第３次那覇市教育振興基本計画」の各施策

からご紹介いたします。

「支援が必要なこどもや保護者に必要な支援が届くまちをつくる」の施策では、那覇市立小中学校に通

学する児童生徒の保護者及び県内私立・県立・国立小中学校に通学する那覇市在住の児童生徒の保護者に

対して学校給食費の支援を行い、子育て世帯の経済的負担軽減を図ります。

「自ら学び心豊かに成長する子どもを応援するまちをつくる」の施策では、不登校等への対策として、

支援が必要な子ども達への居場所づくりや学習支援、様々な悩みを持つ児童生徒・保護者・教員に対する

教育相談等、個々の状況に応じた適切な支援を行います。

「どこでも誰でも生涯学習ができるまちをつくる」の施策では、地域・学校連携施設の耐用年数を経過

した空調機の計画的な更新を行います。また、同施設における管理運営自動化システム導入校数を拡大し、

環境の整備を推進することで、利便性の高い地域住民の学びの場並びに地域コミュニティ活動の場と

しての環境整備に取り組みます。

「学校が学びや育ちの拠点となるまちをつくる」の施策では、地域全体で子どもたちの学びや成長を支

えるため、地域と学校が連携・協働して行う様々な活動を支援する地域学校協働活動推進員を 人増員し

て 校区に配置し、支援体制の強化を図ります。

また、昨年度より本格的に取り組んでおります学校の働き方改革を継続して推進してまいります。

結びに、この「那覇市の教育」は、本市の教育行政を網羅し、各分野の事業が把握できるよう編集して

おります。教育関係者をはじめ、多くの方々に本市の教育行政についてご理解を深めていただき、なお一

層のご協力を賜りますよう、ゆたさるぐとぅ うにげーさびら。

いっぺー にふぇーでーびる。

教育長 宮里
みやさと

寿子
ひ さ こ
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１ 那覇市の概況

位置と気候

那覇市は沖縄本島の南部にあり、東シナ海に面し、東経 度、北緯 度に位置する県都であ

る。地形は、旧市内を中心とする中央部においてはほぼ平坦をなし、これを取り巻くように周辺部には

小高い丘陵地帯が展開し、東西に 、南北に 、総面積は ｋ㎡である。

亜熱帯モンスーン地帯に属する沖縄県の気候は、四季を通じて温暖で、年間の平均気温は ℃※、

平均湿度は ％※であり、春から夏にかけては雨量が比較的多く、夏から秋にかけては毎年数個の台

風が襲来している。 （※の数値は 年～ 年の平均値 気象庁ホームページより）

人口と産業

大正 年に市制が施行されたとき 余人であった那覇市の人口は、以後徐々に増加を続けてい

たが、昭和 ～ 年の沖縄戦で市域の ％を焼失し、 余人に激減した。終戦後、那覇市は米軍の

全面占領下におかれ、立入禁止区域となっていたが、昭和 年 月に産業復興の名目で陶器製造産業

先遣隊が壺屋地域一帯に入域して以来、民政府など中央機関が那覇に移転し、旧那覇市街が漸次開放さ

れるようになり、市民の活動も活発になってきた。昭和 年に首里市と小禄村、昭和 年に真和志市

と合併し、一挙に 余人となり、新しい那覇市建設の基盤ができた。現在の人口は約 人、

平成 年４月 日には県内初の中核市へ移行するなど、県都として沖縄県の政治、経済、文化の中心と

して発展している。

本市の産業構造は、第３次産業の比率が非常に大きく都市型構造となっている。現在、観光産業の充

実、中心市街地の活性化、地場産業の振興等のための環境整備が進められている。

那覇市の教育行政の歴史的特色

本市は、「大和ぬ世からアメリカ世、また大和ぬ世」といわれる数奇な歴史を歩んできた。その中でも

教育行政においては、アメリカ施政権下の影響を受け、全小学校に幼稚園が併設されるなど、沖縄の歴

史的背景をもち、他とは異なる特色を有している。

２ 那覇市管内別人口（登録 人口） 令和７年４月末時点

区 分 世帯数
人 口

総数 男 女

本 庁

真和志支所

首 里 支 所

小 禄 支 所

合 計

※住民基本台帳法の改正（平成 年７月９日施行）に伴い、外国人住民も含む。
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３ 第５次那覇市総合計画体系（令和６年一部改訂）

【まちづくりの将来像】

※ 第５次那覇市総合計画（令和６年一部改訂）より教育分野に関する政策・施策を抜粋
※１ 未来への視点を補完する新たな視点として、令和６年一部改訂にて新たに追加された項目。

全ての施策を遂行する上で、それぞれの視点を強く意識する。

基本構想
（めざすまちの姿）

学校が学びや育ちの拠点となるまちをつ
くる

施
策

施
策

第５次那覇市総合計画（令和６年一部改訂）

（基本構想・基本計画）

政
策

生涯学習を推進し、地域の教育力を向上させるまち
づくり

政
策

文化が保存され継承されるまちをつくる

～ みんなでつなごう市民力 ～

なはで暮らし、働き、育てよう！笑顔広がる元気なまち ＮＡＨＡ

学校施設の補修・整備をすすめ、安全安
心な教育環境があるまちをつくる

自ら学び心豊かに成長する子どもを応援
するまちをつくる

支援が必要なこどもや保護者に必要な支
援が届くまちをつくる

すべてのこどものそれぞれの時期に適し
た居場所のあるまちをつくる

多様なつながりで
共に助け合い、
認め合う安全安心に
暮らせるまち
ＮＡＨＡ

自然環境と
都市機能が調和した
住みつづけたいまち
ＮＡＨＡ

ヒト・モノ・コトが
集い、育ち、ひろがる
万国津梁のまち
ＮＡＨＡ

次世代の未来を拓き、
豊かな学びと文化が
薫る誇りあるまち
ＮＡＨＡ

互いの幸せを
地域と福祉で支え合い
誰もが輝くまち
ＮＡＨＡ

施
策

施
策

子育てが楽しくなるまちづくり

自らの力で未来を拓く子ども達を応援するまちづく
り

郷土の歴史、伝統文化・芸能にふれあい、新たな文
化を創造するまちづくり

政
策

どこでも誰でも生涯スポーツができるま
ちをつくる

どこでも誰でも生涯学習ができるまちを
つくる

政
策

施
策

施
策

施
策

施
策

基本計画（各施策）

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
新
た
な
架
け
橋
※
１

（
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
（
D
X
）
・
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
（
S
D
G
s
）
・
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
（
W
e
l
l

b
e
i
n
g
）
）
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３３　　第第５５次次那那覇覇市市総総合合計計画画体体系系（（令令和和６６年年一一部部改改訂訂））

【まちづくりの将来像】

※※　　　　第第５５次次那那覇覇市市総総合合計計画画（（令令和和６６年年一一部部改改訂訂））よよりり教教育育分分野野にに関関すするる政政策策・・施施策策をを抜抜粋粋
※※１１　　未未来来へへのの視視点点をを補補完完すするる新新たたなな視視点点ととししてて、、令令和和６６年年一一部部改改訂訂ににてて新新たたにに追追加加さされれたた項項目目。。
　　  全全ててのの施施策策をを遂遂行行すするる上上でで、、そそれれぞぞれれのの視視点点をを強強くく意意識識すするる。。

基基本本構構想想
（（めめざざすすままちちのの姿姿））

学校が学びや育ちの拠点となるまちをつ
くる

施
策

施
策

第第５５次次那那覇覇市市総総合合計計画画（（令令和和６６年年一一部部改改訂訂））

（（基基本本構構想想・・基基本本計計画画））

政
策

生涯学習を推進し、地域の教育力を向上させるまち
づくり

政
策

文化が保存され継承されるまちをつくる

～～  みみんんななででつつななごごうう市市民民力力  ～～

ななははでで暮暮ららしし、、働働きき、、育育ててよようう！！笑笑顔顔広広ががるる元元気気ななままちち　　ＮＮＡＡＨＨＡＡ

学校施設の補修・整備をすすめ、安全安
心な教育環境があるまちをつくる

自ら学び心豊かに成長する子どもを応援
するまちをつくる

支援が必要なこどもや保護者に必要な支
援が届くまちをつくる

すべてのこどものそれぞれの時期に適し
た居場所のあるまちをつくる

多様なつながりで
共に助け合い、
認め合う安全安心に
暮らせるまち
ＮＡＨＡ

自然環境と
都市機能が調和した
住みつづけたいまち
ＮＡＨＡ

ヒト・モノ・コトが
集い、育ち、ひろがる
万国津梁のまち
ＮＡＨＡ

次世代の未来を拓き、
豊かな学びと文化が
薫る誇りあるまち
ＮＡＨＡ

互いの幸せを
地域と福祉で支え合い
誰もが輝くまち
ＮＡＨＡ

施
策

施
策

子育てが楽しくなるまちづくり

自らの力で未来を拓く子ども達を応援するまちづく
り

郷土の歴史、伝統文化・芸能にふれあい、新たな文
化を創造するまちづくり

政
策

どこでも誰でも生涯スポーツができるま
ちをつくる

どこでも誰でも生涯学習ができるまちを
つくる

政
策

施
策

施
策

施
策

施
策

基基本本計計画画（（各各施施策策））

まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
支支
ええ
るる
新新
たた
なな
架架
けけ
橋橋
※※
１１

（（
デデ
ジジ
タタ
ルル
社社
会会
のの
実実
現現
（（
D
X
））
・・
持持
続続
可可
能能
なな
社社
会会
のの

実実
現現
（（
S
D
G
s
））
・・
生生
きき
がが
いい
のの
ああ
るる
社社
会会
（（
W
e
l
l

b
e
i
n
g
））
））
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第１節 教育行政

１ 教育の基本理念 （平成５年７月設定）

私たちの祖先は、海と空へひらけた地理的立地条件や進取の精神と人情味あふれる国際性豊かな人間性

を生かし、世界に誇れる沖縄独自の歴史と文化を創造してきた。

それらの精神は、過去の苦難に満ちた歴史的道程においても揺るぎなく発揮され、たくましい生命力と

英知とたゆまざる努力により今日の復興と繁栄を築き上げてきた。

そして、それらは、隣人を大切にし、敬う「守礼の精神」や、互助・協調・連帯の「ゆいまーるの精神」

を通して培われ、県民の特性としていきづいてきたのである。

那覇市教育委員会は、このような祖先のたくましく、豊かな人間性と苦難に立ち向かう不撓不屈の精神

を継承し、『人間性豊かな人材の育成をめざす教育の推進』を基本理念として掲げ「あけもどろの都市・な

は」を拓く担い手の育成をめざすものである。

２ 教育の目標 （平成５年７月設定）

那覇市教育委員会は、人間尊重の精神を基底とし、郷土の自然と文化に誇りをもち、個性豊かで創造性・

協調性に富む人材の育成を期して、次のことを目標に教育施策を推進する。

○ 進取の精神と自ら学ぶ意欲をもち、心豊かでたくましく、個性的かつ創造性あふれる幼児児童生徒の

育成を図る。

○ 平和で活力ある社会の形成者として、連帯と協調の精神を発揮し、郷土の文化の継承と発展に寄与す

る英知と創造に富んだ心身ともに健康な市民の育成を図る。

○ 家庭・学校・地域社会の相互連携のもとに、社会の変化に主体的に対応し得る教育の方途を追求し、

生涯学習社会の実現を図る。

３ 第３次那覇市教育振興基本計画 （令和３年度～令和７年度）

（１）計画の位置づけ

本計画は、本市の「教育の基本理念」のもと、「教育の目標」の実現に向けて、本市の教育に関する

施策を体系的に示すものである。

策定にあたっては、国の「第３期教育振興基本計画」及び「沖縄県教育振興基本計画」を参酌し、

市長が策定した「那覇市の教育及び文化の振興に関する大綱」や、本市における既存の計画等との整

合性を図っている。

（２）計画の進捗管理

教育行政マネジメントシステムや組織目標管理を活用して毎年具体的な組織目標を定め、ＰＤＣＡ

サイクルにより適切に進捗管理を行い、各施策の計画的な推進を図る。

郷土の歴史と文化を活かし、「あけもどろの都市・なは」を拓く

人間性豊かな人材の育成をめざして教育を推進する

※ 「あけもどろ」という言葉は、沖縄・奄美諸島に伝わる古代歌謡「おもろさうし」のなかで語
られた言葉である。
この言葉は、南国の太陽が東の空に昇るとき、一瞬、色あざやかな光がうず巻状をなして織り
なしてくる荘厳で雄大な光景をさしたもので、それを天空に輝く大きな花にたとえて、「あけもど
ろの花」とうたわれたものである。
「あけもどろの都市」は、融和と集合の美しいまち、未来への希望に輝く市民生活の理想郷と
して表現したものである。
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４ 那覇市の教育及び文化の振興に関する大綱

那覇市の教育及び文化の振興に関する大綱（令和５年度～令和８年度）

まちづくりの原動力となるのは「人」であり、一人ひとりが夢や志と、地域への愛着と誇りを持ち、グ

ローバルな視点で多様な主体と積極的に協働できる社会性を身につけた人材の育成は大切です。

これまでの大綱を受け継ぎ、第 次那覇市総合計画で掲げる「次世代の未来を拓き、豊かな学びと文化

が薫る誇りあるまち 」の実現を目指し、教育及び文化振興に関する施策を教育委員会とともに推進し

ていきます。

１ 人間性豊かでたくましい人材の育成

学校・家庭・地域が連携して取り組む協働体制の下、未来を担う子どもたちの夢と希望を育み、子ど

もたちの個性と可能性を伸ばす教育環境を整えることにより、人間性豊かで創造性に富み協調性を持

つ、複雑・多様化する現代社会にも対応できる自立した人材の育成を図ります。

２ 人権教育及び平和教育の充実

寛容の心が広がり、互いの多様性を認め合う誰もが心豊かに安心して暮らせる平和なまちをつくるた

め、人権への理解を深めていく取組を推進します。また、沖縄戦の実相や平和の尊さを次の世代へ伝え

ていく平和学習の充実を図ります。

３ 協働による生涯学習のまちづくり

社会教育施設の整備・充実を図り、様々な市民や団体等がつながる協働による生涯学習の取組を推進

し、その成果が社会に還元され、社会が市民や団体等を育むという好循環を生み出し、全ての市民が生

き甲斐を感じられる生涯学習のまちづくりに取り組みます。

４ 子どもの育ちや子育て支援などの推進

子どもの学びや居場所として学校のプラットフォーム化及びオープン化を推進します。また、地域の

協力と多様な人材を活用し、コミュニティの拠点として学校施設の有効活用を進めることで、子どもの

育ちや子育て支援などの施策を推進します。

５ どこでも誰でも生涯スポーツができるまちづくり

市民がスポーツ・レクリエーションに身近に親しむことができる環境の整備を進め、健康長寿おきな

わの復活へつなげるとともに、本市の気候や立地条件を最大限に活用し、スポーツアイランド沖縄の中

心的役割を担うためのまちづくりに取り組みます。

６ 伝統文化の継承発展及び文化活動の支援

未来を担う若者を始めとする全ての世代の文化芸術・芸能活動が活発に行われるまちをめざし、郷土

の伝統文化を見つめ直し、その貴重な価値を守り、育て、未来へつなぐとともに、市民が文化芸術にふ

れあう機会の創出と活動への支援を推進します。

この大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 年法律第 号）第１条の３の規定に

基づき定めるものです。

この大綱の期間は、令和５年度から令和８年度までの４年間としますが、この期間の途中において、必

要に応じて内容の見直しを行うことができるものとします。

令和５年３月 日

那覇市長 知念 覚
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総合教育会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の４の規定に基づき、

市長と教育委員会が教育行政の大綱や重点的に講ずべき諸施策について対等に協議・調整を

行う場であり、両者が教育政策の方向性を共有して、より一層民意を反映した教育行政の推

進を図ることを目的としている。

協議・調整事項

○教育行政の大綱の策定

○教育の条件整備など重点的に講ずべき施策

○児童、生徒等の生命・身体の保護等緊急の場合に講ずべき措置

５ 総合教育会議

（１）総合教育会議の設置

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」の施行（平成 年４月１日）

により、市長が招集し、市長及び教育委員会で構成する「総合教育会議」が設置された。

（２）総合教育会議の開催

令和６年度 第１回那覇市総合教育会議 令和６年 月 日（水） 庁議室

＜協議事項＞

（１）那覇市立小中学校における災害時の対応について（協議）

（２）那覇市立小中学校における教員のメンタルヘルス対策について（報告）

総合教育会議の様子

４ 那覇市の教育及び文化の振興に関する大綱

那覇市の教育及び文化の振興に関する大綱（令和５年度～令和８年度）

まちづくりの原動力となるのは「人」であり、一人ひとりが夢や志と、地域への愛着と誇りを持ち、グ

ローバルな視点で多様な主体と積極的に協働できる社会性を身につけた人材の育成は大切です。

これまでの大綱を受け継ぎ、第 次那覇市総合計画で掲げる「次世代の未来を拓き、豊かな学びと文化

が薫る誇りあるまち 」の実現を目指し、教育及び文化振興に関する施策を教育委員会とともに推進し

ていきます。

１ 人間性豊かでたくましい人材の育成

学校・家庭・地域が連携して取り組む協働体制の下、未来を担う子どもたちの夢と希望を育み、子ど

もたちの個性と可能性を伸ばす教育環境を整えることにより、人間性豊かで創造性に富み協調性を持

つ、複雑・多様化する現代社会にも対応できる自立した人材の育成を図ります。

２ 人権教育及び平和教育の充実

寛容の心が広がり、互いの多様性を認め合う誰もが心豊かに安心して暮らせる平和なまちをつくるた

め、人権への理解を深めていく取組を推進します。また、沖縄戦の実相や平和の尊さを次の世代へ伝え

ていく平和学習の充実を図ります。

３ 協働による生涯学習のまちづくり

社会教育施設の整備・充実を図り、様々な市民や団体等がつながる協働による生涯学習の取組を推進

し、その成果が社会に還元され、社会が市民や団体等を育むという好循環を生み出し、全ての市民が生

き甲斐を感じられる生涯学習のまちづくりに取り組みます。

４ 子どもの育ちや子育て支援などの推進

子どもの学びや居場所として学校のプラットフォーム化及びオープン化を推進します。また、地域の

協力と多様な人材を活用し、コミュニティの拠点として学校施設の有効活用を進めることで、子どもの

育ちや子育て支援などの施策を推進します。

５ どこでも誰でも生涯スポーツができるまちづくり

市民がスポーツ・レクリエーションに身近に親しむことができる環境の整備を進め、健康長寿おきな

わの復活へつなげるとともに、本市の気候や立地条件を最大限に活用し、スポーツアイランド沖縄の中

心的役割を担うためのまちづくりに取り組みます。

６ 伝統文化の継承発展及び文化活動の支援

未来を担う若者を始めとする全ての世代の文化芸術・芸能活動が活発に行われるまちをめざし、郷土

の伝統文化を見つめ直し、その貴重な価値を守り、育て、未来へつなぐとともに、市民が文化芸術にふ

れあう機会の創出と活動への支援を推進します。

この大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 年法律第 号）第１条の３の規定に

基づき定めるものです。

この大綱の期間は、令和５年度から令和８年度までの４年間としますが、この期間の途中において、必

要に応じて内容の見直しを行うことができるものとします。

令和５年３月 日

那覇市長 知念 覚
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７ 教育委員会の概要

（１）教育委員会とは

教育委員会は教育長と４人の委員で構成する合議制の執行機関であり、教育長及び委員は、いずれも

地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で教育、学術及び文化に関し識見を有するもの

の中から地方公共団体の長が議会の同意を得て任命する。任期は教育長が３年、委員が４年で、再任さ

れることができる。

教育長は、教育委員会会議を招集する他、教育委員会の権限に属するすべての事務をつかさどり、事

務局の事務を統括し、所属職員を指揮監督する。

（２）教育委員会（教育長・教育委員）

教 育 長 委 員（教育長職務代理者

宮 里 寿 子 安 里 恒 男

委 員 委 員 委 員

仲本 千佳子 二木 志保 山城 達彦

令和７年４月１日現在

職 名 氏 名 任 期

教 育 長 宮 里
みやさと

寿 子
ひさこ

令和６年４月８日 ～ 令和９年４月７日

委 員
（教育長職務代理者

安 里
あ さ と

恒 男
つねお

令和５年 月５日 ～ 令和９年 月４日

委 員 仲 本
なかもと

千佳子
ち か こ

令和６年４月４日 ～ 令和 年４月３日

委 員 二 木
ふ た き

志 保
し ほ

令和４年１月５日 ～ 令和８年１月４日

委 員 山 城
やましろ

達
たつ

彦
ひこ

令和４年４月８日 ～ 令和８年４月７日

６ 学校の働き方改革

背景

令和５年の中央教育審議会の提言によると、「子供たちが抱える困難が多様化・複雑化するとともに、保

護者や地域の学校や教師に対する期待が高まっていることなどから、結果として業務が積み上がり、教師

を取り巻く環境は、我が国の未来を左右しかねない危機的状況にあると言っても過言ではない。※ 」とさ

れている。

本市も例外ではなく、このような状況は未来を担う子どもたちに大きな影響を及ぼす可能性があること

から危機感を持って対応してきた。なかでも教育委員会と市長事務部局が一丸となり「那覇市立小中学校

教員負担軽減タスクフォース」を立ち上げ、教員の負担軽減を着実に推し進めているところである。

（１）那覇市立小中学校教員負担軽減タスクフォースの設置

那覇市立小中学校における教員業務の多忙化を解消することにより負担軽減を図り、質の高い教育

の維持と更なる充実を実現するため、教育委員会と市長事務部局で連携し、令和５年７月に那覇市立

小中学校教員負担軽減タスクフォース（以下「 」という）を設置した。 では教員業務の実態把握

及び負担軽減に向けたアンケート等を実施し、現場の声を受け止めながら業務の効率化や支援体制拡

充等の具体的な検討を進めてきた。

（２）教員の負担軽減に関する取り組み

教員の負担軽減に資する実効性のある施策として、以下の取り組みを実施している。

ア 人的支援

教員業務支援員や特別支援教育補助員、中学校部活動支援員等の教員以外の人材の拡充

イ 校務の 化

採点システムや保護者等連絡ツールの整備、地域連携室における鍵管理予約システムの導入によ

る業務の効率化

ウ 制度的支援

春季休業期間の延長による事務整理期間の確保、産業医の配置による労働環境の改善及び健康の

増進、スクールロイヤー導入による法律相談体制の強化、学校で起こる困難事案に対して専門的な

知見から助言等を行う学校問題解決支援員の配置による相談体制の整備

エ その他

令和６年度にモデル校等において実施した学校業務改善活動を全小中学校でも実践できるよう、

業務改善の考え方や活動の進め方をまとめた那覇市立学校教職員の業務改善アクションプログラム

の策定。また、モデル校等における実践事例をまとめた業務改善事例集の作成。

※１ 出典：中央教育審議会 教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言） １
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７ 教育委員会の概要

（１）教育委員会とは

教育委員会は教育長と４人の委員で構成する合議制の執行機関であり、教育長及び委員は、いずれも

地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で教育、学術及び文化に関し識見を有するもの

の中から地方公共団体の長が議会の同意を得て任命する。任期は教育長が３年、委員が４年で、再任さ

れることができる。

教育長は、教育委員会会議を招集する他、教育委員会の権限に属するすべての事務をつかさどり、事

務局の事務を統括し、所属職員を指揮監督する。

（２）教育委員会（教育長・教育委員）

教 育 長 委 員（教育長職務代理者

宮 里 寿 子 安 里 恒 男

委 員 委 員 委 員

仲本 千佳子 二木 志保 山城 達彦

令和７年４月１日現在

職 名 氏 名 任 期

教 育 長 宮 里
みやさと

寿 子
ひさこ

令和６年４月８日 ～ 令和９年４月７日

委 員
（教育長職務代理者

安 里
あ さ と

恒 男
つねお

令和５年 月５日 ～ 令和９年 月４日

委 員 仲 本
なかもと

千佳子
ち か こ

令和６年４月４日 ～ 令和 年４月３日

委 員 二 木
ふ た き

志 保
し ほ

令和４年１月５日 ～ 令和８年１月４日

委 員 山 城
やましろ

達
たつ

彦
ひこ

令和４年４月８日 ～ 令和８年４月７日

教育長職務代理者教 育 長

６ 学校の働き方改革

背景

令和５年の中央教育審議会の提言によると、「子供たちが抱える困難が多様化・複雑化するとともに、保

護者や地域の学校や教師に対する期待が高まっていることなどから、結果として業務が積み上がり、教師

を取り巻く環境は、我が国の未来を左右しかねない危機的状況にあると言っても過言ではない。※ 」とさ

れている。

本市も例外ではなく、このような状況は未来を担う子どもたちに大きな影響を及ぼす可能性があること

から危機感を持って対応してきた。なかでも教育委員会と市長事務部局が一丸となり「那覇市立小中学校

教員負担軽減タスクフォース」を立ち上げ、教員の負担軽減を着実に推し進めているところである。

（１）那覇市立小中学校教員負担軽減タスクフォースの設置

那覇市立小中学校における教員業務の多忙化を解消することにより負担軽減を図り、質の高い教育

の維持と更なる充実を実現するため、教育委員会と市長事務部局で連携し、令和５年７月に那覇市立

小中学校教員負担軽減タスクフォース（以下「 」という）を設置した。 では教員業務の実態把握

及び負担軽減に向けたアンケート等を実施し、現場の声を受け止めながら業務の効率化や支援体制拡

充等の具体的な検討を進めてきた。

（２）教員の負担軽減に関する取り組み

教員の負担軽減に資する実効性のある施策として、以下の取り組みを実施している。

ア 人的支援

教員業務支援員や特別支援教育補助員、中学校部活動支援員等の教員以外の人材の拡充

イ 校務の 化

採点システムや保護者等連絡ツールの整備、地域連携室における鍵管理予約システムの導入によ

る業務の効率化

ウ 制度的支援

春季休業期間の延長による事務整理期間の確保、産業医の配置による労働環境の改善及び健康の

増進、スクールロイヤー導入による法律相談体制の強化、学校で起こる困難事案に対して専門的な

知見から助言等を行う学校問題解決支援員の配置による相談体制の整備

エ その他

令和６年度にモデル校等において実施した学校業務改善活動を全小中学校でも実践できるよう、

業務改善の考え方や活動の進め方をまとめた那覇市立学校教職員の業務改善アクションプログラム

の策定。また、モデル校等における実践事例をまとめた業務改善事例集の作成。

※１ 出典：中央教育審議会 教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言） １
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（３）教育委員会会議

教育委員会の会議は、月２回の定例会と随時に開催する臨時会がある。

令和６年４月１日から令和７年３月 日までの会議開催数、付議件数は次のとおり。

＜令和６年度教育委員会会議 議案一覧＞

議案第１号 那覇市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則制定について

議案第 号 那覇市社会教育委員の委嘱について

議案第 号 那覇市教育事務点検評価委員の委嘱について

議案第 号 教科用図書那覇採択地区協議会委員の指名について

議案第 号 那覇市文化財保護条例の一部を改正する条例制定に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市文化財調査審議会規則の一部を改正する規則制定について

議案第 号 財産の取得に関する意見の申出について（議案）

議案第 号 令和 年度那覇市一般会計補正予算（第 号）に関する意見書について

議案第 号 那覇市教育事務点検評価委員会への諮問について

議案第 号 那覇市立教育研究所運営審議会委員の委嘱及び任命について

議案第 号 財産の取得（液晶ディスプレイ一体型電子黒板）に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市就学支援員会委員の委嘱について

議案第 号 那覇市立図書館協議会委員の委嘱について

議案第 号 令和 年度那覇市一般会計補正予算（第４号）に関する意見書について

議案第 号 那覇市壺屋焼物博物館協議会委員の委嘱について

議案第 号 那覇市学校施設等長寿命化計画の改定について

議案第 号 那覇市教育委員会定員管理計画（令和７年度～令和 年度）について

議案第 号 那覇市スポーツ推進審議会への諮問について

議案第 号 令和７年度に使用する小学校教科用図書の採択について

議案第 号 令和７年度に使用する中学校教科用図書の採択について

議案第 号 令和７年度に小・中学校の特別支援学級で使用する教科用図書の採択について

議案第 号 那覇市教育事務点検評価の答申及び報告書について

議案第 号 財産の取得（コンテナ消毒装置）に関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（洗浄機、シンク等）に関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（消毒保管機、冷凍・冷蔵庫）に関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（真空冷却機等）に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市学校給食運営審議会委員の委嘱について

議案第 号 「那覇市教育委員会市費負担職員（指導主事を除く。）定期人事異動基本方針」について

議案第 号 令和６年度那覇市一般会計補正予算（第５号）に関する意見書について

議案第 号 那覇市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定に

関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（液晶ディスプレイ一体型電子黒板）に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市文化財調査審議会委員の委嘱について

定例会 臨時会 計

開 催 数

付議件数
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議案第 号 那覇市立壺屋焼物博物館協議会委員の委嘱について

議案第 号 那覇市いじめ問題専門委員会への諮問 について

議案第 号 県費負担教職員途中人事の内申について

議案第 号 令和６年度那覇市一般会計補正予算（第８号）に関する意見書について

議案第 号 令和７年度当初予算に関する意見書について

議案第 号 那覇市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例制定に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市いじめ問題専門委員会委員の委嘱について

議案第 号 那覇市職員定数条例の一部を改正する条例制定に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市立小学校及び中学校の学校給食費の額の決定等に関する規程の一部を改正する訓令

制定について

議案第 号 那覇市教育委員会の組織等に関する規則の一部を改正する規則制定について

議案第 号 職員人事（管理職指導主事の退職及び採用）について

議案第 号 職員人事（管理職定期人事異動）について

議案第 号 那覇市教育委員会障がい者活躍推進計画の策定について

議案第 号 那覇市スポーツ推進計画（中間見直し）の策定について

議案第 号 那覇市教育委員会人事評価実施規程の制定について

（４）教育委員会の沿革

昭 壺屋初等学校創立
壺屋幼稚園創立

昭 みなと初等学校創立
みなと幼稚園創立
みなと初等学校楚辺分校創立
みなと幼稚園楚辺分教場創立
開南初等学校創立
開南幼稚園創立

昭 学制改革（ 制）により中等学校
を初等学校に併置
那覇中等学校創立（壺屋初等学校 地内）

昭 みなと初等学校・みなと中等学校の楚辺
分校が城岳初等学校・城岳中等学校とし
て独立
みなと幼稚園楚辺分教場が城岳幼稚園と
して独立
教育委員会制度発足
那覇地区教育長任命
真栄田義見（那覇高等学校長兼任）
那覇地区教育委員任命
長嶺 秋夫（小禄村長）
胡屋 朝賞
山口 重和（城岳中等学校長）
金城 和信
与那嶺 松助（首里高等学校長）
祖慶 剛（浦添中等学校長）

昭 久茂地初等学校創立
久茂地幼稚園創立

昭 布令第 号による琉球教育法公布
布令第 号区教育委員並びに教育区会計
係特別選挙法公布
那覇教育区教育長真栄田義見（那覇高等
学校長兼任）、那覇連合教育区教育長
（専任）に任命

那覇教育区臨時教育委員任命
委員 又吉 康和（那覇市長）
委員 渡久地 政功（那覇中学校長）
委員 阿波根 直英（開南小学校長）
会計係 渡久地 政功（那覇中学校長）
琉球教育法公布により、初等学校を小
学校に、中等学校を中学校に改称
教育税創設
琉球教育法による教育委員公選の結果
下記のとおり決定
委員長 又吉 嘉栄（ 年委員）
副委員長 仲井間 宗吉（ 年委員）
委員 富山 徳潤（ 年委員）
委員 又吉 康和（市長任期中）
婦人委員立候補者及び会計係立候補がな
いため下記のとおり任命
婦人委員 牧志 静（ 年委員）
会計係 中村 良才（ 年委員）
布令第 号による区教育委員選挙法を一
部改正

昭 那覇連合教育区教育長の真栄田義見 文
教局長へ転出、後任として阿波根朝松
任命
上山中学校設置認可（中教委指第 号
城岳中学校が上山中学校への統合のため
廃止（中教委指第 号）
那覇教育区教育委員会事務局を那覇市役
所内に設置
みなと小学校・みなと中学校を垣花小学
校・垣花中学校に校名変更
當間重剛那覇市長就任により教育委員に
なる

昭 富山徳潤委員死去による委員欠員のた
め 、次のとおり任命

（３）教育委員会会議

教育委員会の会議は、月２回の定例会と随時に開催する臨時会がある。

令和６年４月１日から令和７年３月 日までの会議開催数、付議件数は次のとおり。

＜令和６年度教育委員会会議 議案一覧＞

議案第１号 那覇市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則制定について

議案第 号 那覇市社会教育委員の委嘱について

議案第 号 那覇市教育事務点検評価委員の委嘱について

議案第 号 教科用図書那覇採択地区協議会委員の指名について

議案第 号 那覇市文化財保護条例の一部を改正する条例制定に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市文化財調査審議会規則の一部を改正する規則制定について

議案第 号 財産の取得に関する意見の申出について（議案）

議案第 号 令和 年度那覇市一般会計補正予算（第 号）に関する意見書について

議案第 号 那覇市教育事務点検評価委員会への諮問について

議案第 号 那覇市立教育研究所運営審議会委員の委嘱及び任命について

議案第 号 財産の取得（液晶ディスプレイ一体型電子黒板）に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市就学支援員会委員の委嘱について

議案第 号 那覇市立図書館協議会委員の委嘱について

議案第 号 令和 年度那覇市一般会計補正予算（第４号）に関する意見書について

議案第 号 那覇市壺屋焼物博物館協議会委員の委嘱について

議案第 号 那覇市学校施設等長寿命化計画の改定について

議案第 号 那覇市教育委員会定員管理計画（令和７年度～令和 年度）について

議案第 号 那覇市スポーツ推進審議会への諮問について

議案第 号 令和７年度に使用する小学校教科用図書の採択について

議案第 号 令和７年度に使用する中学校教科用図書の採択について

議案第 号 令和７年度に小・中学校の特別支援学級で使用する教科用図書の採択について

議案第 号 那覇市教育事務点検評価の答申及び報告書について

議案第 号 財産の取得（コンテナ消毒装置）に関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（洗浄機、シンク等）に関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（消毒保管機、冷凍・冷蔵庫）に関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（真空冷却機等）に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市学校給食運営審議会委員の委嘱について

議案第 号 「那覇市教育委員会市費負担職員（指導主事を除く。）定期人事異動基本方針」について

議案第 号 令和６年度那覇市一般会計補正予算（第５号）に関する意見書について

議案第 号 那覇市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定に

関する意見の申出について

議案第 号 財産の取得（液晶ディスプレイ一体型電子黒板）に関する意見の申出について

議案第 号 那覇市文化財調査審議会委員の委嘱について

定例会 臨時会 計

開 催 数

付議件数
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那覇教育区立前島幼稚園設置認可
那覇教育区立与儀小学校設置認可
国吉有慶副委員長辞任

昭 那覇教育区立若狭幼稚園設置認可
那覇教育区立松川幼稚園設置認可
那覇教育区立泊幼稚園設置認可
那覇教育区立楚辺小学校を那覇教育区立
与儀小学校に、那覇教育区立与儀小学校
を那覇教育区立神原小学校に校名変更認
可
那覇教育区立教育研究所設置認可
当間嗣文委員任期満了

昭 那覇教育区立小中学校パン給食実施
神原幼稚園設置認可
神原小学校設置認可
委員長、副委員長互選
委員長 西平 守由
副委員長 翁長 助静
那覇教育区立繁多川小学校設置認可
副委員長翁長助静立法院議員立候補のた
め辞任
那覇教育区立繁多川小学校を那覇教育区
立識名小学校に校名変更認可

昭 那覇教育区立与儀中学校設置認可
教育委員選挙施行
昭和 年 月 日施行の教育委員補充選
挙の結果、次の 人が当選
西平 守由 大城 三郎
平良 仁一 上原 正顕

那覇教育区立与儀中学校を那覇教育区立
神原中学校に校名変更認可
那覇教育区立安謝中学校移転認可
那覇教育区教育委員会事務局組織規則制
定
那覇連合教育区教育長阿波根朝松琉球育
英会理事長に転出のため辞任
那覇連合教育区教育長に阿波根直成就任

昭 委員長、副委員長互選
委員長 西平 守由
副委員長 大城 三郎
那覇教育区立安謝中学校を那覇教育区立
安岡中学校に校名変更認可
友寄喜弘委員辞任
那覇市長西銘順治補充委員任命
那覇教育区立真嘉比小学校設置認可
那覇教育区立壺川中学校設置認可

昭 高良小学校新校舎へ移転
教育委員補充選挙施行 人当選
委員 宮里 政秋 委員 山口 重和
委員 大城 朝亮

那覇教育区立安謝幼稚園設置認可
那覇教育区立識名幼稚園設置認可
教育委員任期満了
委員 名城 政雄 委員 大嶺 真英
委員 西銘 順治

那覇教育区立壺川中学校を那覇教育区立
古蔵中学校に校名変更認可
前島小学校完全給食実施第 号

昭 那覇教育区立真嘉比幼稚園設置認可
那覇教育区立識名中学校設置認可

昭 教育委員補充選挙施行 人当選
委員 翁長 助静 委員 西平 守由
委員 嵩原 久勝 委員 伊波 広定
新庁舎工事起工式（那覇市樋川 ）
那覇教育区立識名中学校を那覇教育区立
石田中学校に校名変更認可
教育 団体結成大会（沖縄県教育振興
会）
本土政府へ教育費要求団出発
教育税廃止
阿波根直成教育長再任 和 年 月まで

昭 那覇教育区立天妃小学校設置認可
那覇教育区立天妃幼稚園設置認可
新庁舎落成につき移転
委員長、副委員長互選
委員長 嵩原 久勝
副委員長 宮里 政秋
首里学校給食共同調理場竣工
教育委員大城朝亮首里支所長へ転出

昭 教育委員補充選挙施行 人当選
外間 正栄 渡久地 政功
宮里 政秋
委員長、副委員長互選
委員長 嵩原 久勝
副委員長 宮里 政秋
小禄学校給食共同調理場開始
教育長阿波根直成辞任
教育長譜久山朝直就任

昭 組織改編し、保健体育課新設
昭 教育委員補充選挙施行 人当選

嵩原 久勝 伊波 広定
翁長 助静 源 ゆき子

大道小学校に「風疹児相談室」を設置､
風疹児（ 才）の指導、教育相談開始
那覇学校給食共同調理場給食開始
学校給食単独校へ栄養士配置 人

昭 留守家庭子ども会開所式
那覇教育区立石嶺小学校設置認可
那覇教育区立石嶺小学校を那覇教育区城
東小学校に校名変更認可
伊波広定委員辞任
那覇教育区立宇栄原小学校設置認可
教育委員補充 芳沢弘明選任

昭 那覇教育区立城東幼稚園設置認可
教育委員任期満了
渡久地 政功 宮里 政秋
外間 正栄

教育委員選挙 人無投票当選
宮里 政秋 友寄 喜弘
外間 正栄

教育委員補充 芳沢弘明選任
那覇連合教育区教育長譜久山朝直退職
那覇連合教育区教育次長赤嶺貞義を教
育長に任命
那覇教育区立宇栄原幼稚園設置認可

昭 那覇教育区立補習学級廃止
琉球政府立松島中学校廃止
那覇教育区立松島中学校設置
開南小学校、壺屋小学校、大道小学校に
「風疹難聴学級」設置、 名入学

委員 宮里 敏慶 任期は次期選挙まで
年委員任期満了並びに 年委員補充公選
の結果下記のとおり決定
委員 高良 勝雄（ 年委員）
委員 友寄 喜弘（ 年委員）
婦人委員立候補者及び会計係立候補者が
ないため下記のとおり決定
委員 仲井間 八重子（ 年委員）
会計係 中村 良才（ 年委員）
教員、校長及び教育長免許に関する布令
公布（布令第 号）
首里市及び小禄村を合併
都市合併に伴い首里、小禄の教育区を那
覇教育区に合併
首里教育区立及び小禄教育区立の下記学
校、幼稚園が那覇教育区立となる
城西小学校（昭 創立）
城西幼稚園（昭 創立）
城南小学校（昭 創立）
城南幼稚園（昭 創立）
城北小学校（昭 創立）
城北幼稚園（昭 創立）
高良小学校（昭 創立）
高良幼稚園（昭 創立）
小禄小学校（昭 創立）
小禄幼稚園（昭 創立）
首里中学校（昭 創立）
小禄中学校（昭 創立）
都市合併に伴い、教育委員が下記のとお
り決定
委員長 又吉 嘉栄
副委員長 高良 勝雄
委員 上江洲 安健 委員 上原 光男
委員 大嶺 真英 委員 長嶺 知
委員 花城 清用 委員 當間 重剛
委員 仲井間 八重子 委員 友寄 喜弘
委員 真栄城 喜福 委員 儀間 ヨシ
委員 高良 恵三
那覇教育区教育委員会事務局を那覇市役
所から那覇高等学校構内に移転

昭 高良勝雄副委員長辞退に付互選
副委員長 友寄 喜弘
那覇教育区立垣花小中学校奥武山分校廃
止認可
委員長 又吉嘉栄、琉球政府へ転出のた
め辞任
委員長互選
委員長 上江洲 安健

昭 那覇教育区主催教育展覧会開催
（久茂地小学校 教室使用 日迄）
教育委員任期満了
委員 大嶺 真英 委員 上江洲 安健
委員 花城 清用 委員 上原 光男
委員 真栄城 喜福 委員 友寄 喜弘
委員 仲井間 八重子 委員 長嶺 知
委員 儀間 ヨシ

教育委員公選
委員 西平 守由
委員 仲井間 八重子
会計係に中村良才再任命

委員長、副委員長互選
委員長 西平 守由
副委員長 高良 勝雄
小学校全児童にミルク給食開始
那覇教育区補習学級設置規則を制定し中
学校に併置
那覇補習学級（那覇中学校）
上山補習学級（上山中学校）
首里補習学級（首里中学校）
小禄補習学級（小禄中学校）
那覇教育区立前島小学校設置認可
那覇教育区立若狭小学校設置認可
當間重剛委員琉球政府首席就任に付退任
當間重剛委員の欠員補充として那覇市長
職務代理助役嘉手納並水委員となる

昭 瀬長亀次郎那覇市長就任により教育委員
に任命
布令第 号による新教育法公布
瀬長亀次郎那覇市長、教育委員の資格失
う（布令第 号）
裁判の判決により仲井間八重子委員当選
無効となり古堅ユキ当選、委員となる
高良小学校移転認可
真和志市を合併
委員補充選挙 年委員 人、 年委員 人
立候補者 人に付無投票当選
国吉 有慶 大嶺 真英
名城 政雄 友寄 喜弘
当間 嗣文

委員任期満了
国吉 有慶 大嶺 真英
高良 恵三 高良 勝雄

昭和 年 月 日の無投票当選者に対し
抽選により任期決定
大嶺 真英（ 年委員）
友寄 喜弘（ 〃 ）
名城 政雄（ 〃 ）
国吉 有慶（ 年委員）
当間 嗣文（ 〃 ）

昭 兼次佐一那覇市長就任により教育委員に
任命
那覇教育区立泊小学校設置認可
幼稚園助手廃止
教育四法施行（教育基本法・学校教育
法・教育委員会法・社会教育法）
都市合併により真和志教育区合併
真和志教育区立の下記学校、幼稚園が那
覇教育区立となる
真和志小学校（昭 創立）
真和志幼稚園（昭 創立）
大道小学校 （昭 創立）
大道幼稚園 （昭 創立）
松川小学校 （昭 創立）
楚辺小学校 （昭 創立）
楚辺幼稚園 （昭 創立）
安謝小学校 （昭 創立）
真和志中学校（昭 創立）
寄宮中学校 （昭 創立）
安謝中学校 （昭 創立）
各幼稚園に事務職員（書記）配置
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那覇教育区立前島幼稚園設置認可
那覇教育区立与儀小学校設置認可
国吉有慶副委員長辞任

昭 那覇教育区立若狭幼稚園設置認可
那覇教育区立松川幼稚園設置認可
那覇教育区立泊幼稚園設置認可
那覇教育区立楚辺小学校を那覇教育区立
与儀小学校に、那覇教育区立与儀小学校
を那覇教育区立神原小学校に校名変更認
可
那覇教育区立教育研究所設置認可
当間嗣文委員任期満了

昭 那覇教育区立小中学校パン給食実施
神原幼稚園設置認可
神原小学校設置認可
委員長、副委員長互選
委員長 西平 守由
副委員長 翁長 助静
那覇教育区立繁多川小学校設置認可
副委員長翁長助静立法院議員立候補のた
め辞任
那覇教育区立繁多川小学校を那覇教育区
立識名小学校に校名変更認可

昭 那覇教育区立与儀中学校設置認可
教育委員選挙施行
昭和 年 月 日施行の教育委員補充選
挙の結果、次の 人が当選
西平 守由 大城 三郎
平良 仁一 上原 正顕

那覇教育区立与儀中学校を那覇教育区立
神原中学校に校名変更認可
那覇教育区立安謝中学校移転認可
那覇教育区教育委員会事務局組織規則制
定
那覇連合教育区教育長阿波根朝松琉球育
英会理事長に転出のため辞任
那覇連合教育区教育長に阿波根直成就任

昭 委員長、副委員長互選
委員長 西平 守由
副委員長 大城 三郎
那覇教育区立安謝中学校を那覇教育区立
安岡中学校に校名変更認可
友寄喜弘委員辞任
那覇市長西銘順治補充委員任命
那覇教育区立真嘉比小学校設置認可
那覇教育区立壺川中学校設置認可

昭 高良小学校新校舎へ移転
教育委員補充選挙施行 人当選
委員 宮里 政秋 委員 山口 重和
委員 大城 朝亮

那覇教育区立安謝幼稚園設置認可
那覇教育区立識名幼稚園設置認可
教育委員任期満了
委員 名城 政雄 委員 大嶺 真英
委員 西銘 順治

那覇教育区立壺川中学校を那覇教育区立
古蔵中学校に校名変更認可
前島小学校完全給食実施第 号

昭 那覇教育区立真嘉比幼稚園設置認可
那覇教育区立識名中学校設置認可

昭 教育委員補充選挙施行 人当選
委員 翁長 助静 委員 西平 守由
委員 嵩原 久勝 委員 伊波 広定
新庁舎工事起工式（那覇市樋川 ）
那覇教育区立識名中学校を那覇教育区立
石田中学校に校名変更認可
教育 団体結成大会（沖縄県教育振興
会）
本土政府へ教育費要求団出発
教育税廃止
阿波根直成教育長再任 和 年 月まで

昭 那覇教育区立天妃小学校設置認可
那覇教育区立天妃幼稚園設置認可
新庁舎落成につき移転
委員長、副委員長互選
委員長 嵩原 久勝
副委員長 宮里 政秋
首里学校給食共同調理場竣工
教育委員大城朝亮首里支所長へ転出

昭 教育委員補充選挙施行 人当選
外間 正栄 渡久地 政功
宮里 政秋
委員長、副委員長互選
委員長 嵩原 久勝
副委員長 宮里 政秋
小禄学校給食共同調理場開始
教育長阿波根直成辞任
教育長譜久山朝直就任

昭 組織改編し、保健体育課新設
昭 教育委員補充選挙施行 人当選

嵩原 久勝 伊波 広定
翁長 助静 源 ゆき子

大道小学校に「風疹児相談室」を設置､
風疹児（ 才）の指導、教育相談開始
那覇学校給食共同調理場給食開始
学校給食単独校へ栄養士配置 人

昭 留守家庭子ども会開所式
那覇教育区立石嶺小学校設置認可
那覇教育区立石嶺小学校を那覇教育区城
東小学校に校名変更認可
伊波広定委員辞任
那覇教育区立宇栄原小学校設置認可
教育委員補充 芳沢弘明選任

昭 那覇教育区立城東幼稚園設置認可
教育委員任期満了
渡久地 政功 宮里 政秋
外間 正栄

教育委員選挙 人無投票当選
宮里 政秋 友寄 喜弘
外間 正栄

教育委員補充 芳沢弘明選任
那覇連合教育区教育長譜久山朝直退職
那覇連合教育区教育次長赤嶺貞義を教
育長に任命
那覇教育区立宇栄原幼稚園設置認可

昭 那覇教育区立補習学級廃止
琉球政府立松島中学校廃止
那覇教育区立松島中学校設置
開南小学校、壺屋小学校、大道小学校に
「風疹難聴学級」設置、 名入学
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那覇連合教育区庁舎取得
年度那覇教育区歳入歳出予算を打ち

切る決算をする
「教育委員法」に基づく那覇連合教育区
制度廃止
那覇連合教育区教育長赤嶺貞義辞任
日本復帰に伴い、本土法律 一部特措法
により那覇教育区教育委員会が那覇市教
育委員会となる 組織再編し企画課、庶
務課、施設課、学校教育課、保健体育課、
社会教育課の 課をおく
復帰特別措置法により教育委員を継続
委員 翁長 助静 委員 宮里 政秋
委員 外間 正栄 委員 芳沢 弘明
委員 友寄 喜弘 委員 嵩原 久勝
委員 源 ゆき子

委員長、委員長職務代理者（以降「職務
代理者」と表記）を選出
委員長 翁長 助静
職務代理者 宮里 政秋
教育長に嵩原久勝任命
学校教育法（昭和 年法律第 号）に基
づき市立小学校、市立中学校及び市立幼
稚園を設置
那覇市青少年センターを設置（補導委員
人委嘱）

琉米文化会館の施設を日本政府が買い上
げ、那覇市に無償譲渡「市立那覇文化セ
ンター」として開館
委員長翁長助静辞任
委員長、職務代理者互選
委員長 宮里 政秋
職務代理者 外間 正栄

昭 那覇市立視聴覚ライブラリー設置
国鉄よりＤ 型蒸気機関車の無償貸与を
受ける
那覇市立松島幼稚園設置認可
教育委員復帰特別措置法により辞任
翁長 助静 宮里 政秋
外間 正栄 芳沢 弘明
友寄 喜弘 嵩原 久勝
源 ゆき子

地方教育行政の組織及び運営に関する法
律施行に伴う第 回教育委員任命
委員 宮里 政秋 委員 外間 正栄
委員 源 ゆき子 委員 友寄 喜弘
委員 嵩原 久勝

那覇市立松島小学校設置
那覇市立教育研究所設置
復帰記念沖縄特別国民体育大会（若夏国
体）開催

昭 「ガーナ森」市指定文化財第 号
那覇市立城北中学校設置
組織改編により、教育長室、総務課、施
設課、学校教育課、社会教育課、保健体
育課の１室５課となる

昭 沖縄国際海洋博覧会開催
組織改編により、教育長室を企画課に改
める
那覇市中央公民館設置

那覇市立図書館設置
那覇市立与儀小学校分離校地鎮祭

昭 那覇市立古蔵小学校を設置
那覇市立古蔵幼稚園を設置
移動図書館車「青空号」巡回開始

昭 那覇市立上間小学校を設置
那覇市立上間幼稚園を設置
那覇市立大名小学校を設置
那覇市立大名幼稚園を設置

昭 那覇市立鏡原中学校設置
那覇市立垣花中学校を那覇市立鏡原中学
校へ統合のため廃止
真和志学校給食センター設置
神原中学校に「風疹難聴学級」設置、
名入学
健やかな青少年を育てる市民大会開催
（於：壺屋小学校）
第１回那覇市社会教育振興大会開催

昭 那覇市立石嶺小学校設置
那覇市立石嶺幼稚園設置
那覇市久茂地公民館開館

昭 私立沖縄高等学校に「風疹難聴学級」設
置、 人入学
テレフォン教育相談「なは」開設
那覇市立久茂地図書館開館
組織改編により、保健体育課を社会体育
課へ名称変更、同課の保健給食係を学校
教育課へ移籍
新たに社会体育課に国体準備係を設置
那覇市青少年健全育成市民会議結成
第 回国民体育大会那覇市準備委員会設
立
国体施設建設準備室設置

昭 那覇市立仲井真小学校を設置
那覇市立仲井真幼稚園を設置
事務局機構改革により、企画課を廃止し
て財務課を新設、学校教育課より学務課
を分離新設
ブラジル連邦共和国サンビセンテ市と幼
稚園教諭交換制度実施
那覇市小禄南公民館設置（ 開館）

昭 那覇市立松城中学校設置
那覇市立小禄南図書館開館
那覇市首里公民館設置（ 開館）

昭 聴覚障害生徒 人沖縄尚学高等学校卒業
那覇市立首里図書館設置
那覇市立仲井真中学校設置

昭 「あけもどろ青少年プラン－那覇市青少年
健全育成総合施策－」（ ～ ）策定
組織再編により、社会教育課から文化課
を分離新設
那覇市立金城小学校設置
那覇市立金城幼稚園設置
那覇市立金城中学校設置
第 回ＮＡＨＡマラソン開催

昭 事務局の機構改革により部制を導入、指
導部、管理部を設置し、部長、主幹、技
幹、主任指導主事を新設

昭 那覇市民体育館設置
指導部次長を廃止、指導部参事を設置

  4. 1 社会体育課より那覇市民体育館を分離新
設 

  4. 1 那覇市青少年指導員連絡協議会会則制定
（補導委員から青少年指導員へ職名変更） 

  5. 1 外国人英語指導員の導入 
  7. 23 第1回那覇市「少年の船」事業実施 
  9. 20 第42回国民体育大会｢海邦国体｣（夏季) 

  10. 25 第42回国民体育大会｢海邦国体｣（秋季) 
  11. 1 那覇市立石嶺中学校設置 
  12. 26 第1回児童生徒県外交流事業実施 
 平元. 11. 1 那覇市立曙小学校設置 
  11. 1 那覇市立曙幼稚園設置 
 平 2. 4. 1 指導部参事、主任指導主事を廃止、指導

部次長、管理部次長を設置 
  10. 11 教育研究所に適応指導教室「あけもどろ

学級」開設 
 平 3. 4. 1 テレフォン教育相談「なは」を青少年ダ

イヤル「なは」に呼称変更 
  5. 1 青少年センターに専任指導員を設置（2

人委嘱） 
  11. 1 那覇市立小禄南小学校設置 
  11. 1 那覇市立小禄南幼稚園設置 
  11. 1 那覇市若狭公民館設置 
  11. 1 那覇市立若狭図書館設置 
 平 4. 3. 30 那覇市育英会設立 
  4. 1 社会教育課を生涯学習課に名称変更 
  4. 1 那覇市育英会第1回貸与生5人決定 
  6. 3 那覇市若狭公民館開館 
  6. 3 那覇市立若狭図書館開館 

  8. 4 パソコン通信「ＮＡＨＡあけもどろネッ
ト」若狭公民館に開局 

  8. 5 Ｄ51型蒸気機関車の贈与を受ける 
  1. 12 学校週5日制開始（第2土曜日が休日とな

る） 
  11. 1 尚裕氏から玉陵・識名園の無償譲渡 
平 5. 5. 1 国指定史跡「玉陵」公開 

 7. 26 那覇市の「教育の基本理念」及び「教育
の目標」を設定 

  11. 1 那覇市立真地小学校設置 
  11. 1 那覇市立真地幼稚園設置 
 平 6. 8. 10 那覇市の「教育の方針」を策定 
 平 7. 4.   学校週5日制（第2・第4土曜日が休日と

   なる） 
  9. 5 尚裕氏から尚家古文書の無償譲渡 
  11. 1 国指定文化財名勝「識名園」開園 
平 8. 3. 6 石嶺公民館・図書館・プールの複合施設

の愛称を「石嶺文化スポーツプラザ」に決
定 

  3. 16 那覇市立図書館全てを結ぶコンピュータ
ネットワークが完成 

  4. 1 組織改編により、財務課と総務課企画調
整係を統合して課名を企画課に変更、壺
屋焼物博物館準備室を文化課より分離し
て新設、全国スポーツレクリエーション
祭準備室を設置 

  5. 2 尚裕氏から尚家美術工芸品の無償譲渡 
  6. 1 那覇市石嶺公民館設置 
  6. 1 那覇市立石嶺図書館設置 
  6. 1 那覇市民首里石嶺プール設置  
 平 9. 4. 1 指導部に参事を設置 

 平10. 2. 1 壺屋焼物博物館設置 
  4. 1 組織改編により、管理部、指導部を廃止

し、生涯学習部、学校教育部を設置 
（生涯学習部）総務課、社会教育課、市
民スポーツ課、青少年課、文化財課 
（学校教育部）学校教育課、学事保健課、
施設管理課 
教育研究所の「相談業務」が青少年セン
ターに統合 

 平11. 11. 1 那覇市立さつき小学校設置 
  11. 1 那覇市立さつき幼稚園設置 
  11. 30 第１回那覇市地域教育懇談会開催 
 平12. 3.  「那覇市生涯学習推進基本計画」策定 
  3. 30 名勝｢識名園｣が特別名勝に指定される 
  7.  『那覇市教育史 資料編』発行 
  12. 2 「琉球王国のグスク及び関連遺産群」 

玉陵、識名園を含む9つの文化財がユネ
スコの世界遺産に登録された。 

 平13. 3.  『那覇市教育史 写真集―写真で見る那
覇市教育のあゆみ―』発行 

  4. 1 若夏学園内に城北中学校若夏分校設置 
  4. 1 組織改編により、青少年課を廃止し社会

教育課に青少年班を設置 
4.  1 幼稚園の預かり保育モデル実施（3園） 

 平14. 3.  『那覇市教育史 通史編』発行 
  4. 1 組織改編により、学事保健課の保健係を

学校教育課へ移設、学事保健課は学事給
食課へ名称変更、施設管理課の建設部門
を市長部局建築工事課へ移設 

  4. 1 幼稚園の2年保育モデル実施（3園） 
  6. 1 那覇市立森の家みんみん設置 

6.26  寄贈された尚家美術工芸品85点(附美術
工芸関係文書12点)、国の重要文化財(工
芸部門)に指定される 

7.25 「那覇市教育行政運営ビジョン」策定
（H23まで） 

 平15. 4. 1 組織改編により、学事給食課の給食班を
学校給食室に分離新設、学事給食課は学
務課に課名変更、学校教育課の振興係は
学務課へ、総務課のＯＡ推進係は教育研
究所へ移行、社会教育課の青少年班は青
少年センターへ移行し健全育成班に名称
変更、市民スポーツ課と社会教育課と統
合して社会教育・スポーツ課へ課名変更、
視聴覚ライブラリーは中央図書館へ統合、
施設管理課は学校教育部から生涯学習部
へ移行、教育研究所の｢適応指導教室｣、
及び｢教師のメンタルヘルス相談事業｣が
青少年センターに移行 

  4. 1 市費負担学校事務職員引き上げ開始 
 平16. 4. 1 組織改編により、学校教育部にやる気・

元気サポート室を新設、青少年センター
の健全育成班を健全育成室として、社会
教育・スポーツ課へ移設、青少年センタ
ーは生涯学習部から学校教育部へ移行 
やる気・元気サポート室に自立支援教室
「きら星学級」開設 

  11. 1 那覇市立銘苅小学校設置 
  11. 1 那覇市立銘苅幼稚園設置 
 平17. 4. 1 那覇市繁多川公民館設置 
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  4. 1 社会体育課より那覇市民体育館を分離新
設 

  4. 1 那覇市青少年指導員連絡協議会会則制定
（補導委員から青少年指導員へ職名変更） 

  5. 1 外国人英語指導員の導入 
  7. 23 第1回那覇市「少年の船」事業実施 
  9. 20 第42回国民体育大会｢海邦国体｣（夏季) 

  10. 25 第42回国民体育大会｢海邦国体｣（秋季) 
  11. 1 那覇市立石嶺中学校設置 
  12. 26 第1回児童生徒県外交流事業実施 
 平元. 11. 1 那覇市立曙小学校設置 
  11. 1 那覇市立曙幼稚園設置 
 平 2. 4. 1 指導部参事、主任指導主事を廃止、指導

部次長、管理部次長を設置 
  10. 11 教育研究所に適応指導教室「あけもどろ

学級」開設 
 平 3. 4. 1 テレフォン教育相談「なは」を青少年ダ

イヤル「なは」に呼称変更 
  5. 1 青少年センターに専任指導員を設置（2

人委嘱） 
  11. 1 那覇市立小禄南小学校設置 
  11. 1 那覇市立小禄南幼稚園設置 
  11. 1 那覇市若狭公民館設置 
  11. 1 那覇市立若狭図書館設置 
 平 4. 3. 30 那覇市育英会設立 
  4. 1 社会教育課を生涯学習課に名称変更 
  4. 1 那覇市育英会第1回貸与生5人決定 
  6. 3 那覇市若狭公民館開館 
  6. 3 那覇市立若狭図書館開館 

  8. 4 パソコン通信「ＮＡＨＡあけもどろネッ
ト」若狭公民館に開局 

  8. 5 Ｄ51型蒸気機関車の贈与を受ける 
  1. 12 学校週5日制開始（第2土曜日が休日とな

る） 
  11. 1 尚裕氏から玉陵・識名園の無償譲渡 
平 5. 5. 1 国指定史跡「玉陵」公開 

 7. 26 那覇市の「教育の基本理念」及び「教育
の目標」を設定 

  11. 1 那覇市立真地小学校設置 
  11. 1 那覇市立真地幼稚園設置 
 平 6. 8. 10 那覇市の「教育の方針」を策定 
 平 7. 4.   学校週5日制（第2・第4土曜日が休日と

   なる） 
  9. 5 尚裕氏から尚家古文書の無償譲渡 
  11. 1 国指定文化財名勝「識名園」開園 
平 8. 3. 6 石嶺公民館・図書館・プールの複合施設

の愛称を「石嶺文化スポーツプラザ」に決
定 

  3. 16 那覇市立図書館全てを結ぶコンピュータ
ネットワークが完成 

  4. 1 組織改編により、財務課と総務課企画調
整係を統合して課名を企画課に変更、壺
屋焼物博物館準備室を文化課より分離し
て新設、全国スポーツレクリエーション
祭準備室を設置 

  5. 2 尚裕氏から尚家美術工芸品の無償譲渡 
  6. 1 那覇市石嶺公民館設置 
  6. 1 那覇市立石嶺図書館設置 
  6. 1 那覇市民首里石嶺プール設置  
 平 9. 4. 1 指導部に参事を設置 

 平10. 2. 1 壺屋焼物博物館設置 
  4. 1 組織改編により、管理部、指導部を廃止

し、生涯学習部、学校教育部を設置 
（生涯学習部）総務課、社会教育課、市
民スポーツ課、青少年課、文化財課 
（学校教育部）学校教育課、学事保健課、
施設管理課 
教育研究所の「相談業務」が青少年セン
ターに統合 

 平11. 11. 1 那覇市立さつき小学校設置 
  11. 1 那覇市立さつき幼稚園設置 
  11. 30 第１回那覇市地域教育懇談会開催 
 平12. 3.  「那覇市生涯学習推進基本計画」策定 
  3. 30 名勝｢識名園｣が特別名勝に指定される 
  7.  『那覇市教育史 資料編』発行 
  12. 2 「琉球王国のグスク及び関連遺産群」 

玉陵、識名園を含む9つの文化財がユネ
スコの世界遺産に登録された。 

 平13. 3.  『那覇市教育史 写真集―写真で見る那
覇市教育のあゆみ―』発行 

  4. 1 若夏学園内に城北中学校若夏分校設置 
  4. 1 組織改編により、青少年課を廃止し社会

教育課に青少年班を設置 
4.  1 幼稚園の預かり保育モデル実施（3園） 

 平14. 3.  『那覇市教育史 通史編』発行 
  4. 1 組織改編により、学事保健課の保健係を

学校教育課へ移設、学事保健課は学事給
食課へ名称変更、施設管理課の建設部門
を市長部局建築工事課へ移設 

  4. 1 幼稚園の2年保育モデル実施（3園） 
  6. 1 那覇市立森の家みんみん設置 

6.26  寄贈された尚家美術工芸品85点(附美術
工芸関係文書12点)、国の重要文化財(工
芸部門)に指定される 

7.25 「那覇市教育行政運営ビジョン」策定
（H23まで） 

 平15. 4. 1 組織改編により、学事給食課の給食班を
学校給食室に分離新設、学事給食課は学
務課に課名変更、学校教育課の振興係は
学務課へ、総務課のＯＡ推進係は教育研
究所へ移行、社会教育課の青少年班は青
少年センターへ移行し健全育成班に名称
変更、市民スポーツ課と社会教育課と統
合して社会教育・スポーツ課へ課名変更、
視聴覚ライブラリーは中央図書館へ統合、
施設管理課は学校教育部から生涯学習部
へ移行、教育研究所の｢適応指導教室｣、
及び｢教師のメンタルヘルス相談事業｣が
青少年センターに移行 

  4. 1 市費負担学校事務職員引き上げ開始 
 平16. 4. 1 組織改編により、学校教育部にやる気・

元気サポート室を新設、青少年センター
の健全育成班を健全育成室として、社会
教育・スポーツ課へ移設、青少年センタ
ーは生涯学習部から学校教育部へ移行 
やる気・元気サポート室に自立支援教室
「きら星学級」開設 

  11. 1 那覇市立銘苅小学校設置 
  11. 1 那覇市立銘苅幼稚園設置 
 平17. 4. 1 那覇市繁多川公民館設置 
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「那覇市の教育及び文化の振興に関する
大綱」策定
大名学校給食センター設置
「那覇市立幼稚園の今後のありかた」
（幼稚園の整備運営方針）策定

平 「第 次那覇市教育振興基本計画」
（ ～ ）策定

「不登校児童生徒の出席扱い・評価に関
する指針」策定 教育相談課
小中一貫教育を、那覇市立全小中学校に
おいて実施
教育相談課に｢子ども寄添支援員執務室｣
を開設し、子ども寄添支援員 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙ
ﾜｰｶｰ を配置並びに、「自立支援教室 む
ぎほ学級 ｣を開設し、むぎほ学級支援員
を配置
大道幼稚園が市立こども園に、識名、若
狭、さつき、銘苅幼稚園が公私連携型認
定こども園に移行
那覇市津波避難ビルオープン
にて「青少年交流推進事業」開始

教育研究所が那覇市金城の保健センター
から大道小学校２階へ移転

平 開南、石嶺幼稚園が市立こども園に、
金城、曙、真地幼稚園が公私連携型認定
こども園に移行
鏡原学校給食センター設置

平 「第 次那覇市子どもの読書活動推進計画」

～ 策定
「第 次那覇市生涯学習推進計画」

～ 策定
城北、城南、壺屋、与儀、天妃、小禄南
幼稚園が市立こども園に、松川、神原、
城岳、松島、古蔵、仲井真幼稚園が公私
連携型認定こども園に移行
「平成 年度全国高等学校総合体育大会」
開催準備のため、市民スポーツ課に高校
総体推進グループを新設
地教行法改正に伴う新「教育長」の就任
那覇市給付型奨学金制度の創設
上間学校給食センター設置
弁之御嶽が国指定史跡に指定され、あわ
せて国指定名勝「アマミクヌムイ」に追
加指定される
玉陵が国宝 建造物 に指定される

平 「那覇市の教育及び文化の振興に関する
大綱」改定
「那覇市スポーツ推進計画」 ～
策定
「那覇市真和志南地区活き活き人材育成
支援施設 （仮称）管理運営計画」策定
「那覇市学校施設等長寿命化計画」策定
市民スポーツ課の高校総体推進グループ
を廃止し同課内に高校総体推進室を設置
城西、大名、泊、天久、真嘉比、那覇、
上間、真和志幼稚園が市立こども園に、
城東、安謝、垣花、小禄、宇栄原、高良
幼稚園が公私連携型認定こども園に移行
したことに伴い、 園あった那覇市立幼

稚園のすべてがこども園に移行
令元 高良学校給食センター設置

那覇市へ追加寄贈された尚家資料の文
書･記録類41点が｢国宝｣(歴史資料部門)に
追加指定され、国宝指定を受けた尚家資
料は、文書･記録類1,207点、工芸品85点
となる
那覇市が預かる伊江御殿家関係資料
点が国の重要文化財 歴史資料部門 に指
定される
令和元年度全国高等学校総合体育大会
大会愛称：感動は無限大 南部九州総体

開催 月 日まで 那覇市開催は
競技 種目 水泳 飛込・水球 、相撲、な
ぎなた

令 国より、新型コロナウイルス感染症対策
のための学校における全国一斉臨時休業
要請を受け、那覇市立小中学校を臨時休
業 月 日～ 月 日
｢那覇市社会教育施設長寿命化計画｣

～ 策定
城岳学校給食センター廃止
那覇市人材育成支援センターまーいまー
い 設置
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校の入学式を 月 日に
延期し、臨時休業 月 日～ 月 日
新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、第 回ＮＡＨＡマラソンを翌年 月
日へ延期発表 市長定例記者会見にて
那覇市立小中学校の夏季休業期間を授業
時数確保のため短縮 月 日～ 月 日
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校を臨時休業 月 日～
月 日 なお中学 年については 月 日
より登校再開

令 「第 次那覇市教育振興基本計画」
～ 策定
「那覇市学校給食施設整備計画」 ～

策定
スクール構想に基づく、校内

環境の整備、および児童生徒一人１台の
タブレット端末の整備
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校を臨時休業（ 月 日～
月 日）

． 新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、第 回ＮＡＨＡマラソンを翌年 月
へ再延期発表 市長定例記者会見にて
「那覇市学校給食基本方針（ ）」
を全部改正
那覇市立小中学校の夏季休業期間を授業
時数確保のため短縮（ 月 日～ 月 日）

． 新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校の夏季休業期間を延長
（ 月 日～ 月 日）
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校を臨時休業し、オンラ
イン授業を実施（ 月 日～ 月 日）
臨時休業していた那覇市立小中学校を分

那覇市立繁多川図書館設置
組織改編により、社会教育・スポーツ課
を生涯学習課と市民スポーツ課に分離
那覇市育英会の財団法人化実現

平 「那覇市子どもの読書活動推進計画」
（ ～ ）策定
「那覇市立学校適正配置基本方針」策
定
幼稚園に関する事務の市長事務部局（子
どもみらい局）への補助執行実施
那覇市社会体育施設及び那覇市立森の家
みんみんへの指定管理者制度導入
那覇市立の全小中学校で 学期制実施
隣接校選択制実施（小学校）
那覇市へ寄贈された尚家資料 文書･記録
類 点、工芸品 点 、沖縄県では戦
後初の｢国宝｣ 歴史資料部門 指定
「那覇市スポーツ振興基本計画」（
～ ）策定

平 組織改編により、やる気・元気サポート
室、青少年センター及び健全育成室を統
合し総合青少年課を新設
隣接校選択制実施（中学校）
月 日を「なは教育の日」と定める要

綱施行
平 移動図書館車「青空号」巡回終了

「平成 年度全国高等学校総合体育大会」
開催準備のため、市民スポーツ課に高校
総体推進グループを新設
地教行法改正に伴う教育事務点検評価の
実施、議会報告及び公表を開始

平 「那覇市青少年育成総合施策」（ ～
）策定

那覇市立壺屋焼物博物館を、市長事務部
局（市民文化部）に組織を移管し、当該
事務は補助執行させる。高校総体推進室
を設置
那覇市教育委員会事務局を移転（前島
丁目 番 号（とまりん））

平 組織改編により、施設管理課を施設課
（市長部局から教育施設建設関係を移管）
に、学校給食室を学校給食課に課名変更
那覇市営奥武山体育施設を設置。市で初
となるネーミングライツ制度を導入（野
球場：沖縄セルラースタジアム那覇、屋
内運動場：沖縄セルラーパーク那覇）
初の小規模給食センターとなる神原学校
給食センター、城岳学校給食センター設
置
全国高等学校総合体育大会（美ら島沖縄
総体 ）開催（ 月 日まで）
那覇市開催は６競技７種目（弓道､なぎ
なた、柔道、テニス、女子バレーボール、
競泳・飛び込み）

平 組織改編により、学校教育課内に小中一
貫教育推進室を新設
古蔵学校給食センター、銘苅学校給食セ
ンター設置
那覇市の「教育の方針」（ ）を
改定（ ～ ）

那覇市久茂地公民館廃止
那覇市立久茂地図書館廃止
那覇市牧志駅前ほしぞら公民館設置
那覇市立牧志駅前ほしぞら図書館設置
「那覇市教育振興基本計画」 ～
策定
那覇市立天久小学校設置
那覇市立天久幼稚園設置

平 組織改編により、総合青少年課を教育相
談課と青少年育成課に分離、平成 年度
の中核市移行準備のため指導主事 増
（教育研究所配置）
初の幼保総合施設 あめくみらい幼保園
設置
那覇学校給食センター廃止。安謝学校給
食センター、天久学校給食センター設置
小中一貫教育モデル事業開始 （ ～

、神原中校区）
教育相談課に学習支援室｢てぃんばう」
開設

平 那覇市教育委員会事務局を移転（泉崎
丁目 番 号（市長部局と合同庁舎））
「那覇市生涯学習推進計画」
（ ～ ）策定
「第 次那覇市子どもの読書活動推進計
画」（ ～ ）策定
文化財課を市長事務部局（市民文化部）
に組織移管
那覇市が中核市へ移行。初任者研修・
年経験者研修・教職員研修が法定移譲事
務となる。その対応のため指導主事 名
増（教育研究所配置）
「那覇市人材育成施設（社会教育施設等）
整備基本構想」（ ～ ）策定
那覇市立那覇小学校設置
那覇市立那覇幼稚園設置

平 那覇市営奥武山トレーニング室設置
那覇市立前島小学校、同幼稚園及び那覇
市立久茂地小学校、同幼稚園を廃止
統合新校となる那覇市立那覇小学校開校
及び那覇市立那覇幼稚園開園
小中一貫教育本格実施（小禄ブロック
【 中学校区】）
「那覇市いじめ防止基本方針」策定
第 回ひやみかちなはウォーク開催

平 「なーふぁぬわらび・わかむん計画（那
覇市青少年育成総合施策）」（ ～ ）
策定
組織改編により、生涯学習課と青少年育
成課を統合し生涯学習課を新設
小中一貫教育拡大実施（真和志南ブロッ
ク【 中学校区】、本庁ブロック【 中学
校区】）
那覇市繁多川公民館・那覇市若狭公民館
への指定管理者制度導入
教育相談課に自立支援教室「きら星第
学級」を開設し､アウトリーチ･送迎開始
教育相談課の相談支援チームを「相談室
（はりゆん）」に、街頭指導チームを
「がいとう 」に名称変更
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「那覇市の教育及び文化の振興に関する
大綱」策定
大名学校給食センター設置
「那覇市立幼稚園の今後のありかた」
（幼稚園の整備運営方針）策定

平 「第 次那覇市教育振興基本計画」
（ ～ ）策定

「不登校児童生徒の出席扱い・評価に関
する指針」策定 教育相談課
小中一貫教育を、那覇市立全小中学校に
おいて実施
教育相談課に｢子ども寄添支援員執務室｣
を開設し、子ども寄添支援員 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙ
ﾜｰｶｰ を配置並びに、「自立支援教室 む
ぎほ学級 ｣を開設し、むぎほ学級支援員
を配置
大道幼稚園が市立こども園に、識名、若
狭、さつき、銘苅幼稚園が公私連携型認
定こども園に移行
那覇市津波避難ビルオープン
にて「青少年交流推進事業」開始

教育研究所が那覇市金城の保健センター
から大道小学校２階へ移転

平 開南、石嶺幼稚園が市立こども園に、
金城、曙、真地幼稚園が公私連携型認定
こども園に移行
鏡原学校給食センター設置

平 「第 次那覇市子どもの読書活動推進計画」

～ 策定
「第 次那覇市生涯学習推進計画」

～ 策定
城北、城南、壺屋、与儀、天妃、小禄南
幼稚園が市立こども園に、松川、神原、
城岳、松島、古蔵、仲井真幼稚園が公私
連携型認定こども園に移行
「平成 年度全国高等学校総合体育大会」
開催準備のため、市民スポーツ課に高校
総体推進グループを新設
地教行法改正に伴う新「教育長」の就任
那覇市給付型奨学金制度の創設
上間学校給食センター設置
弁之御嶽が国指定史跡に指定され、あわ
せて国指定名勝「アマミクヌムイ」に追
加指定される
玉陵が国宝 建造物 に指定される

平 「那覇市の教育及び文化の振興に関する
大綱」改定
「那覇市スポーツ推進計画」 ～
策定
「那覇市真和志南地区活き活き人材育成
支援施設 （仮称）管理運営計画」策定
「那覇市学校施設等長寿命化計画」策定
市民スポーツ課の高校総体推進グループ
を廃止し同課内に高校総体推進室を設置
城西、大名、泊、天久、真嘉比、那覇、
上間、真和志幼稚園が市立こども園に、
城東、安謝、垣花、小禄、宇栄原、高良
幼稚園が公私連携型認定こども園に移行
したことに伴い、 園あった那覇市立幼

稚園のすべてがこども園に移行
令元 高良学校給食センター設置

那覇市へ追加寄贈された尚家資料の文
書･記録類41点が｢国宝｣(歴史資料部門)に
追加指定され、国宝指定を受けた尚家資
料は、文書･記録類1,207点、工芸品85点
となる
那覇市が預かる伊江御殿家関係資料
点が国の重要文化財 歴史資料部門 に指
定される
令和元年度全国高等学校総合体育大会
大会愛称：感動は無限大 南部九州総体

開催 月 日まで 那覇市開催は
競技 種目 水泳 飛込・水球 、相撲、な
ぎなた

令 国より、新型コロナウイルス感染症対策
のための学校における全国一斉臨時休業
要請を受け、那覇市立小中学校を臨時休
業 月 日～ 月 日
｢那覇市社会教育施設長寿命化計画｣

～ 策定
城岳学校給食センター廃止
那覇市人材育成支援センターまーいまー
い 設置
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校の入学式を 月 日に
延期し、臨時休業 月 日～ 月 日
新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、第 回ＮＡＨＡマラソンを翌年 月
日へ延期発表 市長定例記者会見にて
那覇市立小中学校の夏季休業期間を授業
時数確保のため短縮 月 日～ 月 日
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校を臨時休業 月 日～
月 日 なお中学 年については 月 日
より登校再開

令 「第 次那覇市教育振興基本計画」
～ 策定
「那覇市学校給食施設整備計画」 ～

策定
スクール構想に基づく、校内

環境の整備、および児童生徒一人１台の
タブレット端末の整備
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校を臨時休業（ 月 日～
月 日）

． 新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り、第 回ＮＡＨＡマラソンを翌年 月
へ再延期発表 市長定例記者会見にて
「那覇市学校給食基本方針（ ）」
を全部改正
那覇市立小中学校の夏季休業期間を授業
時数確保のため短縮（ 月 日～ 月 日）

． 新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校の夏季休業期間を延長
（ 月 日～ 月 日）
新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校を臨時休業し、オンラ
イン授業を実施（ 月 日～ 月 日）
臨時休業していた那覇市立小中学校を分
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散登校等により段階的に再開、 月 日
から通常授業となる（中学 年について
は 月 日から通常授業）
那覇市立小中学校の秋季休業期間を授業
時数確保のため短縮（ 月 日～ 月
日）

令 新型コロナウイルス感染症対策のため、
那覇市立小中学校を分散登校とする（
月 日～ 月 日、その後 月 日まで期
間再延長）
「第 次なーふぁぬわらび・わかむん計
画（那覇市子ども・若者計画）」 ～

策定
なはし電子図書館スタート
壺屋小学校・首里中学校の単独調理場を
廃止。センター受配校となる

令 教育相談課が真和志庁舎 階から那覇市
津波避難ビル２階へ移転
「那覇市の教育及び文化の振興に関する
大綱」改定
「那覇市学校教育情報化推進計画」
～ 策定
「那覇市学校教育情報セキュリティポリ
シー」の策定
「第 次那覇市子どもの読書活動推進計
画」 ～ 策定
大名小学校に地域と学校をつなぐ地域学
校協働活動推進員を配置
「那覇市立小中学校教員負担軽減タスク
フォース」設置
開南学校給食センター設置

令 「那覇市立小学校及び中学校における医
療的ケア実施に関するガイドライン」を
策定
学校における医療的ケアの本格実施
組織改編により、学務課内に学校支援室
を新設
学校運営協議会 第１期導入（３校）

令 「第 次那覇市生涯学習推進計画」
～ 策定

令 組織改編により、学務課学校支援室に教
育研究所情報支援グループを移行
学校運営協議会 第２期導入（４校）
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年　度 委　員　長 委員長職務代理者 委　　　員 委　　　員 教　育　長

昭 和 年 ※１宮里　政秋 外間　正栄 源　ゆき子 友寄　喜弘 嵩原　久勝
(48.4.1～52.3.31) (48.4.1～50.3.31) (48.4.1～49.3.31) (48.4.1～50.4.1) (48.4.1～50.2.28)

任期満了
昭 和 年 源　ゆき子 辞任(50.2.28)

(49.4.1～53.3.31)　 委員長職務代理者へ × (50.3.1～50.4.1)

昭 和 年 友寄　喜弘 渡久地　政一 石川　盛亀
(50.4.2～51.3.31) (50.4.2～54.4.1) (50.4.2～52.3.31)

昭 和 年 友寄　喜弘
(51.4.1～55.3.31) 任期満了

昭 和 年 宮里　政秋 外間　永律
(52.4.1～56.3.31) (52.4.2～52.11.15)

死亡退職
任期満了 × (52.11.16～53.3.31)

昭 和 年 稲嶺　盛國 伊波　静男
(53.4.1～57.3.31) (53.4.1～56.3.31)

任期満了
昭 和 年 伊波　圭子

(54.4.2～58.4.1)
昭 和 年 友寄　喜弘

(55.4.1～57.4.7)
任期満了 任期満了

昭 和 年 × (56.4.1～57.3.31) 伊波　静男
(56.4.1～59.7.31)

委員長へ 任期満了
昭 和 年 友寄　喜弘 稲嶺　盛國 宮里　政秋

(57.4.8～58.4.1) (57.4.8～58.4.1) (57.4.8～59.4.1)
委員長へ 任期満了

昭 和 年 稲嶺　盛國 伊波　圭子 友寄　喜弘
(58.4.2～61.4.7) (58.4.2～62.4.1) (58.4.2～59.3.31)

委員長へ
昭 和 年 宮里　政秋 稲嶺　盛國 友寄　喜弘

(59.4.2～.61.4.7) (59.4.2～60.2.14) (59.4.1～61.4.3)
辞  任　※２

教育長へ × (59.8.1～60.2.14)

砂川恵昭 稲嶺　盛國
(60.2.13～60.3.31) (60.2.15～61.4.7)

昭 和 年 砂川恵昭
(60.4.1～61.4.7)

辞　任
任期満了 委員長へ 任期満了

昭 和 年 砂川恵昭 宮城　信勇 山田　義良
(61.4.8～    (61.4.8～62.4.1) ×   (61.4.8～

任期満了 委員長職務代理者へ

昭 和 年 宮城　信勇 ×
  (62.4.2～    島川　勇作 森田清子

(62.9.11～　　　　 (62.9.11～

昭 和 年 砂川　恵昭 宮城　信勇 島川　勇作 森田清子 山田　義良
     ～平元.3.31)       ～平1.3.31) 　　　～63.3.31)       ～平元.3.31) 　　　～平2.4.7)

昭 和 年 任期満了 委員長へ 島川　勇作 委員長職務代理者へ

平 成 元 年 宮城　信勇 森田　清子 (63.4.1～   ×
(平元.4.１～2.4.7) (平元.4.1～3.9.10) 砂川　恵昭

(平元.11.8～2.4.7)

任期満了 委員長へ 任期満了
平 成 ２ 年 砂川　恵昭 上原　美智雄 嘉手納　是敏

(2.4.8～  (2.4.8～    (2.4.8～

※１　地方教育行政の組織及び運営に関する法律施行に伴う第１回教育委員任命

〔昭和48年以降を掲載。(　)内数字は在任期間、点線は再任、×は欠員〕

(５) 歴代教育委員の就任年月日等

※２　助役就任のため。教育長職務代理者に米田精仁教育次長を指定(昭59.7.12～昭60.2.14)
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年　度 委　員　長 委員長職務代理者 委　　　員 委　　　員 教　育　長

平 成 ３ 年 砂川　恵昭 森田　清子 島川　勇作 上原　美智雄 嘉手納　是敏
   ～4.3.31) 任期満了 平3.6.30辞任      ～4.3.31)     ～6.4.7)

森田　清子 与儀　達則
(3.9.18～4.3.31) (3.9.18～4.3.31)

3.10.3に職務代理
者に選出される

委員長へ 委員長職務代理者へ

平 成 ４ 年 森田　清子 上原　美智雄 与儀　達則 砂川　恵昭
(4.4.1～7.3.31) (4.4.1～6.3.31) (4.4.1～6.3.31) (4.4.１～5.11.7)

平 成 ５ 年 任期満了
×

委員長職務代理者へ 備瀬　ヒロ子
平 成 ６ 年 与儀　達則 上原　美智雄 (5.12.27～9.4.7)

(6.4.1～7.3.31) (6.4.1～6.4.7)
任期満了

又吉　達雄 嘉手納　是敏
(6.4.8～7.3.31) (6.4.8～10.4.7)

委員長へ 委員長職務代理者へ

平 成 ７ 年 与儀　達則 又吉　達雄 森田　清子
(7.4.1～8.3.31) (7.4.1～8.4.3) (7.4.1～7.9.17)

任期満了
×

神山　陽子
(7.10.3～8.4.3)

任期満了 委員長職務代理者へ

平 成 ８ 年 新垣　英一郎 神山　陽子 又吉　達雄
委員長就任は４月４日 (8.4.4～9.4.6) (8.4.4～10.4.7)
(8.4.1～10.4.7) 委員長職務代理者へ

平 成 ９ 年 備瀬　ヒロ子 神山　陽子
(9.4.8～9.12.26) (9.4.8～10.1.4)

任期満了
× 委員長職務代理者へ

神山　陽子 任期満了 大城　節子 任期満了
平 成 年 又吉　達雄 (10.１.5～11.4.7) 新垣　英一郎 (10.1.5～11.4.7) 渡久地　政吉

(10.4.8～14.4.7) (10.4.8～12.3.31) 委員長職務代理者へ (10.4.8～14.4.7)
平 成 年 大城　節子 神山　陽子

(11.4.8～14.1.4) (11.4.8～11.10.3)
任期満了

高良　ミチ子
平 成 年 任期満了 (11.10.4～15.10.3)

鳩間　用吉
任期満了 (12.4.3～14.1.15)

平 成 年 × 委員長職務代理者へ

任期満了 鳩間　用吉 新城　洋子 任期満了
平 成 年 野原　正徳 (14.1.16～16.3.31) (14.1.5～16.4.7) 仲田　美加子

(14.4.8～16.4.7) 任期満了 (14.4.8～18.4.7)
平 成 年 任期満了 吉田　久子
平 成 年 仲村渠　良雄 委員長へ (15.10.4～17.4.4)

新城　洋子 (16.4.3～17.4.4) 野原　正徳
(16.4.8～18.1.4) (16.4.8～18.4.7)

委員長職務代理者へ

平 成 年 吉田　久子 仲村渠　良雄
(17.4.5～ 19.1.4) (17.4.5～ 18.1.4 )

任期満了 委員長へ
仲村渠　良雄 任期満了 新城　伸子 任期満了

平 成 年 (18.1.5 ～20.1.4) 西原　篤一 　(18.1.5 ～19.1.4 ) 桃原　致上
任期満了 (18.4.8～20.1.4) 委員長職務代理者へ (18.4.8～

新城　伸子 吉田　久子
平 成 年 委員へ (19.1.5～ 委員長へ (19.1.5～19.10.3)

西原　篤一 仲村渠　良雄 任期満了
(20.1.5～ (20.1.5～20.4.2) 田端　温代

任期満了 (19.10.4～
平 成 年 有銘　寛之

(20.4.3～

〔(　)内数字は在任期間、点線は再任、×は欠員〕

16.4.5に職務代理者
に選出される
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年　度 委　員　長 委員長職務代理者 委　　　員 委　　　員 教　育　長

平 成 年 西原　篤一 新城　伸子 有銘　寛之 田端　温代 桃原　致上
～22.1.4) ～22.1.4) ～22.1.4) ～22.1.4) ～22.4.7)

委員長へ
西原　篤一

委員へ 任期満了 委員長職務代理者へ (22.1.5～22.4.7)
田端　温代 有銘　寛之 金城　眞德 任期満了 任期満了

平 成 年 (22.1.5～23.1.4) (22.1.5～23.1.4) (22.1.5～23.10.5) 城間　勝 城間　幹子
(22.4.8～23.1.4) (22.4.8～26.4.7)

委員長職務代理者へ 委員へ 委員長へ
城間　勝 田端　温代 有銘　寛之

平 成 年 (23.1.5～26.1.4  ) (23.1.5～23.10.3) (23.1.5～23.1.26)
辞任
×

添石　幸伸
任期満了 委員長職務代理者へ (23.7.5～24.4.2)
金城　眞德 喜久里　美也子

(23.10.6～25.2.21) (23.10.4～26.1.7)
平 成 年 添石　幸伸

(24.4.3～25.2.21)
辞任 委員長職務代理者へ

添石　幸伸 ×
平 成 年 (25.2.22～26.1.4) 饒波　正博

委員へ 委員長へ 委員長職務代理者へ (25.6.21～26.1.4)
添石　幸伸 喜久里　美也子 城間　勝 饒波　正博

(26.1.5～28.1.4) (26.1.8～27.10.3） (26.1.5～26.4.7) (26.1.5～30.1.4）
任期満了 任期満了

平 成 年 神村　洋子 渡慶次　克彦
(26.4.8～27.10.4) (26.4.8～30.4.7）

平 成 年 任期満了 委員長職務代理者へ

神村　洋子 本仲　範男
(27.10.5～28.1.4) (27.10.5～28.4.6)

委員長へ
神村　洋子 添石　幸伸

(28.1.5～30.1.4） (28.1.12～28.4.2)
任期満了

平 成 年 本仲　範男 比嘉　佳代
(28.4.7～30.1.4） (28.4.4～30.1.4）

平 成 年

平 成 年 委員へ 委員長へ 委員長職務代理者へ 任期満了
本仲　範男 比嘉　佳代 神村　洋子 喜屋武　裕江

（30.1.5～30.4.7） （30.1.5～30.4.7） （30.1.5～30.4.7） （30.1.5～
教育長職務代理者へ 委員へ 任期満了 任期満了

教育長 委員（教育長職務代理者） 委員 委員 委員

田端　一正 本仲　範男 比嘉　佳代 喜屋武　裕江 平良　浩
（30.4.8～令3.4.7） （30.4.8～令元.10.4） (30.4.8～令2.4.3） （30.4.8～令4.1.4） (30.4.8～令4.4.7）

平 成 年 任期満了 任期満了

令 和 元 年

本仲　範男

（令元.10.5～令5.10.4）

令 和 ２ 年

仲本　千佳子

（令2.4.4～令6.4.3）

令 和 ３ 年 任期満了

山城　良嗣

（令3.4.8～令6.4.7）

令 和 ４ 年 二木　志保 山城　達彦

（令4.1.5～ （令4.4.8～

令 和 ５ 年 任期満了

安里　恒男

任期満了 （令5.10.5～ 任期満了

令 和 ６ 年 宮里　寿子 仲本　千佳子

（令6.4.8～ （令6.4.4～

令 和 ７ 年

28.1.12に委員長職務
代理者へ選任される

28.4.7に委員長職務
代理者へ選任される

新教育委員会制度（30.4.8～）

〔(　)内数字は在任期間、点線は再任、×は欠員〕

年　度 委　員　長 委員長職務代理者 委　　　員 委　　　員 教　育　長

平 成 ３ 年 砂川　恵昭 森田　清子 島川　勇作 上原　美智雄 嘉手納　是敏
   ～4.3.31) 任期満了 平3.6.30辞任      ～4.3.31)     ～6.4.7)

森田　清子 与儀　達則
(3.9.18～4.3.31) (3.9.18～4.3.31)

3.10.3に職務代理
者に選出される

委員長へ 委員長職務代理者へ

平 成 ４ 年 森田　清子 上原　美智雄 与儀　達則 砂川　恵昭
(4.4.1～7.3.31) (4.4.1～6.3.31) (4.4.1～6.3.31) (4.4.１～5.11.7)

平 成 ５ 年 任期満了
×

委員長職務代理者へ 備瀬　ヒロ子
平 成 ６ 年 与儀　達則 上原　美智雄 (5.12.27～9.4.7)

(6.4.1～7.3.31) (6.4.1～6.4.7)
任期満了
又吉　達雄 嘉手納　是敏

(6.4.8～7.3.31) (6.4.8～10.4.7)
委員長へ 委員長職務代理者へ

平 成 ７ 年 与儀　達則 又吉　達雄 森田　清子
(7.4.1～8.3.31) (7.4.1～8.4.3) (7.4.1～7.9.17)

任期満了
×

神山　陽子
(7.10.3～8.4.3)

任期満了 委員長職務代理者へ

平 成 ８ 年 新垣　英一郎 神山　陽子 又吉　達雄
委員長就任は４月４日 (8.4.4～9.4.6) (8.4.4～10.4.7)
(8.4.1～10.4.7) 委員長職務代理者へ

平 成 ９ 年 備瀬　ヒロ子 神山　陽子
(9.4.8～9.12.26) (9.4.8～10.1.4)

任期満了
× 委員長職務代理者へ

神山　陽子 任期満了 大城　節子 任期満了
平 成 年 又吉　達雄 (10.１.5～11.4.7) 新垣　英一郎 (10.1.5～11.4.7) 渡久地　政吉

(10.4.8～14.4.7) (10.4.8～12.3.31) 委員長職務代理者へ (10.4.8～14.4.7)
平 成 年 大城　節子 神山　陽子

(11.4.8～14.1.4) (11.4.8～11.10.3)
任期満了

高良　ミチ子
平 成 年 任期満了 (11.10.4～15.10.3)

鳩間　用吉
任期満了 (12.4.3～14.1.15)

平 成 年 × 委員長職務代理者へ

任期満了 鳩間　用吉 新城　洋子 任期満了
平 成 年 野原　正徳 (14.1.16～16.3.31) (14.1.5～16.4.7) 仲田　美加子

(14.4.8～16.4.7) 任期満了 (14.4.8～18.4.7)
平 成 年 任期満了 吉田　久子
平 成 年 仲村渠　良雄 委員長へ (15.10.4～17.4.4)

新城　洋子 (16.4.3～17.4.4) 野原　正徳
(16.4.8～18.1.4) (16.4.8～18.4.7)

委員長職務代理者へ

平 成 年 吉田　久子 仲村渠　良雄
(17.4.5～ 19.1.4) (17.4.5～ 18.1.4 )

任期満了 委員長へ
仲村渠　良雄 任期満了 新城　伸子 任期満了

平 成 年 (18.1.5 ～20.1.4) 西原　篤一 　(18.1.5 ～19.1.4 ) 桃原　致上
任期満了 (18.4.8～20.1.4) 委員長職務代理者へ (18.4.8～

新城　伸子 吉田　久子
平 成 年 委員へ (19.1.5～ 委員長へ (19.1.5～19.10.3)

西原　篤一 仲村渠　良雄 任期満了
(20.1.5～ (20.1.5～20.4.2) 田端　温代

任期満了 (19.10.4～
平 成 年 有銘　寛之

(20.4.3～

〔(　)内数字は在任期間、点線は再任、×は欠員〕

16.4.5に職務代理者
に選出される
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学 校 教 育 部

学
校

教
育

課
指

導
・

小
中

一
貫

Ｇ
学
校
経
営
・
教
育
課
程
の
指
導
・
助
言
、
教
科
領
域
研
究
団
体

の
助

成
、

教
科

用
図

書
の

採
択

､
学

校
教

育
実

習
､
校

長
・

教
頭

連
絡
会
、
教
育
機
関
の
指
導
・
助
言
・
総
合
調
整
、
小
中
一
貫
教

育
の

推
進

、
生

徒
指

導

特
別

支
援

Ｇ
特
別
支
援
教
育
の
調
査
研
究
・
相
談
・
助
言

教
職

員
Ｇ

県
費
負
担
教
職
員
の
免
許
・
任
免
・
分
限
・
懲
戒
・
表
彰
・
服

務
・

身
分

取
扱

・
研

修
・

福
利

厚
生

・
公

務
災

害

教 育 委 員 会

青
少

年
育

成
室

青
少
年
問
題
の
総
合
的
施
策
の
企
画
・
調
査
、
青
少
年
の
健
全

育
成

、
青

少
年

施
設

の
設

置
・

管
理

・
廃

止
、

青
少

年
団

体
の

育
成
、
善
行
青
少
年
等
表
彰
、
青
少
年
問
題
協
議
会
、
青
少
年
交

流
推

進
（

津
波

避
難

ビ
ル

内
）

、
地

域
学

校
協

働
活

動

生
涯

学
習

課
生

涯
学

習
Ｇ

生
涯
学
習
推
進
計
画
、
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
､
社
会
教
育
委

員
の

会
議

､
な

は
教

育
の

日
､
社

会
教

育
功

労
者

等
表

彰
､
社

会
教

育
施
設
設
置
・
廃
止
､
社
会
教
育
関
係
職
員
研
修
､
奨
学
金
の
給

付
に

関
す

る
事

、
総

合
的

な
学

校
開

放
の

推
進

、
社

会
教

育
指

導
員

連
絡
協
議
会
､
生
涯
学
習
情
報
提
供
、
課
内
庶
務

人
材

育
成

支
援

セ
ン

タ
ー

那
覇
市
人
材
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ー
い
ま
ー
い
N
a
h
a
管
理
運

営

教 育 長

施
設

課
設

備
Ｇ

営
繕

Ｇ
学
校
施
設
の
修
繕
・
維
持
管
理

庶
務

・
用

地
Ｇ

学
校
用
地
の
取
得
・
借
用
・
管
理
、
学
校
施
設
の
警
備
管
理
、

課
内

庶
務

教
育

企
画

Ｇ
学
校
教
育
の
企
画
・
調
査
・
研
究
､
学
校
の
設
置
・
廃
止
、
学

校
保

健
、

教
職

員
・

児
童

生
徒

の
健

康
診

断
、

学
校

安
全

、
部

内
の
総
合
調
整
、
課
内
庶
務

市
民
ス
ポ
ー
ツ

課

施
設
建
設
及
び
設
計
・
工
事
管
理
（
設
備
）
、
学
校
施
設
の
修

繕
・

維
持

管
理

（
設

備
）

、
防

音
事

業

８
教
育
委
員
会
組
織
及
び
事
務
分
掌

令
和

７
年

４
月

１
日

現
在

※
Ｇ

は
グ

ル
ー

プ
の

略
[

事
務

局
]

人
事

・
庶

務
Ｇ

市
費
負
担
職
員
の
任
免
・
分
限
・
懲
戒
・
表
彰
・
服
務
・
研
修

・
福

利
厚

生
・

公
務

災
害

・
賃

金
・

報
酬

・
安

全
管

理
・

衛
生

管
理
、
会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
共
済
、
請
願
・
陳
情
、
規
則
・

訓
令

の
公

布
・

公
表

、
文

書
・

公
印

、
課

内
庶

務

生 涯 学 習 部

総
務

課

企
画

財
務

Ｇ
教
育
委
員
会
の
会
議
、
秘
書
・
渉
外
、
教
育
振
興
基
本
計
画
そ

の
他

重
要

施
策

の
策

定
・

推
進

、
予

算
・

決
算

の
総

括
、

組
織

・
定
数
・
事
務
管
理
、
教
育
事
務
の
点
検
・
評
価
、
局
議
、
学
校

規
模

の
適

正
化

・
適

正
配

置

施
設

Ｇ
施
設
建
設
及
び
設
計
・
工
事
管
理
、
施
設
台
帳
の
整
理
・
管
理

建
築

Ｇ
施
設
建
設
に
関
す
る
予
算
(
文
科
省
所
管
国
庫
補
助
金
・
起
債

・
磁

気
探

査
支

援
事

業
補

助
金

）
、

学
校

施
設

等
長

寿
命

化
計

画
、
施
設
整
備
計
画
等

ス
ポ

ー
ツ

振
興

Ｇ
社
会
体
育
施
設
の
設
置
・
廃
止
・
管
理
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

、
社

会
体

育
関

係
団

体
の

育
成

・
指

導
助
言
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
振
興
、
学

校
体

育
施

設
の

開
放

、
課

内
庶

務
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[
教

育
機

関
]振

興
Ｇ

学
校
物
品
の
調
達
・
管
理
、
学
校
の
衛
生
管
理
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振

興
セ

ン
タ

ー
が

実
施

す
る

災
害

共
済

給
付

に
関

す
る

こ
と

、
課
内
庶
務

学
校
給
食

セ
ン

タ
ー

首
里

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

小
禄

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

真
和

志
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー

安
謝

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

神
原

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

図
書

館
業

務
（

自
館

）

教
育

研
修

Ｇ
教

育
研

究
所

小
学

校
（

3
6
校

）
中

学
校

（
1
7
校

）

開
南

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

高
良

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

銘
苅

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

天
久

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

古
蔵

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

大
名

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

鏡
原

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

上
間

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

教
育
に
関
す
る
専
門
的
・
技
術
的
事
項
の
調
査
及
び
研
究
、
教

育
関

係
職

員
の

研
修

、
教

育
図

書
資

料
の

提
供

、
教

育
研

究
所

運
営
審
議
会
、
教
育
に
関
す
る
情
報
の
提
供
・
収
集
及
び
広
報
、

情
報

教
育

の
推

進
、

所
内

庶
務

小
禄

南
図

書
館

Ｇ
首

里
図

書
館

Ｇ
若

狭
図

書
館

Ｇ
石

嶺
図

書
館

Ｇ
繁

多
川

図
書

館
Ｇ

牧
志

駅
前

ほ
し

ぞ
ら

図
書

館
Ｇ

学
校

給
食

課

小
禄

南
公

民
館

Ｇ
首

里
公

民
館

Ｇ
若

狭
公

民
館

Ｇ
石

嶺
公

民
館

Ｇ
牧

志
駅

前
ほ

し
ぞ

ら
公

民
館

Ｇ

学
校

給
食

Ｇ
給
食
施
設
の
設
置
・
廃
止
、
給
食
業
務
の
民
間
委
託
、
所
管
す

る
教

育
機

関
の

指
導

助
言

・
総

合
調

整
、

給
食

単
独

校
管

理
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
予
算
総
括
、
課
内
庶
務

中
央

公
民

館

公
民

館
業

務
（

自
館

）

中
央

公
民

館
Ｇ

公
民
館
の
連
絡
調
整
・
総
括
、
市
全
域
事
業
、
公
民
館
業
務
（

自
館

）

図
書
館
の
調
査
研
究
・
企
画
、
統
計
・
広
報
、
図
書
館
協
議
会

、
図

書
館

シ
ス

テ
ム

運
営

管
理

、
電

子
図

書
館

運
営

管
理

、
庶

務図
書
館
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
総
括
、
学
校
・
社
会
教
育
関
係
団
体

へ
の

視
聴

覚
教

材
等

の
貸

出
、

図
書

館
業

務
（

自
館

）

繁
多

川
公

民
館

Ｇ

就
学
事
務
、
通
学
区
域
の
設
定
・
改
廃
、
学
校
基
本
調
査
、
教

科
用

図
書

の
無

償
給

与

学 校 教 育 部

教
育

相
談

Ｇ
不
登
校
対
策
、
臨
床
心
理
士
等
に
よ
る
教
育
相
談
、
自
立
支
援

教
室

（
あ

け
も

ど
ろ

学
級

、
き

ら
星

学
級

）
、

学
習

支
援

室
、

教
育
相
談
支
援
事
業
、
校
内
自
立
支
援
室
事
業

就
学

奨
励

Ｇ

学
務

課

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
、
特
別
支
援
教
育
就

学
奨

励

教
育

相
談

課

街
頭

・
庶

務
Ｇ

街
頭
指
導
、
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
【

自
立

支
援

教
室

（
む

ぎ
ほ

学
級

）
、

子
ど

も
寄

添
支

援
員

（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
：
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
】
、
課
内
庶

務

学
校

支
援

室

那
覇

市
民
体
育
館
・
那
覇
市
民
首
里
石
嶺
プ
ー
ル
・
漫
湖
公
園
市
民
庭
球
場
・
那
覇
市
営
奥
武
山
野
球
場
・

那
覇

市
営

奥
武

山
屋

内
運

動
場

・
那

覇
市

営
奥
武
山
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
所
管
）
、
那
覇
市
立
森
の
家
み
ん
み
ん
・
那
覇
市

人
材

育
成

支
援

セ
ン

タ
ー

ま
ー

い
ま

ー
い

N
a
h
a
(
生

涯
学

習
課

所
管

)
＊

関
連

施
設

学
校
事
務
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
業
務
改
善
の
総
括
に
関
す

る
こ

と
、

学
校

パ
ソ

コ
ン

機
器

等
の

導
入

整
備

、
保

守
管

理
、

教
育
用
（
学
校
用
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
守
管
理

学
事

Ｇ

情
報

提
供

Ｇ

総
括

Ｇ

大
規

模
セ

ン
タ

ー
管

理
運

営
（

首
里

・
小

禄
・

真
和

志
）

、
小

規
模

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

（
安

謝
・

銘
苅

・
大

名
・

天
久

・
鏡

原
・

高
良

・
開

南
・

神
原

・
古

蔵
・

上
間

）
、

施
設

修
繕

、
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

単
独

予
算

、
給

食
搬

送
業

務
委

託
、

庶
務

中
央

図
書

館

学 校 教 育 部

学
校

教
育

課
指

導
・

小
中

一
貫

Ｇ
学
校
経
営
・
教
育
課
程
の
指
導
・
助
言
、
教
科
領
域
研
究
団
体

の
助

成
、

教
科

用
図

書
の

採
択

､
学

校
教

育
実

習
､
校

長
・

教
頭

連
絡
会
、
教
育
機
関
の
指
導
・
助
言
・
総
合
調
整
、
小
中
一
貫
教

育
の

推
進

、
生

徒
指

導

特
別

支
援

Ｇ
特
別
支
援
教
育
の
調
査
研
究
・
相
談
・
助
言

教
職

員
Ｇ

県
費
負
担
教
職
員
の
免
許
・
任
免
・
分
限
・
懲
戒
・
表
彰
・
服

務
・

身
分

取
扱

・
研

修
・

福
利

厚
生

・
公

務
災

害

教 育 委 員 会

青
少

年
育

成
室

青
少
年
問
題
の
総
合
的
施
策
の
企
画
・
調
査
、
青
少
年
の
健
全

育
成

、
青

少
年

施
設

の
設

置
・

管
理

・
廃

止
、

青
少

年
団

体
の

育
成
、
善
行
青
少
年
等
表
彰
、
青
少
年
問
題
協
議
会
、
青
少
年
交

流
推

進
（

津
波

避
難

ビ
ル

内
）

、
地

域
学

校
協

働
活

動

生
涯

学
習

課
生

涯
学

習
Ｇ

生
涯
学
習
推
進
計
画
、
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
､
社
会
教
育
委

員
の

会
議

､
な

は
教

育
の

日
､
社

会
教

育
功

労
者

等
表

彰
､
社

会
教

育
施
設
設
置
・
廃
止
､
社
会
教
育
関
係
職
員
研
修
､
奨
学
金
の
給

付
に

関
す

る
事

、
総

合
的

な
学

校
開

放
の

推
進

、
社

会
教

育
指

導
員

連
絡
協
議
会
､
生
涯
学
習
情
報
提
供
、
課
内
庶
務

人
材

育
成

支
援

セ
ン

タ
ー

那
覇
市
人
材
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ー
い
ま
ー
い
N
a
h
a
管
理
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計 計 計 計 計 計 計

302 2 3 21 7 6 8 26 3 23 61 9 34 2 15 1 132 7 98 9 14 1 3 57 3 42 10 2

計 157 2 3 17 7 2 8 20 20 44 30 2 11 1 70 7 47 14 1 1 1 1

79 1 2 8 3 1 4 10 10 21 21 36 22 14 1 1

1 1

1 1

16 1 2 2 2 2 4 4 6 6 1 1

1 1 　　

9 1 1 1 1 2 2 5 5

5 1 1 1 1 2 2 1 1

1 1 1

18 2 1 1 3 3 5 5 8 8

1 1 1

7 1 1 1 1 2 2 3 3

5 1 1 1 1 3 3

5 1 1 2 2 2 2

9 2 1 1 1 1 2 2 4 4

1 1 1

8 1 1 1 1 2 2 4 4

34 2 1 1 4 4 10 10 18 4 14

1 1 1

8 1 1 2 2 5 5

7 1 1 3 3 3 3

9 1 1 2 2 6 6

5 1 1 1 1 3 3

4 1 1 2 2 1 1

78 1 1 9 4 1 4 10 10 23 9 2 11 1 34 7 25 1 1

1 1

1 1

28 5 1 4 1 1 13 3 2 8 9 4 4 1

1 1 1

6 1 1 5 5

7 1 1 1 1 3 2 1 2 2

6 1 1 3 1 2 2 1 1

8 1 1 2 2 5 4 1

12 1 1 3 3 2 2 6 3 3

1 1 1

5 1 1 1 1 3 3

6 2 2 1 1 3 3

29 2 1 1 5 5 6 5 1 16 16

1 1 1

12 1 1 2 2 4 3 1 5 5

5 1 1 1 1 3 3

6 1 1 1 1 4 4

5 1 1 4 4

7 1 1 1 1 2 1 1 3 2 1

1 1 1

学校給食G 6 1 1 2 1 1 3 2 1

計 145 4 4 6 3 3 17 9 4 4 62 51 9 2 56 3 41 10 2

16 1 1 1 1 5 4 1 9 9

24 1 1 2 2 7 5 2 14 14

5 1 1 4 4

1 1 1

4 4 4

32 1 1 3 3 28 3 23 2

1 1 1

9 1 1 8 1 5 2

8 1 1 7 1 6

10 1 1 9 1 8

4 4 4

50 1 1 26 24 2 23 18 5

18 13 13 5 5

＊Gはグループの略　、　再任用（フルタイム）を含む。

開南給食センター

小学校 （36校）

中学校 （17校）

所長

教育研修Ｇ

学校給食センター

小禄給食センター

真和志給食センター

所長

首里給食センター

教育研究所

街頭・庶務G

学務課

課長

就学奨励Ｇ

振興G

学校給食課

課長
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公民館 
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部長

副部長
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特別支援G
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施設Ｇ

営繕Ｇ

設備Ｇ

庶務・用地Ｇ

生涯学習G

事務局

生涯学習部

部長

副部長

総務課

参事兼課長

人事・庶務Ｇ

企画財務Ｇ

生涯学習課

課長

青少年育成室
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理
主
査
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等
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等
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９ 現員配置一覧（302名） 令和７年４月１日現在
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等
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業
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　　令和７年度の那覇市一般会計予算は、185,397,000千円で、前年度の当初予算と比べ

　て10,608,000千円（6.1％）の増となっている。

　　そのうち教育予算は、17,558,393千円で、前年度当初予算と比べると2,105,004千円

　（13.6％）の増で、一般会計に占める比率は、9.5％となっている。

　　なお、本市の一般会計予算の構成、教育予算の推移、教育予算の構成及び性質別分

　類は次のとおりである。

１ 令和７年度那覇市一般会計予算（当初予算）

２ 教育予算の推移

平成14年度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度

第２節 教育財政

　　　   　      　　単位：千円

　   　      　　　　単位：千円

総務費

民生費

衛生費

商工費

土木費

教育費

消防費

公債費
その他

那覇市一般会計予算（歳出） 千円

15,962,325

16,945,343

17,071,903

13,850,158

14,451,272

16,599,119

14,638,219

17,267,494

15,453,389

17,558,393

平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和２年度
令和３年度
令和４年度
令和５年度
令和６年度
令和７年度

計 計 計 計 計 計 計

302 2 3 21 7 6 8 26 3 23 61 9 34 2 15 1 132 7 98 9 14 1 3 57 3 42 10 2

計 157 2 3 17 7 2 8 20 20 44 30 2 11 1 70 7 47 14 1 1 1 1

79 1 2 8 3 1 4 10 10 21 21 36 22 14 1 1

1 1

1 1

16 1 2 2 2 2 4 4 6 6 1 1

1 1 　　

9 1 1 1 1 2 2 5 5

5 1 1 1 1 2 2 1 1

1 1 1

18 2 1 1 3 3 5 5 8 8

1 1 1

7 1 1 1 1 2 2 3 3

5 1 1 1 1 3 3

5 1 1 2 2 2 2

9 2 1 1 1 1 2 2 4 4

1 1 1

8 1 1 1 1 2 2 4 4

34 2 1 1 4 4 10 10 18 4 14

1 1 1

8 1 1 2 2 5 5

7 1 1 3 3 3 3

9 1 1 2 2 6 6

5 1 1 1 1 3 3

4 1 1 2 2 1 1

78 1 1 9 4 1 4 10 10 23 9 2 11 1 34 7 25 1 1

1 1

1 1

28 5 1 4 1 1 13 3 2 8 9 4 4 1

1 1 1

6 1 1 5 5

7 1 1 1 1 3 2 1 2 2

6 1 1 3 1 2 2 1 1

8 1 1 2 2 5 4 1

12 1 1 3 3 2 2 6 3 3

1 1 1

5 1 1 1 1 3 3

6 2 2 1 1 3 3

29 2 1 1 5 5 6 5 1 16 16

1 1 1

12 1 1 2 2 4 3 1 5 5

5 1 1 1 1 3 3

6 1 1 1 1 4 4

5 1 1 4 4

7 1 1 1 1 2 1 1 3 2 1

1 1 1

学校給食G 6 1 1 2 1 1 3 2 1

計 145 4 4 6 3 3 17 9 4 4 62 51 9 2 56 3 41 10 2

16 1 1 1 1 5 4 1 9 9

24 1 1 2 2 7 5 2 14 14

5 1 1 4 4

1 1 1

4 4 4

32 1 1 3 3 28 3 23 2

1 1 1

9 1 1 8 1 5 2

8 1 1 7 1 6

10 1 1 9 1 8

4 4 4

50 1 1 26 24 2 23 18 5

18 13 13 5 5

＊Gはグループの略　、　再任用（フルタイム）を含む。

開南給食センター

小学校 （36校）

中学校 （17校）

所長
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街頭・庶務G

学務課

課長

就学奨励Ｇ

振興G
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課長

教育機関　　

公民館 

図書館

学事G

学校支援室

教育相談Ｇ

学校教育部

部長

副部長
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課長

指導・小中一貫Ｇ

教育企画Ｇ

教職員Ｇ

特別支援G

教育相談課
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建築Ｇ

人材育成支援センターG

市民スポーツ課
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スポーツ振興Ｇ
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施設Ｇ

営繕Ｇ

設備Ｇ

庶務・用地Ｇ
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事務局

生涯学習部

部長

副部長

総務課

参事兼課長

人事・庶務Ｇ

企画財務Ｇ
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９ 現員配置一覧（302名） 令和７年４月１日現在
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３ 令和７年度教育予算分類

項目別財源別の内訳

項　　目 合 計 （％） 国・県支出金 （％） 市債 （％） その他 （％） 一般財源 （％）

１項 教育総務費

２項 小学校費

３項 中学校費

４項 社会教育費

５項 保健体育費

合 計

民生費（教育相談課　子供の貧困対策関係）

２項 児童福祉費

４ 令和７年度教育予算性質別分類表（歳出）

金額(A) 比 率 金額(B) 比 率 (A)－(B) 伸 率

義務的経費

　人  件  費

　扶  助  費

投資的経費

(普通建設事業費)

　補    助

　単    独 △ 1,569,941 △ 50.7

その他の経費

　物  件  費

　維持補修費

　補 助 費 等

  投資及び出資金

    　合    計

区　分
令和７年度 令和６年度 増 減 額

単位：千円 (%)

単位：千円 (%)

財源別内訳

教育総務費

小学校費

中学校費

社会教育費

保健体育費

項目別内訳

単位：千円

一般財源
市債

国・県支出金

その他

財源別内訳
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５ 教育委員会 各課の主な事業（令和７年度当初予算）

No. 事業名
予算額
単位:千円

概要説明

1 職員管理関連事業 262,705 会計年度任用職員報酬、共済費等の経費

2 小・中学校管理事務費 219,606 小・中学校の事務の円滑な執行のために市費負担職員の管理に係る経費

3
社会教育施設老朽化抑制事業（塩害
防止、長寿命化）（首里公民館・図書
館）

811,886
首里公民館・図書館屋上の防水処理、外壁の塗装等の工事及び内装の改
修に係る経費（工事）

4 地域学校協働活動推進事業 16,278
地域と学校が連携・協働し、子どもたちの多様な活動や学びの機会の充実
を図るための経費

5 総合的な学校開放推進事業 7,845
地域住民の生涯学習の場および地域コミュニティ活動の場として、小・中学
校の地域学校連携施設の利活用を推進するための経費

6 給付型奨学金事業 15,586
経済的な理由で大学等への進学が困難な者に対し県内大学等への進学及
び本市における人材の育成を促進していくため、入学及び修学を支援する
ための給付に係る経費

7 はたちの記念事業 3,331 地域自主開催「はたちの記念式典」への支援等に係る経費

8 青少年旗頭事業 5,337
伝統文化である旗頭の活動をとおし、子どもたちの「居場所」や「出番」を作
るなど健全育成に資するための経費

9
人材育成支援センターまーいまーい
Naha管理運営事業

46,100 人材育成支援センターまーいまーいNahaの管理運営に係る経費

10 那覇市公民館指定管理事業（若狭・繁多川） 46,372 公民館における指定管理者制度導入施設の管理運営に係る経費

11 児童のスポーツ県外派遣補助金 25,786
市・県を代表して県外大会へ派遣される児童生徒等への派遣費用（航空運
賃･宿泊料）の一部補助

12 学校体育施設開放事業 43,728
市民の健康や体力の維持増進を行う場所として、小・中学校体育館及び中
学校夜間運動場を開放するための経費

13 那覇市健康ウォーキング推進事業 8,985 那覇市健康ウォーキング大会等に係る経費

14 体育施設管理運営事業（2事業） 198,589
那覇市民体育館・漫湖公園市民庭球場・首里石嶺プール・那覇市営奥武山
野球場・奥武山屋内運動場・奥武山トレーニング室の管理運営に係る経費

15 施設維持管理費（小・中学校） 1,478,189 小・中学校の施設等の維持管理運営に係る経費

16 小・中学校環境整備事業（トイレ整備） 271,658 大便器の洋式化などトイレ施設の改修を行う経費

17 小・中学校空調設備改修整備事業 378,232 耐用年数を超えた既設空調設備の改修を行う経費

18
小・中学校消防用設備等重点整備事
業

16,588
消防用設備等の点検等により不良箇所として報告のあった防火シャッター
等の修繕を行う経費

19
小・中学校環境整備事業（屋内運動場
照明整備）

24,373
学校施設屋内運動場（体育館）における高天井照明をLED照明へ機能更新
するための経費

20 小・中学校施設ブロック塀対策事業 194,714
小・中学校に築造されている安全性に問題のあるブロック塀の撤去等を行う
経費

21 小・中学校擁壁改修事業 25,729
小・中学校にある老朽化し安全性に問題のあるコンクリート擁壁や石積み擁
壁について、改修工事を行う経費

22
小・中学校バリアフリー化等施設整備
事業

409,290 エレベーター設置など施設のバリアフリー化に係る経費

23
小学校施設老朽化抑制事業（塩害防
止・長寿命化）

355,486 建築物の長寿命化を図るため、校舎等の外壁の全面塗装工事を行う経費

24
城西小・松川小・真嘉比小・安岡中・
神原中・石嶺中学校長寿命化改良（予
防改修）事業

698,676
校舎等を健全な状態に保ち、施設の長寿命化を図るための予防的な改修
に係る経費

25
城北小・松島中学校長寿命化改良事
業

676,061
施設の長寿命化を図るための予防的な改修に加え、構造体の長寿命化や
施設内部改修、必要に応じた設備改修等に係る経費

26 公民館講座事業 3,741
生涯の各期（乳幼児・少年・青年・成人・高齢者など）の学習機会の提供とし
て、各種学級・講座を実施する経費

27
石嶺・小禄南公民館・図書館高効率照
明整備事業

42,836 既存照明設備をLED照明（高効率照明）へ入れ替える経費

28 図書館資料等購入事業 28,352 図書資料の購入等に係る経費

29 電子図書館サービス事業 3,304 電子図書館に係るコンテンツ利用料等の経費

中央図書館

総務課

生涯学習課

市民スポーツ課

施設課

中央公民館

３ 令和７年度教育予算分類

項目別財源別の内訳

項　　目 合 計 （％） 国・県支出金 （％） 市債 （％） その他 （％） 一般財源 （％）

１項 教育総務費

２項 小学校費

３項 中学校費

４項 社会教育費

５項 保健体育費

合 計

民生費（教育相談課　子供の貧困対策関係）

２項 児童福祉費

４ 令和７年度教育予算性質別分類表（歳出）

金額(A) 比 率 金額(B) 比 率 (A)－(B) 伸 率

義務的経費

　人  件  費

　扶  助  費

投資的経費

(普通建設事業費)

　補    助

　単    独 △ 1,569,941 △ 50.7

その他の経費

　物  件  費

　維持補修費

　補 助 費 等

  投資及び出資金

    　合    計

区　分
令和７年度 令和６年度 増 減 額

単位：千円 (%)

単位：千円 (%)

財源別内訳

教育総務費

小学校費

中学校費

社会教育費

保健体育費

項目別内訳

単位：千円

一般財源
市債

国・県支出金

その他

財源別内訳
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No. 事業名
予算額

単位:千円
概要説明

30
児童・生徒の県外派遣旅費補助金（大
会派遣）

15,581
児童生徒の文化的活動及び生徒の部活動の成果として学校代表で出場す
る県外派遣費用（航空運賃･宿泊料）の一部補助

31 特別支援教育充実事業（小・中学校） 327,835
特別支援を要する児童・生徒や医療的ケアが必要な児童生徒を支援するた
めの特別支援教育補助員、保健師の配置等に係る経費

32 教員業務支援員配置事業 140,541
教員の業務を支援し負担軽減を図る教員業務支援員を各小中学校に配置
するための経費

33
小中学校法律相談（スクールロイ
ヤー）事業

1,232
「子どもの最善の利益」を目的に、法的側面から助言を行うスクールロイヤー
（弁護士）を活用し、学校におけるトラブル未然防止のための法律相談を行う
ための経費

34
公立学校教員のメンタルヘルス対策
に関する調査研究事業

9,117
那覇市の教職員を対象にメンタルヘルス対策に関するモデル事業を実施
し、事例の創出や効果的な取組の研究を行う

35
学校運営協議会（コミュニティスクール）事
業

649
学校における様々な課題や取組について地域住民等が参画し学校運営を
支えていく学校運営協議会を運営する経費

36 学校問題解決支援事業 8,215
学校における理不尽・過剰なクレームや、児童生徒のいじめ・触法行為・ＳＮ
Ｓ トラブル等の課題に初期段階から対応するため、学校問題解決支援員を
配置するための経費

37 中学校英語学習支援・国際交流事業 19,604
国際的に活躍できる人材の育成を図るため、市立中学校17校において英語
学習ソフトを活用し、オンラインによる国際交流を実施する経費

38
子ども寄添支援員（スクールソーシャ
ルワーカー)配置事業

87,061
市内全17中学校区に子ども寄添支援員（スクールソーシャルワーカー）を配
置し、貧困状態にある児童生徒の実態把握等を行い、社会福祉等の専門的
な知識を用いて支援機関に繋げ、子どもの貧困対策に取り組むための経費

39 自立支援教室（むぎほ学級）事業 20,416
生活困窮世帯（準要保護世帯等）で不登校等の小中学生に対して日中の居
場所を確保し、様々な体験活動等をとおして、将来の社会的自立に向けて
支援する経費

40 学習支援室事業 15,375
学習支援室に支援員を配置し、小中学校の不登校及び登校しぶりのある児
童生徒や、来所相談を受けている児童生徒、また、高等学校への進学を希
望している過卒生を対象に、高校受検等に向けた学習支援を行う経費

41 自立支援教室（きら星学級）事業 39,026

自立支援教室（きら星学級）に支援員を配置し、不登校児童生徒（遊び・非
行傾向を含む）等に日中の居場所を確保し、様々な体験活動等を通して集
中的にサポートを行い、自立心を高め、学校復帰、社会的自立を図るための
経費

42 街頭指導事業 30,592

専任指導員6人を教育相談課へ、青少年指導員を各中学校区に配置し、問
題行動が多く見受けられる繁華街、公園、学校周辺の溜まり場等を巡回して
青少年への声かけを行う。また、関係機関と連携を図り、非行の未然防止と
早期発見・対応に努め、規範意識を育み社会的自立を促すための経費

43
教育相談・自立支援教室（あけもどろ
学級）事業

42,524
心理士及び教育相談員を配置し、不登校等の悩みを持つ児童生徒や保護
者、教師等へ相談・支援を行う。また心理的・情緒的不安が要因で不登校等
の児童生徒を対象とする自立支援教室（あけもどろ学級）を運営する経費

44 教育相談支援事業 36,002
市立全小中学校53校に教育相談支援員を各１人配置し、不登校又は教室
に入ることができない児童生徒や、子どもの不登校等に悩みを持つ保護者
の話し相手となり、登校や教室復帰に向けた支援を行う経費

45 働き方改革コンサルティング事業 7,348
全小中学校において、学校業務改善策（アクションプログラム）を活用した業
務の見直しや、効率化を図るための業務委託に係る経費

46 学校情報機器等整備事業（GIGA) 124,895
「GIGAスクール構想の実現」のために整備した児童生徒一人一台の情報端
末の維持管理及び授業支援ソフト等に係る経費

47 学校ICT支援員配置事業 58,806
教員のICT機器活用能力の向上のため、学校現場で機器の活用方法の助
言や操作支援等のサポートを行うICT支援員を派遣するための経費

48 小・中要準等児童生徒就学援助費 694,439
経済的な理由によって就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対し
て、学校給食費、学用品費等の必要な費用の一部を援助する。また、特別
支援学級等へ通う児童生徒の保護者に対して、経費の一部を支援する。

49 学校給食費支援事業 883,131

物価高騰が高止まりしている現状を踏まえ子育て世帯の経済的な負担軽減
を図るため、中学校の給食費については、県補助に加え本市が半額を公費
で支援することにより完全無償化とする。また小学校の給食費については、
本市が保護者負担分の半額を支援するための経費。

50 学校給食調理場空調設備整備事業 17,462 調理室等の空調整備に係る経費

51 与儀小学校給食調理場改築事業 831,315
校舎と屋内運動場の改築に併せて同校の単独調理場を改築し、新たに小
規模学校給食センターとして整備するための経費

52 真和志学校給食センター改築事業 32,547 老朽化した真和志学校給食センターの改築に係る経費

53 教育図書資料提供事業 1,217
教育に関する図書資料の収集を行い、教育関係職員及び市民に対し、図
書資料の貸し出しを通して教育情報提供と検索サービス等を行う経費

54 初任者・中堅教諭等・その他研修事業 4,533
教職員の資質向上等を図るため、初任者研修、中堅教諭等研修、その他研
修の実施に係る経費

学校教育課

教育相談課

学務課

学校給食課

教育研究所



－ 27－

第３節 なは教育の日

戦後、那覇市の学校は、沖縄戦により破壊され、壊滅的

な状態であった。

教材教具等、何もない中、木陰で授業を行う「青空教

室」が開校され、米軍の払い下げテントを確保し授業を行

う風景もあった。その後、かまぼこ型の「コンセット校

舎」が児童生徒、教職員、保護者、地域住民の協力で建て

られ、やがて「かやぶき校舎」へと変わっていった。

そのような中、沖縄民政府文教部が「教育委員会規程」

を制定し、那覇地区を含む の教育地区に教育委員会が

設置された。

その日が 年（昭和 年） 月９日であった。

よって、この日を戦後那覇市の教育の原点と捉え 月

９日を「なは教育の日」とする。

また、同日から翌年の１月末日までを「なは教育の期

間」とし、「なは教育の日」の目的にふさわしい事業や式

典を実施している。

令和６年度は令和６年 月に式典を開催し、「人材

育成の方法 才能（個性）を見出し、伸ばすには」を

テーマに沖縄アクターズスクールの牧野アンナ氏と

那覇市教育長との対談が行われた。各種表彰では、教

育長表彰 名、善行表彰 組、社会教育功労者表彰

組が受賞された。

なは教育の日を定める要綱

平成 年 月 日

那覇市教育委員会告示第 号

（目的）

第 条 教育に対する市民の意識と関心を高めるとともに、那覇市の明日を担う子

どもたちの健やかな成長を願って、家庭、地域、学校、企業及び行政が連携し、

市民全体で教育に関する取組を推進するため、なは教育の日を設ける。

（なは教育の日）

第 条 なは教育の日は、 月 日とする。

（なは教育の期間）

第 条 なは教育の日の目的にふさわしい活動を重点的に実施する期間として、

月 日から翌年の 月末日までを、なは教育の期間とする。

（委任）

第 条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育長が定める。

付 則

この要綱は、平成 年 月 日から施行する。

【式典の様子】

受賞団体による発表

表彰状授与
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第４節 育英事業

公益財団法人那覇市育英会の設立

那覇市は、昭和 年那覇市奨学金給付条例を制定し、人材育成のための事業をスタートした。平成４

年４月１日には、新たに奨学金貸与事業を展開するにあたって、「那覇市育英会」を発足。また、平成

年５月 日には、沖縄県の教育・文化及び産業並びに国際社会に資するための有為な人材を育成するこ

とを目的に「財団法人 那覇市育英会」を発足、さらに平成 年 月１日には、事業拡大と組織充実

のため、「公益財団法人 那覇市育英会」に移行した。

本会の役員及び評議員については、教育関係者及び企業関係者を選任し、常務理事及び専任職員を配

置して組織体制を充実し事業の拡大を図っている。

これまでの事業成果として、平成４年の事業開始から令和６年度まで貸与生が延べ 人、累計貸

与額 億 万円の学資貸与が行われてきた。

（１）名称：公益財団法人 那覇市育英会

（２）設立（移行）日：平成 年 月１日

（３）所在地：那覇市銘苅２丁目３番１号（なは市民協働プラザ３階）

（４）事業：奨学育英事業（無利息の学資貸与事業）

（５）役員：理事９人 監事２人

（任期 理事：令和６年～令和８年評議員会終了まで

監事：令和４年～令和８年評議員会終了まで）

役職名 氏 名 備考（職業等） 役職名 氏 名 備考（職業等）

理 事 長 知念 覚 那覇市長 理 事 宮 里 寿 子 那覇市教育委員会教育長

常務理事 當間 順子 事務局担当 理 事 國 吉 博 樹 沖縄セルラー電話 株 取締役

理 事 山川 宗徳 一社 タコライスラバーズ

代表理事

理 事 田 名 毅 首里城下町クリニック第一院長

理 事 仲田 秀光 公財 沖縄県平和祈念財団副会長 理 事 平井 りい子 沖縄女子短期大学 特任教授

理 事 仲 里 学 株 沖縄パナコムシステム

代表取締役社長

監 事 仲 田 恵 司 元 那覇市社会教育関係職員

監 事 石 川 正 剛 税理士

（６）貸与生の資格

①引き続き１年以上沖縄県に住所を有する者の子弟

②学校教育法に定める高等専門学校（４、５年のみ）、大学（大学院、短期大学を含む）及び専修

学校（専門課程のみ）に在学している者

③学業・人物ともに優秀と認められる者 ④経済的理由により学資の支払いが困難な者

⑤貸与した奨学金の返済義務を確実に履行できる者

（７）貸与生の募集人員、募集時期 ① 名（予定） ②毎年４月（１回）

（８）貸与の区分、期間、金額及び償還期間

区分 期 間 金額 月額 償 還 期 間

県内 貸与生の採用時か

ら学校の最短修業

年限の終期まで

円 貸与を終了した年の翌年の４月から償還開始。

償還期間は５年もしくは 年。県外 円

（９）令和７年３月 日現在の貸与生数 ①県内３人 ②県外 人
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第第 節節 すすべべててののここどどももののそそれれぞぞれれのの時時期期にに適適ししたた

居居場場所所ののああるるままちちををつつくくるる

重重点点目目標標

第５次那覇市総合計画に沿って、就学前の教育・保育の質の向上を図る。 

施施策策事事業業のの概概要要

１１ 就就学学前前のの教教育育・・保保育育のの質質のの向向上上

令和元年度にこども教育保育課を新設。令和７年度は、研修・指

導内容の精選に努め、就学前教育保育施設に向けた研修・指導体制

の充実を図る。

（１）文部科学省幼児教育の理解・発展推進事業の取り組み 
ア 幼児教育研究協議会：令和７年度、本市は都道府県協議会協

議主題「幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進について」のもと、研究を進める。

イ 園長等管理運営協議会：園長等に対する運営・管理に関する専門的な講義や研究協議等。

ウ 保育技術協議会：保育教諭に対する保育技術についての専門的な講義や研究協議等。

（２）職員の研修 
保育教諭等の資質や指導力の向上を図るため、理論や実践につい 

て学ぶ機会を充実させる。 
ア 各種研修

園長・教頭等研修、園運営協議会、教頭等協議会、保育教諭 
研修会、特別支援教育研修会、他、教育・保育施設等研修会の 
企画・運営をする。開催方法については、集合開催、オンデマ

ンド開催、オンライン開催等、研修内容に応じて開催方法を検討する。 
イ 教育研究員

那覇市立教育研究所へ教育研究員を２名派遣。 
ウ 法定研修

県が主催する法定研修（初任者研修・教職２年目研修・中堅教諭等資質向上研修）へ対象保育

教諭を派遣。

（３）確認監査の実施 
特定教育・保育施設における適切な事業実施を確保することを目的とし、各園の教育・保育の質の 

向上を図るため、子ども子育て支援法に基づき、集団指導・実地指導を実施している。 

２２ 学学力力向向上上推推進進計計画画

（１）那覇市学力向上推進計画に基づき、こども園での体験等を通して学びの芽生えを育む。また、幼児

期から３つの資質能力を育み、義務教育以降の学習の基盤を育む。 
【環境を通した教育・保育実践の充実】 
○幼児理解に基づく保育の工夫改善

○安心して自己を発揮できる関係性の構築

〇園児一人一人が大切にされ、可能性を認め合う学級経営 

保育の質の向上に向けた園内研修風景 



－ 29－

第 節 すべてのこどものそれぞれの時期に適した

居場所のあるまちをつくる

重点目標

第５次那覇市総合計画に沿って、就学前の教育・保育の質の向上を図る。

施策事業の概要

１ 就学前の教育・保育の質の向上

令和元年度にこども教育保育課を新設。令和７年度は、研修・指

導内容の精選に努め、就学前教育保育施設に向けた研修・指導体制

の充実を図る。

（１）文部科学省幼児教育の理解・発展推進事業の取り組み

ア 幼児教育研究協議会：令和７年度、本市は都道府県協議会協

議主題「幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進について」のもと、研究を進める。

イ 園長等管理運営協議会：園長等に対する運営・管理に関する専門的な講義や研究協議等。

ウ 保育技術協議会：保育教諭に対する保育技術についての専門的な講義や研究協議等。

（２）職員の研修

保育教諭等の資質や指導力の向上を図るため、理論や実践につい

て学ぶ機会を充実させる。

ア 各種研修

園長・教頭等研修、園運営協議会、教頭等協議会、保育教諭

研修会、特別支援教育研修会、他、教育・保育施設等研修会の

企画・運営をする。開催方法については、集合開催、オンデマ

ンド開催、オンライン開催等、研修内容に応じて開催方法を検討する。

イ 教育研究員

那覇市立教育研究所へ教育研究員を２名派遣。

ウ 法定研修

県が主催する法定研修（初任者研修・教職２年目研修・中堅教諭等資質向上研修）へ対象保育

教諭を派遣。

（３）確認監査の実施

特定教育・保育施設における適切な事業実施を確保することを目的とし、各園の教育・保育の質の

向上を図るため、子ども子育て支援法に基づき、集団指導・実地指導を実施している。

２ 学力向上推進計画

（１）那覇市学力向上推進計画に基づき、こども園での体験等を通して学びの芽生えを育む。また、幼児

期から３つの資質能力を育み、義務教育以降の学習の基盤を育む。

【環境を通した教育・保育実践の充実】

○幼児理解に基づく保育の工夫改善

○安心して自己を発揮できる関係性の構築

〇園児一人一人が大切にされ、可能性を認め合う学級経営

保育の質の向上に向けた園内研修風景
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５ 子育ての支援

（１）こども園の子育て支援

子育てに関する相談や関係機関等の子育てに関する情報提供、在園児の保護者同士が交流できる場

の提供を行う。また、子育て応援 DAY として在宅親子を対象に、遊びや行事への参加受け入れ等、

未就園児の子育て支援に取り組む。

（２）地域子育て支援センター（公立みらいこども園）

みらいこども園では、交流保育・育児相談・育児講座や子育て支援センター等の無い地域へ出向く

出前支援を行う。

（３）一時預かり保育事業

ア 一般型（未就園児保護者対象）

・私的保育サービス：保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担感の解消を目的とする

・緊急保育サービス：疾病、災害、事故、介護、出産、冠婚葬祭等、他、社会的にやむを得ない事由

・非定形型保育サービス：パート就労、職業訓練、就学等の事由

イ 幼稚園型（在園児保護者対象）

（４）保護者のニーズに合わせた教育・保育時間

１号認定児 教育・保育時間 午前８時 15 分～午後２時

２号認定児 教育・保育時間 午前７時 30 分～午後６時 30 分

※延長保育 午後６時 30 分～午後７時 30 分

※土曜保育実施

（５）こども誰でも通園制度の本格実施を見据えた試行的事業

全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化する

ため、月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位で柔軟に利用できる「こども

誰でも通園制度」の創設を見据えた試行的事業を実施する。

６ 幼保連携型認定こども園受け入れ状況（令和７年５月現在）

公立こども園 公私連携こども園

№ 園名 3 歳 4 歳 5 歳 № 園名 3 歳 4 歳 5 歳

１ 城北 ○ ○ １ 城東 ○ ○ ○

２ 城西 ○ ○ ○ ２ 石嶺 ○ ○ ○

３ 城南 ○ ○ ３ 安謝 ○ ○ ○

４ 大名 ○ ○ ４ 曙 ○ ○

５ 泊 ○ ○ ５ 銘苅 ○ ○ ○

６ 真嘉比 ○ ○ ６ 松島 ○ ○ ○

７ 那覇 ○ ○ ７ 若狭 ○ ○ ○

８ 壺屋 ○ ○ ８ 神原 ○ ○ ○

９ 開南 ○ ○ ９ 城岳 ○ ○ ○

天妃 ○ ○ ○ 古蔵 ○ ○ ○

上間 ○ ○ ○ 松川 ○ ○ ○

真和志 ○ ○ 識名 ○ ○ ○

与儀 ○ ○ 真地 ○ ○

小禄南 ○ ○ 仲井真 〇 ○ ○

天久みらい ○ ○ ○ 垣花 ○ ○

大道みらい ○ ○ ○ 金城 ○ ○ ○

宇栄原みらい ○ ○ 小禄 ○ ○

久場川みらい ○ ○ ○ さつき ○ ○ ○

宇栄原 ○ ○ ○

高良 ○ ○

※天久みらいこども園・大道みらいこども園・久場川みらいこども園・宇栄原みらいこども園については、

０～２歳児の受入れあり。

〇言葉による伝え合い、数量や文字等への関心や感覚を育む

〇友達と十分に関わり、協同して遊ぶ

〇身近な人に親しみ、関りを深め愛情や信頼感を育む

【専門性の向上につながる園内研修の充実】

○研修体制の充実

○実践的な研修の充実

〇PDCA サイクルを活用した保育改善

〇乳幼児の発達の特性や連続性等についての理解を深める

〇カリキュラム・マネジメント

【基本的な生活習慣の形成】

○幼児期にふさわしい生活習慣の形成や望ましい生活リズムの

定着に向け、家庭と連携した取組の充実

（２）具体的取り組み事項及び重点的に取り組む事項

「知識及び技能の基礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性等」の資質

能力を一体的に育む。また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を小学校と共有し、幼児教育

の充実と小学校への円滑な接続をめざす。

令和６年度に引き続き、令和７年度においても、「重点的に取り組む事項」を各園で設定し、それ

ぞれの実態や課題に応じた取り組みの充実を図る。

３ 特別支援教育

（１）インクルーシブ教育の推進

（２）就学前教育保育施設における医療的ケア実施ガイドラインに基づき、就学前教育保育施設での医療

的ケア児の受け入れを実施する。

（３）特別な支援を要する幼児については、那覇市発達支援保育事業及び特別支援教育充実事業に基づい

た保育士等の配置や、特別支援教育ヘルパー等の配置に取り組む。

（４）那覇市こども発達支援センターにおいて、地域支援事業（発達支援巡回相談・施設支援巡回相談）

を実施する。

（５）特別支援コーディネーターを中心に各関係機関と連携を図り、指導・支援を推進する。

（６）「個別の教育及び保育支援計画」「個別の指導計画」を作成・活用し、計画的・組織的な支援の取り

組みを推進する。

４ 保幼こ小連携

幼保連携型認定こども園の公立こども園と公私連携こども園が小学校同一敷地内にあるという利点を

生かし、他府県には見られない「こ小」の様々な連携の取り組みが行われている。さらに公立こども園

等が小学校との結節点となり、沖縄型幼児教育に取り組んでいる。保育園、私立幼稚園も含めた「保幼

こ小」の接続については、相互の教育及び学びの連続性について理解を深めるため、保幼こ小合同研修

会や各小学校区を単位とした保育参観・授業参観等を実施している。

幼児期から小学校への円滑な接続を目指し、各園・各校接続のカリキュラムを作成している。令和７

年度も、幼児期から小学校への円滑な接続及び架け橋期のカリキュラムの作成に向けて、就学前教育保

育施設と小学校が協働で取り組んでいけるよう、教育委員会と連携のもと取組を推進していく。
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５ 子育ての支援

（１）こども園の子育て支援

子育てに関する相談や関係機関等の子育てに関する情報提供、在園児の保護者同士が交流できる場

の提供を行う。また、子育て応援 DAY として在宅親子を対象に、遊びや行事への参加受け入れ等、

未就園児の子育て支援に取り組む。

（２）地域子育て支援センター（公立みらいこども園）

みらいこども園では、交流保育・育児相談・育児講座や子育て支援センター等の無い地域へ出向く

出前支援を行う。

（３）一時預かり保育事業

ア 一般型（未就園児保護者対象）

・私的保育サービス：保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担感の解消を目的とする

・緊急保育サービス：疾病、災害、事故、介護、出産、冠婚葬祭等、他、社会的にやむを得ない事由

・非定形型保育サービス：パート就労、職業訓練、就学等の事由

イ 幼稚園型（在園児保護者対象）

（４）保護者のニーズに合わせた教育・保育時間

１号認定児 教育・保育時間 午前８時 15 分～午後２時

２号認定児 教育・保育時間 午前７時 30 分～午後６時 30 分

※延長保育 午後６時 30 分～午後７時 30 分

※土曜保育実施

（５）こども誰でも通園制度の本格実施を見据えた試行的事業

全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化する

ため、月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位で柔軟に利用できる「こども

誰でも通園制度」の創設を見据えた試行的事業を実施する。

６ 幼保連携型認定こども園受け入れ状況（令和７年５月現在）

公立こども園 公私連携こども園

№ 園名 3 歳 4 歳 5 歳 № 園名 3 歳 4 歳 5 歳

１ 城北 ○ ○ １ 城東 ○ ○ ○

２ 城西 ○ ○ ○ ２ 石嶺 ○ ○ ○

３ 城南 ○ ○ ３ 安謝 ○ ○ ○

４ 大名 ○ ○ ４ 曙 ○ ○

５ 泊 ○ ○ ５ 銘苅 ○ ○ ○

６ 真嘉比 ○ ○ ６ 松島 ○ ○ ○

７ 那覇 ○ ○ ７ 若狭 ○ ○ ○

８ 壺屋 ○ ○ ８ 神原 ○ ○ ○

９ 開南 ○ ○ ９ 城岳 ○ ○ ○

天妃 ○ ○ ○ 古蔵 ○ ○ ○

上間 ○ ○ ○ 松川 ○ ○ ○

真和志 ○ ○ 識名 ○ ○ ○

与儀 ○ ○ 真地 ○ ○

小禄南 ○ ○ 仲井真 〇 ○ ○

天久みらい ○ ○ ○ 垣花 ○ ○

大道みらい ○ ○ ○ 金城 ○ ○ ○

宇栄原みらい ○ ○ 小禄 ○ ○

久場川みらい ○ ○ ○ さつき ○ ○ ○

宇栄原 ○ ○ ○

高良 ○ ○

※天久みらいこども園・大道みらいこども園・久場川みらいこども園・宇栄原みらいこども園については、

０～２歳児の受入れあり。
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第２節 支援が必要なこどもや保護者に必要な支援が

届くまちをつくる

重点目標

国公立小中学校に通う児童生徒の保護者へ就学援助制度による支援を行い、こどもが生まれ育った環

境に左右されることがないよう、子ども寄添支援員を配置してこどもの家庭環境を把握し、課題緩和に取

り組む。また、経済的な理由で大学等への進学が困難な学生に対し、奨学金制度（給付型）により経済的

に自立して修学できるよう支援を行う。

施策事業の概要

１ 経済的な支援による育ちの応援

（１）保護者への支援

ア 小・中学校就学援助費

義務教育の円滑な実施を図るため、国公立の小・中学校に通学している児童生徒の保護者へ就学援

助制度により支援を行う。

区分 援助対象者 援助対象費目

要保護 ・生活保護を受けている者 ・修学旅行費

準要保護

・生活保護を廃止又は停止

になった者

・市町村民税が非課税の者

・生活保護を受けている家

庭に準ずる程度に生活が

困窮していると認められ

る者

・新入学児童生徒学用品費等

・学用品費

・通学用品費（小学１年生及び中学１年生を除く）

・校外活動費

･ 通学費（通学距離が小学生片道４ 以上、中学生片道

６ 以上で、公共交通機関を利用する者）

･ 修学旅行費

･ 体育実技用具費（中学校で該当者のみ）

･ 生徒会費（中学校対象）

･ 学校給食費

・小学校入学準備金（翌年度に那覇市立小学校に入学を予

定しているお子様の保護者）

・卒業アルバム代等

イ 特別支援教育就学奨励費 

就学のために保護者が負担する経費の一部を保護者の負担能力の程度に応じて補助することで、特

別支援教育の普及奨励を図ることを目的とする。 

２ こどもや保護者のそれぞれに適した支援の実施

（１）子どもの貧困対策の推進 

「沖縄子供の貧困緊急対策事業費補助金（平成28年～）」を活用し、貧困の連鎖を断ち切る

ため、貧困家庭の児童生徒を対象に、一人一人にあった教育機会の確保や自立を促す。特に、貧困

家庭の児童生徒に寄り添い、その課題緩和への働きかけや児童生徒を居場所へつなぐ等の支援を行

う。 

ア 子ども寄添支援員（ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー）の配置 

貧困家庭により問題を抱える（不登校、いじめ、問題行動等の）児童生徒を支援するために、各

中学校区(17校)に子ども寄添支援員を配置する。子ども寄添支援員は、担当小中学校や家庭を訪問

して、不登校等の児童生徒の実態把握を行い、社会福祉等の専門的な知識を用いて学校や関係機関

と連携してその児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけ、課題の緩和を図る。 

イ 自立支援教室（むぎほ学級）の設置 

生活困窮世帯（準要保護世帯等）により不登校等の児童生徒の支援として、日中の居場所を確保

する自立支援教室「むぎほ学級」を設置し、様々な体験活動（調理、栽培、創作、奉仕など）や学

習支援を通して、将来の社会的自立につなげることを目指す。

（２）那覇市奨学金制度（給付型） 

成績優秀で修学する意欲があるにもかかわらず経済的な理由で大学等への進学が困難な者に対し、

返済を要しない奨学金を給付する。

ア 奨学生の要件  次に掲げる要件全てに該当する者とする。 

・沖縄県内にある学校教育法に定める高等専門学校（４、５年のみ）、大学（短期大学を含

む。）及び専修学校（専門課程のみ）、職業能力開発促進法に定める職業能力開発大学校（専門

課程のみ）に進学する者 

・学業成績が優秀であると認められる者 

・経済的理由により修学が困難であると認められる者 

・保護者が本市に３年以上引き続き住所を有している者 

・日本国籍を有している者又は別途定める在留資格を有している者 

援助対象者 援助対象費目 援助額 

特別支援学級に在籍す

る児童生徒及び通常の学

級に在籍する学校教育法

施行令第22条の３に該当

する児童生徒の保護者 

・学校給食費 

・修学旅行費、校外活動費 

・体育実技用具費（中学校対象） 

実費の１／２ 

（限度額あり） 

・学用品通学用品購入費 

・新入学児童生徒学用品通学用品購入費 

定額 

・通学費、交流学習交通費 

・職場実習交通費（中学校対象） 

実費又は 

実費の１／２ 
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イ 特別支援教育就学奨励費 

就学のために保護者が負担する経費の一部を保護者の負担能力の程度に応じて補助することで、特

別支援教育の普及奨励を図ることを目的とする。 

２ こどもや保護者のそれぞれに適した支援の実施

（１）子どもの貧困対策の推進 

「沖縄子供の貧困緊急対策事業費補助金（平成28年～）」を活用し、貧困の連鎖を断ち切る

ため、貧困家庭の児童生徒を対象に、一人一人にあった教育機会の確保や自立を促す。特に、貧困

家庭の児童生徒に寄り添い、その課題緩和への働きかけや児童生徒を居場所へつなぐ等の支援を行

う。 

ア 子ども寄添支援員（ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー）の配置 

貧困家庭により問題を抱える（不登校、いじめ、問題行動等の）児童生徒を支援するために、各

中学校区(17校)に子ども寄添支援員を配置する。子ども寄添支援員は、担当小中学校や家庭を訪問

して、不登校等の児童生徒の実態把握を行い、社会福祉等の専門的な知識を用いて学校や関係機関

と連携してその児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけ、課題の緩和を図る。 

イ 自立支援教室（むぎほ学級）の設置 

生活困窮世帯（準要保護世帯等）により不登校等の児童生徒の支援として、日中の居場所を確保

する自立支援教室「むぎほ学級」を設置し、様々な体験活動（調理、栽培、創作、奉仕など）や学

習支援を通して、将来の社会的自立につなげることを目指す。

（２）那覇市奨学金制度（給付型） 

成績優秀で修学する意欲があるにもかかわらず経済的な理由で大学等への進学が困難な者に対し、

返済を要しない奨学金を給付する。

ア 奨学生の要件  次に掲げる要件全てに該当する者とする。 

・沖縄県内にある学校教育法に定める高等専門学校（４、５年のみ）、大学（短期大学を含

む。）及び専修学校（専門課程のみ）、職業能力開発促進法に定める職業能力開発大学校（専門

課程のみ）に進学する者 

・学業成績が優秀であると認められる者 

・経済的理由により修学が困難であると認められる者 

・保護者が本市に３年以上引き続き住所を有している者 

・日本国籍を有している者又は別途定める在留資格を有している者 

援助対象者 援助対象費目 援助額 

特別支援学級に在籍す

る児童生徒及び通常の学

級に在籍する学校教育法

施行令第22条の３に該当

する児童生徒の保護者 

・学校給食費 

・修学旅行費、校外活動費 

・体育実技用具費（中学校対象） 

実費の１／２ 

（限度額あり） 

・学用品通学用品購入費 

・新入学児童生徒学用品通学用品購入費 

定額 

・通学費、交流学習交通費 

・職場実習交通費（中学校対象） 

実費又は 

実費の１／２ 
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イ 奨学金の内容

種類 対象とする経費 給付額

入学金 大学等の入学金 １回限り
入学金の実費相当額で 円を

上限とする。

授業料
大学等への校納金のうち授業料に相

当する経費

授業料に相当する経費の実費相当額

で各年次 円を上限とする。

施設費
大学等への校納金のうち施設費に相

当する経費

施設費に相当する経費の実費相当額

で各年次 円を上限とする。

ウ 給付の期間

奨学生の認定を受けたときから当該大学等の標準修業年限の終期まで

エ 採用実績（過去３ヵ年分）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

名 名 名
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イ 奨学金の内容

種類 対象とする経費 給付額

入学金 大学等の入学金 １回限り
入学金の実費相当額で 円を

上限とする。

授業料
大学等への校納金のうち授業料に相

当する経費

授業料に相当する経費の実費相当額

で各年次 円を上限とする。

施設費
大学等への校納金のうち施設費に相

当する経費

施設費に相当する経費の実費相当額

で各年次 円を上限とする。

ウ 給付の期間

奨学生の認定を受けたときから当該大学等の標準修業年限の終期まで

エ 採用実績（過去３ヵ年分）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

名 名 名
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第１節 自ら学び心豊かに成長する子どもを応援する

まちをつくる

重点目標

児童生徒が安心して豊かな学校生活を送れるよう小中一貫教育の取組を柱とした継続的計画的な学習

指導、生徒指導を行い、学力の向上や問題行動等への取り組みを行う。また、学校全体として学校の課題

を共有し全職員と保護者、地域の方々や学校評議員等とが連携し「チーム学校」として子ども達を支援す

る。さらに、教師が高い資質や能力を持ち教育実践が行えるよう、学習指導方法の研究、研修等の充実を

図る。

施策事業の概要
１ 学力向上の推進
（１）那覇市学力向上推進計画

那覇市学力向上推進計画では、那覇市の教育目標である「人間尊重の精神を基底とし、郷土の自然

と文化に誇りをもち、個性豊かで創造性・協調性に富む人材の育成」を実現するために、その推進の

目標を「社会に開かれた教育課程」の実現による、豊かな創造性を備えた持続可能な社会の創り手と

なる幼児児童生徒の育成を目指す。

令和７年度の学力向上推進計画は、昨年までの取り組みや本市の実態を踏まえ、また、不登校児

童生徒を含む、多様な児童生徒一人一人に対応するため推進計画を策定。（推進期間：令和 年度か

ら令和９年度）

ア 目指す児童生徒の姿

・学ぶことに興味・関心をもち、自分で計画を立て、粘り強く取り組む（創造性）

・他者との関わりの中で、異なる考えにふれ、自己の考えを広げ深めている（協働性）

・自らの学びを振り返り、新たな問題を見いだしている（探究心）

イ 学力向上推進の基本方針

本市では、授業改善を基本とし、その手立てとして「授業づくり」と「学級（学年）づくり」

に「生徒指導４つのポイント」を関連させながら推進する。

ｱ 「授業づくり」

「授業づくり」では、「見方・考え方」を働かせ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向

けた授業を目指す。また、県の施策「『自立した学習者 ※1)』育成のための授業改善４つ

の取組」と関連付けて推進に努める。

※ 「自立した学習者」とは、目的や状況に応じて、自分に合った学び方を工夫したり、学

習意欲を自ら引き出したりして学習できるような児童生徒。「授業改善４つの取り組み」は、

○「個別最適な学び」と「協働的 な学び」の一体的な充実

○「指導と評価の一体化」 の実現

○「自学自習力」を 育む取組の充実

○「学習基盤としての 」の活用

【沖縄県学力向上推進施策「自立した学習者」育成プロジェクトより】

ｲ 「学級（学年）づくり」

「学級（学年）づくり」では、 「支持的風土」醸成のための つのポイント ※ を基盤

に、「生徒指導の４つのポイント ※ 」を意識しながら児童生徒理解に努める。児童生徒
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の講師派遣も可能）。

ｳ 各学校において、「第３回那覇市教育課程研究協議会」を実施し、学習指導要領の趣旨に沿っ

た指導と評価の在り方について全教諭で共通理解を図る。

ｴ カリキュラム・マネジメントの視点で、成果と課題を集約し、今後へつながる対応策を考える。

（３）令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果

ア 正答率の全国との差（各教科の合計正答率）

年度

小学校 中学校

国語 算数 理科 国語 数学 英語 理科

令和３年 ＋ ＋ 実施なし － － 実施なし 実施なし

令和４年 ＋ － － － － 実施なし －

令和５年 ＋ － 実施なし － － － 実施なし

令和 年 ＋ － 実施なし － － 実施なし 実施なし

イ 全国平均正答率以上の学校数

年度

小学校（校） 中学校（校）

国語 算数 理科 国語 数学 英語 理科

令和３年 実施なし 実施なし 実施なし

令和４年 実施なし

令和５年 実施なし 実施なし

令和６年 実施なし 実施なし 実施なし

ウ 学校間の正答率の差（最上位校と最下位校の正答率の差）

年度
小学校 中学校

国語 算数 理科 国語 数学 英語 理科

令和３年 実施なし 実施なし 実施なし

令和４年 実施なし

令和 年 実施なし 実施なし

令和 年 実施なし 実施なし 実施なし

２ 防災教育、キャリア教育、人権教育等の充実及び不登校児童生徒の支援
（１）防災教育の充実

ア 各学校では、災害時における「危機管理マニュアル」の作成・見直し・改善を行い、家庭・地域

と連携した防災教育の実施を通して、避難経路や保護者引き渡し方法を確認する等、体制づくりに

努める。

イ 避難訓練等を通して、実践的な防災教育を行い、児童生徒の危険回避能力を育成する。

ウ 各学校の消防計画に基づいた防火管理体制のもと、日常的・定期的な安全点検を実施し、危険箇

所の改善を図り、適切な訓練等を実施する。

（２）キャリア教育の充実

教育課程全体を通じて必要な資質・能力の育成を図り、児童生徒のキャリア発達を促す取組を推進

がお互いの違いや考えを認めて尊重し、協力し合える関係を築き、それを「協働的な学び」

の充実へつなげていく。

※ 「支持的風土」醸成のための４つのポイント：安心・所属・承認・自立

※ 「生徒指導の つのポイント」

〇自己存在感の感受

○共感的な人間関係の育成

○自己決定の場の提供

○安全・安心な風土の醸成

「授業づくり」「学級（学年）づくり」「生徒指導の４つのポイント」を連動関連させながら、「創

造性」と「協働性」を発揮し、「探究心」を持って新たな問題を見つけ、解決する力の育成を目指す。

また、本施策が目指す児童生徒の姿を実現できるよう、学校・家庭・地域と連携し、児童生徒の

成長を支えていけるよう取り組みの推進を図っていく。

（２）那覇市教育課程研究協議会

学習指導要領が平成 年３月に告示され、小学校では令和２年度、中学校では令和３年度から全面

実施となった。那覇市教育委員会では、平成 年度から令和５年度まで教育課程研究協議会を立ち上

げており、学習指導要領の実施を確実なものとした。令和６年度から次期学習指導要領改訂時までは、

いったん休止する。以下に那覇市教育課程研究協議会実施要項の一部を記載する。

ア 趣旨

ｱ 学習指導要領の趣旨を踏まえ、指導と評価の説明及び研究報告会を実施することで、各教科

におけるモデルとなる学習活動を示す。

ｲ 目指す資質・能力の育成のため、各教科における指導と評価の在り方について全職員に周知

し、学習指導要領の着実な実施を図る。

ｳ 小中一貫教育を柱として、児童生徒の連続した学びを意識した研究を行う。

イ 教育課程研究協議会の果たす役割

学習指導要領に対応した指導の在り方等の実践的検証に基づく提案を行う。

ウ 研究協議会の内容

ｱ 学習指導要領の趣旨に沿った指導と評価の在り方についての説明

ｲ 目指す資質・能力の育成のための、各教科等における具体的な指導方法の研究

ｳ 研究の成果等についての研究報告

エ 教科別研究部会及び研究委員

国語、算数・数学、理科、社会、外国語活動・外国語、特別の教科 道徳、特別活動の７部会を設

置し、小学校３名程度、中学校３名程度（計６名程度）の研究委員による小中合同の研究部会と

する。

オ 担当指導主事

教科別研究部会は、各部会を１～２名の指導主事が担当する。担当指導主事は、原則、那覇市教

育委員会指導主事とする。

カ 研究方法

ｱ 年間７回の教科別研究部会（以下、各部会）を開く。また、研究のまとめを報告書で行う。

ｲ 「第２回那覇市教育課程研究協議会」を各部会で開催し、指導と評価についての説明ならびに

研究報告会を実施する。全ての教科等についての説明を指導主事が行う（教育センター等から
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の講師派遣も可能）。

ｳ 各学校において、「第３回那覇市教育課程研究協議会」を実施し、学習指導要領の趣旨に沿っ

た指導と評価の在り方について全教諭で共通理解を図る。

ｴ カリキュラム・マネジメントの視点で、成果と課題を集約し、今後へつながる対応策を考える。

（３）令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果

ア 正答率の全国との差（各教科の合計正答率）

年度

小学校 中学校

国語 算数 理科 国語 数学 英語 理科

令和３年 ＋ ＋ 実施なし － － 実施なし 実施なし

令和４年 ＋ － － － － 実施なし －

令和５年 ＋ － 実施なし － － － 実施なし

令和 年 ＋ － 実施なし － － 実施なし 実施なし

イ 全国平均正答率以上の学校数

年度

小学校（校） 中学校（校）

国語 算数 理科 国語 数学 英語 理科

令和３年 実施なし 実施なし 実施なし

令和４年 実施なし

令和５年 実施なし 実施なし

令和６年 実施なし 実施なし 実施なし

ウ 学校間の正答率の差（最上位校と最下位校の正答率の差）

年度
小学校 中学校

国語 算数 理科 国語 数学 英語 理科

令和３年 実施なし 実施なし 実施なし

令和４年 実施なし

令和 年 実施なし 実施なし

令和 年 実施なし 実施なし 実施なし

２ 防災教育、キャリア教育、人権教育等の充実及び不登校児童生徒の支援
（１）防災教育の充実

ア 各学校では、災害時における「危機管理マニュアル」の作成・見直し・改善を行い、家庭・地域

と連携した防災教育の実施を通して、避難経路や保護者引き渡し方法を確認する等、体制づくりに

努める。

イ 避難訓練等を通して、実践的な防災教育を行い、児童生徒の危険回避能力を育成する。

ウ 各学校の消防計画に基づいた防火管理体制のもと、日常的・定期的な安全点検を実施し、危険箇

所の改善を図り、適切な訓練等を実施する。

（２）キャリア教育の充実

教育課程全体を通じて必要な資質・能力の育成を図り、児童生徒のキャリア発達を促す取組を推進



 
 

し、自分で考え、計画して、行動に移すことのできる児童生徒の育成に努める。 

ア キャリア教育の視点を踏まえた教育課程の編成 

イ 地域・企業等と連携した体験活動等の充実 

ウ 児童生徒の学びをつなぐ「キャリア・パスポート」の活用 
（３）人権教育の充実 

人権教育の充実に向けて、各学校においては全体計画の作成および見直しを行い、校内における指

導体制を充実させるとともに、教職員の人権意識の向上に努める。 

ア 学校の取り組み 

・教育相談週間等の実施 

・定期的なアンケートの実施 

・毎月の「人権の日（人権を考える日）」の実施 

・人権教育に関する全体集会、学年集会の実施 

イ 教育委員会の取り組み 

・各学校の人権教育担当者との連携、情報提供、指導助言 

・「性の多様性を尊重する学校づくり」等研修会の実施 

・「性の多様性を尊重する学校づくりのための指針」等の周知 

ウ その他 

人権に関わるいじめ、性の多様性、男女平等、エイズ教育、偏見・差別問題、介護・福祉問題、

北朝鮮拉致問題、外国人理解、ハンセン病理解、身障者理解、世界人権宣言、子どもの権利条約等

を盛り込むなど、人権教育における内容の充実を図ることを推奨する。 

（４）平和教育 

      平和教育の充実に向けて、各学校においては全体計画の作成及び見直しを行い、郷土の歴史的な特 

性を理解することや平和教育関連施設の活用を推進し、平和教育の充実を図る。 

ア 学校の取り組み 

        ・各教科や総合的な学習の時間において、児童生徒による探究学習等の実施 

・図書館等での資料展示を一定期間実施 

     ・「平和集会」の実施 

     ・戦争体験者や地域人材等の外部講師による講話 

     ・「対馬丸記念館」「沖縄県平和祈念資料館」等の平和教育関連施設及び戦跡を活用し、郷土の

歴史的な特性を理解 

イ 教育委員会の取り組み 

・学校の教育活動全体を通じて平和教育が推進できるように指導・助言や情報提供を行う。 

     ・「平和教育担当者研修会」を 5 月に「対馬丸記念館」で開催し、外部講師による講話・施設案内、

平和教育関連施設等の活用紹介、各学校の取組について情報共有等を行い、平和教育の推進を

図る。 
（５）道徳教育の充実 

命の大切さや共生の心、規範意識や自立心などの豊かな心の育成に努める 

ア 学校の教育活動全体を通じて道徳教育の充実を図る。 

イ 「特別の教科 道徳」（道徳科）の充実を図る。 

    ・「考え、議論する道徳」（授業の質的な転換と量的な授業時数の確保） 
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（６）国際理解教育・外国語教育 

世界の平和と発展に貢献できる能力と態度を身に付けた幼児児童生徒の育成に努める。

ア 学校の教育活動全体を通じた国際理解教育の充実を図る。（国際理解教育の推進）

(ｱ) 各教科等の目標と内容をふまえた全体計画を作成し、計画的に指導を行う。 

イ 英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。（外国語教育の推進）

(ｱ) 市内小中学校に配置される英語指導員（AET/JTE）を活用し、異文化理解の充実とコミュニケ

ーション能力の向上を図る。 

(ｲ) 年一回、異文化交流会（ICEプログラム）を実施し、国際的視野を育むとともに、コミュニケ

ーションへの積極的な態度を育成する。 

(ｳ) 中学校においては、英語学習ソフトの活用による授業改善、また同世代間で行われるオンラ

イン国際交流事業を通して即興的に話す力の向上を図る。

ウ 帰国・外国人児童生徒に係る日本語教育の充実を図る。（日本語指導の推進）

(ｱ) 該当する児童生徒の実態把握に努め、日本語指導協力者を積極的かつ効果的に活用する。

（７）子どもたちの精神的なケア体制の整備による不登校対策の充実

ア 不登校等対策の取り組み 

(ｱ) 不登校等対策委員会 

那覇市立小中学校の不登校問題の現状把握と、不登校への対応について協議する「不登校等対

策委員会」を設置し、「不登校・問題行動等の状況把握学校訪問」「不登校対策研修会」「なは市

登校支援リーフレット」他の不登校対策事業が有機的に機能するよう努める。 

(ｲ) 不登校・問題行動等の状況把握学校訪問の実施 

小中学校における不登校・問題行動等の実態を把握し、望ましい支援方法や取り組み等につい

て意見交換及び助言等を行う。さらに、教育相談・生徒指導体制の充実・強化に資する目的で、

年間を通して随時学校訪問し、継続的な支援を行う。 

(ｳ) 不登校対策研修会の実施 

那覇市における不登校の実態を把握し、小中が連携した支援の方法や取り組みについて情報 

交換を行うことにより、不登校の未然防止及び教育相談・生徒指導体制の充実強化に資する事を

目的に「不登校対策研修会」（オンデマンド）を５月と10月の年２回、那覇市立全小中学校の管

理職及び生徒指導・教育相談担当等の教諭を対象に実施する。 

(ｴ) なは市登校支援リーフレットの配付 

不登校・登校しぶりのある児童生徒への支援、欠席しがちな児童生徒への早期対応の流れ、不

登校予防のチェックリスト、不登校の未然防止の取り組みが一覧できるリーフレットを作成・

配付することで、那覇市の全小中学校の全ての教職員が同水準の不登校対策の取り組みができ

ることを目指す。 

イ 教育相談事業 

複雑化、深刻化する青少年問題に対応するために、心理相談の専門職として心理士及び教育相談

員を配置するとともに、困難ケースについては精神科医からのスーパーヴァイズを受け、青少年相

談の充実強化に努める。 

(ｱ) 電話相談 

相談専用電話である「青少年ダイヤル『なは』」(ＴＥＬ：９４１－７８６７
な や む な

）では、青少年自

身や保護者等からさまざまな相談を受ける。内容は素行上の問題、不登校、しつけ上の悩み、発
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達に関する相談等、多岐にわたる。

ｲ 来所相談

青少年に関するいろいろな悩みについて、青少年自身や保護者等からの相談はもとより、学校

や他機関からの紹介を受けて相談を行う。青少年自身との面接だけでなく、保護者等との面接、

学校との連携を行う。相談内容によっては心理検査等を行い、必要に応じて他機関を紹介する場

合もある。複雑化したケースについては、問題解決に向けての見通しや問題の軽快がみられるま

で継続的に相談を行う（継続相談）。その他、保護者からの申請を受けて、翌月はじめに「来所

日報告」、学期末に｢経過報告書｣を送ることにより学校と連携を図る。原則として週１回の来所

であるが、ケースによっては来所回数を調整している。継続相談のプログラムとして次のものが

ある。

集団・体験活動

集団適応を図るため、スポーツ活動、ものづくり活動（バステルン）、その他の集団活動（不

定期）、夏休み子ども体験教室等

ｳ 教師のメンタルヘルス

教師の抱えるストレスフルな問題や悩みに対応するため、心理士や指導主事が来所、訪問、電

話等で相談を受け援助を行う。

ウ 自立支援教室（あけもどろ学級）事業

心理的・情緒的不安が要因で登校できない子ども達に安心できる居場所を与え、自主性や社会性

の育成と人間関係の改善を図り、学校適応･社会的自立を促進するため、学校と連携しながら指導を

行う。

エ 自立支援教室（きら星学級）事業

不登校で、学校外での指導や相談を必要とする児童生徒に対し、日中の居場所を確保し、必要な

支援を行う。「きら星学級支援員」が学習や相談をはじめ、栽培活動、職場体験、創作活動及びスポ

ーツ活動等の体験活動を通じて児童生徒の支援に当たっている。また、きら星学級での支援にとど

まらず、支援員が必要に応じて直接学校に出向いての学校支援も行っている。さらに、通級困難な

児童生徒に対しては、アウトリーチ（家庭訪問や送迎等）を行い、支援の拡充を図っている。

オ 学校での教育相談の支援（教育相談支援事業）

不登校または不登校傾向のある児童生徒と、子どもの不登校等に関し悩みを持つ保護者に対する

支援を充実させる目的で、児童とその保護者に対応するための教育相談支援員を市内全小中学校に

配置する。教室に入る事ができない児童生徒を相談室で対応しながら教室復帰への手助けや、家庭

訪問による登校支援や保護者に対する相談、支援等を行う。

カ 学習支援室事業

不登校や登校しぶりのある生徒に、学習支援を行う。また、社会的自立を促すことを目的に、中

学校を卒業して高等学校への進学を希望している青少年に高等学校入試へ向けた学習支援を行う。

キ 街頭指導事業

専任指導員を中心に、不登校等青少年の問題行動がよくみられる繁華街、公園、ゲームセンター、

カラオケボックス、学校周辺等での街頭指導を行い、非行の未然防止と早期発見、早期対応に努め

る。

また、専任指導員は、学校との連携や地域で活動している青少年指導員の指導技術等の向上にも

努めている。
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(ｱ) 市内広域街頭指導（ブロック巡回指導） 

市内17中学校区を５ブロックに分け、巡回計画に従って、平日の午前と午後に専任指導員を

中心とした街頭指導を実施する。必要に応じて学校とも連携しながら巡回指導を行う。 

(ｲ) 市内重点地域街頭指導 

繁華街、公園、ゲームセンター等の不登校等青少年のたまり場となりやすい場所を重点的に、

街頭指導を実施する。 

(ｳ) 夕方の街頭指導（毎週火・水・金曜日） 

学校の就業時間後、５ブロックと重点地域の街頭指導を実施する。 

(ｴ) 夜間街頭指導（第１金曜日【教育相談課主催】）（第３金曜日【青少協主催】） 

第１金曜日は専任指導員やボランティアで、繁華街を中心に帰宅指導等の街頭指導を実施す

る。 

第３金曜日は青少協・青少年指導員と連携し、帰宅指導等の街頭指導を実施する。 

(ｵ) 特別街頭指導 

那覇ハーリー、那覇大綱挽まつり、琉球王朝祭り首里等の全市的な催しや中学校卒業式等の際

に、会場内や会場周辺を専任指導員が巡回指導する。なお、青少年指導員は主催団体や中学校の

依頼により巡回指導を実施する。また、「青少年の深夜はいかい防止」「二十歳未満者飲酒防止」

県民一斉行動へも参加する。 

(ｶ) 団体の育成と支援 

那覇市青少年指導員連絡協議会を支援し、会の自主的な運営を促進するとともに、他の青少年 

関係団体との連携を図る。併せて青少年指導員の資質向上を図るための研修会を開催する。 

(ｷ) 社会環境実態調査 

青少年のための環境を整備することを目的に、沖縄県からの委託を受け、沖縄県青少年保護育

成条例第20条に基づき、興行場やカラオケボックス、有害図書販売店などに立ち入り、条例の

遵守状況等の調査を行う。 

ク 校内自立支援室事業 

様々な理由で不登校・別室登校になった児童生徒に対し、学校内に校内自立支援室を設置し、学

習支援員を配置して当該児童生徒の学習を支援することで、学級復帰・不登校解消に努める事業。

令和７年度は５校(小学校４校、中学校１校)にて実施。沖縄県委託事業。 

（８）児童生徒への対応  

ア 生徒サポーター派遣事業  

「あそび・非行」による不登校等の問題行動の早期発見・早期対応や未然防止のため、教職員を

補佐し、個別の指導や相談を必要とする生徒に対し、継続的な支援活動や様々な体験活動等を通し

た個別指導を行う生徒サポーターを配置し、生徒の自己存在感を育み、自立するための支援体制の

構築を図る。平成19年度から市内全17中学校に生徒サポーターを配置しており、令和６年度も引

き続き市内全17中学校に生徒サポーターを配置する。 

イ 小中学校生徒指導主事連絡協議会 

生徒指導担当教諭としての役割について認識し、問題行動等の未然防止や健全育成の観点から生

徒指導実践力を高める研修会を実施し、さらに生徒指導主事同士の連帯および、関係機関とのネッ

トワークを広げる研修会の充実を図る。 
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令和７年度内容（予定）

３ 特別支援教育に関する支援の充実

児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は

克服するため、適切な指導及び必要な支援を行い、特別な支援を必要とする児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。

（１）校内支援委員会の充実

全教職員で特別支援教育の理解と認識を深め、指導体制の工夫・改善に取り組むことで校内支援委

員会の充実を図り、児童生徒一人ひとりのニーズを的確に把握する。

（２）個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成し活用する。これらの計画のもと一貫した支援を

行い、積極的な社会参加・自立に向けた取組を推進することで、児童生徒一人ひとりの能力や特性が

発揮できるようにする。

（３）特別支援学級・通級指導教室における教育課程の編成

児童生徒の障がいの状態、特性等や学級の実態に即した教育課程を編成することにより、見通しの

ある充実した教育活動を行うことができるようにする。

（４）専門的知識・経験を有する者による学校支援

教育相談員及び特別支援教育指導コーディネーターを計画的に活用し、担任・学校関係者、保護者

への支援・指導、相談等を行う。

（５）学校における医療的ケアの推進・充実

医療的ケアを必要とする児童生徒の安全・安心な教育環境の確保、保護者の負担軽減及び医療的ケ

ア児の自立促進を図るため、必要な支援を行う専門員等を配置又は派遣するなど、学校における医療

的ケアの推進・充実に努める。

（６）保健、福祉、医療等との連携体制の構築

専門家チームの要請指導により指導･助言等を行い、支援体制を強化する。

（７）指導力の向上を図る研修の充実

ア 特別支援学級担任研修

イ 通級指導教室担当者連絡会

ウ 特別支援教育補助員研修会

回 月 日 ねらい

第１回 ４月 日
・不登校児童生徒への対応について共通理解を図る。

・令和 年度那覇市内の生徒指導の状況を理解し対応方法を考える。

第２回 ５月 日
・生徒指導の役割について共通理解を図る。

・いじめに特化した校内研修の実施について共通理解を図る。

第３回 ６月 日
・希死念慮や自傷行為のある児童生徒への対応について共通理解を図る。

・別室対応等の生徒への支援について共通理解を図る。（実践事例紹介）

第４回 月４日
・関係機関との連携について

・校内の生徒指導体制について（実践事例紹介）

第５回
令和８年

１月 日

・問題行動等の未然防止に向けた協議を通し連携を図る。

・積極的な生徒指導の取り組み事例協議・実践事例紹介

第６回
（中学校のみ）

２月 日
・卒業式に向けて積極的な生徒指導の取り組みについて協議する。

・積極的な生徒指導の取り組み（今年度の反省）

エ 特別支援教育コーディネーター連絡会

（８）園職員や保護者を対象とした就学説明会の実施による就学に関する理解を図る。

４ 校務支援システムの活用

市内小中学校で校務支援システムを活用し、校務の効率化を図り、教師と児童生徒が向き合う時間を

確保することで、教育の質と学力のさらなる向上を図る。校務支援システムを活用してできる主な業務

としては、通知表や指導要録、調査書の作成、出席状況の集計作業等があり、これらを一元化すること

で、転記誤りの防止や帳票の作成にかかる時間の短縮が期待できる。また、二要素認証システムを導入

し、情報漏洩対策に取り組んでいる。 

５ 学校保健・学校安全

（１）学校保健  

学校保健安全法に基づき、那覇市医師会、南部地区歯科医師会、沖縄県薬剤師会、医療機関ならび

に学校の協力を得て、児童生徒の健康保健増進のため、次の事業を実施し、学校保健の推進に努める。

ア 学校保健事業

(ｱ) 児童・生徒・園児の健康管理

検診名 実施時期 検診科目 対象者 

定期健康診断 ６月30日まで 

内科･眼科･耳鼻咽喉科 全児童･生徒･園児 

歯  科 全児童･生徒･園児 

蟯虫検査 中学校を除く全児童・園児 

心臓検査 小学校１年･中学校１年 

尿・視力検査 全児童･生徒･園児 

就学時健康診断 ９月～10月 内科･歯科･視力･聴力 次年度小学校入学予定児童 

小児生活習慣病

検診 
夏休み期間中 

採血 

身体測定 

小学校４年生で学校定期健診にお

いて肥満度 20％以上と判定され

た児童（保護者の同意有り）医師の面談 

栄養指導 

(ｲ) 職員の健康管理

（職員健診）

時  期：10月 31日まで

対 象 者：全職員

検診科目：身体計測、腹囲、視力、聴力、血圧、尿、貧血検査、胸部Ｘ線直接撮影、

ＬＤＬコレステロール、中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、肝機能検査、血糖、

心電図、医師の検診、ＨｂＡ１ｃ、クレアチニン、胃検診（40 歳以上）

     （その他）

     職員のメンタルヘルス対策（ストレスチェック実施、産業医配置）
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エ 特別支援教育コーディネーター連絡会

（８）園職員や保護者を対象とした就学説明会の実施による就学に関する理解を図る。

４ 校務支援システムの活用

市内小中学校で校務支援システムを活用し、校務の効率化を図り、教師と児童生徒が向き合う時間を

確保することで、教育の質と学力のさらなる向上を図る。校務支援システムを活用してできる主な業務

としては、通知表や指導要録、調査書の作成、出席状況の集計作業等があり、これらを一元化すること

で、転記誤りの防止や帳票の作成にかかる時間の短縮が期待できる。また、二要素認証システムを導入

し、情報漏洩対策に取り組んでいる。 

５ 学校保健・学校安全

（１）学校保健  

学校保健安全法に基づき、那覇市医師会、南部地区歯科医師会、沖縄県薬剤師会、医療機関ならび

に学校の協力を得て、児童生徒の健康保健増進のため、次の事業を実施し、学校保健の推進に努める。

ア 学校保健事業

(ｱ) 児童・生徒・園児の健康管理

検診名 実施時期 検診科目 対象者 

定期健康診断 ６月30日まで 

内科･眼科･耳鼻咽喉科 全児童･生徒･園児 

歯  科 全児童･生徒･園児 

蟯虫検査 中学校を除く全児童・園児 

心臓検査 小学校１年･中学校１年 

尿・視力検査 全児童･生徒･園児 

就学時健康診断 ９月～10月 内科･歯科･視力･聴力 次年度小学校入学予定児童 

小児生活習慣病

検診 
夏休み期間中 

採血 

身体測定 

小学校４年生で学校定期健診にお

いて肥満度 20％以上と判定され

た児童（保護者の同意有り）医師の面談 

栄養指導 

(ｲ) 職員の健康管理

（職員健診）

時  期：10月 31日まで

対 象 者：全職員

検診科目：身体計測、腹囲、視力、聴力、血圧、尿、貧血検査、胸部Ｘ線直接撮影、

ＬＤＬコレステロール、中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、肝機能検査、血糖、

心電図、医師の検診、ＨｂＡ１ｃ、クレアチニン、胃検診（40 歳以上）

     （その他）

     職員のメンタルヘルス対策（ストレスチェック実施、産業医配置）
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事を提供することにより、健康の増進、体位の向上を図ることはもちろんのこと、食に関する指導

を効果的に進めるための重要な教材として活用できるように工夫している。また、児童生徒が生涯

にわたり健康な生活を送るのに不可欠な、栄養バランスのとれた食事のモデルとして、家庭におけ

る日常の食生活や、児童生徒の日常又は将来の食事作りの指標になるよう、献立作成において配慮

している。

ア 給食実施人員

小学校： 人 中学校： 人 合計： 人（若夏分教室・分校除く）

イ 学校給食費

学校給食法では、学校給食の運営に要する経費のうち、食材費と光熱水費等は保護者が負担する

ものとしているが、那覇市では食材費のみを学校給食費として徴収している。

学校給食費の月額

小学校： 円が半額補助により 円（児童 人当たり、年 月徴収）

中学校： 円が全額補助により 円

（２）学校給食摂取基準

「学校給食摂取基準」の基準値設定の考え方は次のとおりである。

厚生労働省が策定した「日本人の食事摂取基準 以下「食事摂取基準」という。 年版 」が

定めた目標量又は推奨量の３分の１とすることを基本としつつ、不足または摂取過剰が考えられる

栄養素については「昼食必要摂取量」の中央値程度を学校給食で摂取することとして、「食事摂取

基準」の推奨量または目標量に対する割合を定め、基準値が設定されている。

【児童又は生徒 人 回当たりの学校給食摂取基準】

区分

基準値

児童（ 歳～

歳）の場合

児童（ 歳～

歳）の場合

児童（ 歳～

歳）の場合

生徒（ 歳～

歳）の場合

エネルギー（ ）

たんぱく質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の ～ ％

脂質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の ～ ％

ナトリウム（ ）

（食塩相当量）
未満 未満 未満 未満

カルシウム（ ）

マグネシウム（ ）

鉄（ ）

ビタミン （μ ）

ビタミン ₁（ ）

ビタミン ₂（ ）

ビタミン （ ）

食物繊維（ ） 以上 以上 以上 以上

（注） 表に掲げるもののほか、次に掲げるものについても示した摂取について配慮すること。

亜鉛・・児童（ ～ 歳） 、児童（ ～ 歳） 、児童（ ～ 歳） 、生徒（ ～ 歳）

ｳ 環境衛生管理

実施項目 実施時期 対象 実施者

飲料水定期水質検査

水泳プール定期水質検査

照度及び照明環境検査

学校のゴミ処理

６月～９月

６月～９月

年度中に２回

通年

各小中学校

各小中学校

各小中学校

各小中学校

委託業者

委託業者

学校薬剤師

委託業者

（２）学校安全

安全教育と安全管理を総合した計画を策定し、その推進の強化に努める。

ア 安全教育の徹底と管理の充実

ｱ 学校安全について、児童生徒の認識と自覚を高め学校内外における事故の防止に努める。

ｲ 学校施設・設備の定期安全点検を強化し、危険場所の排除に努める。

ｳ 登下校中における安全管理（スクールゾーン及び通学路の整備、学校安心安全支援員の配置）

の強化に努める。

ｴ 日本スポーツ振興センター法に基づいて日本スポーツ振興センター保険に加入し、学校管理

下における児童・生徒等の災害については災害共済給付を受ける。給付の種類は、医療費、障害

見舞金、死亡見舞金の３つであり、医療費の給付額は通常療養額の４割である。

イ 令和７年度センター共済掛金額 単位：円

保護者負担 那覇市の負担 国の負担 合 計

一般児童生徒

準要保護児童生徒 ※

要保護児童生徒 ※

※実績に応じた充当補助あり（センターに対する国庫補助の範囲内）

ウ 令和６年度におけるセンターへの共済掛金払い額及びセンターからの災害給付額

単位：円

共済掛金支払額 共済給付額

小学校

中学校

計

（３）令和６年度学校事故発生状況

ア 負傷の場合別災害発生状況 単位：件数

各教科 特別活動 学校行事 課外指導 休憩時間 通学中 計

小学校

中学校

イ 負傷の種類別災害発生状況 単位：件数

骨折 捻挫 脱臼 挫傷･打撲 挫創 切創 裂創
その他

（疾病含む）
計

小学校

中学校

６ 学校給食

（１）学校給食の実施状況

学校給食は、成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスのとれた豊かな食
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事を提供することにより、健康の増進、体位の向上を図ることはもちろんのこと、食に関する指導

を効果的に進めるための重要な教材として活用できるように工夫している。また、児童生徒が生涯

にわたり健康な生活を送るのに不可欠な、栄養バランスのとれた食事のモデルとして、家庭におけ

る日常の食生活や、児童生徒の日常又は将来の食事作りの指標になるよう、献立作成において配慮

している。

ア 給食実施人員

小学校： 人 中学校： 人 合計： 人（若夏分教室・分校除く）

イ 学校給食費

学校給食法では、学校給食の運営に要する経費のうち、食材費と光熱水費等は保護者が負担する

ものとしているが、那覇市では食材費のみを学校給食費として徴収している。

学校給食費の月額

小学校： 円が半額補助により 円（児童 人当たり、年 月徴収）

中学校： 円が全額補助により 円

（２）学校給食摂取基準

「学校給食摂取基準」の基準値設定の考え方は次のとおりである。

厚生労働省が策定した「日本人の食事摂取基準 以下「食事摂取基準」という。 年版 」が

定めた目標量又は推奨量の３分の１とすることを基本としつつ、不足または摂取過剰が考えられる

栄養素については「昼食必要摂取量」の中央値程度を学校給食で摂取することとして、「食事摂取

基準」の推奨量または目標量に対する割合を定め、基準値が設定されている。

【児童又は生徒 人 回当たりの学校給食摂取基準】

区分

基準値

児童（ 歳～

歳）の場合

児童（ 歳～

歳）の場合

児童（ 歳～

歳）の場合

生徒（ 歳～

歳）の場合

エネルギー（ ）

たんぱく質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の ～ ％

脂質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の ～ ％

ナトリウム（ ）

（食塩相当量）
未満 未満 未満 未満

カルシウム（ ）

マグネシウム（ ）

鉄（ ）

ビタミン （μ ）

ビタミン ₁（ ）

ビタミン ₂（ ）

ビタミン （ ）

食物繊維（ ） 以上 以上 以上 以上

（注） 表に掲げるもののほか、次に掲げるものについても示した摂取について配慮すること。

亜鉛・・児童（ ～ 歳） 、児童（ ～ 歳） 、児童（ ～ 歳） 、生徒（ ～ 歳）
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７ 生活リズム確立の推進

（１）望ましい生活リズムの確立

ア 「早寝早起き朝ご飯」「食べて動いてよく寝よう」についての取り組みの充実

・就寝、起床、朝食摂取、運動などについて児童生徒の望ましい生活リズムを確立させるため児

童生徒への各教科等と関連した指導、保護者への啓発を充実させる。

※ 生活リズムの確立の推進に関する資料

（保幼こ）「基本的な生活習慣に関する調査」より （小・中学校）「全国学力・学習状況調査」〔児童生徒質問紙より〕

〔当てはまる・どちらかといえば当てはまる〕

就寝時刻について 「決まった時刻に寝ていますか」

推奨時刻 保幼こ

９時まで

令和４年 月 ％

令和５年 月 ％

令和６年 月 Ｒ 調査なし

起床時刻 「決まった時刻に起きていますか」

推奨時刻 保幼こ

６時半まで

令和４年 月 ％

令和５年 月 ％

令和６年 月 Ｒ 調査なし

朝ご飯 「朝ごはんは食べていますか」

毎日摂取 保幼こ
％

令和４年 月 ％

令和５年 月 ％

令和６年 月 Ｒ 調査なし

イ 部活動等の適正化と質の向上

・小学校は、スポーツ少年団等の活動における適切な練習時間や休養日について学校内や地

域指導者と調整し、児童のバランスの取れた生活や成長に配慮する。

・中学校は、参加しやすい実施形態等を工夫するとともに、休養日や活動時間を適切に設定

し、生徒のバランスの取れた生活や成長に配慮する。

・「那覇市部活動の在り方に関する方針」に沿って実施する。

（２）規範意識・マナーの育成

ア あいさつをする、きまりを守る指導の充実

・「あいさつ」「他人に迷惑をかけない」「いじめをしない、させない、みのがさない」等の指

導の充実を図る。

・正しい言葉遣いができるよう指導の徹底を図る。

・情報モラルの指導を行う。

イ 身の回りの整理整頓や自他の物を大切にする指導の充実

・道具の準備や後片づけ、公共の物を大切にする実践の充実を図る。

小学校 中学校

令和４年 ％ ％

令和５年 ％ ％

令和６年 ％ ％

小学校 中学校

令和４年 ％ ％

令和５年 ％ ％

令和６年 ％ ％

小学校 中学校

令和４年 ％ ％

令和５年 ％ ％

令和６年 ％ ％

（３）方式別給食実施状況

　　ア　那覇市学校給食センター

城東小

城南小

石嶺小

松島中

松城中

石嶺中

首里中

銘苅小

若狭小

上山中

大名小

城北小

城北中

小禄小

垣花小

さつき小

小禄中

金城中

鏡原中

高良小
宇栄原小
城岳小

天妃小

開南小

仲井真小

真地小

与儀小

壺屋小

真和志中

石田中

仲井真中

神原小

神原中

古蔵小

古蔵中

上間小

寄宮中

※１　栄養士・栄養職員等（　）数字は県費負担職員で内数
※２　事務、調理員、運転手（　）数字は会計年度任用職員で内数。
※３　小禄センター以外の運転手は民間委託
※４　神原、古蔵、銘苅、安謝、天久、大名、鏡原、上間、高良センターは調理業務民間委託

　　イ　単独給食校 （人） （人）

城西小 松島小

真嘉比小 金城小

泊小 曙小

松川小 那覇小

識名小

真和志小

※１　栄養士・栄養職員等（　）数字は県費負担職員で内数
※２　調理員（　）数字は会計年度任用職員で内数
※３　識名小、真和志小、金城小、松島小は、給食調理業務民間委託校

令和７年５月１日現在（人）

番号 センター名 所長 副所長
栄養士・

栄養職員等 事　務 調理員 運転手 学校名
児童・生徒数 委託開

始年月学校計 合計

首　　里
センター

安　　謝
センター

安謝小

那覇中

銘　　苅
センター

大　　名
センター

小　　禄
センター

天　　久
センター

天久小

小禄南小

安岡中

鏡　　原
センター

高　　良
センター

開　　南
センター

真 和 志
センター

大道小

神　　原
センター

古　　蔵
センター

上　　間
センター

センター計

番号 学校名
児童・
生徒数

栄養士・
栄養職員等 調理員

委託開始
年月

調理員
委託開
始年月

総　計小学校計 中学校計

番号 学校名
児童・
生徒数

栄養士・
栄養職員等

小学校計
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７ 生活リズム確立の推進

（１）望ましい生活リズムの確立

ア 「早寝早起き朝ご飯」「食べて動いてよく寝よう」についての取り組みの充実

・就寝、起床、朝食摂取、運動などについて児童生徒の望ましい生活リズムを確立させるため児

童生徒への各教科等と関連した指導、保護者への啓発を充実させる。

※ 生活リズムの確立の推進に関する資料

（保幼こ）「基本的な生活習慣に関する調査」より （小・中学校）「全国学力・学習状況調査」〔児童生徒質問紙より〕

〔当てはまる・どちらかといえば当てはまる〕

就寝時刻について 「決まった時刻に寝ていますか」

推奨時刻 保幼こ

９時まで

令和４年 月 ％

令和５年 月 ％

令和６年 月 Ｒ 調査なし

起床時刻 「決まった時刻に起きていますか」

推奨時刻 保幼こ

６時半まで

令和４年 月 ％

令和５年 月 ％

令和６年 月 Ｒ 調査なし

朝ご飯 「朝ごはんは食べていますか」

毎日摂取 保幼こ
％

令和４年 月 ％

令和５年 月 ％

令和６年 月 Ｒ 調査なし

イ 部活動等の適正化と質の向上

・小学校は、スポーツ少年団等の活動における適切な練習時間や休養日について学校内や地

域指導者と調整し、児童のバランスの取れた生活や成長に配慮する。

・中学校は、参加しやすい実施形態等を工夫するとともに、休養日や活動時間を適切に設定

し、生徒のバランスの取れた生活や成長に配慮する。

・「那覇市部活動の在り方に関する方針」に沿って実施する。

（２）規範意識・マナーの育成

ア あいさつをする、きまりを守る指導の充実

・「あいさつ」「他人に迷惑をかけない」「いじめをしない、させない、みのがさない」等の指

導の充実を図る。

・正しい言葉遣いができるよう指導の徹底を図る。

・情報モラルの指導を行う。

イ 身の回りの整理整頓や自他の物を大切にする指導の充実

・道具の準備や後片づけ、公共の物を大切にする実践の充実を図る。

小学校 中学校

令和４年 ％ ％

令和５年 ％ ％

令和６年 ％ ％

小学校 中学校

令和４年 ％ ％

令和５年 ％ ％

令和６年 ％ ％

小学校 中学校

令和４年 ％ ％

令和５年 ％ ％

令和６年 ％ ％
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沖縄県公立学校教員等育成指標に基づき、教員のキャリアステージに応じた資質能力の向上を図

るために研修を実施する。

イ 指標項目（沖縄県公立学校教員等育成指標から）

キャリアステージ ステージ像

学校に活力を与える！

採用ステージ

（１年目）

○教育活動に関する基礎的・基本的な知識・技能等を生かして、

児童生徒等の実態等を踏まえた教育活動を実践することができ

る。

○沖縄県の教員としての自覚を持ち、チームとしての学校の一員

として、他の教職員に積極的に指導・助言を求めながら、連

携・協働体制のもとで、担当する校務に取り組むことができ

る。

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ

（２～４年目）

○教育活動に関する知識・技能等を生かして、児童生徒等の実態

等に応じた教育活動を実践することができる。

○チームとしての学校の一員として、他の教職員と連携・協働し

ながら、担当する校務を担うことができる。

教育活動を推進する！

充実ステージ

（５～９年目）

○教育活動に関する知識・技能等を充実させ、創意工夫を生かし

た教育活動を実践･推進することができる。

○経験の浅い教職員に積極的に関わる等、同僚性の向上や連携・

協働の充実を図り、連携・協働体制の構築を推進することがで

きる。

中心的な役割を果たす！

発展ステージ

（ ～ 年目）

○自らの経験や強み等を生かして、学校全体の状況や地域の実態

等を踏まえた教育活動を効果的に推進することができる。

○学年や分掌等の連携・協働体制において、中心的な役割を果た

し、他の教職員に指導・助言をすることができる。

全校的な視点から学校を支え

る！

指導ステージ

（ 年目以降）

○豊かな知識・技能や経験等を生かして、全校的な視点から、教

育活動をより効果的・効率的に推進することができる。

○全校的な視点から、チームとしての学校の連携・協働体制を支

え、他の教職員を適切に支援・育成することができる。

ウ 令和７年度経年研修受講者数 単位：人

初任者研修 ２年目研修 ３年目研修 ５年経験者研修 中堅教諭等資質向上研修

小学校

中学校

合 計

（４）教育用図書資料提供事業

教育情報の収集及び提供を行い、教育活動を支援する。

ア 図書資料提供

ｱ 図書室での閲覧及び貸出（貸出は図書のみ。研究紀要等の資料は館内での閲覧のみ。）

ｲ 貸出期間は個人が２週間、団体は４週間

イ レファレンスサービス

ウ 命を大切にする指導の充実

・命を大切にする心を育む指導の充実を図る。

・児童生徒の発達段階を踏まえた危険予知・危機回避能力を高める指導を行う。

８ 教師の指導力向上のための研修機会の充実
（１）学校訪問による研修機会の充実

教育施策の浸透を図り各学校における教育活動の改善・充実を目的とする計画訪問を実施している。

ア 計画訪問

学習指導要領の改善の方向性と示された「社会に開かれた教育課程」の理念を念頭に、市の教育

施策が学校経営に浸透しているかを把握し、学校教育全般を支援する。

ｱ 認定こども園への訪問

・「環境を通した教育・保育実践の充実」「主体的・対話的な深い学び」のある教育・保育の実現につ

いて保育実践の参観

ｲ 小・中学校への訪問

・学校の取組・課題についての懇談

・授業づくりの視点（「見方・考え方」を働かせた「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た授業）と学級（学年）づくりの視点（「支持的風土が醸成され、児童生徒が参画する学級）

の具体的な取組がみえる授業の参観

イ その他学校訪問

県教育庁義務教育課の実施する学校支援訪問、那覇教育事務所の実施する学校訪問に同行してい

る。

（２）教育研究員の研修の充実

市内こども園及び小・中学校の教職員の中から教育研究員（前期・後期）の長期研修を実施する。

ア 研究員研修の趣旨

教育実践の質を高めるため、課題を明らかにし､教育の内容や方法について工夫し、方策を導き

出して研究を行う。

イ 令和７年３月現在の修了者（累計） 単位：人

総合計
（内訳）校種別

こども園（幼） 小学校 中学校

ウ 研修内容

ｱ 各研究員の課題に応じた研究活動を行う。

・半年間の研究テーマを決め、テーマに沿った研究活動を行う。

・理論研究並びに実践（授業・保育）検証を行う。

・検証授業 保育 を基に、報告書を作成する。

ｲ 研究員の教師としての力量を高めるため、所内･所外講座を実施する

・所内講座 研究の心構え、教科等（特別活動、道徳科 、コミュニケーションスキル、

活用、情報モラル・プログラミング教育、タブレット基礎・活用、

効果的なプレゼンテーション

・所外講座 那覇市議会傍聴、不登校支援施設（教育相談課）見学、教育関連施設見学

（３）経年研修

ア 教職員研修の基本方針



－ 49－

沖縄県公立学校教員等育成指標に基づき、教員のキャリアステージに応じた資質能力の向上を図

るために研修を実施する。

イ 指標項目（沖縄県公立学校教員等育成指標から）

キャリアステージ ステージ像

学校に活力を与える！

採用ステージ

（１年目）

○教育活動に関する基礎的・基本的な知識・技能等を生かして、

児童生徒等の実態等を踏まえた教育活動を実践することができ

る。

○沖縄県の教員としての自覚を持ち、チームとしての学校の一員

として、他の教職員に積極的に指導・助言を求めながら、連

携・協働体制のもとで、担当する校務に取り組むことができ

る。

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ

（２～４年目）

○教育活動に関する知識・技能等を生かして、児童生徒等の実態

等に応じた教育活動を実践することができる。

○チームとしての学校の一員として、他の教職員と連携・協働し

ながら、担当する校務を担うことができる。

教育活動を推進する！

充実ステージ

（５～９年目）

○教育活動に関する知識・技能等を充実させ、創意工夫を生かし

た教育活動を実践･推進することができる。

○経験の浅い教職員に積極的に関わる等、同僚性の向上や連携・

協働の充実を図り、連携・協働体制の構築を推進することがで

きる。

中心的な役割を果たす！

発展ステージ

（ ～ 年目）

○自らの経験や強み等を生かして、学校全体の状況や地域の実態

等を踏まえた教育活動を効果的に推進することができる。

○学年や分掌等の連携・協働体制において、中心的な役割を果た

し、他の教職員に指導・助言をすることができる。

全校的な視点から学校を支え

る！

指導ステージ

（ 年目以降）

○豊かな知識・技能や経験等を生かして、全校的な視点から、教

育活動をより効果的・効率的に推進することができる。

○全校的な視点から、チームとしての学校の連携・協働体制を支

え、他の教職員を適切に支援・育成することができる。

ウ 令和７年度経年研修受講者数 単位：人

初任者研修 ２年目研修 ３年目研修 ５年経験者研修 中堅教諭等資質向上研修

小学校

中学校

合 計

（４）教育用図書資料提供事業

教育情報の収集及び提供を行い、教育活動を支援する。

ア 図書資料提供

ｱ 図書室での閲覧及び貸出（貸出は図書のみ。研究紀要等の資料は館内での閲覧のみ。）

ｲ 貸出期間は個人が２週間、団体は４週間

イ レファレンスサービス
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１０ 学校規模の適正化

（１）背景

終戦後、那覇地区各学校の児童・生徒数は増加の一途をたどり、特に中心市街地においてこの傾向

は著しく、 人を上回る規模の学校も出現するのではないかと憂慮された。

このような事態に対処するため、 年代半ばに「那覇区学校配置研究委員会」が設置され、１学

校の在籍数を 人に平均化しようとする学校配置計画が策定された。

また、本市は、首里市、小禄村、真和志市との市村合併により、小中学校数は増えたが、適正配置

及び通学区域を考慮することなく、そのままの状態で編入されたため、学校規模において過大な状況

になった。

本土復帰後は、過大規模校の解消や老朽校舎の改築等、施設整備を重点施策として推進してきた結

果、過大規模校の減少を図ることができた。しかし、学校建設が急務であったことから、狭隘な市域

の中、学校用地面積は多少狭くても、容易に学校用地が確保できる場所に学校を建設した結果、適正

配置及び通学区域について十分な配慮を欠き、現在に至っている。

近年における全国的な少子化傾向のなか、本市においても児童生徒数は減少していく傾向にあり、

加えて中心市街地における人口のドーナツ化現象により、中心市街地での小規模校と周辺市街地での

大規模校の発生をみている。

学校規模の大きな学校と小さな学校には、それぞれにメリット・デメリットがあると考えられるが、

那覇市教育委員会では子どもたちにとって、よりよい教育環境の整備を図るうえで、この格差を見過

ごすことができない問題として平成 年８月に検討が行われた。

（２）那覇市立学校適正規模等審議会

教育委員会では、平成 年６月に那覇市立学校適正規模等審議会（以下「審議会」という。）に対

して那覇市立学校の適正規模、適正配置及び通学区域等について諮問し、平成 年９月に答申を受け

た。

（３）答申を踏まえた取組

教育委員会では、この答申（平成 年９月）を尊重し、平成 年４月に新しい学校づくりを担当

する部署を組織化して、学校適正規模の実現に向け取り組むこととした。

ア 通学区域制度

答申で示された通学区域の提言に基づき、学校適正規模を前提とした通学区域制度の具体的方策

に関することについて、平成 年６月に審議会へ諮問を行い、平成 年１月に答申を受けた。

教育委員会としては、審議会答申（平成 年１月）を踏まえて、「隣接校選択制」を平成 年度

から小学校で、さらに平成 年度から中学校で実施している。

イ 学校適正配置

教育委員会においては、答申（平成 年９月）を尊重し、学校の適正配置に関する方針及び計

画、その他必要な事項について調査検討するため、平成 年５月に「那覇市立学校適正配置検討委

員会」を設置し、平成 年３月に那覇市立学校適正配置基本方針を策定した。

（４）那覇市立学校適正配置計画（通学区域の変更）の策定

教育委員会においては、那覇市立学校適正配置基本方針（平成 年３月）に基づき、通学区域に関

する意見交換会を市内各所において 回、通学区域変更計画策定に向けての地域説明会を行い、平成

年６月に「那覇市立学校適正配置計画（通学区域の変更）」を策定した。

（５）那覇市立学校適正配置計画（統合・分離）の決定

教育委員会においては、那覇市立学校適正配置基本方針（平成 年３月）に基づき、平成 年

図書・資料検索システム等を活用し必要な資料の検索を担当職員が行う。また、電話・ ・

メールでの問い合わせも受付ける。

ウ 図書・資料の収集管理

所報、要覧、研究紀要、指導資料等を刊行すると共に、教育関係図書や教育関係雑誌、県内の

教育研究所等の研究紀要、資料等を収集保管し、情報提供を行っている。

エ 図書館資料共有化搬送システムの活用

那覇市内の各学校図書館や那覇市立図書館等をネットワークで結び、図書資料を搬送システム

の活用を通して共有化する。

９ ＩＣＴ教育の充実

学習指導要領には総則及び各教科において、ＩＣＴ機器等の活用が明記されており、情報活用能力を育

成する重要性が一層高まっている。また、スマートフォンやインターネットを介したゲーム等の普及もあ

り、今後は児童生徒を取り巻くＩＣＴ環境は益々身近に、また複雑化していくと考えられる。

そのような中、児童生徒には全ての学習の基盤となる資質・能力として、情報を主体的に選択・活用、

また情報発信の際におけるモラル等を身に付けることが求められている。そのため、学校教育においては

必要なＩＣＴ環境を整えるとともに、情報教育や各教科等の指導に効果的なＩＣＴ機器の活用を推進し、

それらを適切に活用した学習活動の充実を図る。

（１）ＩＣＴ研修の充実

ア 情報教育研修

ＩＣＴ機器活用に伴う、情報活用能力 情報モラル含む を育成するための指導についてや教職

員の情報セキュリティについての研修を実施するとともに周知徹底を図る。

イ ＩＣＴ情報教育推進部会

ＩＣＴ情報教育推進部会を運用し、学校教育全体を通じたＩＣＴ機器 電子黒板、タブレット端

末等 の活用や一人一台のタブレット端末を活用した授業実践（情報モラル教育、プログラミン

グ教育を含む）を推進する。

ウ 学校ＩＣＴ支援員配置

ＩＣＴ支援員の派遣を業務委託し、各学校において教員のＩＣＴ活用指導力向上のため授業支

援や校内研修等の支援を行う。

（２）ＩＣＴ機器の整備と活用

学校教育全体を通じたＩＣＴ機器の活用を推進し環境の充実を図る。

ア ＩＣＴ機器の導入及び保守、校務系ネットワーク環境の運用管理

イ ＧＩＧＡスクール構想の推進

ｱ 全小中学校の普通教室及び特別教室に 環境を整備する。

ｲ 全小中学校の全児童生徒にタブレット端末を配付する。

ｳ 小学校３～６年生及び中学生へタブレット端末持ち帰りの環境を整える。

電子黒板を活用した授業風景 タブレット端末を活用して学習している様子
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１０ 学校規模の適正化

（１）背景

終戦後、那覇地区各学校の児童・生徒数は増加の一途をたどり、特に中心市街地においてこの傾向

は著しく、 人を上回る規模の学校も出現するのではないかと憂慮された。

このような事態に対処するため、 年代半ばに「那覇区学校配置研究委員会」が設置され、１学

校の在籍数を 人に平均化しようとする学校配置計画が策定された。

また、本市は、首里市、小禄村、真和志市との市村合併により、小中学校数は増えたが、適正配置

及び通学区域を考慮することなく、そのままの状態で編入されたため、学校規模において過大な状況

になった。

本土復帰後は、過大規模校の解消や老朽校舎の改築等、施設整備を重点施策として推進してきた結

果、過大規模校の減少を図ることができた。しかし、学校建設が急務であったことから、狭隘な市域

の中、学校用地面積は多少狭くても、容易に学校用地が確保できる場所に学校を建設した結果、適正

配置及び通学区域について十分な配慮を欠き、現在に至っている。

近年における全国的な少子化傾向のなか、本市においても児童生徒数は減少していく傾向にあり、

加えて中心市街地における人口のドーナツ化現象により、中心市街地での小規模校と周辺市街地での

大規模校の発生をみている。

学校規模の大きな学校と小さな学校には、それぞれにメリット・デメリットがあると考えられるが、

那覇市教育委員会では子どもたちにとって、よりよい教育環境の整備を図るうえで、この格差を見過

ごすことができない問題として平成 年８月に検討が行われた。

（２）那覇市立学校適正規模等審議会

教育委員会では、平成 年６月に那覇市立学校適正規模等審議会（以下「審議会」という。）に対

して那覇市立学校の適正規模、適正配置及び通学区域等について諮問し、平成 年９月に答申を受け

た。

（３）答申を踏まえた取組

教育委員会では、この答申（平成 年９月）を尊重し、平成 年４月に新しい学校づくりを担当

する部署を組織化して、学校適正規模の実現に向け取り組むこととした。

ア 通学区域制度

答申で示された通学区域の提言に基づき、学校適正規模を前提とした通学区域制度の具体的方策

に関することについて、平成 年６月に審議会へ諮問を行い、平成 年１月に答申を受けた。

教育委員会としては、審議会答申（平成 年１月）を踏まえて、「隣接校選択制」を平成 年度

から小学校で、さらに平成 年度から中学校で実施している。

イ 学校適正配置

教育委員会においては、答申（平成 年９月）を尊重し、学校の適正配置に関する方針及び計

画、その他必要な事項について調査検討するため、平成 年５月に「那覇市立学校適正配置検討委

員会」を設置し、平成 年３月に那覇市立学校適正配置基本方針を策定した。

（４）那覇市立学校適正配置計画（通学区域の変更）の策定

教育委員会においては、那覇市立学校適正配置基本方針（平成 年３月）に基づき、通学区域に関

する意見交換会を市内各所において 回、通学区域変更計画策定に向けての地域説明会を行い、平成

年６月に「那覇市立学校適正配置計画（通学区域の変更）」を策定した。

（５）那覇市立学校適正配置計画（統合・分離）の決定

教育委員会においては、那覇市立学校適正配置基本方針（平成 年３月）に基づき、平成 年
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月に「那覇市立学校適正配置計画（統合・分離）素案」を決定した。その後、平成 年１月から説明

会、意見交換会を実施するとともに市民意見提出制度による意見募集を経て、平成 年 月に「那

覇市立学校適正配置計画（統合・分離）」を決定した。

（６）那覇市立学校適正配置計画の実施

教育委員会では、那覇市立学校適正配置計画に基づき、学校の通学区域の変更、分離及び統合を実

施してきた。

ア 平成 年４月 小禄南小学校の通学区域の一部を小禄小学校、宇栄原小学校の通学区域へ変更

イ 平成 年４月 泊小学校の通学区域の一部を壺屋小学校の通学区域へ変更

ウ 平成 年４月 銘苅小学校と安謝小学校の分離校として天久小学校を設置

エ 平成 年４月 前島小学校と久茂地小学校を廃止し、両校の統合新校となる那覇小学校を設置

（７）学校規模の現状

令和７年５月１日現在、那覇市には市立の小学校が 校、中学校が 校設置されている。那覇市

立学校適正配置計画に基づく学校の通学区域の変更、分離及び統合を実施した結果、学校規模につい

てはおおむね改善が図られた。しかし、児童生徒数は減少傾向にあり、特別支援学級は増加傾向にあ

る等、学校を取り巻く環境は変化していることから今後の推移を注視し、子どもたちにとってよりよ

い教育環境を整える。

小学校数

中学校数

児童数

生徒数

那覇市立小中学校・児童生徒数推移

小学校数 中学校数 児童数 生徒数

（人） （校）

（令和７年５月１日現在・特別支援学級含む）
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（８）那覇市立学校隣接校選択制 

教育委員会では平成18年度から那覇市立の小学校へ、平成19年度から那覇市立の中学校へそれぞれ入学

する新１年生を対象に、住所により指定された通学区域の学校(以下、指定校)のほかに指定校の通学区域

に隣り合う通学区域の学校(以下、隣接校)への入学を希望することができる隣接校選択制を導入した。 

【下図 隣接校イメージ】 

ア 隣接校選択制の概要

(ｱ) 対象者･･･那覇市に住所を有する那覇市立の小中学校へ入学する新１年生 

(ｲ) 希望できる学校･･･各指定校の隣接校 

(ｳ) 定員枠と抽選･･･定員枠は教室数、学校規模等を考慮して学校ごとに設定する。隣接校からの

希望者によって、定員枠を超えた場合には希望者を対象に抽選を行う。指定校の児童生徒につ

いてはすべて入学できる。 

(ｴ) 学校情報の提供･･･保護者が指定校やその隣接校について、情報が得られるよう学校紹介情報

を市民に公開する。また、授業参観日等に合わせて実際に学校を見学できる学校公開日につい

ては、各学校長の判断で設ける。 

イ 令和７年度入学希望状況 

(ｱ) 小学校 

 令和７年度の新入学生のうち、全体の約 

10.7％にあたる292人が隣接校への希望を申請 

し、希望する隣接校へ入学が許可されたのは、 

224人で希望者数の約76.7％となっている。 

大規模の学校においては、隣接校からの 

希望者の受入ができない状況である。 

(ｲ) 中学校 

令和７年度の新入学生のうち、全体の約 

12.4％にあたる404人が隣接校への希望を申請 

し、希望する隣接校へ入学が許可されたのは、 

227人で希望者数の約56.2％となっている。 

    小学校項目 人数 

児童数（令和6年10月1日現在） 2,717

隣接校への希望者  292

希望した隣接校への入学許可者 224

隣接校へ入学できなかった希望者 68

    中学校項目 人数 

生徒数（令和6年10月1日現在） 3,271

隣接校への希望者 404

希望した隣接校への入学許可者 227

隣接校へ入学できなかった希望者 177
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第２節 学校施設の補修・整備をすすめ、安全安心な

教育環境があるまちをつくる

重点目標

学校施設の耐震化を図るための改築による施設整備や、那覇市学校施設等長寿命化計画に基づく中長期

的な補修等維持管理、また、借用校地の用地取得を順次行い、児童・生徒の視点に立った安全安心な学習

環境づくりをすすめる。

施策事業の概要

１ 学校施設の耐震化に向けた改築による施設整備

学校施設の整備にあたっては、全ての老朽校舎や災害時の避難拠点としての役割を果たす屋内運動場

の耐震化に向けて、計画的に改築事業等を推進する。

・屋内運動場等改築

古蔵小学校と松川小学校の屋内運動場等が完成し、これにより市内の耐震化を目的とした学校施設改

築事業は完了となる。

古蔵小学校屋内運動場 令和６年度完成

松川小学校屋内運動場 令和６年度完成

１１ 那覇市コミュニティ・スクール

（１）背景
急激な少子化・高齢化の進行、グローバル化の進展、貧困問題の深刻化、児童虐待の

増加など多くの問題がある。そのような中で、人と人との関わりや地域のつながりの希
薄化も課題となっている。児童生徒のいじめや不登校、児童虐待の増加、規範意識の低
下、ＳＮＳ等インターネット上の諸問題等、児童生徒を取り巻く課題も、一層複雑化・
困難化・潜在化しており、学校においては、これらの課題への対応も求められている。
こうした課題やこれからの時代に対応した新しい学校教育を実現するため、学校だけ

でなく保護者や地域住民等が、社会に開かれた教育課程の実現に向けて、目指すべき目
標を共有し、学校運営に参画するための仕組みである学校運営協議会の設置を行う。学
校運営協議会を設置した学校を那覇市コミュニティ・スクールという。

（２）学校運営協議会
ア ねらい

社会に開かれた教育課程の実現を図り、学校と保護者・地域住民等が育てたい子
ども像を共有し、共通の課題について協議する機関としての学校運営協議会を設
置することで、学校運営への支援等を推進することにより、未来の創り手となる児
童生徒を育成する。

イ 協議会の設置
各学校に学校運営協議会を設置する。

ウ 委員の構成及び人数
校長、 役員、地域関係者、地域有識者、地域学校協働活動推進員
各学校 名以内

エ 那覇市小中一貫コミュニティ・スクールについて
本市の小中一貫教育グループ内の各学校に設置する学校運営協議会の一括りを

「那覇市小中一貫コミュニティ・スクール」と称する。小中一貫教育を通して育
んできた小中学校における教育実践の共通性や人的な関係性を活用し、共通の方
向性で学校教育の推進を図るために情報共有するための小中一貫全体会議を行う

オ 会議開催回数
年間３回程度（小中一貫全体会議を含む。）

カ 学校運営協議会議題
未来志向（学校における情報の共有、学校で目指す子供の姿、具体的な取組）
課題解決 学習支援の取組み安全に関する取組、児童生徒支援に関する取組）

（３）設置状況（令和７年４月現在）
・令和６年度 第 期導入校 （城北中学校、城北小学校、大名小学校）
・令和 年度 第 期導入校 （那覇中学校、那覇小学校、若狭小学校、泊小学校）
※令和９年度の全小中学校設置に向け段階的に導入予定
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第２節 学校施設の補修・整備をすすめ、安全安心な

教育環境があるまちをつくる

重点目標

学校施設の耐震化を図るための改築による施設整備や、那覇市学校施設等長寿命化計画に基づく中長期

的な補修等維持管理、また、借用校地の用地取得を順次行い、児童・生徒の視点に立った安全安心な学習

環境づくりをすすめる。

施策事業の概要

１ 学校施設の耐震化に向けた改築による施設整備

学校施設の整備にあたっては、全ての老朽校舎や災害時の避難拠点としての役割を果たす屋内運動場

の耐震化に向けて、計画的に改築事業等を推進する。

・屋内運動場等改築

古蔵小学校と松川小学校の屋内運動場等が完成し、これにより市内の耐震化を目的とした学校施設改

築事業は完了となる。

古蔵小学校屋内運動場 令和６年度完成

松川小学校屋内運動場 令和６年度完成
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２ 学校施設の維持管理や整備の強化及び長寿命化対策

安全点検を日常的に実施し、安全性確保のための修繕を速やかに行う。なお、緊急性の高いものにつ

いては優先的に実施する。 

（１）学校施設を長期にわたって使用できるように建物の適切な維持管理に努める。また、多様化する学

習形態に対応した快適な教育環境づくりに取り組む。 

事業名：小学校施設老朽化抑制事業（塩害防止・長寿命化） 

事業名：小学校遊具改修事業 

事業名：松島中学校長寿命化改良事業 

事業名：城北小学校長寿命化改良事業 

事業名：安岡中学校長寿命化改良（予防改修）事業 

事業名：城西小学校長寿命化改良（予防改修）事業 

事業名：神原中学校長寿命化改良（予防改修）事業 

事業名：松川小学校長寿命化改良（予防改修）事業 

事業名：真嘉比小学校長寿命化改良（予防改修）事業 

事業名：石嶺中学校長寿命化改良（予防改修）事業 

（２）老朽化や時代の変化に対応できていない設備等の改善に取り組む。 

事業名：小・中学校環境整備事業（トイレ整備） 

事業名：小・中学校消防用設備等重点整備事業 

事業名：小・中学校施設ブロック塀対策事業 

事業名：小・中学校擁壁改修事業 

事業名：小・中学校空調設備改修整備事業 

事業名：小・中学校照明ＬＥＤ化事業 

  事業名：小・中学校バリアフリー化等施設整備事業

３ 借用校地の購入

財政負担の軽減及び学校施設の管理の安定化を図るため、地主の意向及び市の財政状況を踏まえなが

ら、借用校地の購入を継続していく。 
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第１節 どこでも誰でも生涯学習ができるまちをつくる

重点目標

市民一人ひとりが生涯を通して心豊かで潤いと生きがいのある生活を送ることができる生涯学習社会の

実現をめざし、社会教育施設の整備・充実、学習情報の収集と提供、相談体制の整備など、学習環境の整

備に努めていく。

施策事業の概要

１ 生涯学習の活動拠点の整備・充実

（１）公民館・図書館など生涯学習関連施設の整備

身近な生活圏内で生涯学習の機会を提供できるよう、地域の生涯学習の拠点となる地域学校連携施

設や公民館・図書館などの生涯学習関連施設整備・充実に努める。

（２）公民館

ア 運営目標

（ｱ）公民館は、地域の人が共に学ぶ場を提供し、人と人が相互に影響し合うつながりを育み、地域

の人や団体が主体となる地域づくりを支援する。

（ｲ）公民館は、学習活動の場をととのえ、個人・地域・社会のニーズに応える学習プログラムを提

供し、地域住民が生涯を通じて心身ともに健康で明るく豊かな生活を送る生涯学習社会を推

進する。

イ 運営方針

ｱ 公民館は、多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会全体でウェル

ビーイングを実現し、社会の持続的な発展に向けて事業を実施する。

ｲ 公民館は、地域住民が「つどい」「共に学び」「つながりを生む」場を提供するとともに、地域

住民の参画を促進する。

ｳ 公民館は、地域住民が地域及び社会課題に気付き、課題を共有し、ともに学び合い、課題解決

へと向かうプロセスを大事にする。

ｴ 公民館は、中立性、公平性、多様性に最大限配慮し、誰でも公民館にアクセスでき、居場所と

なりうるオープンな環境を整える。

ｵ 公民館は、貴重なプラネタリウム施設を有していることからその特性を活かし、利活用の充実

を図る。

ｶ 公民館は、市民に広く公民館を知ってもらうために、適切な情報発信を定期的に行う。

ｷ 公民館は、地域と協働するファシリテーターやコーディネーターの役割を担う職員を育成する。

ウ 公民館の利用

ｱ 利用できる人

原則、市内に在住、在勤、在学する個人及びサークル等の団体は利用できる。特定の営利事業、

特定の政党の利害に関する事業、特定の宗教・教団を支援する事業等については、利用制限を設

けている。

ｲ 利用の手続き

利用の申請は、利用する日の前月の初日から受け付ける。
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利用の変更又は取り消しは、利用する日の前日までに申請しなければならない。

利用許可を受けた者は、利用する日までに、使用料を納付又は利用料金を支払わなければなら

ない。

利用許可を受けた者は、公民館の利用の権利を他に譲渡したり転貸したりしてはならない。

ｳ 利用の心得

利用者の遵守事項を守り、「来たときよりも美しく」を心がけること。

ｴ 開館時間 午前９時～午後 時

ｵ 休館日

国民の祝日に関する法律第２条に定める国民の祝日

慰霊の日（６月 日）

年末年始（ 月 日～翌年の１月３日）

その他教育長が特に必要と認めた日

【公民館使用料（利用料金）一覧】

館名 区分

１時間の使用料 円
（利用料金） 館名 区分

１時間の使用料 円
（利用料金）

室料 冷房料 室料 冷房料

中央公民館
ホール

若狭公民館

ホール

会議室 第 研修室

小禄南公民館

ホール 第 研修室

中研修室 第 研修室

視聴覚室 実習室

和室 和室

小会議室

石嶺公民館

ホール

小会議室 第 学習室

児童図書室 第 学習室

実習室 実習室

団体連絡室 和室

首里公民館

ホール

繁多川公民館

ホール

視聴覚室 研修室

会議室 研修室

中会議室 和室

児童室 実習室

展示室

牧志駅前ほし

ぞら公民館

ホール

和室 第 学習室

調理室 第 学習室

団体室 第 学習室

第 学習室

実習室

パソコン室

工作室

和室

エ 那覇市戦後 年の取り組みについて

令和 年度は各館において戦後 年に関連する講座や企画を実施する。
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（３）各地区公民館

ア 那覇市中央公民館

ｱ 沿革

当施設は、米国民政府が「那覇琉米文化会館」として、昭和 年７月に建設し、文化活動の

場として市民に利用されてきたが、本土復帰と同時に日本政府に譲渡された。その後、昭和

年６月 日に那覇市へ譲渡され、那覇市企画部の所管のもと「那覇市文化センター」として活

用されてきた。昭和 年８月１日に教育委員会へ移管され、１階に那覇市立図書館と那覇市立

視聴覚ライブラリーが、２階に那覇市中央公民館がそれぞれ設置された。

平成 年度の第 回優良公民館表彰において文部大臣表彰を受けた。

ｲ 特色

中央公民館は那覇市の全公民館７館の統括を担いながら、地域の公民館として活動している。

毎年、中央図書館と連携して実施している「読み聞かせ養成講座」は、子供たちが絵本の楽し

さを体験し、絵本に興味・関心を持てるよう、読み聞かせの基礎や方法を学び、受講後は地域の

小学校や保育園などでの読み聞かせの実践につなげている。

長年、夏休みや冬休みなどの長期休暇中に「子どもの居場所」として公民館を開放している。

令和６年度も令和５年度に引き続き、沖縄尚学高等学校・附属中学校書道部の生徒たちが先生

となり、小学生に習字を教えた。また、利用団体の大人と子どもが一緒にニュースポーツを楽し

んだりと、単に子どもの居場所となるだけでなく、異世代交流の場にもなっており、地域活性化

という意味においても重要な取組となっている。

令和３年度から、与儀公園の活性化を図る取組の一環として、毎年５月の節句を前に、公民館

利用団体連絡協議会と一緒に鯉のぼりをガーブ川に泳がせる事業を実施している。地域の方や

子どもたちに、公園により親しみを感じてもらえるように、近隣のこども園や保育園の子ども

たちの力作の手作り鯉のぼりも一緒に掲揚している。令和６年度も５つの近隣のこども園等に

ご協力いただき、多くの鯉のぼりで与儀公園が賑わった。

また、令和６年度は与儀公園を活用した講座を実施し、市民へ公園の認知、利用の幅を広げる

ことができた。

今後も公園の傍にある公民館の特色を生かし、与儀公園を活用した講座や地域連携事業を実

施することで、公園利用の幅を広げるとともに、地域コミュニティの活性化に寄与する。

イ 那覇市小禄南公民館

ｱ 沿革

建設の設計については一般公募（競技設計）方式を採用し、昭和 年９月 日に工事着工、

昭和 年３月 日に竣工した。那覇市立としては、中央・久茂地に次ぐ３番目の公民館とし

て、昭和 年５月 日に開館した。当施設は、旧小禄支所跡の丘陵地帯で小禄地区の南に位

置し、その規模・設備等、当時としては最も進んだ近代的な公民館であった。経年劣化による老

朽化に伴い令和６年度に外壁補修工事を行った。

平成６年度の第 回優良公民館表彰において、那覇市の公民館としては初めての文部大臣

表彰を受けた。

平成 年度の第 回優良公民館表彰において文部科学大臣表彰を受けた。

ｲ 特色

小禄地域は、空港・奥武山公園・ショッピングセンターがあり、モノレールや路線バスなどの
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交通網も整備された、生活しやすい地域である。 

当館が事務局となっている「うるく地域づくり連絡協議会」は、健やかな青少年を育て、心

豊かで明るく住みよい地域づくりをめざし、小禄地区自治会連合会をはじめ地域の諸団体と連

携協力して事業・活動を展開している。地域学習会や親睦レク、小禄地区市民大運動会、うる

く村あしびを開催し、地域の学校・ＰＴＡ、自治会、青年会、婦人会及び老人会が世代を超え

て楽しみながら交流を深めている。 

昭和初期まで小禄地域で織られ沖縄戦以降その継承が絶たれていた小禄紺地（ウルククンジ

ー）は、2006 年度の成人講座をきっかけに研究会が発足し復活を遂げ、第 76 回沖展で入選す

るなど活発に活動している。 

今後も地域の伝統や文化を意識した講座を企画し、地域連携により世代を超えた交流を深め

文化の継承及び地域の活性化を図る。 

ウ 那覇市首里公民館 

(ｱ) 沿革 

     「首里に公立公民館をつくろう」という地域の人々の要請を受け、旧首里バスターミナルであ

った市有地と周辺一部個人所有地を購入し、公民館建設のプランができ上がった。公民館の建

築設計については、競技設計方式を採用し、昭和57年 12月 18日工事着工。昭和58年 11月 30

日に開館式が行われた。施設は、首里城の北東に位置し、周辺一帯が史跡公園であることから、

付近の景観と調和するように屋根全体を銅板で覆い、全体的に丸みをもたせた形になっている。 

平成８年度の第49回優良公民館表彰において文部大臣表彰を受けた。 

平成25年度の第66回優良公民館表彰において文部科学大臣表彰を受けた。 

(ｲ) 特色 

当施設のある首里地域は、首里城をはじめ多くの史跡・拝所等が存在し、市民の歴史・文化に 

対する関心が高い地域である。 

高齢者学級「守礼大学」では、王都首里にふさわしい御殿・殿内の屋敷跡や首里に多く存在す 

る拝所の御獄、自然の景観を活かした名勝地など、首里の各地域を実際に歩いて観て回り、改め 

て各地の歴史や文化に触れる機会となっており、好評を得ている。 

慰霊の日特別企画「平和朗読会」は、平成 27 年に朗読サークルの企画から始まったもので、 

高齢化で戦争体験者の声を聴く機会が少なくなっていく中、朗読と楽器演奏等により平和の大 

切さと命の尊さを広く市民に訴える内容となっている。また、公民館利用団体が学習の成果を地 

域に還元することができるという意味でも重要なイベントとなっている。 

   (ｳ) 休館期間の対応 

     令和７年６月１日から令和８年６月30日（予定）までは改修工事のため休館する。 

     休館中も市民の学習ニーズや地域課題に応えるために、首里公民館周辺の施設（自治公民館等）

にて、引き続き各種学級・講座等を開設する。 

     ※工事の進捗状況により変更が生じる場合がある。 

     

エ 那覇市若狭公民館  

(ｱ) 沿革 

旧若狭市場跡に完成した当施設は、平成元年４月に公民館・図書館建設用地として、用度管財

課から教育委員会へ移管され、建設について地域住民・利用団体からの意見、要望を聴取して平
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成３年６月 22 日工事着工。平成４年３月 19 日に竣工した。施設は、若狭小学校、若狭海浜公

園に近く、１階が図書館、２・３階が公民館で、地域住民の学習の場として那覇市内で５番目に

誕生し、平成４年６月３日に開館した。 

      平成 11年度の第52回優良公民館表彰において文部大臣表彰を受けた。 

      平成 16 年４月から平成 22 年３月まで非常勤館長を置き、平成 22 年４月から平成 27 年３月

まで一部業務委託制度を採用。平成27年度から指定管理者制度を導入し、ＮＰＯ法人地域サポ

ートわかさが指定管理者となる。 

      平成 21 年度、平成 23 年度の第３回及び第４回全国公民館ホームページコンクールにおいて

連続最優秀賞受賞。平成 22 年度の第３回全国公民館報コンクール、平成 25 年度の第５回全国

公民館ホームページコンクールにおいて、優秀賞を受賞。平成27年度、第１回全国公民館イン

ターネット活用コンクール最優秀賞受賞。平成28年度、第６回全国公民館報コンクールにおい

て優良賞を受賞。平成29年度、第２回全国公民館インターネット活用コンクール最優秀賞受賞。

平成29年度、第70回優良公民館表彰において最優秀館に選ばれる。平成30年度、第７回公民

館報コンクールにおいて最優秀賞を受ける。令和元年度、第３回全国公民館インターネット活

用コンクールにおいて、最優秀賞を受ける。令和２年度、第８回全国公民館報コンクールにお

いて銀賞を受ける。令和３年度、 第４回全国公民館インターネット活用コンクールにおいて金

賞を受ける。令和４年度は、第９回全国公民館報コンクールにおいて銀賞を受けたほか、若狭

公民館の取り組みが評価され、指定管理者 NPO 法人地域サポートわかさが、復帰５０年記念

「うちなー地域づくり大賞」において特別賞、2022 年度国際交流基金地球市民賞、2022 年度

第４５回琉球新報活動賞を受ける。令和５年度は、第５回全国公民館インターネット活用コン

クールにおいて「金賞」を受け、５回連続の最高賞受賞となった。 

(ｲ) 特色 

若狭公民館は２つの中学校と４つの小学校が連携対象となっている。多くの史跡が点在する

歴史豊かな地域である。その一方で、多くの在住外国人が就学・就業し、近隣に存在する「若

狭バース」には多くのクルーズ船が寄港して県内観光への玄関口となっている。また、県内有

数の歓楽街を有し、夜間保育園も多く存在している。 

このような地域特性から、様々な背景を持つ人々に、幅広く情報を届けられるよう情報発進

に力を入れている。紙媒体での「広報わかさ」の発行やインターネット（ホームページ、メー

ルマガジン、各種ＳＮＳや動画配信等）の活用など発信方法を工夫している。 

こうした情報発信活動をすることで、当館には地域の声や相談も多く寄せられる。地域の声

から生まれた事業（朝食会/うみそら上映会/パーラー公民館など）、相談から生まれた事業（就

学援助世帯及びひとり親世帯の児童生徒を対象とした無料英会話教室『ELIPO』/ジュニアジャ

ズオーケストラおきなわ/地域部活動「アート部」/ネパール交流会）では外部団体・組織と連

携して取り組んでいる。 

また、防災への取り組みにも力を入れており、おもちゃの交換会と防災体験プログラムを組

み合わせた「リッカ！ヤールーキャラバン！」や災害による避難を想定した「なは防災キャン

プ」を季節ごとに行っている他、若狭児童館と連携した子どもの居場所事業やシニアの居場所

「喫茶むすぶ」など各世代の居場所づくりに努めている。さらに、開館当初から続くイベント

として「若狭公民館まつり」、「若狭地域文化祭」があり、多くの地域住民や利用者の協力のも

とで成り立つ恒例行事として親しまれている。 
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オ 那覇市石嶺公民館

ｱ 沿革

首里北地域の人々の強い要望により「社会教育施設整備計画」に基づく６番目の公民館として

計画された当施設は、那覇市初の社会教育施設（公民館・図書館）と社会体育施設（温水プー

ル・トレーニングルーム）の複合施設として、平成７年１月 日着工し、平成８年３月 日

に竣工した。地下１階にプール・トレーニングルーム、１階に公民館・図書館、２階に公民館

の施設が配置されている。建設計画時点から仮称として使用し、地域にも広く親しまれてきた

「石嶺文化スポーツプラザ」を愛称として平成８年６月１日に開館した。

平成 年度の第 回優良公民館表彰において文部大臣表彰を受けた。

ｲ 特色

沖縄都市モノレール「ゆいレール」の延伸に伴い、地域住民が待ち望んでいた「石嶺駅」が令

和元年 月 日に開通し、公民館への交通アクセスが大きく向上した。

また、王国時代の名家の別荘「御殿山」や「伊江御殿」等の指定文化財も多い地域であり、

地域住民の歴史への関心も高く、史跡巡りや沖縄の歴史を学ぶ高齢者学級「ふくらしゃ大学」

等の講座を開催している。

福祉のまちを標榜する石嶺地域として、子どもの居場所事業や、地域の若い世代を筆頭に開

催した「子ども食堂」、フードドライブ事業を公民館で取り組んだ。

公民館と地域の交流を目的として開催している「新春もちつき交流会」には石嶺中学校区成

人式実行委員会の方々がボランティアとして参加することで、地域の一員としての自覚を促す

きっかけにもなっている。

カ 那覇市繁多川公民館

ｱ 沿革

神応寺跡に７番目の公民館として完成した当施設は、繁多川・真地・識名地区の生涯学習の拠

点、および真和志地域のまちづくりに関する拠点として、平成 年 月 日に建設が着手さ

れ、翌年の平成 年 月 日に竣工した。

施設は、地域の方々の参加により開催されたワークショップや、建設準備委員会からの要望

を元に検討した結果、廊下と部屋との段差をなくしたユニバーサルデザインを採りいれたほか、

雨水を溜めるタンクを設置する等、環境に配慮した施設となっている。

平成 年１月からの開館準備期間より、業務の一部をＮＰＯ法人なはまちづくりネットに委

託し、平成 年４月１日に開館した。

平成 年度の第 回優良公民館表彰において文部科学大臣表彰を受けた。

平成 年４月から業務の一部を特定非営利活動法人１万人井戸端会議に委託した。

平成 年４月から特定非営利活動法人１万人井戸端会議が指定管理者となった。

令和元年度の第 回優良公民館表彰において文部科学大臣表彰と相互評価特別賞を受けた。

令和２年度の第８回「全国公民館報コンクール」にて、銀賞を受けた。

ｲ 特色

繁多川公民館は、琉球王朝時代の古都首里の南方の高台にあり、琉球王家最大の別邸である

世界遺産名勝識名園があるなど歴史と文化の色濃い場所にある。この真和志の高台では豊富に湧

き出る井泉を活かして、豆腐作りが盛んであったことから近隣小学校や地域の在来大豆栽培と豆

腐作りの講座「あたいぐゎープロジェクト」を開催しており、地域の誇りを育み地域がつながる
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機会となっている。

地域の様々なプロジェクトを多世代で支える取り組みにも力を入れており、すぐれた経験、知

識を地域に還元する人を認定し派遣する「すぐりむん認定」や地域の小・中・高校生を対象に、

公民館や地域のボランティア活動を通して、多世代との関わりの中で社会性を育み・認めら

れることで、子どもたちの自己肯定感の向上につながる機会となっている。また、こどもた

ち自身が、自分のやりたいこと・興味のあることにチャレンジできる機会をつくっている。

時代を見つめ、ニーズに寄り添った事業を届けられるようコミュニティ支援「地域計画」も教育

部会、福祉防災部会を組織し、地域住民とともに課題の抽出とアクションプランを考え実行して

いる。

キ 那覇市牧志駅前ほしぞら公民館

ｱ 沿革

那覇市牧志駅前ほしぞら公民館は、平成 年７月８日、那覇市久茂地公民館の機能を移転す

る形で開館した。同館は牧志・安里地区市街地再開発地域（愛称「さいおんスクエア」）におけ

る 階建て複合施設の３階に、牧志駅前ほしぞら図書館とともに設置された（１・２階は商業・

宿泊施設、４～ 階は宿泊施設）。この複合施設の建築工事は、平成 年 月９日に着工し、

平成 年３月 日に竣工した。

同館の前身である那覇市久茂地公民館の建物は元々、昭和 年、「沖縄子どもを守る会」が

青少年健全育成の場として建設した「沖縄少年会館」であり、当時は、その規模・施設等、最も

進んだ教育施設として、沖縄の青少年健全育成に果たした役割は多大なものがあった。しかし、

その後、館の運営を維持することが財政的に困難となったため、昭和 年４月１日付けで那覇

市に譲渡され、那覇市久茂地公民館として生まれ変わった。同館は、社会教育施設として広く

市民に親しまれ、平成９年度の第 回優良公民館表彰において文部大臣表彰を受けた。その後、

同館は施設の老朽化のため平成 年４月 日に休館した。なお、休館に際し、４月 日・

日にプラネタリウムの最終投影会を開催し、７月８日付けで同館は廃止された。

平成 年度の第 回優良公民館表彰において文部科学大臣表彰を受けた。

ｲ 特色

牧志駅前ほしぞら公民館にはプラネタリウムが併設されており、保育園・こども園・小学校な

どへの団体投影や学校授業の内容に沿った学習投影、さらに音楽とのコラボなどの特別投影を

行っている。これまで年間約２万人の観覧者が訪れており、牧志駅前ほしぞら公民館開館後、

平成 年９月５日に累計 万人、令和４年１月 日には累計 万人を達成した。

令和３年度にはプロジェクターの入れ替えを実施し、星の光などがより正確に投影できるよ

うになり、豊かな演出表現も行えるようになっている。

また、ＪＡＸＡと協力した「宇宙の学校」や 「星空案内人になろう」、「親子ほしぞら教室」

など宇宙に関する講座を毎年開講しており、夏休みには、公民館のベランダから望遠鏡で惑星

を見る「ほしぞら観望会」などのイベントを行っている。

当施設は、那覇市のメインストリート国際通りに立地する商業複合施設の中にあり、牧志駅

や安里バス停、民間の駐車場とも隣接しており、特に交通アクセスに優れた公民館である。そ

のため、本館で活動するサークル数は県内一である。また、琉球大学のサテライト授業、那覇

市主催の事業、毎年多くの人で賑わいをみせる「一万人のエイサー踊り隊」や「那覇大綱挽ま

つり」「市民演芸・民俗伝統芸能パレード」の練習・控室としても利用されており、利用頻度の

オ 那覇市石嶺公民館

ｱ 沿革

首里北地域の人々の強い要望により「社会教育施設整備計画」に基づく６番目の公民館として

計画された当施設は、那覇市初の社会教育施設（公民館・図書館）と社会体育施設（温水プー

ル・トレーニングルーム）の複合施設として、平成７年１月 日着工し、平成８年３月 日

に竣工した。地下１階にプール・トレーニングルーム、１階に公民館・図書館、２階に公民館

の施設が配置されている。建設計画時点から仮称として使用し、地域にも広く親しまれてきた

「石嶺文化スポーツプラザ」を愛称として平成８年６月１日に開館した。

平成 年度の第 回優良公民館表彰において文部大臣表彰を受けた。

ｲ 特色

沖縄都市モノレール「ゆいレール」の延伸に伴い、地域住民が待ち望んでいた「石嶺駅」が令

和元年 月 日に開通し、公民館への交通アクセスが大きく向上した。

また、王国時代の名家の別荘「御殿山」や「伊江御殿」等の指定文化財も多い地域であり、

地域住民の歴史への関心も高く、史跡巡りや沖縄の歴史を学ぶ高齢者学級「ふくらしゃ大学」

等の講座を開催している。

福祉のまちを標榜する石嶺地域として、子どもの居場所事業や、地域の若い世代を筆頭に開

催した「子ども食堂」、フードドライブ事業を公民館で取り組んだ。

公民館と地域の交流を目的として開催している「新春もちつき交流会」には石嶺中学校区成

人式実行委員会の方々がボランティアとして参加することで、地域の一員としての自覚を促す

きっかけにもなっている。

カ 那覇市繁多川公民館

ｱ 沿革

神応寺跡に７番目の公民館として完成した当施設は、繁多川・真地・識名地区の生涯学習の拠

点、および真和志地域のまちづくりに関する拠点として、平成 年 月 日に建設が着手さ

れ、翌年の平成 年 月 日に竣工した。

施設は、地域の方々の参加により開催されたワークショップや、建設準備委員会からの要望

を元に検討した結果、廊下と部屋との段差をなくしたユニバーサルデザインを採りいれたほか、

雨水を溜めるタンクを設置する等、環境に配慮した施設となっている。

平成 年１月からの開館準備期間より、業務の一部をＮＰＯ法人なはまちづくりネットに委

託し、平成 年４月１日に開館した。

平成 年度の第 回優良公民館表彰において文部科学大臣表彰を受けた。

平成 年４月から業務の一部を特定非営利活動法人１万人井戸端会議に委託した。

平成 年４月から特定非営利活動法人１万人井戸端会議が指定管理者となった。

令和元年度の第 回優良公民館表彰において文部科学大臣表彰と相互評価特別賞を受けた。

令和２年度の第８回「全国公民館報コンクール」にて、銀賞を受けた。

ｲ 特色

繁多川公民館は、琉球王朝時代の古都首里の南方の高台にあり、琉球王家最大の別邸である

世界遺産名勝識名園があるなど歴史と文化の色濃い場所にある。この真和志の高台では豊富に湧

き出る井泉を活かして、豆腐作りが盛んであったことから近隣小学校や地域の在来大豆栽培と豆

腐作りの講座「あたいぐゎープロジェクト」を開催しており、地域の誇りを育み地域がつながる
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【公民館利用者数】 （単位：人）

年度 年度 年度 年度 元年度 年度 年度 年度 年度 年度

中 央

小禄南

首 里

若 狭

石 嶺

繁多川

ほしぞら

計

【公民館における社会教育】 （単位：回、人）

講座・事業名
年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

対象 講座等数 参加者数 講座等数 参加者数 講座等数 参加者数

青
少
年
教
育

①少年教室 小中学生

②親子ふれあい教室 親 子

③青年講座 青 年

④放課後子ども教室
幼稚園～

中学生

成
人
教
育

①市民講座 市 民

②成人講座 成 人

③高齢者学級 高齢者

④家庭教育学級 保護者

⑤乳幼児学級 保護者

⑥健康講座 市 民

プラネタリウム投影 市 民

地域連携事業（公民館まつり

含）
市 民

地域学習支援事業（講師派遣） 地域団体

※（ ）はオンライン講座・事業の内数

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

公民館利用者数の１０年間の推移
ほしぞら

繁多川

石 嶺

若 狭

首 里

小禄南

中 央

非常に高い施設である。

今後、学校・地域・通り会など各種団体間の情報交流を深め連携を密にすることにより、住

みよい地域づくりを目指す。

ｳ プラネタリウム事業

プラネタリウムを青少年等の天文学習に活用し、宇宙の構造やその運動などをわかりやすく

理解させ、自然科学的な思考力や洞察力を育成する。また沖縄ならではの星の呼び名や民話な

どを紹介することで、沖縄独自の星文化を学習する。そして、とかく観望が困難になりがちな

星空を再現することによって、星空の美しさを感得させ、豊かな情緒を育む。

ａ プラネタリウムの特徴

・幼児向け投影、小・中・高校生向け学習投影、一般投影がある。

・プラネタリウムは様々な星空を投影することができ、普段では見ることのできない星座や

惑星などを観望することができる。

ｂ プラネタリウム投影計画

・対象：個人及び団体

・投影時間：（個人及び幼児以外の団体）約 分、（幼児の団体）約 分

・定員： 人

・休演日：月曜日、火曜日

・休演期間：プラネタリウムの定期及び緊急メンテナンスに必要な期間

プラネタリウム番組の入れ替えに必要な期間

・プラネタリウム投影開始時間及び観覧対象者

①通常期

投影開始時刻
観 覧 対 象 者

水・木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

午前 時 団体 団体

午後１時 分 個人（幼児） 個人（幼児）

午後２時 団体 団体

午後３時 個人（児童） 個人（児童）

午後４時 分 個人（一般）

午後６時 分 個人 一般

②那覇市立小中学校の夏休み・春休み・秋休み・冬休み期間

投影開始時刻
観 覧 対 象 者

水・木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

午前 時 団体 団体

午前 時 団体 団体 団体（幼児）

午後１時 分 個人（幼児） 個人（幼児）

午後２時 団体 団体

午後３時 個人（児童） 個人（児童）

午後３時 分 個人 児童 個人 児童

午後４時 分 個人（一般）

午後６時 分 個人 一般

※７月１日から７月 日の期間は通常期だが午前 時の投影を追加で実施する。
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【公民館利用者数】 （単位：人）

年度 年度 年度 年度 元年度 年度 年度 年度 年度 年度

中 央

小禄南

首 里

若 狭

石 嶺

繁多川

ほしぞら

計

【公民館における社会教育】 （単位：回、人）

講座・事業名
年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

対象 講座等数 参加者数 講座等数 参加者数 講座等数 参加者数

青
少
年
教
育

①少年教室 小中学生

②親子ふれあい教室 親 子

③青年講座 青 年

④放課後子ども教室
幼稚園～

中学生

成
人
教
育

①市民講座 市 民

②成人講座 成 人

③高齢者学級 高齢者

④家庭教育学級 保護者

⑤乳幼児学級 保護者

⑥健康講座 市 民

プラネタリウム投影 市 民

地域連携事業（公民館まつり

含）
市 民

地域学習支援事業（講師派遣） 地域団体

※（ ）はオンライン講座・事業の内数

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

公民館利用者数の１０年間の推移
ほしぞら

繁多川

石 嶺

若 狭

首 里

小禄南

中 央

【公民館利用者数】 （単位：人）

年度 年度 年度 年度 元年度 年度 年度 年度 年度 年度

中 央

小禄南

首 里

若 狭

石 嶺

繁多川

ほしぞら

計

【公民館における社会教育】 （単位：回、人）

講座・事業名
年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

対象 講座等数 参加者数 講座等数 参加者数 講座等数 参加者数

青
少
年
教
育

①少年教室 小中学生

②親子ふれあい教室 親 子

③青年講座 青 年

④放課後子ども教室
幼稚園～

中学生

成
人
教
育

①市民講座 市 民

②成人講座 成 人

③高齢者学級 高齢者

④家庭教育学級 保護者

⑤乳幼児学級 保護者

⑥健康講座 市 民

プラネタリウム投影 市 民

地域連携事業（公民館まつり

含）
市 民

地域学習支援事業（講師派遣） 地域団体

※（ ）はオンライン講座・事業の内数

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

公民館利用者数の１０年間の推移
ほしぞら

繁多川

石 嶺

若 狭

首 里

小禄南

中 央

非常に高い施設である。

今後、学校・地域・通り会など各種団体間の情報交流を深め連携を密にすることにより、住

みよい地域づくりを目指す。

ｳ プラネタリウム事業

プラネタリウムを青少年等の天文学習に活用し、宇宙の構造やその運動などをわかりやすく

理解させ、自然科学的な思考力や洞察力を育成する。また沖縄ならではの星の呼び名や民話な

どを紹介することで、沖縄独自の星文化を学習する。そして、とかく観望が困難になりがちな

星空を再現することによって、星空の美しさを感得させ、豊かな情緒を育む。

ａ プラネタリウムの特徴

・幼児向け投影、小・中・高校生向け学習投影、一般投影がある。

・プラネタリウムは様々な星空を投影することができ、普段では見ることのできない星座や

惑星などを観望することができる。

ｂ プラネタリウム投影計画

・対象：個人及び団体

・投影時間：（個人及び幼児以外の団体）約 分、（幼児の団体）約 分

・定員： 人

・休演日：月曜日、火曜日

・休演期間：プラネタリウムの定期及び緊急メンテナンスに必要な期間

プラネタリウム番組の入れ替えに必要な期間

・プラネタリウム投影開始時間及び観覧対象者

①通常期

投影開始時刻
観 覧 対 象 者

水・木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

午前 時 団体 団体

午後１時 分 個人（幼児） 個人（幼児）

午後２時 団体 団体

午後３時 個人（児童） 個人（児童）

午後４時 分 個人（一般）

午後６時 分 個人 一般

②那覇市立小中学校の夏休み・春休み・秋休み・冬休み期間

投影開始時刻
観 覧 対 象 者

水・木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

午前 時 団体 団体

午前 時 団体 団体 団体（幼児）

午後１時 分 個人（幼児） 個人（幼児）

午後２時 団体 団体

午後３時 個人（児童） 個人（児童）

午後３時 分 個人 児童 個人 児童

午後４時 分 個人（一般）

午後６時 分 個人 一般

※７月１日から７月 日の期間は通常期だが午前 時の投影を追加で実施する。
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（４）図書館

ア 図書館の目的

図書館は、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、市民の利用に供し、その

教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする。

イ 施策事業

ｱ 外部評価

教育マネジメント、各種統計値、その他行事企画等の報告により、外部機関による評価を受け、

図書館運営の改善を図る。

ｲ ボランティアとの連携

おはなしボランティア養成講座を実施し、ボランティアの資質向上を図る。

市民との協働による図書館運営を目指し、おはなしボランティアや、図書館業務等のボラ

ンティアとの連携を図る。

ｳ 図書館サービスの充実

中学生・高校生の図書館利用の推進、子育て世代や高齢者、障がい者へのサービスを拡充し、

多様な年齢層の幅広いニーズに応えた図書館サービスの充実を図る。

ウ 主な図書館サービス

ｱ 資料の提供

一般書、児童書、郷土資料、行政資料、雑誌、視聴覚資料等を収集し、館外貸出及び館内閲覧

による資料提供を行う。また、他市町村図書館等との相互貸借による資料提供を行う。

市立図書館（人材育成支援施設まーいまーい 図書室を含む）間において、どの図書館でも

貸出・返却ができるようにする。また、各庁舎等にブックポストを設置して利便性の向上を図る。

ｲ 購入リクエスト・予約サービス

求める資料が館内で得られない時は、購入リクエストを受け付ける。

また、求める資料が貸出中の場合は、インターネット・館内検索機からも予約を受け付ける。

ｳ 児童サービス及びＹ・Ａ（ヤング・アダルト）サービス

各館に児童コーナー及びＹ・Ａ（ヤング・アダルト）コーナーを設置し、各種児童書やＹ・Ａ

図書を配架する他、おはなし会の定期的な開催や、Ｙ・Ａ世代を対象とした取り組みを行う。

また、子ども連れの方も気軽に図書館を利用できるよう「赤ちゃんタイム」の取り組みを行う。

ｴ インターネット利用サービス

市民がインターネットを利用することができるように、各館にパソコンを設置する。

ｵ レファレンス（参考調査）サービス

市民の調査研究支援のため、求める資料の検索・紹介及び相談業務を行う。

ｶ 電子図書館サービス

インターネットを通した、電子書籍の貸出サービスを行う。

ｷ 講座の開催や職場体験等の受け入れ

図書館の活用方法やお話ボランティアを養成するための講座等を開催する。

また、職場体験やインターンシップ等を積極的に受け入れて、社会的貢献を果たす。

ｸ 団体貸出サービス

保育所（園）、児童クラブ等へ団体貸出を行う。

ｹ 高齢者や身体の不自由な方のためのサービス

拡大読書機を設置（中央図書館）、大活字本の収集に努め、高齢者や視覚障がい者等の利用促進
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を図る。障がいなどで来館が困難な方の自宅へ配本のサービスを行う。

ｺ 有料配送サービス（中央図書館）

さまざまな理由で図書館に来館することが困難な方のために、配送費用を利用者負担によって

図書館の本・雑誌を貸し出し、自宅へ郵送することで利便性を図る。

ｻ ミリフィルムや映写機、スクリーン等の貸出（中央図書館）

社会教育団体やこども園、小中学校、児童館、保育所 園 等を対象に貸出を行う。

【図書館サービス網】概略図

◎配本車（週３回、各図書館やブックポスト設置所を巡回）

･･･返却本の回収・配送、リクエスト本を各館に配送。

◎コンピュータネットワーク網（図書館システムで各館を結ぶ）

エ 利用案内

ｱ 利用（貸出）できる方

個人･･･市内在住、在勤又は在学の方

（貸出期間は２週間（視聴覚資料は１週間）、電子図書館の貸出冊数は３冊以内）

団体･･･保育所（園）、児童クラブ等

（貸出期間は１か月、貸出冊数は 冊以内、電子図書館の利用不可）

ｲ 開館時間

平 日 午前９時 分 ～ 午後７時

土曜日 午前９時 分 ～ 午後６時

日曜日 午前９時 分 ～ 午後５時（中央、繁多川は午後６時）

ｳ 休館日

定例休館日

（毎週月曜）中央、小禄南、若狭、石嶺 ※月曜祝日の場合、翌日火曜も休館

（毎週金曜）牧志駅前ほしぞら、首里、繁多川 ※金曜祝日の場合、前日木曜も休館

毎月第３水曜日（８月を除く）、国民の祝日（文化の日を除く）、慰霊の日、

年末年始（ 月 日～翌年の１月４日）、特別整理期間（年間 日以内）

中央図書館 なは市民協働プラザ
ブックポスト

牧志駅前
ほしぞら図書館

若狭図書館

市役所
ブックポスト

石嶺図書館

首里支所
ブックポスト

小禄南図書館 首里図書館

配本車

小禄支所
ブックポスト

図書館

システム

市立病院
ブックポスト

まーいまーい Naha 図書室 繁多川図書館

那覇市総合福祉センター
ブックポスト

（４）図書館

ア 図書館の目的

図書館は、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、市民の利用に供し、その

教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする。

イ 施策事業

ｱ 外部評価

教育マネジメント、各種統計値、その他行事企画等の報告により、外部機関による評価を受け、

図書館運営の改善を図る。

ｲ ボランティアとの連携

おはなしボランティア養成講座を実施し、ボランティアの資質向上を図る。

市民との協働による図書館運営を目指し、おはなしボランティアや、図書館業務等のボラ

ンティアとの連携を図る。

ｳ 図書館サービスの充実

中学生・高校生の図書館利用の推進、子育て世代や高齢者、障がい者へのサービスを拡充し、

多様な年齢層の幅広いニーズに応えた図書館サービスの充実を図る。

ウ 主な図書館サービス

ｱ 資料の提供

一般書、児童書、郷土資料、行政資料、雑誌、視聴覚資料等を収集し、館外貸出及び館内閲覧

による資料提供を行う。また、他市町村図書館等との相互貸借による資料提供を行う。

市立図書館（人材育成支援施設まーいまーい 図書室を含む）間において、どの図書館でも

貸出・返却ができるようにする。また、各庁舎等にブックポストを設置して利便性の向上を図る。

ｲ 購入リクエスト・予約サービス

求める資料が館内で得られない時は、購入リクエストを受け付ける。

また、求める資料が貸出中の場合は、インターネット・館内検索機からも予約を受け付ける。

ｳ 児童サービス及びＹ・Ａ（ヤング・アダルト）サービス

各館に児童コーナー及びＹ・Ａ（ヤング・アダルト）コーナーを設置し、各種児童書やＹ・Ａ

図書を配架する他、おはなし会の定期的な開催や、Ｙ・Ａ世代を対象とした取り組みを行う。

また、子ども連れの方も気軽に図書館を利用できるよう「赤ちゃんタイム」の取り組みを行う。

ｴ インターネット利用サービス

市民がインターネットを利用することができるように、各館にパソコンを設置する。

ｵ レファレンス（参考調査）サービス

市民の調査研究支援のため、求める資料の検索・紹介及び相談業務を行う。

ｶ 電子図書館サービス

インターネットを通した、電子書籍の貸出サービスを行う。

ｷ 講座の開催や職場体験等の受け入れ

図書館の活用方法やお話ボランティアを養成するための講座等を開催する。

また、職場体験やインターンシップ等を積極的に受け入れて、社会的貢献を果たす。

ｸ 団体貸出サービス

保育所（園）、児童クラブ等へ団体貸出を行う。

ｹ 高齢者や身体の不自由な方のためのサービス

拡大読書機を設置（中央図書館）、大活字本の収集に努め、高齢者や視覚障がい者等の利用促進
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オ 各館の概要 

(ｱ) 中央図書館 

a 沿革 

     「那覇琉米文化会館」が昭和47年の本土復帰に伴い、市に移管され「市立那覇文化センター」    

となる。昭和50年、所管が教育委員会となり、「那覇市立図書館」として開館した。 

平成８年３月 16 日コンピュータシステムの導入で、市立図書館全館を結ぶコンピュータネッ    

トワークが完成された。インターネット、館内検索機からの予約（平成 19 年４月～）及び貸出    

延長（平成25年１月～）が可能となる（全館）。令和４年３月３日より、なはし電子図書館サー

ビスを開始した。 

b 特色 

・郷土資料室を設け、郷土関係資料の検索及び参考業務に対応できる体制をとっている。 

     ・大活字本や朗読ＣＤを揃え、さらに拡大読書機を備え、目の不自由な方への資料提供に努め

ている。郷土新聞を製本し保存を行い、利用者の閲覧に備えている。 

     ・市民の多種多様な質問に対応できる充実した資料や情報の収集・提供に努めている。 

     ・社会教育団体、学校、児童館、保育所（園）等、館長が認める団体への視聴覚機器、教材等

の貸出しを行っている。 

     ・本を読むことが困難な方（視覚障がい者や発達・知的障がい者等）のためのデイジー図書を

収集し、貸出しを行っている。また、デイジー図書視聴コーナーを設置し、館内でデイジー図

書を視聴できるようにしている。 

 ・「医療・健康コーナー」を常設し、予防医学や闘病記、疾患ごとの治療法などわかりやすく分

類し配架している。 

     ・毎週おはなし会を行い（第１、２、３週はボランティア、第４週は職員と連携）、児童サービ

スの充実を図っている。 

     ・毎週土日は「図書館わいわいデー」「赤ちゃんタイム」という取組を行い、赤ちゃん連れや障

がいのある方も気軽に図書館を利用できる雰囲気づくりに努めている。 

(ｲ) 小禄南図書館 

a 沿革 

昭和58年４月１日、小禄南公民館との複合施設として設置された２番目の分館。同年６月１日

開館。 

平成６年２月16日からコンピュータシステムによる貸出しが開始された。平成11年に児童コ

ーナーの側におはなしの部屋を増築した。 

    b 特色 

・親子連れでの利用が多く、親子で利用できるおはなしの部屋（畳間）があり、おはなしボラ

ンティアと連携しながら、毎月第２、４土曜日におはなし会等を行っている。 

また夏休みには親子講座等を開催し、児童サービスの充実を図っている。 

     ・子育てコーナーを設け、子育て応援や暮らしに役立つ資料を充実させている。 

     ・公民館行事への参加を通して地域との連携を密にし、親しまれる図書館作りに努めている。 

(ｳ) 首里図書館  

a 沿革 

     昭和 59年３月３日に首里公民館との複合施設として開館した３番目の分館。 

     平成５年２月16日からコンピュータシステムによる貸出が開始された。 

b 特色 

     ・首里城に最も近い図書館として首里城に関する資料及び郷土資料の充実に努めている。 

・おはなしボランティアと連携しながら、定例おはなし会（毎週土曜日）を実施し、児童サー

ビスに努めている。 

C 休館期間の対応 

 令和 7年６月１日から令和８年６月30日（予定）までは改修工事のため休館する。 

 休館中、令和７年７月１日から令和８年３月 31 日までの間、城南小学校の地域連携室にて 

予約資料の受取スポットを開設する。 

※工事の進捗状況により変更が生じる場合がある。 

 (ｴ) 若狭図書館 

    a 沿革 

平成３年 11 月１日に若狭公民館との複合施設として設置された４番目の分館。平成４年６月

３日に開館し、市立図書館として初めてコンピュータシステムが導入された。 

    b 特色 

     ・窓が大きく開放的な館内には、琉球松の木製書架やイスが配置され、親しみやすく落ち着い

た雰囲気。 

・視聴覚コーナーを設置しており、館内で各種視聴覚ソフトが鑑賞できる。 

     ・暮らしコーナーを設け、子育てや暮らしに役立つ資料を充実させている。 

     ・毎月第２、４土曜日におはなし会を開催し、児童サービスに努めている。 

(ｵ) 石嶺図書館 

a 沿革 

平成８年６月１日に石嶺公民館、那覇市民首里石嶺プールとの複合施設（石嶺文化スポーツプ    

ラザ）として設置。同日開館。 

    b 特色 

・貸出資料の中でも、特に児童書、視聴覚ソフトの貸出が多い。 

     ・視聴覚コーナーを設置し、館内で各種視聴覚ソフトを鑑賞できる。 

・「暮らしコーナー」を設置している。 

  ・毎月第１、３土曜日に定例おはなし会を実施し、児童サービスに努めている。  

   (ｶ) 繁多川図書館 

    a 沿革 

     平成 17年４月２日に繁多川公民館との複合施設として開館した６番目の分館。 

     県内で初めてカウンター業務等を民間（ＮＰＯ法人）に委託。平成 23 年４月より、一般社団    

法人「沖縄県子どもの本研究会」に委託し、現在に至る。 

     平成 28年１月24日 繁多川公民館・図書館開館10周年記念式典挙行。 
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(ｳ) 首里図書館  

a 沿革 

     昭和 59年３月３日に首里公民館との複合施設として開館した３番目の分館。 

     平成５年２月16日からコンピュータシステムによる貸出が開始された。 

b 特色 

     ・首里城に最も近い図書館として首里城に関する資料及び郷土資料の充実に努めている。 

・おはなしボランティアと連携しながら、定例おはなし会（毎週土曜日）を実施し、児童サー

ビスに努めている。 

C 休館期間の対応 

 令和 7年６月１日から令和８年６月30日（予定）までは改修工事のため休館する。 

 休館中、令和７年７月１日から令和８年３月 31 日までの間、城南小学校の地域連携室にて 

予約資料の受取スポットを開設する。 

※工事の進捗状況により変更が生じる場合がある。 

 (ｴ) 若狭図書館 

    a 沿革 

平成３年 11 月１日に若狭公民館との複合施設として設置された４番目の分館。平成４年６月

３日に開館し、市立図書館として初めてコンピュータシステムが導入された。 

    b 特色 

     ・窓が大きく開放的な館内には、琉球松の木製書架やイスが配置され、親しみやすく落ち着い

た雰囲気。 

・視聴覚コーナーを設置しており、館内で各種視聴覚ソフトが鑑賞できる。 

     ・暮らしコーナーを設け、子育てや暮らしに役立つ資料を充実させている。 

     ・毎月第２、４土曜日におはなし会を開催し、児童サービスに努めている。 

(ｵ) 石嶺図書館 

a 沿革 

平成８年６月１日に石嶺公民館、那覇市民首里石嶺プールとの複合施設（石嶺文化スポーツプ    

ラザ）として設置。同日開館。 

    b 特色 

・貸出資料の中でも、特に児童書、視聴覚ソフトの貸出が多い。 

     ・視聴覚コーナーを設置し、館内で各種視聴覚ソフトを鑑賞できる。 

・「暮らしコーナー」を設置している。 

  ・毎月第１、３土曜日に定例おはなし会を実施し、児童サービスに努めている。  

   (ｶ) 繁多川図書館 

    a 沿革 

     平成 17年４月２日に繁多川公民館との複合施設として開館した６番目の分館。 

     県内で初めてカウンター業務等を民間（ＮＰＯ法人）に委託。平成 23 年４月より、一般社団    

法人「沖縄県子どもの本研究会」に委託し、現在に至る。 

     平成 28年１月24日 繁多川公民館・図書館開館10周年記念式典挙行。 
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b 特色 

     ・視聴覚資料として、市立図書館では初めてＤＶＤソフトの貸出しを行う。館内視聴も可。 

     ・沖縄民謡と沖縄県内で活躍するアーティストのＣＤを数多く所蔵している。 

     ・「暮らしのコーナー」を設置し、生活や仕事に直結した情報提供を行う。 

     ・職員による定例おはなし会（子ども向け）の充実。 

     ・ブックスタート関連事業として、平成 25 年度より０歳～２歳の乳幼児を対象に「ぴよぴよ      

おはなし会」を月２回定例化し、赤ちゃんが喜ぶ絵本の紹介や職員による赤ちゃん絵本の読      

み聞かせを行っている。令和元年度より「ぴよぴよおはなし会」を発展拡大し、毎週水曜日（第

３水曜日を除く）に開催。就学前の子どもが、絵本に親しむ環境作りに努めている。 

     ・小学校への出前読み聞かせや学校行事の中での読書活動を通して、ブックトークやアニマシ      

オンなどを取り入れた読書活動支援を行っている。 

(ｷ) 牧志駅前ほしぞら図書館 

a 沿革 

平成 23年７月８日、（旧）久茂地図書館の機能移転先地として牧志・安里再開発地域の複合施

設「さいおんスクエア」の３階フロアに設置された。 

     前身の久茂地図書館は、昭和 54 年旧少年会館が那覇市に移譲され久茂地公民館となった後、    

同施設の４階に昭和56年５月18日、分館第１号として開館。その後、施設の老朽化のため平成

23年３月31日に休館し、同年７月８日付けで廃止された。 

b 特色 

・国際通りに位置し、商業施設、ホテルとの複合施設ということもあり、幅広い利用者層から     

のニーズに応えるべく、ビジネス、観光、郷土、子育て支援等、関係資料の充実に努めている。 

     ・毎月第１、２、３日曜日におはなし会を開催。夏休みには児童を対象にした講座を実施する      

など、児童が本に親しめる環境作りに努めている。 

     ・崎間麗進氏から貴重な郷土関係図書の寄贈を受けたことに伴い、その資料をわかりやすいよ      

うに一ヶ所に集め（崎間麗進氏寄贈図書）一般の利用に供している。 

   ・平成 25年５月１日より那覇市立病院との連携事業として、市立病院から寄贈された図書を      

「医療・健康情報」コーナーとして設置し、一般の利用に供している。

   ・同施設内に公民館が運営するプラネタリウムがあり、星や宇宙に関する資料を集め「ほしぞ

ら」コーナーとして設置し、一般の利用に供している。

カ 令和７年度特別企画

 各図書館で戦後 80 年や慰霊の日に関連する展示やおはなし会、講演会などを企画している。
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テレイドスコープを作ろう（中央図書館）

秋の読書週間展示（牧志駅前ほしぞら図書館）

高校生ボランティアによる YA コーナーツアー（石嶺図書館）

新春おはなし会（繁多川図書館）

【令和６年度 企画行事】

【定例おはなし会日程】

内容：ボランティア又は職員によるおはなし会・折り紙・工作等

日 時 間

中央図書館 

第１土曜日 午前10時 30分 ～ 午前 11時

第２・４日曜日 午前10時 30分 ～ 午前 11時 

第３土曜日 午後２時 ～ 午後２時30分 

牧志駅前ほし

ぞら図書館 
第１・２・３ 日曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分

小禄南図書館 第２・４土曜日 午前10時 ～ 午前10時 30分

首里図書館 毎週 土曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分

若狭図書館 第２・４土曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分

石嶺図書館 第１・３土曜日 午前10時 30分 ～ 午前11時

繁多川図書館

毎週水曜日（第３水曜日

を除く） 
午前10時 ～ 午前12時 

第２・４土曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分

テレイドスコープを作ろう（中央図書館）

秋の読書週間展示（牧志駅前ほしぞら図書館）

高校生ボランティアによる YA コーナーツアー（石嶺図書館）

新春おはなし会（繁多川図書館）

【令和６年度 企画行事】

【定例おはなし会日程】

内容：ボランティア又は職員によるおはなし会・折り紙・工作等

日 時 間

中央図書館 

第１土曜日 午前10時 30分 ～ 午前 11時

第２・４日曜日 午前10時 30分 ～ 午前 11時 

第３土曜日 午後２時 ～ 午後２時30分 

牧志駅前ほし

ぞら図書館 
第１・２・３ 日曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分

小禄南図書館 第２・４土曜日 午前10時 ～ 午前10時 30分

首里図書館 毎週 土曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分

若狭図書館 第２・４土曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分

石嶺図書館 第１・３土曜日 午前10時 30分 ～ 午前11時

繁多川図書館

毎週水曜日（第３水曜日

を除く） 
午前10時 ～ 午前12時 

第２・４土曜日 午前11時 ～ 午前11時 30分
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来館者数・レファレンス件数の推移

来館者数 ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数（調査相談）

単位（人）

貸出冊数

蔵書冊数

貸出冊数・蔵書冊数の推移

貸出冊数 蔵書冊数

単位（冊）

単位（件）

令和６年度那覇市立図書館利用状況（対前年度比較）

館 名

貸出冊数 蔵書数 来館者数

令和

５年度

令和

６年度
前年度比

令和

５年度

令和

６年度
前年度比

令和

５年度

令和

６年度
前年度比

中央図書館

牧志駅前ほし

ぞら図書館

小禄南図書館

首里図書館

若狭図書館

石嶺図書館

繁多川図書館

全館計

貸出冊数・蔵書冊数・来館者数・レファレンス（調査相談）件数の 年間の推移

貸出冊数 （市民一人あたり） 蔵書冊数 （市民一人あたり） 来館者数
ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数

（調査相談）



－ 73－

473,736 469,305 461,326
450,954

398,773

250,228 213,536

287,352
301,261

362,526

941
907

1,081
1,012

961 648
589

591 647 675

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06

来館者数・レファレンス件数の推移

来館者数 ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数（調査相談）

単位（人）

貸出冊数

蔵書冊数

貸出冊数・蔵書冊数の推移

貸出冊数 蔵書冊数

単位（冊）

単位（件）

令和６年度那覇市立図書館利用状況（対前年度比較）

館 名

貸出冊数 蔵書数 来館者数

令和

５年度

令和

６年度
前年度比

令和

５年度

令和

６年度
前年度比

令和

５年度

令和

６年度
前年度比

中央図書館

牧志駅前ほし

ぞら図書館

小禄南図書館

首里図書館

若狭図書館

石嶺図書館

繁多川図書館

全館計

貸出冊数・蔵書冊数・来館者数・レファレンス（調査相談）件数の 年間の推移

貸出冊数 （市民一人あたり） 蔵書冊数 （市民一人あたり） 来館者数
ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数

（調査相談）
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（５）人材育成支援センターまーいまーい

ア 運営目標

沖縄振興や観光振興などに役立つ人材の育成を図るとともに、市民の学習・交流活動を支援する

ための拠点施設となることを目指す。「人材育成機能」、「ライブラリー機能」、「コミュニティ機能」

を備えた施設として運営する。

イ 沿革

人材育成支援センターまーいまーい は、平成 年７月策定の「那覇市人材育成施設（社会

教育施設等）整備基本構想」の考えに基づき、真和志南地区に整備し、平成 年８月 日に工事

着工。令和元年 月８日に竣工した。１階に図書室や会議室等、２階にホールや研修室等を備え

た那覇市初の人材育成支援施設として整備し、令和２年４月１日に設置した（４月１日、図書室以

外の施設を先行開館。４月５日、開館式を実施し、図書室も開室。）。

ウ 運営方針

ｱ 人材育成機能

人材育成支援センターまーいまーい は、各種講座の開催や商用利用を含めた市民（企業等

を含む）への施設の提供を通じ、国際化などの社会情勢に柔軟に対応できる人材の育成を図る。

主催講座の実施

・語学習得関連講座

・国際相互理解増進に関する講座

・独自文化継承・発信に関する講座

・市民の学習・交流等の促進に関する講座

商用利用を含めた市民（企業等を含む）への施設の提供

・各種サークル活動や地域活動等の利用

・企業や法人等の研修や会議、異業種交流会等の商用利用

・市民の学習・交流イベント、産業振興等に資するイベント等の利用

ｲ ライブラリー機能

郷土、観光・経済、語学など特色ある専門性の高い図書資料等を中心に整備し、国際的に通用

する人材の育成と国際相互理解を目的とした図書サービスの提供をおこなう。また、市内におけ

る市立図書館との連携を図ることで、市民の利便性を高める。

特色のある蔵書構成

・郷土、観光・経済、語学、国際相互理解、国際交流、留学情報等、専門性の高い図書・ＡＶコ

ンテンツ等の整備

国際相互理解・交流

・幼児期からの国際相互理解を念頭に置いた外国語絵本、洋書等の充実と、関連行事の実施

地域への図書サービス

・図書資料の貸出・閲覧、レファレンスサービス、おはなし会等、本市の市立図書館と同水準

程度のサービスの提供

ｳ コミュニティ機能

人材育成支援センターまーいまーい は、市民と外国人との交流、地域関係団体との連携に

よる地域づくり活動の促進や市民の学習・交流活動の支援を行い、地域コミュニティづくりに寄

与する。

市民と外国人との交流機会の提供による国際相互理解促進
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センター利用団体や各種地域団体（まちづくり協議会・自治会・ＰＴＡ・子ども会・青年団・

婦人会・老人会等）、ＮＰＯ、関係機関等との連携による地域づくり活動の促進

地域関連講座、ビジネス関連講座、ＩＴ活用講座、公民館類似講座など、市民の学習・交流活

動を支援する各種講座の開催を通じた、地域人材の発掘・育成と協働関係づくり

エ 施設の利用

ｱ 会議室等の利用

原則、市内に在住、在勤、在学する個人、サークル等の団体及び企業・法人等は商用利用を

含め利用できる。

会議室等の利用手続き

・ 利用の申請は、利用する日の前月の初日から受け付ける。

・ 利用の変更又は取り消しは、利用する日の前日までに申請しなければならない。

・ 利用許可を受けた者は、利用する際、使用料を納付しなければならない。

・ 利用許可を受けた者は、人材育成支援センターまーいまーい の利用の権利を他に譲

渡したり転貸してはならない。

ｂ 開館時間 午前９時 ～ 午後 時

ｃ 休館日 国民の祝日に関する法律第２条に定める国民の祝日、慰霊の日（６月 日）、年末

年始（ 月 日～翌年の１月３日）

ｲ 図書室の利用（貸出）

原則、市内に在住、在勤、在学する個人、市内の事業所、機関又は団体等

開室時間

曜日 開 室 時 間

月～木 午前 時 ～ 午後７時 分

土 〃 ～ 午後６時 分

日 〃 ～ 午後５時 分

ｃ 休室日

毎週金曜日（金曜日が祝日にあたる場合は、前日の木曜日も休室）、毎月第３水曜日、国民の

祝日に関する法律第３条に定める休日（文化の日を除く）、慰霊の日（６月 日）、年末年始

（ 月 日～翌年の１月４日）、特別整理期間（年間 日以内）

（５）人材育成支援センターまーいまーい

ア 運営目標

沖縄振興や観光振興などに役立つ人材の育成を図るとともに、市民の学習・交流活動を支援する

ための拠点施設となることを目指す。「人材育成機能」、「ライブラリー機能」、「コミュニティ機能」

を備えた施設として運営する。

イ 沿革

人材育成支援センターまーいまーい は、平成 年７月策定の「那覇市人材育成施設（社会

教育施設等）整備基本構想」の考えに基づき、真和志南地区に整備し、平成 年８月 日に工事

着工。令和元年 月８日に竣工した。１階に図書室や会議室等、２階にホールや研修室等を備え

た那覇市初の人材育成支援施設として整備し、令和２年４月１日に設置した（４月１日、図書室以

外の施設を先行開館。４月５日、開館式を実施し、図書室も開室。）。

ウ 運営方針

ｱ 人材育成機能

人材育成支援センターまーいまーい は、各種講座の開催や商用利用を含めた市民（企業等

を含む）への施設の提供を通じ、国際化などの社会情勢に柔軟に対応できる人材の育成を図る。

主催講座の実施

・語学習得関連講座

・国際相互理解増進に関する講座

・独自文化継承・発信に関する講座

・市民の学習・交流等の促進に関する講座

商用利用を含めた市民（企業等を含む）への施設の提供

・各種サークル活動や地域活動等の利用

・企業や法人等の研修や会議、異業種交流会等の商用利用

・市民の学習・交流イベント、産業振興等に資するイベント等の利用

ｲ ライブラリー機能

郷土、観光・経済、語学など特色ある専門性の高い図書資料等を中心に整備し、国際的に通用

する人材の育成と国際相互理解を目的とした図書サービスの提供をおこなう。また、市内におけ

る市立図書館との連携を図ることで、市民の利便性を高める。

特色のある蔵書構成

・郷土、観光・経済、語学、国際相互理解、国際交流、留学情報等、専門性の高い図書・ＡＶコ

ンテンツ等の整備

国際相互理解・交流

・幼児期からの国際相互理解を念頭に置いた外国語絵本、洋書等の充実と、関連行事の実施

地域への図書サービス

・図書資料の貸出・閲覧、レファレンスサービス、おはなし会等、本市の市立図書館と同水準

程度のサービスの提供

ｳ コミュニティ機能

人材育成支援センターまーいまーい は、市民と外国人との交流、地域関係団体との連携に

よる地域づくり活動の促進や市民の学習・交流活動の支援を行い、地域コミュニティづくりに寄

与する。

市民と外国人との交流機会の提供による国際相互理解促進
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【人材育成支援センターまーいまーい 使用料一覧】

区分 部屋名
１時間の使用料 円

区分 部屋名
１時間の使用料 円

室料 冷房料 室料 冷房料

通常料金 会議室 分の８減免

非営利のサ

ー ク ル 活 動

等

会議室

調理実習室 調理実習室

和室 和室

ホール ホール

スタジオ スタジオ

研修室 研修室

学習室 学習室

講師控室 講師控室

分の５減免

（本市共催及

び営利の高校

生以下・ 歳

以上・障がい

者の団体）

会議室 分の９減免

非営利の

歳以上・障が

い者の団体

会議室

調理実習室 調理実習室

和室 和室

ホール ホール

スタジオ スタジオ

研修室 研修室

学習室 学習室

講師控室 講師控室

※本市主催、公共団体または公共的団体、非営利の高校生以下の団体の利用については全額免除

【図書室の定例おはなし会】

団体名 曜日 時間

法人 沖縄児童英語研究会（ ） 毎月第３土曜日 午前 時 分～午前 時

読み聞かせボランティア すみれの会 毎月第４土曜日 午前 時 分～午前 時

※臨時的に曜日、時間を変更する場合がある。

【会議室等の利用者数】 （単位：人）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

※令和２～４年度は、新型コロナウイルスの影響による臨時休館や利用制限を行った（令和４年度

は利用制限のみ）。

【図書室の利用状況】

貸出冊数（冊） 蔵書数（冊） 来室者数（人）
ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数

（調査相談）

令和２年度（※１）

令和３年度（※１） ８

令和４年度（※２） ６

令和５年度 ７

令和６年度 ８

※１ 令和２、３年度は、新型コロナウイルスの影響による臨時休館や利用制限を行った。

※２ 令和４年度は、図書館システム障害の影響による貸出制限を行った。
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【各種講座、おはなし会など】 （単位：回、人）

事業名

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

実施

回数

参加

者数

実施

回数

参加

者数

実施

回数

参加

者数

実施

回数

参加

者数

実施

回数

参加

者数

委託講座（外国語）

（※１）

直営講座（※２） －
－ １ －

直営講座（沖縄大

学連携）（※２）
１ －

２

２

－

－
３

定例おはなし会 － － － － － －

特別おはなし会 － － １ ４ ５ ７

各種行事（交流会、

フェスティバル）
－ － － － ２ 約 ２ 約 ２ 約

※１ 令和２、３年度は、新型コロナウイルスの影響によりオンライン講座として実施した。

令和４、５年度は、対面講座として実施したが、オンラインでの受講も可とした。（ ）内はオンラ

イン参加者数であり、内数である。

令和６年度から沖縄振興特別推進交付金を活用して実施。

※２ 令和２年度は、新型コロナウイルスの影響により動画配信にて実施のため、参加者数は「－」とし

ている。

令和３、４年度の（ ）内は、新型コロナウイルスの影響により動画配信にて実施した分であり、

内数である。

２ 生涯学習関連事業の充実

（１）生涯学習に関する計画の整備

ア 那覇市生涯学習推進計画

令和６年度に策定した第３次那覇市生涯学習推進計画に基づき、生涯学習に関する施策を推進す

る。

イ 那覇市子どもの読書活動推進計画

子どもたちの読書環境を計画的に整備し、発達段階に応じた読書活動を推進するため、令和５年

度に策定した第４次那覇市子どもの読書活動推進計画に基づき、本市の子どもの読書活動を推進す

る。

ウ なーふぁぬわらび・わかむん計画（那覇市子ども・若者計画）

子ども・若者育成支援推進法に基づく「市町村子ども・若者計画」として第２次なーふぁぬわら

び・わかむん計画を令和３年度に策定。本計画に基づき、子ども・若者育成施策を推進する。

（２）生涯学習に関する審議会等の開催

ア 生涯学習推進協議会

学識経験者、関係団体の代表等による那覇市生涯学習推進協議会を開催し、生涯学習推進施策

に関する調査審議等を行う。

イ 社会教育委員の会議

社会教育行政に広く地域の意見等を反映させるため、社会教育法に基づき、社会教育委員の会

議を開催し、社会教育に関する重要事項に関する審議等を行う。

【人材育成支援センターまーいまーい 使用料一覧】

区分 部屋名
１時間の使用料 円

区分 部屋名
１時間の使用料 円

室料 冷房料 室料 冷房料

通常料金 会議室 分の８減免

非営利のサ

ー ク ル 活 動

等

会議室

調理実習室 調理実習室

和室 和室

ホール ホール

スタジオ スタジオ

研修室 研修室

学習室 学習室

講師控室 講師控室

分の５減免

（本市共催及

び営利の高校

生以下・ 歳

以上・障がい

者の団体）

会議室 分の９減免

非営利の

歳以上・障が

い者の団体

会議室

調理実習室 調理実習室

和室 和室

ホール ホール

スタジオ スタジオ

研修室 研修室

学習室 学習室

講師控室 講師控室

※本市主催、公共団体または公共的団体、非営利の高校生以下の団体の利用については全額免除

【図書室の定例おはなし会】

団体名 曜日 時間

法人 沖縄児童英語研究会（ ） 毎月第３土曜日 午前 時 分～午前 時

読み聞かせボランティア すみれの会 毎月第４土曜日 午前 時 分～午前 時

※臨時的に曜日、時間を変更する場合がある。

【会議室等の利用者数】 （単位：人）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

※令和２～４年度は、新型コロナウイルスの影響による臨時休館や利用制限を行った（令和４年度

は利用制限のみ）。

【図書室の利用状況】

貸出冊数（冊） 蔵書数（冊） 来室者数（人）
ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数

（調査相談）

令和２年度（※１）

令和３年度（※１） ８

令和４年度（※２） ６

令和５年度 ７

令和６年度 ８

※１ 令和２、３年度は、新型コロナウイルスの影響による臨時休館や利用制限を行った。

※２ 令和４年度は、図書館システム障害の影響による貸出制限を行った。
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ウ 青少年問題協議会

地方青少年問題協議会法に基づく条例で設置された協議会で、青少年に関する総合的施策の重要

事項を調査審議することや関係行政機関の相互連絡調整を図る。

（３）生涯学習情報提供システムの整備

市民の多種多様な学習ニーズに的確に対応し支援するため、必要な学習情報を収集・整理し、イン

ターネットを利用した生涯学習情報を提供する。那覇市では「あけもどろネット」の中で、市内の各

施設で開催されるイベント・講座情報を掲載した「生涯学習メニュー」や生涯学習出前講座の情報な

どを提供している。（生涯学習メニューブックとして冊子でも配布予定）

【あけもどろネット】

また、沖縄県の生涯学習情報提供システム（まなびネットおきなわ）の構築に伴い、全県的な情報

の提供が可能になったことから、那覇市の生涯学習情報を同システムへ提供することにより、一層の

生涯学習の振興に寄与する。

【まなびネットおきなわ】

（４）社会教育関係団体の育成･支援

那覇市ＰＴＡ連合会や那覇市女性連合会、那覇市子ども会育成連絡協議会等の社会教育関係団体及

び各種学習グループ等を支援し、その自主的な運営を促進するとともに、相互の連携強化を図る。ま

た、市民による地域づくり活動の充実強化を図るための指導者情報の収集及び提供を行う。

（５）那覇市社会教育功労者等表彰

那覇市における社会教育活動を推進するため、多年にわたり社会教育の普及または振興に功績のあ

った個人及び団体を表彰する。日頃の優れた社会教育実践活動を市民に広め、さらに今後の本市の社

会教育の発展を図る。

（６）各種団体との連携による生涯学習関連事業の充実

ア 那覇市子育て支援ブックスタート事業

絵本を介して親子の触れ合いを高め、親がゆとりを持ち安心して子育てができることにより、赤

ちゃんの心と体が豊かに育つことを目的に実施している。事業の実施にあたり、地域保健課、こど

も教育保育課、市立図書館と連携し、那覇市ともかぜ振興会館での乳児健診（９～ ヶ月）の会

場で、直接赤ちゃんと保護者へ、読み聞かせのアドバイスと絵本のプレゼントを行っている。

イ 那覇市森の家みんみん管理運営事業（平成 年度より指定管理者制度導入）

森の家みんみんは、那覇市内に残された自然を活かし、子どもたちが自然体験・社会体験活動を

行うための宿泊研修施設として平成 年に末吉公園内にオープン、供用開始された。

「親子で森の遠足」や、夏休み特別企画「キッズマンデープロジェクト」等、末吉の森を有効活

用した各種事業を展開しており、自然に親しみ、自然に学ぶといった、五感を使った体験を通し、

利用する子ども達が自然を大切にする心を育むようになることが期待できる本施設の活用の促進を

図る。

・対象者 子どものグループ（引率者が必要）又は青少年育成関係者で８人以上の団体

・利用時間 午前９時～午後９時まで 要予約 （問合せ 午前９時～午後６時の間）

・休館日 毎週火曜日と年末年始（ 月 日～翌年の１月３日） 、旧盆３日間

・ＨＰアドレス
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森の家みんみん利用者数（延べ人数）

ウ 青少年交流推進事業（津波避難ビル内）

那覇市津波避難ビル３階「青少年わいわい広場」の平常時の活用として、青少年を対象に無料で

交流の場（学習スペース、レクリエーションルーム、ダンスルーム、音楽スタジオ、ミーティング

ルーム）の提供や、青少年団体に無償で伝統芸能楽器（三線、太鼓、パーランクー等）の貸出しを

行い、交流・居場所づくりを通して青少年の健全育成を図る。

【利用時間】

【休業日】 毎週水曜日、祝日、慰霊の日、年末年始（ 月 日～翌年の１月３日）

【利用延べ人数】

（７）生涯学習を支える人材の育成

ア 専門知識を有する人材の育成

社会教育行政職員及び生涯学習関係職員の研修の充実に努めるとともに、ＮＰＯや地域団体等と

生涯学習関係職員との相互交流、意見交換の場の確保等により、生涯学習を支える人材の育成に努

める。

イ ボランティア活動の支援

ボランティア活動を支援するために、ＮＰＯ団体等から必要な情報を収集して、積極的に市民へ

提供するよう努める。

３ 地域コミュニティ活動の充実

（１）自治公民館

ア 概要

自治公民館では、地域住民による自主的な学習活動や伝統行事（祭事など）等が催されているが、

教育委員会事務局及び市内に設置された７館の公立公民館との関わりを大切にして、新たなコミュ

ニティ形成に取り組んでいる。

年度 宿泊利用者数（延べ） 日帰り利用者数（延べ） 利用者数（延べ）

令和４年度 人 人 人

令和５年度 人 人 人

令和６年度 人 人 人

曜日 利用時間

月曜日～金曜日（水曜日を除く） 午後１時～午後７時

学校休業日の月曜日～金曜日（水曜日を除く）

（春季・夏季・秋季・冬季）
午前９時～午後７時

土曜日・日曜日 午前９時～午後５時

年度 利用延べ人数

令和４年度 人

令和５年度 人

令和６年度 人

ウ 青少年問題協議会

地方青少年問題協議会法に基づく条例で設置された協議会で、青少年に関する総合的施策の重要

事項を調査審議することや関係行政機関の相互連絡調整を図る。

（３）生涯学習情報提供システムの整備

市民の多種多様な学習ニーズに的確に対応し支援するため、必要な学習情報を収集・整理し、イン

ターネットを利用した生涯学習情報を提供する。那覇市では「あけもどろネット」の中で、市内の各

施設で開催されるイベント・講座情報を掲載した「生涯学習メニュー」や生涯学習出前講座の情報な

どを提供している。（生涯学習メニューブックとして冊子でも配布予定）

【あけもどろネット】

また、沖縄県の生涯学習情報提供システム（まなびネットおきなわ）の構築に伴い、全県的な情報

の提供が可能になったことから、那覇市の生涯学習情報を同システムへ提供することにより、一層の

生涯学習の振興に寄与する。

【まなびネットおきなわ】

（４）社会教育関係団体の育成･支援

那覇市ＰＴＡ連合会や那覇市女性連合会、那覇市子ども会育成連絡協議会等の社会教育関係団体及

び各種学習グループ等を支援し、その自主的な運営を促進するとともに、相互の連携強化を図る。ま

た、市民による地域づくり活動の充実強化を図るための指導者情報の収集及び提供を行う。

（５）那覇市社会教育功労者等表彰

那覇市における社会教育活動を推進するため、多年にわたり社会教育の普及または振興に功績のあ

った個人及び団体を表彰する。日頃の優れた社会教育実践活動を市民に広め、さらに今後の本市の社

会教育の発展を図る。

（６）各種団体との連携による生涯学習関連事業の充実

ア 那覇市子育て支援ブックスタート事業

絵本を介して親子の触れ合いを高め、親がゆとりを持ち安心して子育てができることにより、赤

ちゃんの心と体が豊かに育つことを目的に実施している。事業の実施にあたり、地域保健課、こど

も教育保育課、市立図書館と連携し、那覇市ともかぜ振興会館での乳児健診（９～ ヶ月）の会

場で、直接赤ちゃんと保護者へ、読み聞かせのアドバイスと絵本のプレゼントを行っている。

イ 那覇市森の家みんみん管理運営事業（平成 年度より指定管理者制度導入）

森の家みんみんは、那覇市内に残された自然を活かし、子どもたちが自然体験・社会体験活動を

行うための宿泊研修施設として平成 年に末吉公園内にオープン、供用開始された。

「親子で森の遠足」や、夏休み特別企画「キッズマンデープロジェクト」等、末吉の森を有効活

用した各種事業を展開しており、自然に親しみ、自然に学ぶといった、五感を使った体験を通し、

利用する子ども達が自然を大切にする心を育むようになることが期待できる本施設の活用の促進を

図る。

・対象者 子どものグループ（引率者が必要）又は青少年育成関係者で８人以上の団体

・利用時間 午前９時～午後９時まで 要予約 （問合せ 午前９時～午後６時の間）

・休館日 毎週火曜日と年末年始（ 月 日～翌年の１月３日） 、旧盆３日間

・ＨＰアドレス
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イ 自治公民館講座の沿革

ｱ 昭和 年 月 日那覇教育区教育委員会は「那覇教育区公民館の設置及び管理に関する規

則」（規則第 号）を制定し同規則に基づき、 館の自治公民館を選び那覇教育区公民館とし

て指定した。これにより、那覇教育区教育委員会の主催事業及び補助事業として、学級や講座が

開設され、公民館活動が展開された。

ｲ 昭和 年５月 日の日本復帰に伴って、 館の那覇教育区公民館は、社会教育法の適用に

より、公民館類似施設として位置づけられ、那覇市教育委員会の補助を受けて自治公民館講座

を開設。地域住民の趣味・教養・健康に関する学習、地域課題に関する学習の他、地域コミュニ

ティの活性化につながる様々な学習活動が行われた。

（２）地域と地区公民館の連携

ア 中央公民館は、与儀小学校区全域を対象とし、その住民（在勤者を含む）をもって構成する「那

覇市与儀小学校区まちづくり協議会」と連携し、協議会の目的である「住民主体の活動を通じて交

流を深めながら、地域の課題に地域が一体となって取り組み、楽しくつながって安心・安全で住み

よいまちづくりの推進を図る」ための行事等に参加している。

イ 小禄南公民館は、小禄地区自治会連合会や小禄地区老人クラブ連合会、小禄・垣花小中学校ＰＴ

Ａ連絡協議会他 団体で構成されている「うるく地域づくり連絡協議会」と連携し、小禄地域にお

ける伝統文化の継承及び復活を図り、地域住民の福祉と相互の親睦を図るための行事等で連携を行

っている。

ウ 首里公民館と石嶺公民館は、「より住みよい町にするための首里ネットワーク」の事務局を輪番制

で担当し、首里地区にある施設・機関がお互いの情報交換や連携を図ることにより、地域住民に対

するサービスの向上及び地域活性化を図るための協議会を開催している。

エ 繁多川公民館に、真和志自治会長連絡協議会の下部組織である「真和志地区地域活性化委員会」

の事務局が設置され、真和志地区の教育力の向上を図るとともに、青少年健全育成、地域の後継者

育成、高齢者の生きがいづくり等の事業を通して連携を行っている。

オ 繁多川公民館に、「識名園友遊会実行委員会」の事務局が設置され、世界遺産・国指定特別名勝「識

名園」を主会場とし、青少年団体等による伝統芸能の発表で構成する識名園友遊会の開催を通して

地域連携を行っている。

カ 校区まちづくり協議会の設立やその活動を支援し、自治会やＰＴ Ｃ Ａ及び地域で活動する個人・

企業等と連携して地域コミュニティの活性化を図る。

キ 若狭公民館は、若狭・曙・天妃・那覇の各小学校区まちづくり協議会との連携、また地域在住外

国人と地域住民の交流創出の場として、地域コミュニティの形成及び生き甲斐づくりに取り組んで

いる。

４ 地域との連携による青少年健全育成

（１）那覇市青少年健全育成市民会議との連携

那覇市青少年健全育成市民会議は、昭和 年７月 日に結成され、市の青少年健全育成施策と呼

応して、次代を担う青少年の健全育成を図ることを目的とした組織である。

本市から団体補助金を交付するとともに、連携しながら活動を支援する。
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ア 那覇市少年の主張大会

中学生が、日常生活を通じて日頃考えていることについ

て、中学生らしい自由でユニークな発想を飾り気のない

言葉で発表する大会。広く社会に訴えることにより、中

学生に社会の一員としての自覚を促すと共に、少年の健

全育成に対する一般の理解と協力を深める契機にするこ

とを目的として実施している。

イ 那覇市少年自然体験

那覇市立森の家みんみんでの自然体験学習。児童生徒

が、森の家みんみんでの交流・自然体験を通して視野を

広げ、リーダーとしての資質を育むことにより、地域社

会に貢献する青少年の育成を図る。

ウ 青少年健全育成綱引き大会

余暇の有意義活用として、運動することによって健康な

心身を育み、小学生・中学生・大人と異年齢が交わるチー

ムを構成して参加することにより、縦・横のふれあい、つ

ながりをつくる機会とし、各中学校区青少年健全育成協議

会の親善を図る。

エ 早くお家へ帰ろう「Ｇｏ家運動の推進」

子どもたちの深夜徘徊防止と健全育成を目的とし早くお家

へ帰ろう「Ｇｏ家（ゴーヤー）運動」を展開している。

沖縄の言葉で「家」のことを「ヤー」と言い、その言葉に英

語のＧＯ（ゴー）「行く」をかけて「Ｇｏ家（ゴーヤー）（お家

へ帰ろう）」と呼びかけることで子どもたちを事件事故から守

ることを目的に、深夜徘徊防止の「Ｇｏ家運動」を推進してい

る。

（２）なは青年祭の支援

那覇青年育成連合会が主催する「なは青年祭」へ補助金を

交付するなど、開催に向けた支援を行う。なは青年祭を通し

て、市内の青年団体等の連携が図られ、人材育成に寄与し地

域活性化の取組に発展することを目的としている。

イ 自治公民館講座の沿革

ｱ 昭和 年 月 日那覇教育区教育委員会は「那覇教育区公民館の設置及び管理に関する規

則」（規則第 号）を制定し同規則に基づき、 館の自治公民館を選び那覇教育区公民館とし

て指定した。これにより、那覇教育区教育委員会の主催事業及び補助事業として、学級や講座が

開設され、公民館活動が展開された。

ｲ 昭和 年５月 日の日本復帰に伴って、 館の那覇教育区公民館は、社会教育法の適用に

より、公民館類似施設として位置づけられ、那覇市教育委員会の補助を受けて自治公民館講座

を開設。地域住民の趣味・教養・健康に関する学習、地域課題に関する学習の他、地域コミュニ

ティの活性化につながる様々な学習活動が行われた。

（２）地域と地区公民館の連携

ア 中央公民館は、与儀小学校区全域を対象とし、その住民（在勤者を含む）をもって構成する「那

覇市与儀小学校区まちづくり協議会」と連携し、協議会の目的である「住民主体の活動を通じて交

流を深めながら、地域の課題に地域が一体となって取り組み、楽しくつながって安心・安全で住み

よいまちづくりの推進を図る」ための行事等に参加している。

イ 小禄南公民館は、小禄地区自治会連合会や小禄地区老人クラブ連合会、小禄・垣花小中学校ＰＴ

Ａ連絡協議会他 団体で構成されている「うるく地域づくり連絡協議会」と連携し、小禄地域にお

ける伝統文化の継承及び復活を図り、地域住民の福祉と相互の親睦を図るための行事等で連携を行

っている。

ウ 首里公民館と石嶺公民館は、「より住みよい町にするための首里ネットワーク」の事務局を輪番制

で担当し、首里地区にある施設・機関がお互いの情報交換や連携を図ることにより、地域住民に対

するサービスの向上及び地域活性化を図るための協議会を開催している。

エ 繁多川公民館に、真和志自治会長連絡協議会の下部組織である「真和志地区地域活性化委員会」

の事務局が設置され、真和志地区の教育力の向上を図るとともに、青少年健全育成、地域の後継者

育成、高齢者の生きがいづくり等の事業を通して連携を行っている。

オ 繁多川公民館に、「識名園友遊会実行委員会」の事務局が設置され、世界遺産・国指定特別名勝「識

名園」を主会場とし、青少年団体等による伝統芸能の発表で構成する識名園友遊会の開催を通して

地域連携を行っている。

カ 校区まちづくり協議会の設立やその活動を支援し、自治会やＰＴ Ｃ Ａ及び地域で活動する個人・

企業等と連携して地域コミュニティの活性化を図る。

キ 若狭公民館は、若狭・曙・天妃・那覇の各小学校区まちづくり協議会との連携、また地域在住外

国人と地域住民の交流創出の場として、地域コミュニティの形成及び生き甲斐づくりに取り組んで

いる。

４ 地域との連携による青少年健全育成

（１）那覇市青少年健全育成市民会議との連携

那覇市青少年健全育成市民会議は、昭和 年７月 日に結成され、市の青少年健全育成施策と呼

応して、次代を担う青少年の健全育成を図ることを目的とした組織である。

本市から団体補助金を交付するとともに、連携しながら活動を支援する。
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ひやみかち なはウォーク

第２節 どこでも誰でも生涯スポーツができるまちをつくる

重点目標

本市では「どこでも誰でも生涯スポーツができるまち ＮＡＨＡ」を目指す将来像に掲げた「那覇市ス

ポーツ推進計画」を 年（平成 年）３月に策定した。

市民一人ひとりが、それぞれのライフスタイルに合わせ、生涯にわたって、スポーツ・レクリエーショ

ンを楽しむことができるように、「市民のライフステージに合わせたスポーツ・レクリエーションの推

進」、「身近でスポーツ・レクリエーションができる環境の整備・充実」、「行政、学校、地域、企業、

スポーツ団体等との連携・協働推進」などに取り組み、「生涯スポーツ社会」の実現を目指す。

施策事業の概要

１ 身近でスポーツ・レクリエーションができる環境の整備・充実

（１）スポーツ推進委員による地域スポーツ教室の開催

地域住民の生涯スポーツの振興と地域のコミュニティづくりに繋がることを目的として、那覇市

スポーツ推進委員が主体となって実施している。

（２）那覇市体育施設、那覇市営奥武山体育施設

那覇市体育施設（那覇市民体育館、那覇市民首里石嶺プール、漫湖公園市民庭球場）や那覇市営奥

武山体育施設（那覇市営奥武山野球場、那覇市営奥武山屋内運動場、那覇市営奥武山トレーニング室）

の整備により、市民のニーズに応えるスポーツ教室・各種スポーツ大会の開催やプロ野球観戦、スポ

ーツ･レクリエーション活動の場として、健康づくり･体力づくり等の拠点施設としての充実が図られ

ている。

２ 市民のライフステージに合わせたスポーツ・レクリエーションの推進

（１）各種事業の展開

ウォーキング大会、体力測定会等のスポーツイベントを

開催し、市民がスポーツやレクリエーションを楽しみなが

ら体力の向上を図る機会を設けている。また、地域スポー

ツ教室の開催やレクリエーション活動への指導員派遣を行

い、あらゆる世代で生涯スポーツに親しむ機会を提供して

いる。

種目別･世代層･技術の修得レベルや体力レベルに対応し

た競技大会及びスポーツ教室の開催やレクリエーション活

動を展開し、市民がそれぞれのライフスタイルに合わせ、

生涯にわたってスポーツ・レクリエーションを楽しむこと

のできるよう環境を整える。

３ 人材育成と指導者の確保

（１）人材育成

ア スポーツ推進委員の強化

関係団体等との連携・協力を図りながら、地域でのスポーツ振興を推進するとともに、推進役

を担うスポーツ推進委員の発掘、育成、支援を行う。

（３）各中校区はたちの記念式典の支援

二十歳の節目を祝福・激励するとともに、社会人としての責任

と義務についての自覚を促し、かつ地域活動への参加を奨励する

ため、地域で自主的に行っている式典開催を支援する。

また、今後のより良い式典を考える機会とし、地域協働に寄与

する取り組みの継続発展となるよう「はたちの記念式典パネル展」

を開催する。

（４）善行青少年並びに青少年育成功労者表彰

「なは教育の日式典」において、善行青少年並びに青少年育成功労者を表彰し、広くその功績を讃え

ることで、明るい社会づくりに貢献する人材を育成する。
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第２節 どこでも誰でも生涯スポーツができるまちをつくる

重点目標

本市では「どこでも誰でも生涯スポーツができるまち ＮＡＨＡ」を目指す将来像に掲げた「那覇市ス

ポーツ推進計画」を 年（平成 年）３月に策定した。

市民一人ひとりが、それぞれのライフスタイルに合わせ、生涯にわたって、スポーツ・レクリエーショ

ンを楽しむことができるように、「市民のライフステージに合わせたスポーツ・レクリエーションの推

進」、「身近でスポーツ・レクリエーションができる環境の整備・充実」、「行政、学校、地域、企業、

スポーツ団体等との連携・協働推進」などに取り組み、「生涯スポーツ社会」の実現を目指す。

施策事業の概要

１ 身近でスポーツ・レクリエーションができる環境の整備・充実

（１）スポーツ推進委員による地域スポーツ教室の開催

地域住民の生涯スポーツの振興と地域のコミュニティづくりに繋がることを目的として、那覇市

スポーツ推進委員が主体となって実施している。

（２）那覇市体育施設、那覇市営奥武山体育施設

那覇市体育施設（那覇市民体育館、那覇市民首里石嶺プール、漫湖公園市民庭球場）や那覇市営奥

武山体育施設（那覇市営奥武山野球場、那覇市営奥武山屋内運動場、那覇市営奥武山トレーニング室）

の整備により、市民のニーズに応えるスポーツ教室・各種スポーツ大会の開催やプロ野球観戦、スポ

ーツ･レクリエーション活動の場として、健康づくり･体力づくり等の拠点施設としての充実が図られ

ている。

２ 市民のライフステージに合わせたスポーツ・レクリエーションの推進

（１）各種事業の展開

ウォーキング大会、体力測定会等のスポーツイベントを

開催し、市民がスポーツやレクリエーションを楽しみなが

ら体力の向上を図る機会を設けている。また、地域スポー

ツ教室の開催やレクリエーション活動への指導員派遣を行

い、あらゆる世代で生涯スポーツに親しむ機会を提供して

いる。

種目別･世代層･技術の修得レベルや体力レベルに対応し

た競技大会及びスポーツ教室の開催やレクリエーション活

動を展開し、市民がそれぞれのライフスタイルに合わせ、

生涯にわたってスポーツ・レクリエーションを楽しむこと

のできるよう環境を整える。

３ 人材育成と指導者の確保

（１）人材育成

ア スポーツ推進委員の強化

関係団体等との連携・協力を図りながら、地域でのスポーツ振興を推進するとともに、推進役

を担うスポーツ推進委員の発掘、育成、支援を行う。
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イ スポーツ専門指導員派遣事業

本市の児童・生徒の体力・運動能力の向上、トップレベルのスポーツを体感できる機会の拡充

を図るため、技術及び指導力に優れた指導者を｢スポーツ専門指導員｣として派遣している。

ウ 児童生徒のスポーツ県外派遣補助

本市在住の小学生・中学生が、学校教育活動外のスポーツ活動に参加するため、県外で開催さ

れるスポーツ大会に県または本市の代表として派遣される場合に、その経費（航空運賃・宿泊料）

の一部を補助し、児童生徒の競技力の向上と育成を図る。

エ「那覇市スポーツ少年団」への支援

那覇市体育協会のもとで青少年健全育成を図るため、学校をはじめ、地域の指導者や関係部署、

関係団体等と連携をとり、児童・生徒のスポーツ・レクリエーション活動を地域で支えることを目

的に「那覇市スポーツ少年団」の運営を支援する。

令和６年度実績、 団、団員 人、指導者 人が活動している。

（２）競技力向上及び指導者の育成・確保

ア 那覇市体育協会事業への補助

市民のスポーツ活動の推進、各競技団体の市民スポーツ大会の開催、沖縄県民体育大会への選手

派遣、各競技団体の競技力向上、スポーツ少年団の育成など、那覇市体育協会の事業に対し補助を

行っている。

イ 競技指導者の育成

那覇市体育協会等を通じ、各競技団体における指導者養成の取り組みを奨励するとともに、指

導者資格取得についての啓発や情報提供を行いながら、質の高い指導者の育成・確保を図る。

４ 地域、学校、企業、スポーツ団体等との連携・協働推進

今後も学校や社会教育団体及び指導者組織等とのネットワーク化を推進し、各組織の専門性を活かせ

る体制作りの構築に努めるとともに、スポーツ事業の効果的な展開を図るため地域や関係部署関係団体

との緊密な連携・協力関係を強化する。

（１）ＮＡＨＡマラソンの実施に伴う関係団体との連携・協力

本市では、企業と連携・協力し、「ＮＡＨＡマラソン」を開催している。市民スポーツ課におい

ては、競技部会として「ＮＡＨＡマラソン」の運営に携わっており、各関係団体と連携・協力しな

がら実施している。

（２）ウォーキング推進事業の実施に伴う関係団体との連携・協力

本市では、「健康なは２１」を推進するため、ウォーキングを通し市民一人ひとりの健康意識を

高め、日頃から歩くことを習慣化させ、市民の誰もが健康で心豊かな社会を目指すことを目的に、

那覇市健康ウォーキング推進事業を実施している。

本事業の実施にあたり、本市、那覇市ウォーキング協会、那覇市医師会、那覇市自治会長会連合

会など健康づくりや地域づくりに関わる 団体で構成する実行委員会を設立し、ウォーキング講座

や、ウォーキング大会の開催等、全市民的な事業として取り組んでいる。

（３）那覇市体育協会との連携

那覇市体育協会は市民の健康・体力づくりを推進し、スポーツ精神を培い、スポーツ・レクリエ

ーション活動の普及・振興を図り、本市の体育文化の発展に寄与することを目的として活動してい

る。本市では、多様化・高度化する市民のスポーツニーズに応えるため、那覇市体育協会と連携し

「スポーツの日 スポーツフェスティバル」を開催するなど協働してスポーツ施策に取り組んでいる。
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５ スポーツ教室、大会等

区分 事 業 名
令和４年度 令和５年度 令和６年度

事業数 参加者数 事業数 参加者数 事業数 参加者数

ス
ポ
ー
ツ
教
室

対象：児童・親子

９ ７水泳、ソフトテニス、バドミントン、幼児

体操等

対象：成人

水泳、水中運動、バドミントン、ヨガ、シ

ェイプアップ、

対象：青少年、成人（一般）

地域スポーツ教室

対象：一般、児童

５ ６ ６ウォーキング講座・教室 ウォーキング推進

事業

指
導
者
の
派
遣

スポーツ専門指導員派遣事業

スポーツ・レクリエーション指導者派遣事

業

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
等

スポーツの日

スポーツフェスティバル なは
１ １ １

ひやみかち なは ウォーク １ １ １

ＮＡＨＡマラソン １ １ １

なはＭｉｘスポーツフェスタ １ １ １

イ スポーツ専門指導員派遣事業

本市の児童・生徒の体力・運動能力の向上、トップレベルのスポーツを体感できる機会の拡充

を図るため、技術及び指導力に優れた指導者を｢スポーツ専門指導員｣として派遣している。

ウ 児童生徒のスポーツ県外派遣補助

本市在住の小学生・中学生が、学校教育活動外のスポーツ活動に参加するため、県外で開催さ

れるスポーツ大会に県または本市の代表として派遣される場合に、その経費（航空運賃・宿泊料）

の一部を補助し、児童生徒の競技力の向上と育成を図る。

エ「那覇市スポーツ少年団」への支援

那覇市体育協会のもとで青少年健全育成を図るため、学校をはじめ、地域の指導者や関係部署、

関係団体等と連携をとり、児童・生徒のスポーツ・レクリエーション活動を地域で支えることを目

的に「那覇市スポーツ少年団」の運営を支援する。

令和６年度実績、 団、団員 人、指導者 人が活動している。

（２）競技力向上及び指導者の育成・確保

ア 那覇市体育協会事業への補助

市民のスポーツ活動の推進、各競技団体の市民スポーツ大会の開催、沖縄県民体育大会への選手

派遣、各競技団体の競技力向上、スポーツ少年団の育成など、那覇市体育協会の事業に対し補助を

行っている。

イ 競技指導者の育成

那覇市体育協会等を通じ、各競技団体における指導者養成の取り組みを奨励するとともに、指

導者資格取得についての啓発や情報提供を行いながら、質の高い指導者の育成・確保を図る。

４ 地域、学校、企業、スポーツ団体等との連携・協働推進

今後も学校や社会教育団体及び指導者組織等とのネットワーク化を推進し、各組織の専門性を活かせ

る体制作りの構築に努めるとともに、スポーツ事業の効果的な展開を図るため地域や関係部署関係団体

との緊密な連携・協力関係を強化する。

（１）ＮＡＨＡマラソンの実施に伴う関係団体との連携・協力

本市では、企業と連携・協力し、「ＮＡＨＡマラソン」を開催している。市民スポーツ課におい

ては、競技部会として「ＮＡＨＡマラソン」の運営に携わっており、各関係団体と連携・協力しな

がら実施している。

（２）ウォーキング推進事業の実施に伴う関係団体との連携・協力

本市では、「健康なは２１」を推進するため、ウォーキングを通し市民一人ひとりの健康意識を

高め、日頃から歩くことを習慣化させ、市民の誰もが健康で心豊かな社会を目指すことを目的に、

那覇市健康ウォーキング推進事業を実施している。

本事業の実施にあたり、本市、那覇市ウォーキング協会、那覇市医師会、那覇市自治会長会連合

会など健康づくりや地域づくりに関わる 団体で構成する実行委員会を設立し、ウォーキング講座

や、ウォーキング大会の開催等、全市民的な事業として取り組んでいる。

（３）那覇市体育協会との連携

那覇市体育協会は市民の健康・体力づくりを推進し、スポーツ精神を培い、スポーツ・レクリエ

ーション活動の普及・振興を図り、本市の体育文化の発展に寄与することを目的として活動してい

る。本市では、多様化・高度化する市民のスポーツニーズに応えるため、那覇市体育協会と連携し

「スポーツの日 スポーツフェスティバル」を開催するなど協働してスポーツ施策に取り組んでいる。
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区分 事 業 名
令和４年度 令和５年度 令和６年度

事業数 参加者数 事業数 参加者数 事業数 参加者数

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
等

那
覇
市
体
育
協
会

スポーツ少年団スポーツ大会 ９

キンボールスポーツ大会 （那覇市

長杯）
大会中止 １ １

那覇市民グラウンドゴルフ交流大会 大会中止 １ １

那覇市長杯ダブルステニストーナメ

ント
１ １ １

那覇市シングルステニストーナメン

ト
１ １ １

那覇市メンズチーム対抗テニストー

ナメント
１ １ １

那覇市レディースチーム対抗テニス

トーナメント
１ １ １

那覇市ミックスチーム対抗テニスト

ーナメント
１ １ １

那覇市民テニス大会 １ １ １

テニス競技 県体選手選考会 １ １ １

ソフトテニス県体選手選考会 １ １ １

那覇市長杯ソフトテニス大会 １ １ １

那覇市中学生・高校生ソフトテニス大会 １ １ １

会長杯バドミントン大会

大会中止 １ １
（兼県体選手選考会）

那覇市バドミントン選手権大会 １ １ １

新春バドミントン大会 １ １ １

那覇市民卓球大会（個人）

１ １ １
（兼県体選手選考会）

那覇市民卓球大会（団体戦） １ １ １

那覇市民卓球大会（ダブルス団体

戦）
１ １ １

那覇市民バレーボール大会（女子）

１ １ ２
（兼県体選手選考会）

那覇市民バレーボール大会（男子）

大会中止 １ ２
（兼県体選手選考会）
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区分 事 業 名 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 

事業数 参加者数 事業数 参加者数 事業数 参加者数

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
等

那
覇
市
体
育
協
会

那覇市長杯争奪サッカー大会 １ 780 １ 1,080 １ 1,060

那覇市民フットサル交流大会 １ 580 １ 680 １ 540

ボウリング競技 県体選手選考会 １ 20 １ 12 １ 17

陸上競技 県体選手選考会 １ 15 １ 10 １ 10

那覇市空手道古武道選手権大会 

１ 100 １ 100 １ 100
（兼県体選手選考会） 

那覇市空手道選手権大会 １ 314 １ 25 １ 290

那覇市幼少年剣道練成大会 １ 80 １ 78 １ 60

６ 社会体育施設

（１）那覇市民体育館 

所在地   那覇市字識名1227 番地（識名公園内）   TEL 853-6979（管理事務所） 

指定管理者 特定非営利活動法人 那覇市体育協会 

開 館   昭和 62年４月１日 

施設内容 

建築面積 5,278㎡  競技面積 （メインアリーナ）2,586㎡ （サブアリーナ）909㎡ 

・メイン、サブアリーナ ・トレーニングルーム ・会議室 ・多目的室（兼卓球室） ・控室 

   ・ステージ ・観覧席 ・更衣室 

【利用時間】 午前９時～午後９時 

(更衣室を除く) 

（準備から片付け時間まで含む） 

午前９時～午後９時30分 

(更衣室) 

【休館日】  毎月第２・４火曜日（ただし、その日が祝日、慰霊の日にあたる場合はその翌日）及 

       び12月29日から翌年１月３日までの日 

【利用方法】 

ア 当日利用の場合 

   当日受付。窓口で個人利用券を購入し利用する。 

イ 予約利用の場合 

那覇市公共施設予約システムで申請手続きを行う。事前のアカウント登録が必要。 

利用日の１か月前の月の初日から利用日の前日まで受付ける。大規模行事や大会の利用方法など、

詳細の問い合わせは管理事務所へ。 

【市民体育館利用料金】

ア 当日利用する場合・・・・１人１回（２時間以内）につき 

・中学生以下 100円  ・高校生 150円  ・その他 200円 

イ 予約利用する場合 

(ｱ) 予約利用の利用料金（メイン・サブアリーナ） 

メインアリーナ サブアリーナ

バレーボール ６面 ２面

バスケットボール ３面 １面

バドミントン 14面 ４面

卓 球 20面 10面
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区 分

１時間当たりの金額（円）

午前９時～

午後９時

その他の時間

帯又は超過時

間

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

アマチュアスポーツ及び 入場料を領収しない場合

レクリエーションに利用する場合 入場料を領収する場合

アマチュアスポーツ及び

レクリエーション以外に

利用する場合

入場料を領収し

ない場合

営利を目的としない場合

営利を目的とする場合

入場料を領収す

る場合

営利を目的としない場合

営利を目的とする場合

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

アマチュアスポーツ及び 入場料を領収しない場合

レクリエーションに利用する場合 入場料を領収する場合

アマチュアスポーツ及び

レクリエーション以外に

利用する場合

入場料を領収し

ない場合

営利を目的としない場合

営利を目的とする場合

入場料を領収す

る場合

営利を目的としない場合

営利を目的とする場合

備考 １ 利用時間に１時間に満たない端数があるときは、その端数を１時間として計算する。

２ 利用するための準備及び原状回復に要する時間は、利用時間に含むものとする。

３ アリーナの一部を利用する場合の額は、その利用面積が２分の１、３分の１、又は４分の１又は６分の１

のときは、それぞれこの表の金額欄に定める額の２分の１、３分の１又は４分の１又は６分の１の額とする。

４ 入場料（会費、賛助金、寄付金、募金等を含む。以下同じ。）を領収し、かつ、営利又は宣伝を目的と

する催物のために利用する場合の額は、当該催物１回（同様な内容構成の催物が時間を区切って数度にわ

たり行われる場合は、その１度１回とする。）につき、１人当たりの入場料の最高額に を乗じて得た

額をこの表の金額欄に定める額に加算した額とする。

５ その他の時間帯（午前９時～午後９時以外の時間帯をいう。以下同じ。）に利用する場合（利用料金の全

部又は一部を免除する場合も含む。）は、この表の金額欄に定める額に 円を加算した額とする。

ｲ 那覇市民体育館の予約利用の利用料金（他の施設及び設備）

区 分 単 位

金 額 （円）

通常の場合 営利を目的とする場合

午前９時～

午後９時

その他の時間帯

又は超過時間

午前９時～

午後９時

その他の時間帯

又は超過時間

第１会議室

１時間第２会議室

第３会議室

多目的室（兼卓球室） １時間

役員選手控室 １室１時間

ステージ
１時間

観覧席
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放送用設備
メインアリーナ

１回サブアリーナ

電光表示装置

冷房

設備

メインアリーナ

１時間

サブアリーナ

会議室及び多目的室

役員選手控室

ステージ

備考 １ 利用時間に１時間に満たない端数があるときは、その端数を１時間として計算する。

２ メインアリーナをアマチュアスポーツ又はレクリエーションに利用する場合は、役員選手控室、ス

テージ及び観覧席の利用料金を免除する。ただし、入場料を領収する場合は、この限りでない。

３ 冷房設備の利用料金は、当日利用の場合についても適用する。

ｳ 那覇市民体育館の予約利用の利用料金（照明設備）

区 分 単 位

金 額 （円

全点灯 点灯 点灯 点灯

メインアリーナ
１時間

サブアリーナ

備考 メイン・サブアリーナの一部を利用する場合の額は、その利用面積が２分の１、３分の１、又は４分の

１又は６分の１のときは、それぞれこの表の金額欄に定める額の２分の１、３分の１又は４分の１又は６

分の１の額とする。

ｴ 那覇市民体育館の予約利用の利用料金（体育用器具）

備考 器具には得点板、審判台等の備品類を含め、ラケット、ボール等の消耗品は除くものとする。

（２）漫湖公園市民庭球場

所在地 那覇市鏡原町 番１号 （管理事務所）

指定管理者 特定非営利活動法人 那覇市体育協会

施設内容 砂入り人工芝コート 面

竣 工 昭和 年

器 具 名 単 位 金額（円）

バレーボール用器具

１組１回

バドミントン用器具

バスケット用器具
移動式

固定式

卓球用器具

テニス用器具

フットサル用器具

ハンドボール用器具
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【利用時間】 午前７時～午後９時（４月１日～ 月 日）

午前８時～午後９時（ 月１日～翌年３月 日）

【休場日】 毎月第２・４火曜日（ただし、その日が祝日、慰霊の日にあたる場合はその翌日）及

び 月 日から翌年の１月３日までの日

【利用方法】 那覇市公共施設予約システムで予約利用の申請手続きを行う。事前のアカウント登録

が必要。利用方法など、詳細の問い合わせは管理事務所へ。

【利用料金】

（３）那覇市民首里石嶺プール

所在地 那覇市首里石嶺町２丁目 番地９（石嶺文化スポーツプラザ内・地下１階）

（管理事務所）

指定管理者 特定非営利活動法人 那覇市体育協会

地下一階部分床面積 ㎡

供用開始 平成８年６月１日

施設概要 一般プール ㎡（ ｍ×６コース） 幼児用プール（円型）半径 ｍ

トレーニングルーム ㎡

開場時間 午前 時～午後９時 分（トレーニングルームは午前９時～午後９時 分）

休場日 毎月第２・４火曜日 ただし、その日が祝日、慰霊の日に当たるときはその翌日 及び

月 日から翌年１月３日までの日

【利用時間】 【当日利用料金】

※３回目のプール利用は２時間半まで。

※利用時間には準備からシャワー後の退場

時間までを含む。

※回数券は 枚で 回分料金

（４）奥武山体育施設

指定管理者 特定非営利活動法人 那覇市体育協会

ア 那覇市営奥武山野球場 （愛称：沖縄セルラースタジアム那覇）

所在地 那覇市奥武山町 番地の１ （管理事務所）

開 場 平成 年４月３日

区 分

１コート・ １時間につき（円）

４月１日～９月 日 ９月 日～３月 日

開場～午後７時 午後７時～午後９時 開場～午後６時 午後６時～午後９時

高校生以下

その他

メートル

プール 及び

幼児用プール

１回目 午前 時～午後 時 分

２回目 午後１時～午後３時 分

３回目 午後４時～午後９時 分

トレーニング

ルーム

午前９時～午後９時 分

（１回２時間以内）

区分 利用単位 金額 円

プール

幼 児
人 回

２時間 分以

内

小中学生

高校生

その他

トレーニン

グルーム

高校生 人 回

（２時間以内）その他
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施設内容 建築面積 ㎡

延床面積 １階 ㎡ ２階 ㎡ ３階 ㎡ 合計 ㎡

収容人員 内野スタンド固定席 席（車椅子席最大 席確保可）

照明設備 ４基（高さ約 ｍ）＋ ２基（屋根部）

グラウンド 内野：黒土混合土 外野：天然芝

グラウンド寸法 両翼 ｍ、中堅 ｍ、本塁バックネット間 ｍ

諸 室 ・会議室（１塁側３室、３塁側３室） ・野球資料館 ・応接室 ・医務室

・貴賓室 ・競技運営室 ・大会主催者室 ・記録室 ・審判員室 ・整備員控室

・ロッカールーム ・ウォーミングアップ室 ・シャワールーム ・次選手控室

・審判員控室 ・警備員室 ・室内ブルペン ・ダッグアウト ・カメラマン席

・切符売り場

イ 那覇市営奥武山屋内運動場 （愛称：沖縄セルラーパーク那覇）

所在地 那覇市奥武山町 番地の１地先 （野球場と同じ）

開 場 平成 年４月３日

施設内容 建築面積 ㎡ 延床面積 ㎡

規模・構造 ２階建て 造、鉄骨造（屋根）、アリーナの広さ（ ｍ× ｍ）

用 途 野球練習、レクリエーション、小運動会、フットサル、ドッジボール等

諸 室 ・更衣室

ウ 那覇市営奥武山トレーニング室

所在地 那覇市奥武山町 番地の１地先 （野球場と同じ）

開 場 平成 年４月１日

施設内容 建築面積 ㎡ 延床面積 ㎡

規模・構造 造、平屋建て

諸 室 ・シャワー室 ・更衣室 ・身障者用トイレ完備

トレーニング室の主な器具 スクワットトラック・ランニングマシン・ラバーダンベル等

【利用時間】 午前９時～午後９時（閉場は午後９時 分）

【休場日】 月 日から翌年 月３日までの日とする。

（必要があるときは、臨時に開場し、又は休場することができる。）

【利用方法】

球場窓口で事前に団体登録手続きを行い、利用希望日の属する月の前々月の 日から 日までに

申請書を受付ける。詳細等、問い合わせは管理事務所へ。

【主な利用料金】

那覇市営奥武山野球場 （愛称：沖縄セルラースタジアム那覇） （単位：円）

※上記における全点灯（ 球）とは、最大点灯 球の 点灯（ 球）である。

区 分 料金 １コマ２時間 照明料金（１コマ２時間あたり）

児 童 生

徒 等 の

団体

土曜、日曜及び休日
全点灯

球

点灯

球

点灯

球

その他の日

そ の 他

の団体

土曜、日曜及び休日

その他の日
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その他の設備及び施設

区 分
１時間当たり（円）

アマチュアスポーツレクリエーションに利用の場合 その他の利用の場合

電光表示板

放送設備

大会関係者室

会議室（大）

会議室（小）

那覇市営奥武山屋内運動場 （愛称：沖縄セルラーパーク那覇）

区 分 料金（１時間あたり）（円）

児童生徒等の団体

その他の団体

（単位：㏓）

区 分
照明料金（１時間あたり）（円）

㏓ ㏓ ㏓

全面利用（野球・フットサル）

利用（フットサル等）

※照明の明るさは、利用面積の平均㏓ ルクス である。

※照度 ㏓ ルクス は光が当たっている面の明るさを数値化したものである。

那覇市営奥武山トレーニング室

区分 利用単位 金額（円）

個人利用 高校生及び本市に住所を

有する 才以上の者
１回 ２時間以内

その他 １回 ２時間以内

団体予約利用 高校生 １時間

その他 １時間

※団体予約利用は、 人以上で構成する団体が施設を予約して利用する場合に適用する。



－ 93－

令和６年度社会体育施設利用者数 単位：人

施設名称 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 月 月 月 １月 ２月 ３月 合計

市民体育館

市民庭球場 ０ ※ ０ ※ ０ ※

石嶺プール

野球場

屋内運動場

トレーニング室

合 計

※ 施設改修工事に伴う休場期間

その他の設備及び施設

区 分
１時間当たり（円）

アマチュアスポーツレクリエーションに利用の場合 その他の利用の場合

電光表示板

放送設備

大会関係者室

会議室（大）

会議室（小）

那覇市営奥武山屋内運動場 （愛称：沖縄セルラーパーク那覇）

区 分 料金（１時間あたり）（円）

児童生徒等の団体

その他の団体

（単位：㏓）

区 分
照明料金（１時間あたり）（円）

㏓ ㏓ ㏓

全面利用（野球・フットサル）

利用（フットサル等）

※照明の明るさは、利用面積の平均㏓ ルクス である。

※照度 ㏓ ルクス は光が当たっている面の明るさを数値化したものである。

那覇市営奥武山トレーニング室

区分 利用単位 金額（円）

個人利用 高校生及び本市に住所を

有する 才以上の者
１回 ２時間以内

その他 １回 ２時間以内

団体予約利用 高校生 １時間

その他 １時間

※団体予約利用は、 人以上で構成する団体が施設を予約して利用する場合に適用する。
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第３節 学校が学びや育ちの拠点となるまちをつくる

重点目標

学校を地域資源として捉え、学校施設等の利活用を促進し、市民のライフステージに合わせたスポーツ・

レクリエーションの機会を提供する。また、学校を拠点に地域と連携した児童生徒の健全育成活動を活性

化させ、地域教育力の向上を図る。

施策事業の概要

１ 学校を拠点としたコミュニティの充実

（１）地域学校連携施設の整備と活用の促進

学校を、地域の人々や団体等をつなぐ場、子育て・健康・福祉サービスを行う場等のコミュニティ

の拠点（プラットフォーム）として位置づけ、学校のオープン化に努める。

地域住民の技能・経験を活用し、地域学校連携施設等において事業展開することで、地域の活力を

高める。地域学校連携施設は、現在 校に設置開放されており、施設の維持管理と併せて、活用の

促進に努めている。

【地域学校連携施設一覧】 令和７年５月現在

学校名
開放時間 面積

(㎡)
和室 学校名

開放時間 面積

(㎡)
和室

平日 学校休業日 平日 学校休業日

① 城 東 小 学校長との調整 248 あり ⑰ 古 蔵 小 学校長との調整 250 あり

② 城 南 小 学校長との調整 250 あり ⑱ 上 間 小 学校長との調整 250 あり

③ 泊 小 学校長との調整 150 あり ⑲ 大 名 小 午前９時～午後 10 時 250 あり

④ 大 道 小 学校長との調整 130 あり ⑳ 石 嶺 小 学校長との調整 140 なし

⑤ 松 川 小 学校長との調整 450 あり ㉑ 仲井真小
午後６時30分～

午後９時 30 分

午前９時～

午後９時 30 分
69 なし

⑥ 識 名 小 学校長との調整 150 あり ㉒ 曙 小 学校長との調整 150 なし

⑦ 若 狭 小 学校長との調整 140 なし ㉓ 小禄南小 学校長との調整 150 なし

⑧ 神 原 小 学校長との調整 140 なし ㉔ 真 地 小 学校長との調整 150 あり

⑨ 真和志小 学校長との調整 150 あり ㉕ さつき小 学校長との調整 394 あり

⑩ 与 儀 小 学校長との調整 200 なし ㉖ 銘 苅 小
午後７時～

午後９時 30 分

午前８時～

午後９時
400 あり

⑪ 城 岳 小
午後６時 30分～

午後９時 30 分

午前９時～

午後９時 30 分
135 あり ㉗ 天 久 小 学校長との調整 250 あり

⑫ 開 南 小 午前９時～午後９時 30 分 269 あり ㉘ 那 覇 小 学校長との調整 250 あり

⑬ 垣 花 小 学校長との調整 150 なし ㉙ 石 田 中 学校長との調整 150 なし

⑭ 宇栄原小 学校長との調整 450 あり ㉚ 城 北 中 学校長との調整 450 あり

⑮ 高 良 小 学校長との調整 125 なし ㉛ 上 山 中 学校長との調整 250 あり

⑯ 松 島 小 学校長との調整 150 あり ㉜ 鏡 原 中 学校長との調整 250 あり
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（２）地域学校協働活動の推進 

地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるため、地域と学校

が連携・協働して行う様々な活動を推進する。 

令和７年度は、市立小中学校17校に、地域と学校をつなぐ推

進員（コーディネーター）を配置する予定としており、幅広い地

域の参画を得て、学習支援や校内の清掃活動、学校の行事支援等

を行う。 

２ 地域との連携による青少年健全育成

（１）放課後子ども教室の推進 

放課後や週末等に、子どもたちの安全･安心な居場所づくりを

目的に、学校施設等を活用して実施。地域の大人の参画を得

て、学習支援やスポーツ、文化、伝統芸能など様々な体験交流

活動の機会を提供している。 

（２）「子どもフェスタinなは」の開催 

学校や放課後子ども教室等、地域で実施されている児童生徒

の文化活動や伝統芸能、スポーツ活動などの成果発表の場とし

て開催し、人材育成に寄与している。また、地域で子どもたち

に関わる団体で組織された実行委員会が主催となり、育成者同

士の繋がりの場にもなっている。 

（３）「やる気・元気旗頭フェスタinなは」の開催 

中学校区青少年健全育成協議会（青少協）や地域の旗頭保存会

や青年会、自治会等の方々が、郷土（那覇市）の伝統文化の１つ

である旗頭の活動に児童生徒と一緒に取り組む中で、旗頭活動を

きっかけに地域の繋がりを深める。 

旗頭活動に関わる児童生徒は、地域の方々との交流などから、

人との関わり方を学び、自分自身の「居場所」を得、自己肯定感

を高めることができる。また、このイベントに参加することで、

児童生徒が地域を誇りに思い、地域社会へ積極的に関わっていく

ようになり、そして、地域の方々が、旗頭活動に参加することにより、更なる児童生徒への理解と学

校や児童生徒への支援を行うようになってくることが期待できる。 

児童生徒の社会的規範意識や地域の先輩方への敬愛の念を育むと共に、地域社会に積極的に貢献で

きる新しい時代の活力に満ちた青少年の育成を目指す。 

年度 実施校区数 教室数 参加児童数（延べ人数）

令和４年度 29校区 40教室 47,572人

令和５年度 30校区 41教室 45,665人

令和６年度 32校区 41教室 45,277人

ボランティア講師による学習支援

（書初め）
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（４）青少協の充実と活動の推進、強化 

那覇市青少年健全育成市民会議の実行組織として、各中学校区を単位として組織されている団体。 

小中学校やＰＴＡ等と連携し、夜間街頭指導や中学校区単位の地域祭りの開催、各中校区はたちの記 

念式典の支援等を行っている。 

（５）他県青少年団体受入れ事業 

   福岡県久留米市が「久留米市少年の翼」で来沖する機会を活用し、お互いの文化に触れあい、交流

する場を設けることで、相互理解と友情を育むことができる広い視野を持った児童の育成を図ること

を目的に実施。 

※令和６年度は久留米市が事業内容を変更したため、来沖せず中止。 

３ 生涯学習関連事業の充実

（１）学校施設を利用しての公民館講座 

学校には、公民館にはない機能をもつ施設があり、地域と学校が共同で利用できる地域学校連携施

設、大規模な人数を収容できる体育館、屋外行事が開催できる運動場等を利用して、公民館講座の目

的に合った施設利用を企画し、学習機会を提供する。 

ア 講座について 

(ｱ) 地域学校連携施設において、ＰＴＣＡ等が主催するイベントに際し、防災啓発のための講師を

公民館から派遣し、イベント参加者全体を対象とした防災に関する体験学習を行うことで、異

世代間交流を図った（地域連携事業）。 

(ｲ) グループワークを通して、特定の学年・クラスに対し複数回の講座を実施、より詳しい内容を

学習することができる（キャリア教育等）。 

(ｳ) 総合学習を通して、公民館利用団体の講師が学校に赴き、地域の伝統文化を伝え、その継承ま

でを児童に対して行うことができる（学社連携事業）。 

(ｴ) 天体観望会を通して、夜の運動場において、一度に多くの児童生徒たちに実際の星座や惑星を

見てもらい教科で学習した内容を実際に確認する。 

年度 受入者 受入れ人数 

令和５年度 
放課後子ども教室 

３団体 
小中学生 40人、スタッフ 20人 
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４ 身近でスポーツ・レクリエーションができる環境の整備、充実

（１）学校体育施設の開放

学校教育に支障のない範囲で市内小･中学校 校の体育館、中学校７校の武道場及び夜間照明設備

を設置している中学校５校の運動場を開放しており、地域住民や各種サークル等のスポーツ･レクリ

エーション活動に活用されている。

（２）学校体育施設の開放状況

ア 利用対象

ｱ 市内に在住、在勤又は在学する者で構成され、その構成員が 人以上の団体

ｲ 代表者が満 歳以上の者であること

ｳ 構成員全体のうち 歳以上の者が半数以上いること

（ただし、午後７時までに使用終了の場合は２割以上）

イ 管理体制

開放している各施設に学校体育施設開放管理指導員（教育委員会委嘱）を配置している。

ウ 利用の手続き

市民スポーツ課において利用団体登録後に利用申請の手続きを行う。

エ 開放施設の状況

開放校 開放期間 開放時間

体 育 館
小学校（ 校）

中学校（ 校）

通 年

年末年始を除く）

（平 日）

午後５時 分～午後９時 分

土･日･公休日）

午前８時～午後９時 分

武 道 場

（中学校）

･石田中 ･神原中

･寄宮中 ･松島中

･石嶺中 ･小禄中

･古蔵中

同 上 午後７時～午後９時 分

運 動 場

（中学校）

･首里中 ･石田中

･小禄中 ･金城中

･城北中

同 上 午後７時 分～午後９時 分
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オ 学校体育施設使用料一覧

カ 令和６年度学校体育施設利用者数 単位：人

施設名 開放校 使用料 備 考

体
育
館

市内小学校体育館

ただし、銘苅小学校を除く
１時間（全面） 円

２団体で利用する場合

は、双方で使用料を折半

する

市内中学校体育館 １時間（全面） 円

武
道
場

・石田中 ・神原中 ・寄宮中

・小禄中 ・松島中 ・石嶺中

・古蔵中

１時間（全面） 円

夜
間
照
明

運
動
場

・首里中 ・石田中

・小禄中 ・金城中

・城北中

野球 ２時間 円

サッカー等 ２時間 円

種目により照度（金額）が

異なる

※使用時間

午後７時 分～

午後９時 分

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 月 月 月 １月 ２月 ３月 合 計

体
育
館

小学校

中学校

運
動
場

中学校

(夜間)

合 計
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第１節 文化が保存され継承されるまちをつくる

重点目標

本市に所在する「識名園」「玉陵」「園比屋武御嶽石門」「首里城跡」を含む９件が「琉球王国のグスク

及び関連遺産群」として、平成 年 月２日にユネスコの世界遺産に登録された。それら世界遺産をは

じめ、本市における多くの歴史的文化財について、適正に維持管理を行い、保存・継承する必要がある。

文化財の保護は、市民生活の精神的基盤であり、広く市民の理解と協力を得てこそ推進することが出来

るものであることから、市民との「協働」のもとに、地域の歴史・文化財に親しめるような取組みを行い、

博物館等文化施設の事業を充実させ、学校教育との連携を強化し、更に文化遺産への理解と普及を図るよ

う市内外への広報活動を推進し、より一層の文化財保護行政の充実・発展を図る。

施策事業の概要

１ 文化財の認知度を高める

（１）歴史博物館、壺屋焼物博物館における常設展示や企画展・特別展に関する解説会・解説講座の新設、

既存の解説会等の回数を増やすなど、文化財との接点となる機会創出に努める。

ア 那覇市歴史博物館では、「王朝文化と都市（まち）の

歴史」を展示テーマとして「那覇」や「沖縄」の美術工

芸、歴史資料を展示しており、現代史や民俗学、美術史

にかかる企画展を開催しており、令和６年度の企画展の

来場者は 人であった。

イ 壺屋焼物博物館の学芸員と教育普及員が、那覇市立壺屋焼

物博物館常設展展示資料を一般の方々により詳しく知っても

らうため、解説会（学芸員と展示を見よう～常設展ギャラリ

ートーク～）を３月と４月を除く、毎月１回開催している。

（※令和６年度は館内エレベーター改修工事による臨時休館

のため、令和６年 月～令和７年２月の３回分は中止。）

沖縄の焼物の文化や歴史、壺屋焼の技法や製作工程をわかり

やすく説明するこの解説会は、月毎に専門の異なる職員が担

当し、回によって解説するテーマや内容を変えながら、定期

的に実施している。令和６年度は計７回開催し 人が参加した。企画展「那覇市指定無形文化財壺

屋焼９人展～壺屋ＢＡＲサーフーフー～」の関連催事では、出品作家を招きトークイベントを３回開

催し、合計 人が参加した。

解説会（壺屋焼物博物館）

玉冠（国宝）



－ 100 －

ウ 世界遺産解説会の開催

世界遺産への理解を深めてもらうため、識名園・玉陵にお

いて、無料の世界遺産解説会をそれぞれ年６回実施している。

エ ボランティアガイドの活用

歴史や文化を学びたいという市民等の学習意欲に応える

ため、史跡めぐり案内講師「案内親方」、識名園ボランティ

アガイド「識名里主」が活動している。

オ 文化財の広報の促進

ｱ 「那覇市の文化財」（令和２年度版）の販売

那覇市に所在する指定文化財の概要をまとめて紹介

し、市民や観光客の文化財探索や学習に役立てる（有料）。

ｲ 歴史散歩マップ、昔話、玉陵ガイドブック販売

自由に探索できるように文化財の所在地をわかり

やすく紹介した｢歴史散歩マップ５種｣、那覇市に昔から伝

わる昔話を紹介した「昔話シリーズ４種」、玉陵についての

多くの画像や資料を掲載したガイドブックを用意した（有

料）。

（２）児童・生徒を対象とした学習プログラムによる教育普及活動

を強化し、学校における学習活動との連携の充実を図る。

児童・生徒及び社会教育施設等を対象に、沖縄の伝統工芸「壺

屋焼」を楽しく、わかりやすく学ぶための「出前展示」「出前体

験教室」及び「出前授業・講座」を実施している。焼物を実際

に見て、さわって、体験しながら学習できるプログラムを通し

て、沖縄の焼物文化や伝統工芸「壺屋焼」に対する理解を育ん

でいる。小学校の副読本『わたしたちの那覇市』の「かわる道

具とくらし」・「市のうつりかわり」の学習にも対応している。

（３）埋蔵文化財発掘調査の現地説明会、出土遺物の実物や写真パネルによる展示会を実施し、文化財へ

の興味や関心の高揚を図る。

現地説明会の様子（墓地小前古墓）

世界遺産解説会（玉陵）

出前体験教室（壺屋焼物博物館）
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２ 文化財の保全

（１）文化財の保全・整備を推進し、市民・県民並びに観光客へ文化財の魅力発信の取り組みを強化する。 

ア 埋蔵文化財試掘調査事業 

住宅建設および諸開発などから文化財を保護するために、事前に試掘調査等を行い埋蔵文化財の

有無を確認する。

  イ 文化財情報の周知、開発情報の収集

    文化財情報の周知を図り、諸開発から文化財を保護するための開発情報の収集および発信を推進

するとともに、事業者との事前協議の徹底を図る。

         

ウ 埋蔵文化財発掘調査事業

住宅建設および諸開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査を行う。発掘調査で出土した遺物の整理を行

い、発掘調査報告書を刊行する。また、調査を行った際には現場の状況に応じて適時現地説明会を

行う。

・那覇市内遺跡発掘調査（伊江殿内庭園・三重グスク・天界寺跡・首里寒水川村跡・首里旧金城村

跡・具志頭殿内跡・(仮)首里久場川古墓群）

・開南小学校施設建替工事に係る埋蔵文化財発掘調査（湧田村跡）

・「（仮称）字国場複合ビル」建設に係る埋蔵文化財発掘調査（国場前原遺跡）

・安里緑地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査（安里羽佐間原古墓群）

・末吉公園整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査（末吉村跡）

・小禄道路敷設に伴う埋蔵文化財発掘調査（ミノシン毛古墓群・らくだ山戦争遺跡群 A 地点・らく

だ山戦争遺跡群 B 地点・鏡水水溜屋原 B 遺跡・宮城平田原古墓群・宮城平田原壕群）

・那覇空港国際線ターミナル地域再編事業に伴う埋蔵文化財発掘調査（崎原グスク）

・那覇警察署繁多川交番新築工事事業に伴う埋蔵文化財発掘調査（墓地小前古墓） 

発掘調査の様子（首里寒水川村跡）

試掘調査の様子

発掘調査の様子（三重グスク）

立会調査の様子
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新垣家住宅

エ 文化財の調査・指定の促進

文化財を詳細に調査し保存するとともに、未指定文化財はその指定を促進する。

オ 文化財の管理及び運営の強化

文化財を保護し環境を適正に維持するため、定期清掃、除草、巡回等を行うとともに、一般公開

されている文化財の適切な活用に努める。

ｱ 識名園管理・運営

世界遺産・国指定特別名勝「識名園」は 年に

造営された王家の別邸で、近世日本の大名庭園に琉球

独自の工夫が加えられた庭園である。中国皇帝の勅使

である「冊封使
さっぽうし

」を接待する場として王府の外交面に

おいて重要な役割を果たしたほか、王族の保養の場と

しても利用された。平成７年 月１日から「那覇市玉

陵及び識名園条例」を施行し一般公開を行い、市民の

文化財に対する理解に資している。

ｲ 玉 陵
たまうどぅん

管理・運営

世界遺産・国宝・国指定史跡「玉陵」は、第二尚氏

王統第３代の尚真王によって築かれた第二尚氏王統の

陵墓で、琉球王国時代に造られた独自の技法を凝らし

た石造建造物として貴重なものである。平成５年５月

１日から一般公開を行い、平成 年度からは新たに

東
あがり

の御番所
うばんじゅ

の一般公開を行っている。また、平成

年 月に沖縄県で初めて建造物として国宝に指定さ

れた。

ｳ 新垣家住宅管理・公開

国指定重要文化財「新垣家住宅」は伝統的な壺屋

の陶工の住宅形式を知る上で唯一残された貴重な建

造物である。国、県、市から所有者に補助金を交付

して保存、修理事業を実施し、令和元年度に整備が

完了した。令和３年２月 日に那覇市が管理団体

に指定され、同年３月５日より居住区域を除き一般

公開を行っている。

カ 文化財の修復・整備の促進

史跡等の文化財保護活用を図るため、文化財の公有化､修復整備を行っている。

ｱ 首里金城町石畳道保存修復事業

昭和 年度から継続して、石畳道の轍や破損部分について県補助を受けて保存改修を行ってい

る。

ｲ 伊江殿内庭園保存整備事業

国指定名勝「伊江殿内庭園」は、国王や冊封使
さっぽうし

の接待、交流の場として使用された歴史的な琉

球庭園である。平成 年から保存整備事業に着手しており、平成 年度には急傾斜地の安全対

策工事が完了し、主庭部の復旧に向けた設計に着手した。平成 年度からは主庭部設計を段階的

玉陵墓室石牆

識名園
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に進めながら整備工事に着手しており、今後も公開活用に向けた整備を進める。

(ｳ) 識名園保存整備事業

世界遺産・国指定特別名勝「識名園」は、 年に造営された王家の別邸で、近世日本の大名

庭園に琉球独自の工夫が加えられた芸術上・鑑賞上の価値が高い庭園である。令和 7 年度に、同

庭園の保存と公開・活用についての大枠を定める保存活用計画を策定。今後も公開活用に向けた

整備を進める。

(ｴ) 崇元寺跡保存整備事業

旧崇元寺は、歴代琉球国王の位牌が祀られ、冊封の際には先王諭祭の儀式が行われる重要な場

所であったが、沖縄戦で建物は焼失し、現在は門と石牆が当時をしのばせる。崇元寺跡の隣地に、

旧崇元寺の歴史や文化を紹介するガイダンス施設や遺構の展示施設等の整備を行い、新たな文化

観光施設として活用を図る。令和８年度以降の供用を予定している。

キ 文化財の保存・整備・活用の推進

文化財を市民の身近な学習の場にするとともに、文化財の保存・整備・活用のため環境整備を

推進する。

ク 文化財周辺環境の整備

文化財と周辺環境の連続性を保つため、文化財をとりまく周辺の整備を行う必要がある。

ケ 歴史的まちなみ保存・整備

文化財の安全性の確保と、歴史的景観の確保に努める。

（２）関係団体との協働事業の充実により、身近にある文化遺産の愛護活動を支援する。

ア 地域団体との協働による文化財の保全

市民が文化財を身近なものとして親しみを持ち、保護に積

極的に関われるよう、市内 ヶ所の文化財について地域の自

治会やＮＰＯ等６団体に管理委託を行っている。今後も管理

委託の推進に努める。

イ 住民や地域団体と協力して「なはの日」に「壺屋地域文化

財（南ヌ窯、東ヌ窯等）・壺屋やちむん通り清掃」を実施した。

（３）発掘調査に伴う遺物の展示公開・保管のあり方を検討する。

ア 調査に伴う遺物の保管と公開活用、発掘調査によって出土した資料を適切に保管し、これらを展

示会等で公開することで活用を図る。

３ 地域連携の充実

（１）地域イベントと連携し、地域活性化とともに文化財の普及活動の充実を図る。

ア 真和志地域における伝統文化の継承と新しい文化の創造、青少年の健全育成と地域の活性化及び

文化財保護の啓蒙を図ることを目的に、毎年、世界遺産・国指定特別名勝「識名園」を会場として

「識名園友遊会」が行われている。

イ 那覇市歴史博物館では首里振興会と連携して、古都首里の歴史や文化、芸術を市民目線で探訪す

る「首里大学」を例年開催し、毎年テーマを変えながら地域密着型スタイルの講座を開催すること

により、地域活性化とともに文化財の普及活動の充実を図っている。

令和６年度は、「崇元寺」をテーマに計４回の講座を実施した。



－ 104 －

【令和６年度 壺屋焼物博物館 企画展事業】

名 称 開催期間

シーサー展 ４月３日（水）～４月 日（日）

那覇市指定無形文化財壺屋焼９人展

壺屋ＢＡＲサーフーフー
７月 日（金）～８月 日（月）

國吉清尚 前期： 月 日（金）～ 月５日（火）

後期： 月８日（金）～ 月 日（日）

玉陵 識名園

区 分 人数 区 分 人数

市内小学校 136 市内小学校 161

市内中学校 0 市内中学校 234

市内高校 845 市内高校 28

市内大学・専門学校 66 市内大学・専門学校 109

市外小学校 10 市外小学校 8

市外中学校 0 市外中学校 36

市外高校 321 市外高校 0

計 1,378 計 576

【玉陵・識名園の入場者数】
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6年
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玉陵 72,74475,22978,36266,93967,31763,79862,23363,22464,53184,38620,04620,06053,59761,74358,525

識名園 72,15272,61284,13282,03077,08170,33375,60172,50072,38189,58321,83422,40056,83778,26374,738

玉陵 識名園

【単位：人】

【令和６年度 沖縄県内の学校行事等による玉陵・識名園の利用状況】
「壺屋やちむん通り祭り」での

壺屋まーいの様子

ウ 壺屋焼物博物館は、那覇市の「協働によるまちづくり」をテ

ーマに地域団体と共催で「壺屋でシーサーの日！」、「壺屋やち

むん通り祭り」、「壺屋陶器まつり」、「新春もちつき大会」など

のイベントを実施している。（※令和６年度の「壺屋でシーサ

ーの日！」は津波警報の発令により一部のイベントを中止し、

「新春もちつき大会」はエレベーター改修工事による臨時休館

のため、中止した。）

４ 文化財の活用推進

【令和６年度 那覇市歴史博物館入館者数】 単位：人

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

開 館 日 数

入館者

総 計

一 般

高・大学生

中学生以下

シ ル バ ー

その他（免除）

ﾚﾌｧﾚﾝｽ等

計

【令和６年度 那覇市歴史博物館企画展事業】

名 称 開 催 期 間

「ウルク今昔」 ７月５日（金）～９月２日（月）

「 ・ 空襲」 ９月６日（金）～ 月 日（月）

「新収蔵品展 皆の記憶Ⅲ」 月１日（金）～ 月 日（水）

【令和６年度 壺屋焼物博物館 常設展観覧者数】 単位：人

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

開 館 日 数

入館者数

総 計

一 般

高・大学生

中学生以下

シルバー

計

※令和６年 月～令和７年３月は館内エレベーター改修工事により臨時休館。
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【令和６年度 壺屋焼物博物館 企画展事業】

名 称 開催期間

シーサー展 ４月３日（水）～４月 日（日）

那覇市指定無形文化財壺屋焼９人展

壺屋ＢＡＲサーフーフー
７月 日（金）～８月 日（月）

國吉清尚 前期： 月 日（金）～ 月５日（火）

後期： 月８日（金）～ 月 日（日）

玉陵 識名園

区 分 人数 区 分 人数

市内小学校 136 市内小学校 161

市内中学校 0 市内中学校 234

市内高校 845 市内高校 28

市内大学・専門学校 66 市内大学・専門学校 109

市外小学校 10 市外小学校 8

市外中学校 0 市外中学校 36

市外高校 321 市外高校 0

計 1,378 計 576

【玉陵・識名園の入場者数】
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玉陵 72,74475,22978,36266,93967,31763,79862,23363,22464,53184,38620,04620,06053,59761,74358,525

識名園 72,15272,61284,13282,03077,08170,33375,60172,50072,38189,58321,83422,40056,83778,26374,738

玉陵 識名園

【単位：人】

【令和６年度 沖縄県内の学校行事等による玉陵・識名園の利用状況】
「壺屋やちむん通り祭り」での

壺屋まーいの様子

ウ 壺屋焼物博物館は、那覇市の「協働によるまちづくり」をテ

ーマに地域団体と共催で「壺屋でシーサーの日！」、「壺屋やち

むん通り祭り」、「壺屋陶器まつり」、「新春もちつき大会」など

のイベントを実施している。（※令和６年度の「壺屋でシーサ

ーの日！」は津波警報の発令により一部のイベントを中止し、

「新春もちつき大会」はエレベーター改修工事による臨時休館

のため、中止した。）

４ 文化財の活用推進

【令和６年度 那覇市歴史博物館入館者数】 単位：人

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

開 館 日 数

入館者

総 計

一 般

高・大学生

中学生以下

シ ル バ ー

その他（免除）

ﾚﾌｧﾚﾝｽ等

計

【令和６年度 那覇市歴史博物館企画展事業】

名 称 開 催 期 間

「ウルク今昔」 ７月５日（金）～９月２日（月）

「 ・ 空襲」 ９月６日（金）～ 月 日（月）

「新収蔵品展 皆の記憶Ⅲ」 月１日（金）～ 月 日（水）

【令和６年度 壺屋焼物博物館 常設展観覧者数】 単位：人

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

開 館 日 数

入館者数

総 計

一 般

高・大学生

中学生以下

シルバー

計

※令和６年 月～令和７年３月は館内エレベーター改修工事により臨時休館。
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2日

2日

2日

2日

城間　德太郎

中村　一雄

琉球古典音楽 令和5年10月18日 若狭 大湾　清之

首里の織物 令和5年10月18日 識名 祝嶺　恭子

沖縄陶器保存会無形文化財 陶芸 壺屋の荒焼 昭和52年6月1日 壺屋

沖縄の綱引き 平成6年12月7日 県内各地

組踊音楽歌三線 平成23年9月5日 仲井真

組踊音楽太鼓 平成29年10月2日 繁多川 比嘉　聰

無形民俗文化財
那覇安里のフェ－ヌシマ 昭和54年12月7日 字安里

那覇安里
ﾌｪｰﾇｼﾏ保存会

銘苅家文書 令和4年11月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県
琉球国王朱印状 令和4年11月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

公立大学法人沖縄県
立芸術大学

那覇市

昭和47年5月15日 首里当蔵町3丁目1-1 外 国、沖縄県

アマミクヌムイ(弁之御嶽) 平成30年10月15日 首里鳥堀町4丁目121 外

天然記念物 識名園のｼﾏﾁｽｼﾞﾉﾘ発生地 昭和47年5月15日 字真地421の1，7 那覇市

壺屋1丁目28-32 個人所有

重要文化財 橋　梁 旧円覚寺放生橋

西江　喜春

明孝宗勅諭

琉球芸術調査写真
平成17年6月9日 沖縄県立芸術大学

琉球古典音楽 令和元年10月25日 宇栄原

那覇市歴史博物館令和元年7月3日

沖縄県立図書館
沖縄県立博物館・美術館

沖縄県立博物館・美術館

平成12年 　字真地421-1 外
12月 　那覇市 外

那覇市

建造物

名称 指定等年月日 所在地
所有者・保持者・

代表者等

【那覇市内指定等文化財一覧】

<国指定> （令和７年５月末現在）

分野 種類等 種別

国　宝
歴史資料 琉球国王尚家関係資料 平成18年6月9日 那覇市歴史博物館

琉球国時代石碑 令和元年7月3日
沖縄県立博物館・美術館
沖縄県埋蔵文化財センター

沖縄県

玉陵墓室石牆 平成30年12月25日 首里金城町1丁目3 沖縄県、那覇市

首里城跡

弁之御嶽 平成30年10月15日

名　　勝 伊江殿内庭園 昭和61年6月16日 首里当蔵町2丁目21の1 那覇市

末吉宮跡 昭和47年5月15日 首里末吉町1丁目 個人所有

銘苅墓跡群 平成19年7月26日 銘苅2-3-1,2-10-1 那覇市

史　　跡

【那覇市所在世界遺産】

<世界遺産> （令和７年５月末現在）

条約資産種別 国内指定区分 名称 登録年月日 所在地・所有者等

平成12年 　首里金城町1丁目3・3-1
　記念物（史跡） 12月 　沖縄県・那覇市

遺　　　跡
　記念物（史跡） 　首里城跡

平成12年 　首里当蔵町3丁目1・1-1

記念工作物

　重要文化財（建造物）
　園比屋武御嶽石門

平成12年 　首里真和志町1丁目7
　記念物（史跡） 12月 　那覇市
　重要文化財（建造物）

　玉陵

12月 　国・沖縄県

　記念物（特別名勝） 　識名園

円覚寺跡 昭和47年5月15日 首里当蔵町1丁目1 外 沖縄県、那覇市

記念物 特別名勝 識名園 平成12年3月30日 字真地421-1 外 那覇市

那覇市

首里金城町1丁目3，3の1玉陵 昭和47年5月15日 沖縄県、那覇市

首里鳥堀町4丁目121外 那覇市

伊江御殿別邸庭園 平成21年2月12日 首里石嶺町1丁目62-1外 那覇市

首里城書院・鎖之間庭園 平成21年7月23日 首里当蔵3-1 外 国

昭和47年5月15日 首里当蔵町2丁目1 沖縄県

首里金城の大アカギ 昭和47年5月15日 首里金城町3丁目18，20 那覇市

有形文化財 建　造　物 住　宅 新垣家住宅 平成14年12月26日

伊江御殿墓 平成11年12月1日 首里石嶺町1丁目62-4 外 個人所有

美術工芸品 工芸品 銅鐘（旧首里城正殿鐘） 昭和53年6月15日 沖縄県立博物館・美術館

園比屋武御嶽石門 昭和47年5月15日 首里真和志町1丁目7 那覇市

天女橋 昭和47年5月15日 首里当蔵町1丁目2 沖縄県

その他 旧崇元寺第一門及び石牆 昭和47年5月15日 泊1丁目9-1 那覇市

古文書 田名家文書（附麻姓田名家家譜） 昭和48年6月6日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

典　籍 おもろさうし 昭和48年6月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

混効験集 昭和48年6月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

沖縄県

（金工） 梵鐘（旧円覚寺殿前鐘
昭和53年6月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

・殿中鐘・桜鐘）

中山世鑑・蔡鐸本中山世
譜・蔡温本中山世譜

令和2年9月30日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

金銅雲龍紋簪 令和6年8月27日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

平成11年6月7日
琉球国中山王尚真王宛

組踊音楽歌三線 平成17年8月30日 与儀

鎌倉芳太郎撮影

歴史資料

選択

琉球国之図・間切図 平成28年8月17日 沖縄県

伊江御殿家関係資料

沖縄県

工芸技術 紅型 平成8年5月10日 首里山川町 玉那覇　有公

無形文化財 重要無形文化財 芸能

辻 宮城　幸子琉球舞踊立方 令和3年7月16日
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所在地

有形文化財

組踊道具・衣裳製作修理 平成21年9月2日

建　造　物 新垣家住宅主屋 平成19年7月31日 首里末吉町2-124-2

個人所有

新垣家住宅ヒンプン

平成19年7月31日 首里末吉町2-124-2

首里末吉町2-124-2

新垣家住宅石垣 平成19年7月31日 首里末吉町2-124-2

新垣家住宅フール 平成19年7月31日 首里末吉町2-124-2

（金工）

登録　有形文化財

平成19年7月31日

城郭建築 旧首里城守礼門

沖縄ホテル旅館棟

美術工芸品

令和6年3月6日 字大道上大道原35

<国指定>

組踊道具・

所有者・保持者・
代表者等

新垣　孝選定 保存技術

分野 種類等

有限会社沖縄ホテル
沖縄ホテルレンガ棟

沖縄ホテル大道門

沖縄ホテル瓦石垣

令和6年3月6日

令和6年3月6日

令和6年3月6日

字大道上大道原35

字大道上大道原35

字大道上大道原35

種別 名称 指定等年月日

衣裳製作修理技術保存会

昭和31年2月22日 首里末吉町1丁目 末吉宮

その他

有形文化財 建　造　物 寺院建築 旧円覚寺総門 昭和47年5月12日 首里当蔵町2丁目1 沖縄県

<県指定>

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日 所在地

新垣家住宅東池 平成19年7月31日 首里末吉町2-124-2

新垣家住宅南池

昭和47年5月12日

壺屋荒焼のぼり窯附石牆 昭和48年3月19日 壺屋1丁目86 沖縄陶器（株）

所有者・保持者・
代表者等

絹本着色花鳥図（殷元良筆） 昭和54年4月9日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

美術工芸品 絵　画 自了筆白沢之図 昭和33年1月17日 首里城公園管理センター

龍淵橋 昭和34年1月29日 首里当蔵町1丁目2 那覇市

ヒジ川橋及び取付道路 昭和34年12月16日 字真地 沖縄県

首里当蔵町3丁目 沖縄県

橋　梁 末吉宮磴道

一般財団法人沖縄美ら島財団

玉陵石彫獅子 昭和31年12月14日 首里金城町1丁目3 那覇市

神猫図（山口宗季筆） 平成18年9月12日 那覇市歴史博物館 那覇市

沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

紙本着色冊封使行列図 平成15年7月11日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

紙本着色雪中雉子の図
昭和54年4月9日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

（殷元良筆）

紙本着色奉使琉球図 昭和57年3月4日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

彫　刻 崇元寺下馬碑 昭和30年1月25日 泊1丁目9-1 那覇市

紙本墨画竹の図（殷元良筆） 昭和57年3月4日

工芸品 銅鐘（旧一品権現鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

玉陵碑 昭和34年1月29日 首里金城町1丁目3 那覇市

旧円覚寺関係木彫資料 平成15年7月11日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

木彫円覚寺白象並びに趣意書木札 昭和31年12月14日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

世持橋勾欄羽目 昭和31年12月14日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

円覚寺放生池石橋勾欄 昭和31年12月14日 首里当蔵町2丁目1 沖縄県

梵鐘（旧霊応寺鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

梵鐘（旧大安禅寺鐘） 昭和63年1月12日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

梵鐘（旧天竜精舎鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

梵鐘（旧普門禅寺鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

銅鐘（旧天尊殿鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

銅鐘（旧天妃宮鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

（漆工） 黒塗螺鈿雲龍文内金箔蓋付椀 昭和31年12月14日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

黒塗螺鈿遊雁絵大文庫 昭和31年12月14日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

梵鐘（旧永福寺鐘） 平成2年2月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

白密陀山水楼閣人物漆絵箔絵角盆 平成2年2月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

工芸品 黒塗堆錦山水絵大文庫 昭和31年12月14日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

黒漆菊花鳥虫七宝繋沈金食籠 平成18年9月12日 首里城公園管理センター 一般財団法人沖縄美ら島財団

朱漆山水楼閣人物箔絵丸型東道盆 平成2年2月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

朱漆巴紋牡丹沈金大御供飯 平成2年2月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

黒漆薔薇堆錦軸盆 平成2年2月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

黒漆山水楼閣人物螺鈿机 平成2年2月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

象嵌色差面取抱瓶 昭和54年9月3日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

（陶磁） 枝梅竹紋赤絵椀 昭和54年9月3日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

線彫染付魚文皿 昭和54年9月3日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

黒漆牡丹七宝繋沈金食籠 平成18年9月12日 首里城公園管理センター 一般財団法人沖縄美ら島財団

工芸品 色象嵌栗絵菊花皿 昭和54年9月3日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

2日

2日

2日

2日

城間　德太郎

中村　一雄

琉球古典音楽 令和5年10月18日 若狭 大湾　清之

首里の織物 令和5年10月18日 識名 祝嶺　恭子

沖縄陶器保存会無形文化財 陶芸 壺屋の荒焼 昭和52年6月1日 壺屋

沖縄の綱引き 平成6年12月7日 県内各地

組踊音楽歌三線 平成23年9月5日 仲井真

組踊音楽太鼓 平成29年10月2日 繁多川 比嘉　聰

無形民俗文化財
那覇安里のフェ－ヌシマ 昭和54年12月7日 字安里

那覇安里
ﾌｪｰﾇｼﾏ保存会

銘苅家文書 令和4年11月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県
琉球国王朱印状 令和4年11月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

公立大学法人沖縄県
立芸術大学

那覇市

昭和47年5月15日 首里当蔵町3丁目1-1 外 国、沖縄県

アマミクヌムイ(弁之御嶽) 平成30年10月15日 首里鳥堀町4丁目121 外

天然記念物 識名園のｼﾏﾁｽｼﾞﾉﾘ発生地 昭和47年5月15日 字真地421の1，7 那覇市

壺屋1丁目28-32 個人所有

重要文化財 橋　梁 旧円覚寺放生橋

西江　喜春

明孝宗勅諭

琉球芸術調査写真
平成17年6月9日 沖縄県立芸術大学

琉球古典音楽 令和元年10月25日 宇栄原

那覇市歴史博物館令和元年7月3日

沖縄県立図書館
沖縄県立博物館・美術館

沖縄県立博物館・美術館

平成12年 　字真地421-1 外
12月 　那覇市 外

那覇市

建造物

名称 指定等年月日 所在地
所有者・保持者・

代表者等

【那覇市内指定等文化財一覧】

<国指定> （令和７年５月末現在）

分野 種類等 種別

国　宝
歴史資料 琉球国王尚家関係資料 平成18年6月9日 那覇市歴史博物館

琉球国時代石碑 令和元年7月3日
沖縄県立博物館・美術館
沖縄県埋蔵文化財センター

沖縄県

玉陵墓室石牆 平成30年12月25日 首里金城町1丁目3 沖縄県、那覇市

首里城跡

弁之御嶽 平成30年10月15日

名　　勝 伊江殿内庭園 昭和61年6月16日 首里当蔵町2丁目21の1 那覇市

末吉宮跡 昭和47年5月15日 首里末吉町1丁目 個人所有

銘苅墓跡群 平成19年7月26日 銘苅2-3-1,2-10-1 那覇市

史　　跡

【那覇市所在世界遺産】

<世界遺産> （令和７年５月末現在）

条約資産種別 国内指定区分 名称 登録年月日 所在地・所有者等

平成12年 　首里金城町1丁目3・3-1
　記念物（史跡） 12月 　沖縄県・那覇市

遺　　　跡
　記念物（史跡） 　首里城跡

平成12年 　首里当蔵町3丁目1・1-1

記念工作物

　重要文化財（建造物）
　園比屋武御嶽石門

平成12年 　首里真和志町1丁目7
　記念物（史跡） 12月 　那覇市
　重要文化財（建造物）

　玉陵

12月 　国・沖縄県

　記念物（特別名勝） 　識名園

円覚寺跡 昭和47年5月15日 首里当蔵町1丁目1 外 沖縄県、那覇市

記念物 特別名勝 識名園 平成12年3月30日 字真地421-1 外 那覇市

那覇市

首里金城町1丁目3，3の1玉陵 昭和47年5月15日 沖縄県、那覇市

首里鳥堀町4丁目121外 那覇市

伊江御殿別邸庭園 平成21年2月12日 首里石嶺町1丁目62-1外 那覇市

首里城書院・鎖之間庭園 平成21年7月23日 首里当蔵3-1 外 国

昭和47年5月15日 首里当蔵町2丁目1 沖縄県

首里金城の大アカギ 昭和47年5月15日 首里金城町3丁目18，20 那覇市

有形文化財 建　造　物 住　宅 新垣家住宅 平成14年12月26日

伊江御殿墓 平成11年12月1日 首里石嶺町1丁目62-4 外 個人所有

美術工芸品 工芸品 銅鐘（旧首里城正殿鐘） 昭和53年6月15日 沖縄県立博物館・美術館

園比屋武御嶽石門 昭和47年5月15日 首里真和志町1丁目7 那覇市

天女橋 昭和47年5月15日 首里当蔵町1丁目2 沖縄県

その他 旧崇元寺第一門及び石牆 昭和47年5月15日 泊1丁目9-1 那覇市

古文書 田名家文書（附麻姓田名家家譜） 昭和48年6月6日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

典　籍 おもろさうし 昭和48年6月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

混効験集 昭和48年6月6日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

沖縄県

（金工） 梵鐘（旧円覚寺殿前鐘
昭和53年6月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

・殿中鐘・桜鐘）

中山世鑑・蔡鐸本中山世
譜・蔡温本中山世譜

令和2年9月30日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

金銅雲龍紋簪 令和6年8月27日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

平成11年6月7日
琉球国中山王尚真王宛

組踊音楽歌三線 平成17年8月30日 与儀

鎌倉芳太郎撮影

歴史資料

選択

琉球国之図・間切図 平成28年8月17日 沖縄県

伊江御殿家関係資料

沖縄県

工芸技術 紅型 平成8年5月10日 首里山川町 玉那覇　有公

無形文化財 重要無形文化財 芸能

辻 宮城　幸子琉球舞踊立方 令和3年7月16日
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美術工芸品

芸　　能無形文化財

<県指定>

（楽器） 三線湧川開鐘 昭和30年5月23日 首里当蔵町 個人蔵

三線江戸与那 昭和31年12月14日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

所有者・保持者・
代表者等

有形文化財 美術工芸品 工芸品 三線志多伯開鐘 昭和30年5月23日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日 所在地

三線富盛開鐘附胴 平成6年3月15日 沖縄県立芸術大学 公立大学法人沖縄県立芸術大学

三線盛嶋開鐘附胴 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

三線南風原型 昭和33年8月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

三線大真壁型附胴 平成6年3月15日 識名 個人蔵

三線与那城銘玉城與那 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

三線糸蔵長与那城型 平成6年3月15日 那覇市首里 個人蔵

三線南風原型 昭和33年8月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

工芸技術 びん型 昭和48年7月30日 沖縄伝統びん型保存会

沖縄伝統音楽箏曲 昭和47年12月28日 沖縄伝統音楽箏曲保存会 野里　葉子

扁額「凌雲」林麟焻書 平成元年9月29日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

個人蔵

程順則の書 昭和42年4月11日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

扁額「徳高」鄭元偉書 平成元年9月29日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

書跡 蔡温の書 昭和42年4月11日 前島

古文書有形文化財

首里金城町2丁目，3丁目 那覇市

龍潭及びその周辺 昭和30年11月29日 首里真和志町1丁目1 外

伊江家資料 平成14年1月18日 那覇市歴史博物館 個人蔵

羽地間切の屋我のろへの辞令書 昭和56年3月30日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

歴史資料 銅鐘残欠（旧波上宮朝鮮鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

琉球漆器保存会

天然記念物 仲島の大石 昭和33年3月14日 泉崎1丁目20-3 旭橋都市再開発㈱

記　念　物 史　　跡 園比屋武御嶽 昭和30年11月29日 首里真和志町1丁目7 那覇市

名　　勝 首里金城町石畳道 昭和39年5月1日 首里金城町2丁目，3丁目 那覇市

山下町第一洞穴遺跡 昭和44年8月26日 山下町167 那覇市

国学・首里聖廟石垣 平成5年6月11日 首里当蔵町1丁目4-1

旭橋都市再開発㈱

首里金城町石畳道 昭和39年5月1日

選択 無形民俗文化財 首里王府の路次楽 昭和53年3月24日 沖縄民俗芸能保存会

三線久葉の骨型 昭和33年8月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

三線大真壁型銘西平 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

三線大真壁型銘安室 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵三線大真壁型

沖縄県

仲島の大石 昭和33年3月14日 泉崎1丁目20-3

沖縄県

崎樋川貝塚 昭和31年10月19日 字天久 個人所有

城間　榮順

本場首里の織物 昭和49年1月17日 沖縄伝統本場首里織物保存会 多和田　淑子

琉球漆器 平成3年1月16日

第32軍司令部壕（首里司令
部壕跡)

令和6年11月29日 首里真和志町1丁目7番1

沖縄県、那覇
市、公立大学法
人沖縄県立芸術
大学



－ 109 －

美術工芸品 古文書 新修美栄橋碑 昭和52年4月8日 牧志1丁目951の地先

高宮城村地籍図 平成26年2月20日 那覇市歴史博物館 那覇市

工芸品 蔵骨器１７２７年製「壜
どん

」 平成25年2月1日 壺屋1-9-32 那覇市

那覇市

有形文化財 建 造 物 その他 読谷山御殿の墓 昭和59年8月1日 首里石嶺町2丁目68

<市指定>

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日 所在地
所有者・保持者・

代表者等

那覇市

内金城嶽 昭和53年11月14日 首里金城町3丁目18，20 那覇市

旧御茶屋御殿石造獅子 昭和61年6月25日 首里崎山町1丁目77-1 那覇市

民俗文化財 有　　形 安谷川嶽 昭和52年6月27日 首里当蔵町1丁目28-4 那覇市

無形文化財 工芸技術 壺屋焼 平成13年10月1日 壺屋 壺屋焼保存会

泊地バ－リ－ 平成3年7月15日 泊 とまり会

字安里のフェ－ヌシマ 平成6年3月30日 字安里 安里南之島保存会

無　　形 首里汀良町の獅子舞い 昭和62年8月10日 首里汀良町 那覇市首里汀良町獅子舞い保存会

首里末吉町の獅子舞い 平成2年4月12日 首里末吉町 那覇市首里末吉町獅子舞い保存会

字大嶺の獅子舞い 平成13年10月1日 宇栄原（字大嶺自治会館） 字大嶺向上会

字大嶺の地バ－リ－ 平成13年10月1日 宇栄原（字大嶺自治会館） 字大嶺向上会

首里のクェ－ナ 平成6年3月30日 字安里 首里クェ－ナ保存会

首里王府の路次楽 平成10年3月20日 首里山川町 沖縄県民俗芸能路次楽保存会

字安次嶺の村踊り 平成6年3月30日 字小禄（安次嶺自治会館） 安次嶺村踊り保存会

字国場のウズンビ－ラ 平成6年3月30日 字国場 国場民俗芸能保存会

宝口樋川 昭和51年9月28日 首里儀保町4丁目80 那覇市

上天妃宮跡の石門 昭和52年4月8日 久米1丁目3-8 那覇市

与那覇勢頭豊見親逗留旧跡碑 昭和51年4月16日 上之屋1丁目6 那覇市

宜野湾御殿の墓及び墓域 昭和51年9月28日 首里末吉町1丁目20，21 個人所有

記　念　物 史　　跡 雨乞嶽 昭和51年4月16日 首里崎山町1町目77 那覇市

王の殿と王川 昭和53年11月14日 楚辺1丁目345，346 個人所有

寒水川樋川 昭和54年7月21日 首里寒川町1丁目54 外 那覇市

沢岻親方の墓 昭和52年6月27日 繁多川4丁目193-2 個人所有

安谷川 昭和53年11月14日 首里大中町1丁目61-2 那覇市

金城大樋川 昭和52年4月8日 首里金城町2丁目8 那覇市

仲之川 昭和52年4月8日 首里金城町2丁目11 那覇市

新垣ヌカ－ 昭和63年8月25日 首里金城町2丁目39 那覇市

上ヌ東門ガ－ 昭和63年8月25日 首里金城町3丁目39 那覇市

泊外人墓地 昭和62年8月10日 泊3丁目20-1 那覇市

ヒジ川ビラ 昭和54年12年7日 首里崎山町4丁目 那覇市

崎山御嶽 昭和61年6月25日 首里崎山町1丁目39 那覇市

渡嘉敷三良の墓 平成2年12月25日 牧志1丁目547 那覇市

旧天界寺の井戸 平成6年8月10日 首里金城町1丁目2-40 沖縄県

加良川（取付道路を含む） 平成元年7月14日 首里儀保町2丁目10-1 外 那覇市

さくの川 平成2年4月12日 首里山川町1丁目89 那覇市

潮汲川 昭和63年8月25日 首里金城町2丁目50 那覇市

下ヌ東門ガ－ 昭和63年8月25日 首里金城町3丁目60 那覇市

波上（ナンミン） 平成18年10月10日 若狭1丁目26-3 波上宮

臺湾遭害者の墓 平成20年4月10日 若狭1丁目26-5の一部 外 那覇市

アモールシガ－ 平成11年2月10日 字小禄628 那覇市

シマダガ－ 平成11年2月10日 字小禄606 那覇市

火立毛 平成10年3月20日 首里石嶺町2丁目250-97 那覇市

美連嶽 平成10年3月20日 首里寒川町1丁目4-4 外 那覇市

天然記念物 ガ－ナ－森 昭和49年12月2日 鏡原町10-3，10-7 那覇市

名　　勝 ガ－ナ－森 昭和49年12月2日 鏡原町10-3，10-7 那覇市

波上（ナンミン） 平成18年10月10日 若狭1丁目26-3 波上宮

美術工芸品

芸　　能無形文化財

<県指定>

（楽器） 三線湧川開鐘 昭和30年5月23日 首里当蔵町 個人蔵

三線江戸与那 昭和31年12月14日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

所有者・保持者・
代表者等

有形文化財 美術工芸品 工芸品 三線志多伯開鐘 昭和30年5月23日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日 所在地

三線富盛開鐘附胴 平成6年3月15日 沖縄県立芸術大学 公立大学法人沖縄県立芸術大学

三線盛嶋開鐘附胴 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

三線南風原型 昭和33年8月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

三線大真壁型附胴 平成6年3月15日 識名 個人蔵

三線与那城銘玉城與那 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

三線糸蔵長与那城型 平成6年3月15日 那覇市首里 個人蔵

三線南風原型 昭和33年8月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

工芸技術 びん型 昭和48年7月30日 沖縄伝統びん型保存会

沖縄伝統音楽箏曲 昭和47年12月28日 沖縄伝統音楽箏曲保存会 野里　葉子

扁額「凌雲」林麟焻書 平成元年9月29日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

個人蔵

程順則の書 昭和42年4月11日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

扁額「徳高」鄭元偉書 平成元年9月29日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

書跡 蔡温の書 昭和42年4月11日 前島

古文書有形文化財

首里金城町2丁目，3丁目 那覇市

龍潭及びその周辺 昭和30年11月29日 首里真和志町1丁目1 外

伊江家資料 平成14年1月18日 那覇市歴史博物館 個人蔵

羽地間切の屋我のろへの辞令書 昭和56年3月30日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

歴史資料 銅鐘残欠（旧波上宮朝鮮鐘） 昭和60年6月18日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

琉球漆器保存会

天然記念物 仲島の大石 昭和33年3月14日 泉崎1丁目20-3 旭橋都市再開発㈱

記　念　物 史　　跡 園比屋武御嶽 昭和30年11月29日 首里真和志町1丁目7 那覇市

名　　勝 首里金城町石畳道 昭和39年5月1日 首里金城町2丁目，3丁目 那覇市

山下町第一洞穴遺跡 昭和44年8月26日 山下町167 那覇市

国学・首里聖廟石垣 平成5年6月11日 首里当蔵町1丁目4-1

旭橋都市再開発㈱

首里金城町石畳道 昭和39年5月1日

選択 無形民俗文化財 首里王府の路次楽 昭和53年3月24日 沖縄民俗芸能保存会

三線久葉の骨型 昭和33年8月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

三線大真壁型銘西平 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 沖縄県

三線大真壁型銘安室 平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵

平成6年3月15日 沖縄県立博物館・美術館 個人蔵三線大真壁型

沖縄県

仲島の大石 昭和33年3月14日 泉崎1丁目20-3

沖縄県

崎樋川貝塚 昭和31年10月19日 字天久 個人所有

城間　榮順

本場首里の織物 昭和49年1月17日 沖縄伝統本場首里織物保存会 多和田　淑子

琉球漆器 平成3年1月16日

第32軍司令部壕（首里司令
部壕跡)

令和6年11月29日 首里真和志町1丁目7番1

沖縄県、那覇
市、公立大学法
人沖縄県立芸術
大学
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史
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国

県

市

計

＜国指定＞ （令和７年５月末現在）

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日 所在地

【所在地、地域を定めず指定する天然記念物】

カンムリワシ 昭和52年3月15日 〃

天然記念物 アカヒゲ 昭和45年1月23日 所在地、地域を定めず指定する

ノグチゲラ 昭和52年3月15日 〃

イリオモテヤマネコ 昭和52年3月15日 〃

天然記念物 特別天然記念物 コウノトリ 昭和31年7月19日 所在地、地域を定めず指定する

アホウドリ 昭和40年5月10日 〃

トゲネズミ 〃 〃

セマルハコガメ 〃 〃

ジュゴン 昭和47年5月15日 〃

ケナガネズミ 〃 〃

オカヤドカリ 昭和45年11月12日 〃

カラスバト 昭和46年5月19日 〃

キシノウエトカゲ 〃 〃

リュウキュウヤマガメ 〃 〃

カンムリウミスズメ 昭和50年6月26日 〃

イイジマムシクイ 〃 〃

リュウキュウキンバト 〃 〃

ダイトウオオコウモリ 昭和48年6月2日 〃

所在地

天然記念物 天然記念物 フタオチョウ 昭和44年8月26日 所在地、地域を定めず指定する

＜県指定＞

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日

ヤンバルクイナ 昭和57年12月18日 〃

ヤンバルテナガコガネ 昭和60年5月14日 〃

イシカワガエル 〃 〃

アマミヤマシギ 平成6年2月4日 〃

ホルストガエル 〃 〃

ナミエガエル 〃 〃

コノハチョウ 〃 〃

イボイモリ 昭和53年11月9日 〃

クロイワトカゲモドキ
〃 〃

無
形

選
択

史
跡

（

特
別
名
勝
含
む
）

名
勝

天
然
記
念
物

美術工芸品（75件）

芸
能

工
芸
技
術

空
手
・
古
武
術

選
択

有
形

那覇市内指定等文化財件数一覧 （令和７年５月末現在）

無形文化財
（14件）

民俗文化財
（16件）

記念物
（54件）

選

定

保

存

技

術

登

録

有

形

文

化

財

国

県

市

別

計

建造物（14件）

(マダラトカゲモドキも含む)

ヨナグニサン 昭和60年3月29日 〃

有形文化財（89件）



【【
資資
料料
編編
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各各
種種
委委
員員
会会
等等

国
宝
）

建
造
物

寺
院
建
築

城
郭
建
築

橋
梁

住
宅

そ
の
他

絵
画

彫
刻

工
芸
品

書
跡

典
籍

古
文
書

歴
史
資
料

国

県

市

計

＜国指定＞ （令和７年５月末現在）

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日 所在地

【所在地、地域を定めず指定する天然記念物】

カンムリワシ 昭和52年3月15日 〃

天然記念物 アカヒゲ 昭和45年1月23日 所在地、地域を定めず指定する

ノグチゲラ 昭和52年3月15日 〃

イリオモテヤマネコ 昭和52年3月15日 〃

天然記念物 特別天然記念物 コウノトリ 昭和31年7月19日 所在地、地域を定めず指定する

アホウドリ 昭和40年5月10日 〃

トゲネズミ 〃 〃

セマルハコガメ 〃 〃

ジュゴン 昭和47年5月15日 〃

ケナガネズミ 〃 〃

オカヤドカリ 昭和45年11月12日 〃

カラスバト 昭和46年5月19日 〃

キシノウエトカゲ 〃 〃

リュウキュウヤマガメ 〃 〃

カンムリウミスズメ 昭和50年6月26日 〃

イイジマムシクイ 〃 〃

リュウキュウキンバト 〃 〃

ダイトウオオコウモリ 昭和48年6月2日 〃

所在地

天然記念物 天然記念物 フタオチョウ 昭和44年8月26日 所在地、地域を定めず指定する

＜県指定＞

分野 種類等 種別 名称 指定等年月日

ヤンバルクイナ 昭和57年12月18日 〃

ヤンバルテナガコガネ 昭和60年5月14日 〃

イシカワガエル 〃 〃

アマミヤマシギ 平成6年2月4日 〃

ホルストガエル 〃 〃

ナミエガエル 〃 〃

コノハチョウ 〃 〃

イボイモリ 昭和53年11月9日 〃

クロイワトカゲモドキ
〃 〃

無
形

選
択

史
跡

（

特
別
名
勝
含
む
）

名
勝

天
然
記
念
物

美術工芸品（75件）

芸
能

工
芸
技
術

空
手
・
古
武
術

選
択

有
形

那覇市内指定等文化財件数一覧 （令和７年５月末現在）

無形文化財
（14件）

民俗文化財
（16件）

記念物
（54件）

選

定

保

存

技

術

登

録

有

形

文

化

財

国

県

市

別

計

建造物（14件）

(マダラトカゲモドキも含む)

ヨナグニサン 昭和60年3月29日 〃

有形文化財（89件）
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１ 那覇市教育事務点検評価委員会委員 ２ 那覇市奨学生選考委員会委員

令和７年５月現在 令和７年５月現在

氏　名 分野 氏　名 区　分

任期：令和７年４月23日～令和９年４月22日

　◎委員長　　○副委員長

任期：令和７年５月15日～令和９年５月14日

３ 那覇市青少年問題協議会委員

令和７年３月現在

氏　名 役　職　名 ４ 那覇市生涯学習推進協議会委員

令和７年５月現在

氏　名 役　職　名

那覇市牧志駅前ほしぞら公
民館利用団体連絡会 会長

任期：令和５年10月24日～令和７年10月23日

　玉寄　文代
曙小学校区まちづくり協
議会副会長

　上原　啓渡
一般社団法人　那覇青年会議
所人財拡大委員会　委員長

　福本 利江子
那覇市立小学校長会
副会長

  名嘉原　安志※１
那覇市立中学校長会
会長

　安里　幸治
那覇市ＰＴＡ連合会
会長

　安座間　なつみ
沖縄県キャリアセンター
センター長

　髙良　奈美子

沖縄ツーリスト株式会社
執行役員

※１任期：令和６年５月31日～令和８年５月30日

◎会長　　○副会長

◎会長　　○副会長

那覇市民生委員児童委員連合会
副会長

任期：令和６年２月１日～令和８年１月31日

※１任期：令和７年１月30日～令和９年１月29日

　栩野　浩※１

一般社団法人沖縄県専修学
校各種学校協会　副会長

○柴田　聡史
国立大学法人琉球大学
地域連携推進機構　准教授

　島村　聡 沖縄大学 名誉教授

　山盛　淳子

沖縄県高等学校長協会
副会長

〇島袋　伊津子
沖縄国際大学　学生部長
教授

  宮里　智子
沖縄県立看護大学
附属図書館長兼教授

　仲程　大輔
那覇市社会福祉協議会
地域福祉課長

仲里　隆司
国立大学法人 琉球大学
学生部長

◎津野　良信◎伊禮　靖 家庭教育・青少年教育

○喜瀬　乗英 学校教育

　兼浜　みどり 学校教育

　島袋　恒男 家庭教育・青少年教育

　土屋　恭子
社会教育・スポーツレ
クリエーション

◎吉川　麻衣子
沖縄大学
人文学部　教授

  島津　典子※１
沖縄県こども未来部
こども若者政策課　課長

○大山　正
那覇市子ども会育成連絡協
議会　会長

  平井　りい子
公益財団法人那覇市育英会
理事

沖縄キリスト教短期大学
保育課　特任教授

◎会長　　○副会長

◎長濵　克実

　松堂　美和子
キャリアデザイン研究所
代表

　翁長　有希
一般社団法人沖縄キャリア教
育支援企業ネットワーク 理事

　与儀　実彦

  山城　勝※１
那覇警察署
少年課長

  新城　正志※１
沖縄県中央児童相談所
所長

　髙良　直子
那覇市青少年指導員連
絡協議会　副会長

　前泊　紀子
那覇市青少年健全育成市民会議
鏡原中学校区青少年健全育成協
議会　会長

　知名　孝
沖縄国際大学
総合文化学部　教授
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５ 那覇市社会教育委員 ６ 那覇市立図書館協議会委員

令和７年５月現在 令和７年５月現在

氏　名 役　職　名 氏　名 役　職　名

任期：令和５年８月16日～令和７年８月15日

７ 那覇市立壺屋焼物博物館協議会委員

令和７年５月現在

氏　名 所　　属

任期：令和６年５月15日～令和８年５月14日

任期：令和６年11月21日～令和８年11月20日

◎会長　　○副会長

◎安里 幸治
那覇市ＰＴＡ連合会 会長
城東小学校区まちづくり協議会
会長

　新本　英亨
株式会社沖縄タイムス社
事業局　次長兼企画事業部部長

　大城　誠二
株式会社琉球新報社編集局
くらし報道グループ
副グループ長

　高江洲　康信
壺屋町民会自治会
副会長

※1任期：令和６年７月11日～令和７年８月15日

◎会長　　○副会長

◎島袋　常秀
壺屋陶器事業協同組合
理事長

○小島　哲夫
那覇市立壺屋小学校
教頭

　小林　純子
沖縄県立芸術大学
教授

※１任期：令和７年５月15日～令和８年５月14日

　知念　みね子※２
社会福祉法人立保育園
那覇市園長会　副会長

※２任期：令和７年５月15日～令和９年５月14日

　金子　康一
壺屋やちむん通り会
会員

　金城　修
一般財団法人沖縄観光コンベン
ションビューロー
国内事業部長

佐和田　紀子※１
ＮＰＯ法人沖縄児童英
語研究会

　松井　秀夫　※1 那覇市PTA連合会　副会長

〇呉屋　美奈子 日本図書館協会認定司書

　德門　敦子 さつき小学校　校長

　浦崎　直己

　知念　康代
おはなしボランティア
シークヮーサー代表

那覇市社会福祉協議会
社会福祉士

沖縄女子短期大学 特別任
用教授

◎平井　りい子

　伊良波　尚美
那覇市青少年健全育成
市民会議 副会長

○土屋 恭子
那覇市社会教育指導員
ＯＢ会 副会長

　上原 博
那覇市自治会長連合会
副会長

　仲村渠 好美
那覇市女性連合会
会長

　松田　孝※２
那覇市立中学校
元校長

　柴田　聡史
琉球大学地域連携推進
機構　准教授

　谷本　裕
沖縄県立芸術大学音楽部
沖縄文化コース　教授

　仲吉　恭子
仲井真小学校区まちづく
り協議会子ども部会会長

　添石　幸伸
沖縄経済同友会会計監事
沖縄県ユネスコ協会会長

　佐渡山　要
株式会社琉球のタネ･てぃあん
だクラブ・アルパカすく～る
代表

◎議長 ○副議長
　當山　理恵子

那覇市立神原小学校
ＰＴＡ　会員

　粟国　恭子
沖縄国際大学・沖縄県立芸術
大学
非常勤講師
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８ 那覇市文化財調査審議会委員 ９ 那覇市歴史博物館運営審議会委員

令和７年５月現在 令和７年５月現在

氏　名 専 門 分 野 氏　名 所　　属

◎会長　○副会長

令和７年５月現在

氏　名 所　　属

◎会長　○副会長

◎会長

◎宮城　晴美 近現代史

　仲村　　 顕 歴史学

　宮城　弘樹　
考古学・史跡・埋蔵文
化財

民俗学　前田　一舟

　照屋　美奈子

◎田名　真之
沖縄県立博物館・美術館
館長

　上江洲　安亨
一般財団法人沖縄美ら島財団
首里城事業課　副参事

　森　　達也 美術工芸・工芸技術

　平良　次子 美術工芸・戦跡

琉中関係史　前田　舟子

　鈴木　耕太 芸能

○深澤　秋人 歴史学

　永松　義博 歴史（庭園史）

　平良　　啓 建造物・史跡

　樋口　純一郎 天然記念物

一般財団法人沖縄観光コンベン
ションビューロー課長

　金城　睦 沖縄県立首里高校教諭

　田島　繁
那覇市自治会長会連合会
会長

◎宮城　晴美
新沖縄県史編集委員会会
長

○與那嶺　一子 琉球大学非常勤講師

　小林　純子 沖縄県立芸術大学教授

　麻生　伸一 琉球大学教授

　幸喜　淳
一般財団法人沖縄美ら島
財団研究室室長

10 那覇市琉球王尚家伝来品修理等審議会委員

　祝嶺　恭子
沖縄県無形文化財技術保
持者

　豊見山　和行
琉球大学
名誉教授

　宮里　正子
浦添市美術館
元館長
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11 那覇市学校給食運営審議会委員 12 那覇市立教育研究所運営審議会委員

令和７年６月現在 令和７年５月現在

氏　名 役　職　名 氏　　名 役　職　名

◎会長

任期 ※１ 令和５年６月13日～令和７年６月12日

　　 ※２ 令和６年６月10日～令和８年６月９日

13 那覇市スポーツ推進審議会委員

令和７年５月現在

任期：令和６年３月１３日～令和８年３月１２日 氏　名 P

◎会長

任期：令和６年３月27日～令和８年３月26日

◎仲地　千佳
真嘉比小学校
校長

　井口　直子
琉球大学
准教授

　喜屋武　ゆりか
沖縄大学
准教授

　佐久田　悟

　德門　敦子
さつき小学校
校長

　仲間　健
金城中学校
校長

古蔵小学校
校長

　下地　渉 保護者代表

　根元　崇英 保護者代表 　吉村　聡子※１
大道小学校
校長

　嘉数　千賀子※１
那覇市立寄宮中学校
教頭

◎上江洲　朝男※２
琉球大学教職センター
教授

　喜屋武　政勝※２
沖縄大学こども文化学科
教授

　小野寺　清光※１ 琉球大学教育学部教授

　太田　寛※２
那覇教育事務所
指導班長

　森山　涼子※２
真和志中学校
校長

　友寄　泰樹
ともよせ歯科医院
院長

　渡久地　朝子
一般社団法人
沖縄県環境科学センター

　玉城　邦彦
公益財団法人
沖縄県学校給食会
事務局長

　底田　春奈
大名学校給食センター
栄養教諭

　砂川　力也

　青山　喜佐子
社会保険労務士法人
オフィスあるふぁ
代表

　渡嘉敷　唯夫
渡嘉敷唯夫税理士事務所
税理士

　内間　正樹※１
那覇市立天妃小学校
教頭

　山内　淳子※１
沖縄県子どもの本研究会
副会長

琉球大学 教育学部
准教授

　仲村　ミヨ子
那覇市スポーツ推進委員
協議会　会長

　嘉数　健悟
沖縄大学 人文学部
教授

　徳永　成子
那覇市テニス協会
事務局次長

　長崎　宏伸
一般財団法人
沖縄県健康づくり財団
健康増進部　室長
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14 那覇市スポーツ推進委員

№ 氏　名 № 氏　名

1 壺 屋 小 大沼　実由紀 7 泊    小

2 与 儀 小 8 那 覇 小 名城　のり子

3 神 原 小 9 若 狭 小 三木　紀子

4 城 岳 小 西原　貴大 10 天 妃 小 松本　てい子

5 古 蔵 小 11 天 久 小

6 開 南 小 武村　朝勝

12 曙　　小 18 上 間 小

13 真嘉比小 佐久川　洋子 19 松 川 小 金城　翔

14 松 島 小 仲村　ミヨ子 20 識 名 小 栗栖　香代子

15 安 謝 小 21 真和志小 島尻　香雄

16 大 道 小 22 仲井真小

17 銘 苅 小 屋冝　智英 23 真 地 小

24 城 東 小 兼次　政福 30 垣 花 小

25 城 北 小 31 高 良 小

26 城 西 小 32 さつき小 堀川　江梨子

27 城 南 小 末吉　雪乃 33 宇栄原小

28 石 嶺 小 太田　敏勝 34 小 禄 小 伊波　佳枝

29 大 名 小 松田　吉貞 35 小禄南小

36 金 城 小

15 那覇市青少年指導員

地区 校区 氏　名 校区 氏　名 校区 校区 氏　名

秋元　克則 舟浮　俊郎

潮平　廣文 山川　均

伊波　文柯 照屋　正巳

古謝　克幸

前田　暁寛

髙良　直子 渡慶次　全康

眞喜志　修 大城　新吾

塩濱　健 安里　勇一

玉城　直美 島田　理

伊地　柴基 宮平　章司

儀間　わかな 島袋　剛 新川　唯司

安里　忠志 金城　康貴 比嘉　歩

坂井　浩二 山城　悠子 我那覇　治

照屋　陽 古堅　大輔 與那覇　洋

與倉　幹枝 力宗　寛行 又吉　由姫

大城　美智子 石川　静子 新垣　邦夫

大城　哲夫 島尻　香雄

平良　史子 伊江　朝芳

伊良波　尚美

宮里　博晃

高良　清二 髙良　善貢

知念　康代 照屋　崇男

和田　晴美 知名　まさみ

杉本　一彦 松山　耕平

平良　泉太 吉元　さつき

令和７年５月現在

担当校区 担当校区

那

覇

Ａ

神 原 中
古 蔵 中

那

覇

Ｂ

那 覇 中
上 山 中

真
和
志
Ａ

安 岡 中
真和志中
松 島 中

真
和
志
Ｂ

石 田 中
寄 宮 中
松 城 中
仲井真中

首

里

首 里 中
城 北 中
石 嶺 中

小

禄

小 禄 中
鏡 原 中
金 城 中

※スポーツ推進委員とは、スポーツ基本法第32条第２項に基づき「スポーツの推進のための事業の実施
に係る連絡調整並びに住民に対するスポーツの実技の指導、その他スポーツに関する指導及び助言を行
う」ことを目的に各市町村が委嘱し、業務等に従事する。

氏　名

佐久川　正次

山城　裕一

宮本　聡志

令和７年７月現在

首
里
地
区

首
里
中

城
北
中

石
嶺
中 徳永　孝太

松
城
中

本
庁
地
区

那
覇
中

上
山
中

神
原
中

金城　喜美代

赤嶺　徳男

諫山　竜多

山城　美津代

吉濱　辰美

伊佐　和子

久手堅　正雄

屋我　誠

真
和
志
北
地
区

安
岡
中

真
和
志
中

松
島
中

平良　俊

大湾　敦紀

真
和
志
南
地
区

石
田
中

寄
宮
中

古
蔵
中

小
禄
地
区

小
禄
中

鏡
原
中

金
城
中

大城　百合子

甲斐　智広

世良　路子

仲
井
真
中

根間　良昭

真栄城　孝

永山　盛太郎

大田　秀美

有銘　盛邦



－ 116 －

学校医 勤務先 学校歯科医 勤務先 学校薬剤師 勤務先

玉井　修 曙クリニック 川満　聖子 ミント歯科 川満　亜希子 ミント薬局　泉崎店

天久　憲治 首里こどもクリニック 丸山　幸子 プラスデンタルクリニック 我喜屋　美香 沖縄中部療育医療センター

伊波　剛彦 光輪会沖縄クリニック 佐竹　ひびき ひびきデンタルクリニック 伊佐　要一 りんご調剤薬局　西原東店

安田　忍 首里の杜耳鼻咽喉科 加藤　真由美 くばがわ歯科医院 奥野　聖子 すこやか薬局　松島店

砂川　憲政 とおのくら整形外科 護得久　朝保 知花歯科医院 田場　英美 すこやか薬局　松川店

宮城　裕之 おもろキッズクリニック 嘉数　武男 田鍋　大史 おもろまち薬局

上原　弘行 うえはら小児科医院 金城　清一郎 泊ポート歯科 備瀬　紀子 おなは薬局

饒波　正史 のは耳鼻咽喉科 仲村　将健 大道歯科医院 吉田　将司 りんご調剤薬局　うるま店

岸本　幸明 岸本整形リハビリクリニック 前城　康一 前城歯科 城間　司 ぐすく薬局

喜久村　徳清 三原内科クリニック 町田　宗直 沖縄まちだ歯科クリニック 吉田　洋史 吉田薬局　はんたがわ店

真栄城　徳秀 真栄城耳鼻咽喉科 新城　美由紀 たから歯科 備瀬　紀子 おなは薬局

豊田　和正 けいわクリニック 宮城　嗣典 みやぎ歯科クリニック 山里　美惠子

知念　正人 知念医院 仲程　泰之介 国際通り歯科クリニック 福里　乙梨恵 こくら虹薬局

吉田　馨 かおる小児科 林　尚樹 はやしファミリー歯科 嘉陽　孝雄

山城　慶子 山城消化器内科医院 友寄　清喜 友寄デンタルクリニック 米村　わかな 沖縄県　薬務生活衛生課

山城　千秋 山城整形外科眼科医院 崎山　哲弘 さき山歯科クリニック 前濱　朋子 つる薬局

真栄田　篤彦 西町クリニック 仲里　耕治 仲里歯科医院 山里　美惠子

宮城　政剛 新川クリニック 宮國　義樹 エム・エム歯科クリニック 城間　千賀子 新垣病院（薬局）

玉城　研太朗 那覇西クリニック 高良　麻呂 ペリー歯科クリニック 又吉　智賀子 ぐすく薬局

宮城　哲哉 駅前の内科・神経内科クリニック 友寄　泰樹 ともよせ歯科医院 玉城　祐太朗 こくら虹薬局

比嘉　睦 まんまる子どもｸﾘﾆｯｸ 与那覇　朝路 よなは歯科クリニック 町田　里穂 こくら虹薬局

新城　和明 しんじょうクリニック 大山　哲生 大山歯科医院 飯塚　雄矢 会営薬局うえはら

大城　聡 おおキッズクリニック 眞座　孝 たかし歯科医院 植田　真紀 リーフ調剤薬局

野原　忍 野原耳鼻咽喉科医院 山城　正裕 山城歯科医院 桃原　和樹 はれ薬局

屋宜　晃 やぎSUNクリニック 玉城　均 ながた歯科医院 古賀　功 さんご薬局

玉城　仁 那覇ゆい病院 屋嘉　智彦 やかデンタルクリニック 古堅　恵利 病院前薬局

森　叶 叶クリニック 勝連　義之 那覇まかび歯科 花岡　翔子 すこやか薬局　宮城店

川満　克紀 こくらクリニック 上原　修 あいあい歯科医院 久手堅　奈央 こくら虹薬局

武村　盛信 かなぐすくクリニック 西川　謙 西川歯科医院 秋山　武司 ゆい薬局　知花店

高良　吉広 安謝ファミリークリニック 高江洲　實 たかえす歯科クリニック 亀谷　浩昌

玻座真　博明 はざま胃腸内科クリニック 神山　まり ココ歯科医院 西川　裕 そうごう薬局　新赤十字前店

當間　隆也 Ｋｕｋｕｒｕきっずクリニック 平良　浩 つぼや歯科医院 古堅　直也 すこやか薬局　松島店

上原　剛 さつきクリニック 金城　光也 さつき歯科クリニック 宇根　良太 メディコープおきなわ

仲本　正人 仲本クリニック 上間　聡子 うえま歯科クリニック 奈良本　清佳 アイティーアイ㈱ 沖縄支店

玉那覇　康一郎 小児クリニックたまなは 井上　博文 きらきらデンタルクリニック 上江洲　美由紀 ゆらき薬局天久店

仲地　紀之 仲地耳鼻咽喉科 古堅　信 古堅歯科矯正歯科医院 阿部　義則 会営薬局医療センター前

32 真　地

33 さつき

34 銘　苅

35 天　久

36 那　覇

31 小禄南

20 小　禄

21 高　良

22 宇栄原

23 松　島

24 古　蔵

25 上　間

26 大　名

27 石　嶺

28 仲井真

29 金　城

30 　曙　

19 垣　花

8 大  道

9 松  川

10 識　名

11 壺　屋

12 若　狭

13 神　原

14 真和志

15 与　儀

16 城　岳

17 天　妃

18 開　南

7 　泊　

16 学校医・学校歯科医・学校薬剤師一覧

（１）小学校 令和７年５月現在

学校名

1 安　謝

2 城  東

3 城  北

4 城  西

5 城  南

6 真嘉比
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学校医 勤務先 学校歯科医 勤務先 学校薬剤師 勤務先

仲本　昌文 仲本内科・小児科 高良　宗男 あけぼの歯科 村田　美智子 うちどまり薬局

金城　盛男 首里内科クリニック 外間　宏正 ほかま歯科クリニック 野村　久子 こくら虹薬局

石田　吉樹 はいさいクリニック 新城　美由紀 たから歯科 國場　志音 ふく薬局　まかび店

白井　和美 白井クリニック 長堂　芳子 長堂歯科医院 新垣　紀子 つる薬局

友利　博朗 八重洲クリニック 新垣　秀也 久茂地歯科クリニック 高里　麻子 がじまる薬局

仲松　元二郎 仲松内科クリニック 髙嶺　邦朗 たかみね歯科クリニック 永村　亮 りんご調剤薬局　糸満店

真志取　浩貴 ましどり整形外科 友寄　清喜 友寄デンタルクリニック 吉田　洋史 吉田薬局　はんたがわ店

下地　武義 沖縄セントラル病院 太田　正昭 太田歯科医院 大城　聖子 ミズホ薬局

伊泊　広二 沖縄協同病院 森　真二郎 もり歯科 枡井　亮太 ミルク薬局　天久店

寺田　幸平 うえばるクリニック 中里　一郎 中里歯科医院 玉村　澄恵 すこやか薬局　沖赤店

前浜　宏之 前浜小児科医院 徳田　安成 とくだ歯科クリニック 石川　恵市 とくりん薬局　与勝店

高原　明子 形成外科ＫＣ 石原　一 いしはら歯科医院 久高　祐一 はるはな薬局

久手堅　憲史 くばがわメディカルクリニック 長濱　正 長浜歯科医院 神里　奈々子 オアシス薬局

長田　清 長田クリニック 大城　一乃 ライオン歯科クリニック 玉津　亜矢 薬志堂薬局　糸満店

小禄　雅人 新健幸クリニック 新里　吉之 かなぐすく歯科 祖堅　華奈 とくりん薬局　赤嶺駅前店

田名　毅 首里城下町クリニック第一 加藤　進作 くばがわ歯科医院 我喜屋　啓 (株)沖明

学校医 勤務先 学校歯科医 勤務先 学校薬剤師 勤務先

天久　憲治 首里こどもクリニック 佐竹　ひびき ひびきデンタルクリニック 伊佐　要一 りんご薬局　西原東店

天久　憲治 首里こどもクリニック 加藤　真由美 くばがわ歯科医院 奥野　聖子 すこやか薬局 松島店

天久　憲治 首里こどもクリニック 護得久　朝保 知花歯科医院 田場　英美 すこやか薬局　松川店

天久　憲治 首里こどもクリニック 屋嘉　智彦 やかデンタルクリニック 古堅　恵利 病院前薬局

上原　弘行
医）仁
うえはら小児科医院

金城　清一郎 泊ポート歯科 備瀬　紀子 おなは薬局

玉那覇　康一郎
医）いちろ会
小児クリニックたまなは 井上　博文 きらきらデンタルクリニック 上江洲　美由紀 ゆらき薬局　天久店

宮城　裕之 おもろキッズクリニック 嘉数　武男 田鍋　大史 おもろまち薬局

仲地　紀之 仲地耳鼻咽喉科 古堅　信
医）古堅会
古堅歯科矯正歯科医院 阿部　義則 会営薬局医療センター前

真栄城　徳秀
医）真仁会
真栄城耳鼻咽喉科

新城　美由紀 たから歯科 備瀬　紀子 おなは薬局

宮城　政剛
医）善孜会
新川クリニック

宮國　義樹
医）またよし会
エム・エム歯科クリニック 城間　千賀子 新垣病院（薬局）

川満　克紀
医）徳洲会
こくらクリニック

仲里　耕治 仲里歯科医院 山里　美恵子

知花　愛里 玉城　均 ながた歯科医院 古賀　功 さんご薬局

吉田　馨
医）ゆうりな
かおる小児科

仲村　将健 医）大道歯科医院 吉田　將司 りんご調剤薬局 うるま店

吉田　馨
医）ゆうりな
かおる小児科

林　尚樹 はやしファミリー歯科 嘉陽　孝雄

山城　慶子
医）雄光会
山城消化器内科医院

友寄　清喜 友寄デンタルクリニック 下地　悠子 沖縄県薬務生活衛生課

玻座真　博明 はざま胃腸内科クリニック 神山　まり ココ歯科医院 西川　裕 そうごう薬局新赤十字前店

天久　憲治 首里こどもクリニック 加藤　真由美 くばがわ歯科医院 久場　奈緒子 グリーンドラッグ薬局 首里店

玻座真　博明 はざま胃腸内科クリニック 山城　ひとみ 平良　伃己子 調剤薬局 クオレ 

14 真和志

15 与　儀

16 小禄南

17 久場川みらい

18 宇栄原みらい

13 大道みらい

2 城　西

3 城　南

4 大　名

5 　泊　

6 天久みらい

7 真嘉比

8 那　覇

9 壺　屋

10 開　南

11 天　妃

12 上　間

1 城　北

知念　邦之 パンダ薬局
 若夏分校

13 鏡　原

14 松　城

15 仲井真

のとはら歯科

16 金　城

17 石　嶺

（３）公立こども園 令和７年５月現在

学校名

11 松　島

12 城　北

金井　透 金井医院 能登原　敬

10 小　禄

令和７年５月現在

学校名

1 安  岡

2 首  里

3 真和志

4 石  田

（２）中学校

5 那  覇

6 上  山

7 神  原

8 寄  宮

9 古  蔵

学校医 勤務先 学校歯科医 勤務先 学校薬剤師 勤務先

玉井　修 曙クリニック 川満　聖子 ミント歯科 川満　亜希子 ミント薬局　泉崎店

天久　憲治 首里こどもクリニック 丸山　幸子 プラスデンタルクリニック 我喜屋　美香 沖縄中部療育医療センター

伊波　剛彦 光輪会沖縄クリニック 佐竹　ひびき ひびきデンタルクリニック 伊佐　要一 りんご調剤薬局　西原東店

安田　忍 首里の杜耳鼻咽喉科 加藤　真由美 くばがわ歯科医院 奥野　聖子 すこやか薬局　松島店

砂川　憲政 とおのくら整形外科 護得久　朝保 知花歯科医院 田場　英美 すこやか薬局　松川店

宮城　裕之 おもろキッズクリニック 嘉数　武男 田鍋　大史 おもろまち薬局

上原　弘行 うえはら小児科医院 金城　清一郎 泊ポート歯科 備瀬　紀子 おなは薬局

饒波　正史 のは耳鼻咽喉科 仲村　将健 大道歯科医院 吉田　将司 りんご調剤薬局　うるま店

岸本　幸明 岸本整形リハビリクリニック 前城　康一 前城歯科 城間　司 ぐすく薬局

喜久村　徳清 三原内科クリニック 町田　宗直 沖縄まちだ歯科クリニック 吉田　洋史 吉田薬局　はんたがわ店

真栄城　徳秀 真栄城耳鼻咽喉科 新城　美由紀 たから歯科 備瀬　紀子 おなは薬局

豊田　和正 けいわクリニック 宮城　嗣典 みやぎ歯科クリニック 山里　美惠子

知念　正人 知念医院 仲程　泰之介 国際通り歯科クリニック 福里　乙梨恵 こくら虹薬局

吉田　馨 かおる小児科 林　尚樹 はやしファミリー歯科 嘉陽　孝雄

山城　慶子 山城消化器内科医院 友寄　清喜 友寄デンタルクリニック 米村　わかな 沖縄県　薬務生活衛生課

山城　千秋 山城整形外科眼科医院 崎山　哲弘 さき山歯科クリニック 前濱　朋子 つる薬局

真栄田　篤彦 西町クリニック 仲里　耕治 仲里歯科医院 山里　美惠子

宮城　政剛 新川クリニック 宮國　義樹 エム・エム歯科クリニック 城間　千賀子 新垣病院（薬局）

玉城　研太朗 那覇西クリニック 高良　麻呂 ペリー歯科クリニック 又吉　智賀子 ぐすく薬局

宮城　哲哉 駅前の内科・神経内科クリニック 友寄　泰樹 ともよせ歯科医院 玉城　祐太朗 こくら虹薬局

比嘉　睦 まんまる子どもｸﾘﾆｯｸ 与那覇　朝路 よなは歯科クリニック 町田　里穂 こくら虹薬局

新城　和明 しんじょうクリニック 大山　哲生 大山歯科医院 飯塚　雄矢 会営薬局うえはら

大城　聡 おおキッズクリニック 眞座　孝 たかし歯科医院 植田　真紀 リーフ調剤薬局

野原　忍 野原耳鼻咽喉科医院 山城　正裕 山城歯科医院 桃原　和樹 はれ薬局

屋宜　晃 やぎSUNクリニック 玉城　均 ながた歯科医院 古賀　功 さんご薬局

玉城　仁 那覇ゆい病院 屋嘉　智彦 やかデンタルクリニック 古堅　恵利 病院前薬局

森　叶 叶クリニック 勝連　義之 那覇まかび歯科 花岡　翔子 すこやか薬局　宮城店

川満　克紀 こくらクリニック 上原　修 あいあい歯科医院 久手堅　奈央 こくら虹薬局

武村　盛信 かなぐすくクリニック 西川　謙 西川歯科医院 秋山　武司 ゆい薬局　知花店

高良　吉広 安謝ファミリークリニック 高江洲　實 たかえす歯科クリニック 亀谷　浩昌

玻座真　博明 はざま胃腸内科クリニック 神山　まり ココ歯科医院 西川　裕 そうごう薬局　新赤十字前店

當間　隆也 Ｋｕｋｕｒｕきっずクリニック 平良　浩 つぼや歯科医院 古堅　直也 すこやか薬局　松島店

上原　剛 さつきクリニック 金城　光也 さつき歯科クリニック 宇根　良太 メディコープおきなわ

仲本　正人 仲本クリニック 上間　聡子 うえま歯科クリニック 奈良本　清佳 アイティーアイ㈱ 沖縄支店

玉那覇　康一郎 小児クリニックたまなは 井上　博文 きらきらデンタルクリニック 上江洲　美由紀 ゆらき薬局天久店

仲地　紀之 仲地耳鼻咽喉科 古堅　信 古堅歯科矯正歯科医院 阿部　義則 会営薬局医療センター前

32 真　地

33 さつき

34 銘　苅

35 天　久

36 那　覇

31 小禄南

20 小　禄

21 高　良

22 宇栄原

23 松　島

24 古　蔵

25 上　間

26 大　名

27 石　嶺

28 仲井真

29 金　城

30 　曙　

19 垣　花

8 大  道

9 松  川

10 識　名

11 壺　屋

12 若　狭

13 神　原

14 真和志

15 与　儀

16 城　岳

17 天　妃

18 開　南

7 　泊　

16 学校医・学校歯科医・学校薬剤師一覧

（１）小学校 令和７年５月現在

学校名

1 安　謝

2 城  東

3 城  北

4 城  西

5 城  南

6 真嘉比
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【
資
料
編
】

園
児
・
児
童
・
生
徒
・
教
職
員
等

17 那覇市教育委員会教科等指導員

担当教科等 所　属

国語 城北小

理科 石嶺小

音楽 高良小

音楽 さつき小

特活 泊小

特活 城南小

道徳 松島小

総合 真嘉比小

特支 石嶺小

理科 真和志中

道徳 真和志中

任期 ：令和８年３月31日まで

地主園 亮

與座 美夏

中学校
渡嘉敷 光範

宮城 豪

校　種 氏　名

小学校

我那覇 翔太

宮城 幸太

小宮 輝子

工藤 かや

小橋川 共啓

我那覇 ゆり子

新垣 博也
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1177　　那那覇覇市市教教育育委委員員会会教教科科等等指指導導員員

担当教科等 所　属

国語 城北小

理科 石嶺小

音楽 高良小

音楽 さつき小

特活 泊小

特活 城南小

道徳 松島小

総合 真嘉比小

特支 石嶺小

理科 真和志中

道徳 真和志中

任期 ：令和８年３月31日まで

地主園 亮

與座 美夏

中学校
渡嘉敷 光範

宮城 豪

校　種 氏　名

小学校

我那覇 翔太

宮城 幸太

小宮 輝子

工藤 かや

小橋川 共啓

我那覇 ゆり子

新垣 博也
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１ 令和６年度卒業者の状況（中学校）

（１）進路別卒業者数 単位：人

（２）産業別就職者数（就職進学者を含む） 単位：人

２ 就学援助を受けた児童生徒数(推移）

単位：人

単位：人

※認定率＝全児童又は、全生徒に占める就学援助を受けた児童生徒の割合
※申請率＝全児童又は、全生徒に占める就学援助を申請した児童生徒の割合

令和４年度

令和４年度 令和５年度 令和６年度

要保護

準要保護

合計

児童数

準要保護

合計

中学校

令和２年度 令和３年度 令和５年度 令和６年度

申請率

要保護

認定率

生徒数

申請率

申請者数

就
職
者

男 女

比率

卒
業
者
総
数

男 女 女

県内 県外

第１次産業 第２次産業 第３次産業

死
亡
・
不
詳
の
者

男 女 男

左
記
以
外
の
者

女

全日制 定時制 通信制

高等学校（本科）
高
等
専
門
学
校

特
別
支
援
学
校

高
等
部

専
修
学
校
等

男 女

県内 県外性別

産業別

県内 県外

その他

計

合計

男 女 男 女 男 女 男

県内 県外 県内 県外

男 女

小学校

女

計

男

認定率

申請者数

令和２年度 令和３年度

令和７年５月１日現在
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３ 令和７年度 小学校児童数（学校別、学年別、男女別）

男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級

合 計

銘 苅 小

天 久 小

曙 小

小 禄 南 小

那 覇 小

真 地 小

さ つ き 小

若夏分教室

石 嶺 小

仲 井 真 小

金 城 小

古 蔵 小

上 間 小

大 名 小

高 良 小

宇 栄 原 小

松 島 小

開 南 小

垣 花 小

小 禄 小

与 儀 小

城 岳 小

天 妃 小

神 原 小

真 和 志 小

壺 屋 小

若 狭 小

大 道 小

松 川 小

識 名 小

城 南 小

真 嘉 比 小

泊 小

城 東 小

城 北 小

城 西 小

４　　年
小 学 校 名

１　　年 ２　　年 ３　　年

安 謝 小
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男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級

那 覇 小

天 久 小

安 謝 小

城 東 小

松 川 小

識 名 小

泊 小

大 道 小

５　　年 ６　　年 合　　　　　計
小 学 校 名

城 南 小

真 嘉 比 小

城 北 小

城 西 小

壺 屋 小

若 狭 小

与 儀 小

城 岳 小

神 原 小

真 和 志 小

垣 花 小

小 禄 小

天 妃 小

開 南 小

松 島 小

古 蔵 小

高 良 小

宇 栄 原 小

若夏分教室

石 嶺 小

上 間 小

大 名 小

仲 井 真 小

金 城 小

合 計

令和７年５月１日現在　　

（　　）は特別支援学級であり、内数である。　　

銘 苅 小

真 地 小

さ つ き 小

曙 小

小 禄 南 小

３ 令和７年度 小学校児童数（学校別、学年別、男女別）

男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級

合 計

銘 苅 小

天 久 小

曙 小

小 禄 南 小

那 覇 小

真 地 小

さ つ き 小

若夏分教室

石 嶺 小

仲 井 真 小

金 城 小

古 蔵 小

上 間 小

大 名 小

高 良 小

宇 栄 原 小

松 島 小

開 南 小

垣 花 小

小 禄 小

与 儀 小

城 岳 小

天 妃 小

神 原 小

真 和 志 小

壺 屋 小

若 狭 小

大 道 小

松 川 小

識 名 小

城 南 小

真 嘉 比 小

泊 小

城 東 小

城 北 小

城 西 小

４　　年
小 学 校 名

１　　年 ２　　年 ３　　年

安 謝 小
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４ 令和７年度 中学校生徒数（学校別、学年別、男女別）

男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級

（　　）は特別支援学級であり、内数である。

令和７年５月１日現在　　

１３ 鏡 原 中

１１ 松 島 中

１２ 城 北 中

首 里 中

５ 那 覇 中

合 計

１４ 松 城 中

１５ 仲井真中

１６ 金 城 中

１７ 石 嶺 中

安 岡 中

１　　年 合 計２　　年 ３　　年
中 学 校 名

１２’ 若夏分校

９

６ 上 山 中

古 蔵 中

１０ 小 禄 中

神 原 中

８ 寄 宮 中

７

４

３ 真和志中

石 田 中
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男 男 男 男
女 計 学級 女 計 学級 女 学級 女 計 学級

5 21 26
10 15 1 18 2 28 54 3

9 6 15 30
5 14 1 15 21 1 12 2 32 62 4

8 15 23
2 10 1 9 1 11 34 2
1 13 14
2 3 10 1 12 26 1

14 23 37
11 25 1 23 2 34 71 3

22 22 28 72
8 30 2 25 47 2 22 3 55 127 7

15 32 47
9 24 1 39 3 48 95 4

11 19 30
14 25 1 26 2 40 70 3
5 12 17
7 12 1 11 1 18 35 2
6 12 18
8 14 1 10 1 18 36 2

9 11 24 44
6 15 1 14 25 1 14 2 34 78 4
9 11 25 45
6 15 1 14 25 1 20 2 40 85 4
7 13 13 33
8 15 1 10 23 1 19 2 37 70 4

13 23 36
8 21 1 18 2 26 62 3
6 18 24

10 16 1 19 2 29 53 3
7 14 21
6 13 1 19 2 25 46 3

8 8 1 17
5 13 1 8 16 1 13 30 2
6 5 11
6 12 1 6 11 1 2 14 25 2

70 167 308 545
44 114 8 179 346 18 291 30 514 1,059 56

男 男 男 男

女 計 学級 女 計 学級 女 学級 女 計 学級
6 6 9 21
5 11 1 10 16 1 13 1 28 49 3
3 7 24 34
6 9 1 10 17 1 18 2 34 68 4
7 17 14 38
4 11 1 11 28 1 8 2 23 61 4

10 15 25
7 17 1 19 2 26 51 3

8 19 16 43
12 20 1 9 28 1 18 2 39 82 4
7 12 16 35
9 16 1 10 22 1 16 2 35 70 4
9 8 22 39
4 13 1 6 14 1 13 2 23 62 4
8 10 16 34
9 17 1 15 25 1 15 1 39 73 3

11 8 19
5 16 1 5 1 10 29 2

12 15 20 47
8 20 1 11 26 1 17 2 36 83 4
4 9 26 39
7 11 1 10 19 1 19 2 36 75 4
7 12 29 48

10 17 1 10 22 1 16 2 36 84 4
13 24 37
14 27 1 21 2 35 72 3

8 9 19 36
5 13 10 19 1 24 2 39 75 3
8 11 30 49
8 16 1 19 30 1 27 2 54 103 4
6 16 31 53
9 15 1 9 25 1 15 2 33 86 4

7 13 20
5 12 1 8 1 13 33 2

11 18 26 55
9 20 1 12 30 1 22 2 43 98 4

10 18 25 53
10 20 1 12 30 1 28 2 50 103 4

9 26 35
8 17 1 30 2 38 73 3

114 237 409 760
115 229 14 203 440 20 352 36 670 1,430 70

５ 令和７年 幼保連携型認定こども園園児数（園別、男女別）

　（１）公立型 ※天久みらい・大道みらい・久場川みらい・宇栄原みらいこども園は0～2歳の在籍あり 令和７年５月１日現在 

こども
園　名

３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

（再掲）

1号認定 1号認定 1号認定 1号認定

（再掲） （再掲） （再掲）

2号認定 2号認定 計 2号認定 2号認定

城 北
こ ど も 園

1 8 9
14 39 31 45

3 8
13 17 27 24 54

城 西
こ ど も 園

1 4

1 2
9 24 23 32

城 南
こ ど も 園

1

1 1
3 23 22 25

大 名
こ ど も 園

2 5
22 46 44 66

泊
こ ど も 園

3

7 16
29 39 50 43 111

天久みらい
こ ど も 園

1 8

4 6
22 71 67 89

真 嘉 比
こ ど も 園

2

2
23 45 45 68

那 覇
こ ど も 園

2

12 23 23 35
壺 屋
こ ど も 園

2 4
12 22 20 32

開 南
こ ど も 園

2

2 5
13 24 38 36 73

天 妃
こ ど も 園

2 1

4 6
13 25 45 41 79

上 間
こ ど も 園

2

5
14 19 32 32 65

大道みらい
こ ど も 園

1 4

4 6
19 41 37 56

真 和 志
こ ど も 園

2

5 8
13 37 32 45

与 儀
こ ど も 園

3

1

5
9 33 32 41

小 禄 南
こ ど も 園

4 1

合 計
7 37

30
宇栄原み らい
こ ど も 園

0 0 0

久場川み らい
こ ど も 園

0 0 0
13 16 1

44 88
107 309 599 555 971

12 11 2 2 25

　（２）公私連携型 令和７年５月１日現在 

こども
園　名

３歳児 ４歳児 ５歳児 合計
（再掲） （再掲） （再掲） （再掲）

1号認定 1号認定 1号認定 1号認定

2号認定 2号認定 計 2号認定 2号認定
城 東
こ ど も 園

42 36

1 1 2
11 15 22 21 47

曙
こ ど も 園

1

59
安 謝
こ ど も 園

2 3 3 8
9

石 嶺
こ ど も 園

1 2 6 9
8 15

1 2
16 34 33 49

25 22 19 53

6 12
20 22 34 28 70

銘 苅
こ ど も 園

6

5
15 18 32 32 65

若 狭
こ ど も 園

1 4

1 4
12 12 35 34 58

神 原
こ ど も 園

1 2

6 8
17 23 31 25 65

城 岳
こ ど も 園

2

3 7
12 13 10 22

垣 花
こ ど も 園

4

4 13
16 21 37 33 70

松 島
こ ど も 園

4 5

6
9 16 45 44 69

松 川
こ ど も 園

2 3 1

8
16 20 45 40 76

識 名
こ ど も 園

1 2 5

5
23 45 44 67

真 地
こ ど も 園

4 1

3
12 19 43 41 72

仲 井 真
こ ど も 園

1 2

8
16 24 57 55 95

古 蔵
こ ど も 園

6 2

20
10 19 46 37 66

金 城
こ ど も 園

5 6 9

2 2
12 21 19 31

小 禄
こ ど も 園

宇 栄 原
こ ど も 園

3 2

8 11
20 27 48 40 87

さ つ き
こ ど も 園

3

5 10
17 28 53 48 93

67 144
208 384 761 694 1,286

合 計
21 56

1 1
17 56 55 72

高 良
こ ど も 園

４ 令和７年度 中学校生徒数（学校別、学年別、男女別）

男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級

（　　）は特別支援学級であり、内数である。

令和７年５月１日現在　　

１３ 鏡 原 中

１１ 松 島 中

１２ 城 北 中

首 里 中

５ 那 覇 中

合 計

１４ 松 城 中

１５ 仲井真中

１６ 金 城 中

１７ 石 嶺 中

安 岡 中

１　　年 合 計２　　年 ３　　年
中 学 校 名

１２’ 若夏分校

９

６ 上 山 中

古 蔵 中

１０ 小 禄 中

神 原 中

８ 寄 宮 中

７

４

３ 真和志中

石 田 中



－ 124 －

６ 認定こども園（幼稚園）・小学校・中学校の園児・児童・生徒在籍数の推移

（昭和58年度～令和７年度） ※各年度ともに５月１日現在の在籍数である。
（単位：人）

S58 4,394 33,853 17,158

S59 4,140 33,000 16,902

S60 4,161 31,698 16,988

S61 3,945 30,663 16,843

S62 3,920 29,327 16,721

S63 3,813 28,479 15,997

H01 3,831 27,910 15,052

H02 3,838 27,431 14,147

H03 3,807 27,296 13,410

H04 3,560 26,954 13,090

H05 3,377 26,821 12,520

H06 3,186 26,367 12,291

H07 2,939 25,817 11,804

H08 2,762 25,031 11,815

H09 2,774 24,083 11,781

H10 2,678 23,352 11,907

H11 2,742 22,552 11,870

H12 2,640 22,098 11,655

H13 2,516 21,839 11,334

H14 2,556 21,493 10,959

H15 2,530 21,600 10,436

H16 2,431 21,424 10,160

H17 2,422 21,428 9,826

H18 2,446 21,234 9,944

H19 2,429 21,100 9,901

H20 2,403 21,119 9,827

H21 2,458 20,806 9,768

H22 2,539 20,660 9,599

H23 2,533 20,598 9,621

H24 2,644 20,429 9,472

H25 2,642 20,270 9,487

H26 2,745 19,947 9,470

H27 2,690 19,930 9,320

H28 2,590 19,935 9,141

H29 2,706 19,869 9,029

H30 2,875 19,779 8,872

R01 2,804 19,641 8,828

R02 2,759 19,641 8,693

R03 2,746 19,272 8,650

R04 2,617 19,002 8,662

R05 2,675 18,361 8,738

R06 2,527 18,041 8,643

R07 2,489 17,463 8,575

※　那覇市では平成28年度に幼稚園から認定こども園へ移行を開始し、令和元年度には全ての幼稚園が認定こども園に移行したため、

　　平成27年度以前の数値は幼稚園のみ、平成28年度～平成30年度は幼稚園と認定こども園の合算、令和元年度以降は認定こども園

　　のみの在籍数となっている。

年度
認定
こども園

小学校 中学校

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

S58 S60 S62 H01 H03 H05 H07 H09 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R01 R03 R05 R07

（人）

小学校

中学校

認定こども園 ※
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7 小学校別 児童数の推移
★各年度ともに５月１日現在 単位：人

平成 令和
28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

※（　　）は特別支援学級の児童数であり、内数である。

小 禄 南 小

天 久 小

銘 苅 小

仲 井 真 小

金 城 小

曙 小

若夏分教室

石 嶺 小

合 計

真 地 小

さ つ き 小

那 覇 小

宇 栄 原 小

松 島 小

古 蔵 小

大 名 小

上 間 小

垣 花 小

小 禄 小

高 良 小

城 岳 小

天 妃 小

開 南 小

若 狭 小

真 和 志 小

与 儀 小

大 道 小

松 川 小

神 原 小

識 名 小

壺 屋 小

城 南 小

真 嘉 比 小

泊 小

城 西 小

学 校 名

安 謝 小

城 東 小

城 北 小
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８ 中学校別 生徒数の推移

★各年度ともに５月１日現在

平成 令和
28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

※（　　）は特別支援学級の児童数であり、内数である。

単位：人

合 計

仲井真中

金 城 中

石 嶺 中

若夏分校

鏡 原 中

松 城 中

小 禄 中

松 島 中

城 北 中

神 原 中

寄 宮 中

古 蔵 中

石 田 中

那 覇 中

上 山 中

学 校 名

安 岡 中

首 里 中

真和志中
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９ こども園別園児数の推移 令和７年５月１日現在

園名

3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳 － －
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳 － －
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － －
4歳
5歳
3歳 －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳 － －
5歳
3歳
4歳
5歳 － － － －
3歳
4歳
5歳 － － － －
3歳 － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － －
4歳 －
5歳
3歳 － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳 －
5歳
3歳 －
4歳
5歳
3歳 － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － －
4歳 － －
5歳
3歳 － － － － － － －
4歳 － －
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳 － － －
5歳
3歳 － － －
4歳 － －
5歳
3歳 － － －
4歳
5歳
3歳 －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳 －
5歳
3歳 － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 －
4歳
5歳
3歳 － － －
4歳
5歳
3歳 － － － － － － － － － －
4歳
5歳
3歳 －
4歳
5歳

注１：（　）は園児数の内、特別支援学級の園児数 注２： 部分は園児数

注３：平成28年4月より、公立幼稚園が順次認定こども園へ移行

注５：天久みらい・大道みらい・久場川みらい・宇栄原みらいこども園は、 注６:令和６年度より仲井真こども園３歳児保育実施

０～２歳の在籍あり。

令和6年度

真嘉比こ
（H31移行）

単位：人

令和5年度

城西こ
（H31移行）

令和4年度令和3年度平成30年度平成29年度 令和元年度 令和2年度平成28年度

城北こ
（H30移行）

令和7年度
（こども園移行年度）

与儀こ
（H30移行）

宇 栄 原 み ら い こ

（ 移 行 ）

城東こ
（H31移行）

曙こ
（H29移行）

安謝こ
（H31移行）

真和志こ
（H31移行）

上間こ
（H31移行）

天妃こ
（H30移行）

大名こ
（H31移行）

大道みらいこ
（H28移行）

注４：令和2年4月、保育所がこども園へ移行。R3年4月より石嶺こは公私連携へ移行。

合　計

小禄こ
（H31移行）

さつきこ
（H28移行）

宇栄原こ
（H31移行）

高良こ
（H31移行）

金城こ
（H29移行）

古蔵こ
（H30移行）

松川こ
（H30移行）

仲井真こ
（H30移行）

識名こ
（H28移行）

銘苅こ
（H28移行）

真地こ
（H29移行）

神原こ
（H30移行）

垣花こ
（H31移行）

松島こ
（H30移行）

若狭こ
（H28移行）

壺屋こ
（H30移行）

開南こ
（H29移行）

泊こ
（H31移行）

天 久 み ら い こ
（ 移 行 ）
（ 保 と 統 合 ）

那覇こ
（H31移行）

石嶺こ
（H29移行）

(R3公私連携へ移行)

小禄南こ
（H30移行）

久 場 川 み ら い こ

（ 移 行 ）

城岳こ
（H30移行）

公

立

型

公

私

連

携

型

城南こ
（H30移行）
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※ 校長、教頭、主幹教諭、教諭（本務･再任用）のみ
※ 年齢は令和７年度満年齢
※ 臨任･充て指導主事は含まない

（２）中学校 （令和７年５月１日現在）

　①生徒の推移 単位：人 　②教員の推移 単位：人

　③教員の年齢別構成比 単位：人 　④教員の男女構成比 単位：人

9,141

9,029

8,872

8,828

8,693

8,650

8,662

8,738

8,643

8,575

8,000 8,500 9,000 9,500 10,000

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

7

32

39

47

61

67

80

90

42

0 20 40 60 80 100

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～60

61～65
男

234人
50.3%

女

231人
49.7%

男 女

483

474

478

491

493

491

478

470

486

489

465

440 460 480 500

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

10 教員数の推移及び年齢構成比 ※ 校長、教頭、教諭（本務･再任用）のみ
※ 年齢は令和７年度満年齢
※ 臨任･充て指導主事は含まない

（１）小学校 （令和7年５月１日現在）

　①児童の推移 単位：人 　②教員の推移 単位：人

　③教員の年齢別構成比 単位：人 　④教員の男女構成比 単位：人

29

82

103

122

107

137

135

173

59

0 50 100 150 200

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～60

61～65

19,935

19,869

19,779

19,641

19,641

19,272

19,002

18,361

18,041

17,463

16,000 17,000 18,000 19,000 20,000 21,000

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

男

318人
33.6%

女

629人
66.4%

男 女

862

874

902

911

915

928

927

938

951

947

800 850 900 950 1,000

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度
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※ 校長、教頭、主幹教諭、教諭（本務･再任用）のみ
※ 年齢は令和７年度満年齢
※ 臨任･充て指導主事は含まない

（２）中学校 （令和７年５月１日現在）

　①生徒の推移 単位：人 　②教員の推移 単位：人

　③教員の年齢別構成比 単位：人 　④教員の男女構成比 単位：人

9,141

9,029

8,872

8,828

8,693

8,650

8,662

8,738

8,643

8,575

8,000 8,500 9,000 9,500 10,000

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

7

32

39

47

61

67

80

90

42

0 20 40 60 80 100

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～60

61～65
男

234人
50.3%

女

231人
49.7%

男 女

483

474

478

491

493

491

478

470

486

489

465

440 460 480 500

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度
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※ 年齢は令和7年度満年齢
※ 再任用・会計年度任用職員は含まない

（3）公立型こども園 （令和７年５月１日現在）

　①園児の推移（公私連携型こども園含む） 　②教員の推移
単位：人 単位：人

　③教員の年齢別構成比 　④教員の男女構成比
単位：人 単位：人

※ 令和２年度より、天久・久場川・宇栄原みらいこども園の園
長・教頭・３歳～５歳クラス担任を含む

2,590

2,706

2,875

2,804

2,759

2,746

2,617

2,675

2,527

2,489

2,200 2,300 2,400 2,500 2,600 2,700 2,800 2,900 3,000

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度
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100

99
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133

122
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171

150

0 50 100 150 200

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

7

12

22

25

35

20

21

8

0 10 20 30 40

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～60

男 女

女 140人

93％

男 10人

7％



【【
資資
料料
編編
】】
　　
予予
算算
・・
学学
校校
施施
設設
状状
況況





－ 131 －

１ 令和７年度那覇市一般会計歳入歳出予算 単位：千円

　　　　　　　歳　　　　　　入 　　　　　　歳　　　　　出

科   目 予 算 額 構成比(％) 科　目 予 算 額 構成比(％)

市税 議会費

地方譲与税 総務費

利子割交付金 民生費

配当割交付金 衛生費

株式等譲渡所得割交付金 労働費

地方消費税交付金 農林水産業費

環境性能割交付金 商工費

国有提供施設等所在市町村助成交付金 土木費

地方特例交付金 消防費

地方交付税 教育費

交通安全対策特別交付金 災害復旧費

法人事業税交付金 公債費

分担金及び負担金 諸支出金

使用料及び手数料 予備費

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

合計 合計

２ 年度別一般会計予算と教育予算対比表 単位：千円

   年　度　　 項　目 予　算　額

国県支出金 地 方 債 そ の 他

平成28年度一般会計予算

教 育 予 算

平成29年度一般会計予算

教 育 予 算

平成30年度一般会計予算

教 育 予 算

令和元年度一般会計予算

教 育 予 算

令和２年度一般会計予算

教 育 予 算

令和３年度一般会計予算

教 育 予 算

令和４年度一般会計予算

教 育 予 算

令和５年度一般会計予算

教 育 予 算

令和６年度一般会計予算

教 育 予 算

令和７年度一般会計予算

教 育 予 算

財　　   源　　   内   　　訳

特  　 定  　 財   　源
一般財源
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３ 令和７年度教育予算目別集計表

単位：千円

増　減　額

（ａ）－（b）

 10款　教育費

　１項　教育総務費

　　１目　教育委員会費

　　２目　事務局費

　　３目　教育研究所費 △ 5,259

　２項　小学校費 △ 1,727,544

　　１目　学校管理費

　　２目　教育振興費 △ 183,059

　　３目　学校建設費 △ 1,943,715

　３項　中学校費

　　１目　学校管理費

　　２目　教育振興費

　　３目　学校建設費

　４項　社会教育費

　　１目　社会教育総務費

　　２目　公民館費

　　３目　図書館費

　　４目　青少年費

　　５目　文化財保護費

　　６目　博物館費 △ 28,851

　５項　保健体育費

　　

　　１目　保健体育総務費

　　２目　体育施設費　 △ 173,221

　　３目　学校給食費

款　項　目 令和７年度予算額(a) 令和６年度予算額(b)
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３ 令和７年度教育予算目別集計表

単位：千円

増　減　額

（ａ）－（b）

 10款　教育費

　１項　教育総務費

　　１目　教育委員会費

　　２目　事務局費

　　３目　教育研究所費 △ 5,259

　２項　小学校費 △ 1,727,544

　　１目　学校管理費

　　２目　教育振興費 △ 183,059

　　３目　学校建設費 △ 1,943,715

　３項　中学校費

　　１目　学校管理費

　　２目　教育振興費

　　３目　学校建設費

　４項　社会教育費

　　１目　社会教育総務費

　　２目　公民館費

　　３目　図書館費

　　４目　青少年費

　　５目　文化財保護費

　　６目　博物館費 △ 28,851

　５項　保健体育費

　　

　　１目　保健体育総務費

　　２目　体育施設費　 △ 173,221

　　３目　学校給食費

款　項　目 令和７年度予算額(a) 令和６年度予算額(b)

４
令
和
７
年
度
小
学
校
施
設
保
有
状
況

1
安
謝
小

50
9

35
18

7
6,

17
6

7,
52

4
0

0
28

2
1

1
1

2
0

1
1

1
1

1
1,

21
5

1,
04

9
16

6
20

0
31

1
2

城
東
小

45
3

32
16

6
6,

24
6

6,
55

8
0

24
8

23
1

0
2

1
1

0
0

1
1

1
1

1,
21

5
1,

16
4

51
0

40
0

3
城
北
小

62
5

34
21

5
6,

85
4

6,
22

8
62

6
0

27
2

0
1

1
1

0
1

1
1

0
0

1,
21

5
1,

33
6

0
0

40
0

4
城
西
小

57
3

36
20

6
6,

84
9

6,
23

0
61

9
0

28
1

0
1

1
1

0
1

1
1

0
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

26
0

5
城
南
小

34
4

21
13

3
5,

06
6

5,
66

8
0

25
0

19
1

1
1

1
1

0
0

1
1

2
1

1,
21

5
97

0
24

5
0

36
4

6
真
嘉
比
小

53
5

17
18

3
6,

09
8

4,
83

0
1,

26
8

0
19

1
0

1
1

1
0

1
1

1
0

1
1,

21
5

1,
19

4
21

0
30

0
7

泊
小

65
8

23
22

5
7,

04
6

6,
48

9
55

7
15

0
29

2
0

2
1

1
0

1
1

1
0

0
1,

21
5

1,
21

5
0

0
40

0
8

大
道
小

23
3

18
9

4
3,

84
8

5,
44

6
0
注
３

13
0

17
2

0
1

1
1

0
1

1
1

1
0

91
9

1,
21

5
0

0
40

0
9

松
川
小

44
8

24
15

4
5,

87
4

6,
30

2
0

45
0

23
1

1
2

1
1

0
1

1
1

0
0

1,
21

5
1,

21
5

0
0

32
0

10
識
名
小

57
0

31
19

5
6,

47
1

5,
96

8
50

3
15

0
26

2
1

1
0

1
0

1
1

1
1

3
1,

21
5

1,
21

4
1

0
37

0
11

壺
屋
小

20
6

28
8

6
3,

94
8

4,
38

2
0

0
11

1
1

1
1

1
0

1
1

1
1

1
91

9
72

5
19

4
0

40
0

12
若
狭
小

23
5

16
9

3
4,

07
7

4,
82

3
0

14
0

14
1

1
1

0
1

0
0

1
1

1
2

91
9

91
9

0
0

32
0

13
神
原
小

32
6

29
12

6
5,

41
7

5,
44

7
0
注
1

14
0

17
1

2
1

1
0

0
1

1
1

1
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

37
0

14
真
和
志
小

39
6

40
14

6
5,

83
1

5,
49

6
33

5
15

0
22

2
0

1
1

1
0

1
1

1
1

0
1,

21
5

1,
21

5
0

0
40

0
15

与
儀
小

24
4

24
11

5
4,

97
3

4,
70

2
27

1
20

0
16

1
0

1
1

1
0

1
1

1
0

0
1,

21
5

1,
21

3
2

0
40

0
16

城
岳
小

51
0

33
18

5
5,

84
0

6,
64

7
0
注
１

13
5

25
2

1
1

2
1

0
1

1
1

0
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

40
0

17
天
妃
小

36
6

24
13

5
5,

43
8

5,
44

1
0

0
17

1
1

1
1

1
1

0
0

1
1

2
1,

21
5

1,
21

5
0

0
37

0
18

開
南
小

34
6

21
12

3
4,

85
9

5,
37

8
0
注
２

26
9

19
2

1
2

2
2

0
1

1
1

1
1

91
9

1,
21

5
0

0
32

0
19

垣
花
小

20
5

11
8

2
3,

63
0

3,
58

6
44

15
0

12
1

0
1

1
1

0
0

1
1

0
1

89
4

91
9

0
0

32
0

20
小
禄
小

30
2

25
12

4
5,

04
5

5,
69

3
0

0
18

2
0

2
1

1
1

0
1

1
0

1
1,

21
5

94
5

27
0

0
30

0
21

高
良
小

74
3

46
25

7
7,

99
3

8,
57

3
0
注
1

12
5

31
2

0
2

1
2

0
0

1
1

2
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

40
0

22
宇
栄
原
小

47
0

27
17

5
6,

26
7

6,
32

4
0

45
0

22
1

1
2

1
1

0
0

1
1

1
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

40
0

23
松
島
小

50
6

29
17

4
6,

08
1

6,
41

0
0

15
0

27
2

0
2

2
1

0
1

1
1

0
1

1,
21

5
94

5
27

0
0

30
0

24
古
蔵
小

60
9

44
21

6
7,

04
0

7,
35

7
0

25
0

25
2

1
2

1
1

1
0

1
1

1
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

32
0

25
上
間
小

48
7

39
17

6
6,

45
3

6,
49

6
0
注
1

25
0

21
2

1
1

1
1

0
0

1
1

1
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

36
3

26
大
名
小

15
0

18
6

3
3,

29
3

3,
76

8
0

25
0

8
1

0
1

1
1

0
0

1
1

1
1

89
4

89
4

0
0

40
0

27
石
嶺
小

77
5

41
26

8
8,

37
1

7,
79

1
58

0
注
1

14
0

31
2

0
1

1
1

0
0

1
1

1
1

1,
21

5
1,

21
5

0
0

40
0

28
仲
井
真
小

64
1

32
23

6
7,

42
4

6,
32

7
1,

09
7
注
２

69
30

1
0

1
0

1
0

1
1

1
1

0
1,

21
5

98
5

23
0

0
36

7
29

金
城
小

62
9

30
21

6
7,

23
2

6,
99

0
24

2
20

0
28

2
0

1
1

1
0

1
1

1
1

0
1,

21
5

91
9

29
6

0
40

0
30

曙
小

24
6

18
11

4
4,

78
7

4,
92

0
0

15
0

19
1

0
2

1
1

0
1

1
1

0
1

91
9

92
8

0
19

2
40

0
31

小
禄
南
小

56
7

45
18

7
6,

84
3

6,
10

1
74

2
15

0
25

1
0

1
1

1
0

1
1

1
1

0
1,

21
5

1,
01

0
20

5
20

0
40

0
32

真
地
小

43
3

29
15

5
5,

85
2

5,
32

5
52

7
15

0
20

1
0

2
1

1
0

1
1

1
1

0
1,

21
5

1,
01

0
20

5
20

0
40

0
33

さ
つ
き
小

53
4

25
19

4
6,

28
5

6,
02

1
26

4
0

21
1

1
2

1
1

0
1

1
1

1
1

1,
21

5
98

2
23

3
55

2
40

0
34

銘
苅
小

51
9

30
19

6
6,

65
7

7,
32

3
0

40
0

25
1

1
2

1
1

0
0

1
1

1
1

1,
21

5
1,

33
6

0
20

0
40

0
35

天
久
小

66
1

29
23

5
7,

05
1

7,
31

8
0

0
25

1
1

2
1

1
0

0
1

1
1

1
1,

21
5

1,
21

5
0

25
0

40
0

36
那
覇
小

38
0

25
13

5
5,

64
5

4,
89

4
75

1
25

0
20

2
0

1
1

2
1

0
1

1
1

0
1,

21
5

1,
01

0
20

5
18

0
37

2

16
,4

34
1,

02
9

57
9

18
0

21
2,

86
0

21
4,

77
6

8
,4

26
5,

54
6

78
8

52
1
7

50
36

3
9

4
2
1

35
36

2
7

29
41

,6
18

39
,8

92
2
,5

94
1,

97
4

13
,2

47
注

１
:
一

般
財

源
の

予
算

で
整

備
し

た
施

設
　

注
２

：
少

子
化

対
策

事
業

の
予

算
で

整
備

し
た

施
設

注
３

：
大

規
模

改
造

事
業

で
整

備
し

た
施

設
（

面
積

：
㎡

）

注
４

:
若

夏
分

教
室

児
童

数
を

除
く

※
注

１
～

3
に

つ
い

て
は

校
舎

保
有

面
積

に
含

む

令
和
７
年
５
月
１
日
現
在

№
学 校 名

児
童
数
　
注
4

学
級
数

校
　
舎
　
面
　
積

地 域 ・ 学 校

連 携 施 設

保
　
　
　
有
　
　
　
教
　
　
　
室
　
　
　
数

屋
内
運
動
場
面
積

地 域 ・ 学 校

連 携 施 設

水 泳 プ ー ル 水 面 積

外 国 語

（ 校 舎 ）

視 聴 覚

コ ン ピ ュ ー タ

図 書 室

通 常 学 級

特 別 支 援

通 常 学 級

特 別 支 援

必 要

保 有

整 備 資 格

普 通

教 育 相 談

ス ペ ー ス

理 科

生 活

音 楽

図 画 工 作

家 庭

特 別 活 動

45
6

（ 屋 内

運 動 場 ）
（
㎡
） 0

1,
04

4
1,

04
5

38
7

多 目 的

必 要

保 有

整 備 資 格

88
7

68
0

1,
12

3 0
1,

01
9

1,
02

40
70

4
55

8
49

5
38

4 0
72

8
13

6
44

3
97

1
1,

29
9

1,
26

6

58
0

1,
30

9
1,

20
4

53
2

76
0

1,
09

4
1,

25
6

1,
19

9
1,

07
8

93
8

71
5

1,
31

7
54

1

計
27

,1
72
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５
令
和
７
年
度
中
学
校
施
設
保
有
状
況

1
安
岡
中

7
8
6

3
9

2
4

6
8
,6

4
1

6
,7

0
6

1
,9

3
5

0
2
5

2
2

1
1

2
0

0
1

1
1

1
1

1
,4

7
6

1
,4

7
5

1
0

3
0
0

3
7
0

2
首
里
中

6
1
2

2
6

1
8

5
6
,7

6
9

9
,5

0
3

0
0

2
6

3
3

2
3

2
1

1
1

1
1

2
1

1
,4

7
6

1
,2

2
2

2
5
4

2
0
0

0
4
0
0

3
真
和
志
中

2
4
4

2
4

9
4

4
,5

3
2

4
,2

4
5

0
0

1
0

2
1

1
1

1
0

0
1

1
1

1
0

1
,1

3
8

1
,2

5
1

0
0

3
5
0

4
0
0

4
石
田
中

3
6
5

2
0

1
2

3
5
,7

5
6

6
,3

6
4

0
1
5
0

1
8

2
2

1
2

2
0

1
1

1
1

4
0

1
,1

3
8

1
,2

2
2

0
2
0
0

3
5
0

4
0
0

5
那
覇
中

5
8
0

2
3

1
8

4
6
,2

8
1

8
,6

2
4

0
1
6
3

2
5

4
2

2
3

3
1

2
1

1
1

1
1

1
,4

7
6

1
,2

2
2

2
5
4

3
7

3
5
0

3
7
5

6
上
山
中

3
4
9

2
2

1
2

3
5
,4

0
4

6
,4

1
3

0
2
5
0

1
6

2
1

1
2

2
0

0
1

1
1

2
0

1
,1

3
8

1
,2

5
1

0
0

3
5
0

4
0
0

7
神
原
中

2
5
9

2
7

9
4

4
,8

8
4

5
,2

6
3

0
0

1
7

2
1

1
1

2
0

0
1

1
1

2
0

1
,1

3
8

1
,2

5
1

0
2
0
0

3
5
0

4
0
0

8
寄
宮
中

4
7
9

3
0

1
5

5
6
,8

2
4

6
,2

8
1

5
4
3

0
2
1

2
2

2
2

2
0

0
1

1
1

2
1

1
,4

7
6

1
,2

4
3

2
3
3

2
0
0

3
5
0

4
0
0

9
古
蔵
中

5
4
6

2
3

1
7

4
6
,8

1
5

7
,4

8
1

0
0

2
3

2
2

2
2

2
0

1
1

1
1

1
1

1
,4

7
6

1
,4

7
6

0
2
0
0

3
5
0

4
0
0

1
0

小
禄
中

7
2
6

5
2

2
2

8
8
,5

3
5

8
,4

2
9

0
0

2
6

2
2

2
2

2
0

0
1

1
1

3
1

1
,4

7
6

1
,2

2
2

2
5
4

2
0
0

3
5
0

4
0
0

1
1

松
島
中

5
9
1

2
5

1
8

4
7
,1

6
2

6
,7

5
9

4
0
3

0
1
8

2
1

1
2

2
0

1
1

1
1

2
1

1
,4

7
6

1
,4

7
6

0
0

3
0
0

3
2
0

1
2

城
北
中

3
7
1

2
0

1
2

3
5
,7

5
6

6
,0

3
5

0
4
5
0

1
4

2
1

1
1

2
0

0
1

1
1

2
1

1
,1

3
8

1
,1

3
8

0
0

3
5
0

4
0
0

1
3

鏡
原
中

5
8
4

3
0

1
8

5
7
,1

7
1

6
,7

4
6

4
2
5

2
5
0

1
8

3
1

1
1

2
0

0
1

1
1

1
2

1
,4

7
6

1
,4

7
6

0
0

3
0
0

4
0
0

1
4

松
城
中

2
2
2

1
4

8
3

3
,6

8
5

6
,1

2
3

0
0

1
7

2
2

2
2

2
0

1
1

1
1

1
1

1
,1

3
8

1
,1

2
2

1
6

0
0

4
0
0

1
5
仲
井
真
中

4
4
8

2
7

1
4

4
6
,4

6
8

5
,6

9
8

7
7
0

1
5
1

1
7

2
2

1
2

2
0

1
1

1
1

1
1

1
,1

3
8

1
,0

2
0

1
1
8

4
9

3
5
0

4
0
0

1
6

金
城
中

5
0
7

2
5

1
5

5
6
,9

9
7

7
,3

2
9

0
0

2
3

2
2

2
2

2
0

1
1

1
1

2
1

1
,4

7
6

1
,2

2
2

2
5
4

2
0
0

0
4
0
0

1
7

石
嶺
中

4
3
8

2
6

1
4

4
6
,2

9
4

6
,7

4
9

0
0

1
6

2
2

1
2

2
1

1
1

1
1

1
1

1
,1

3
8

1
,2

2
2

0
2
0
0

3
5
0

3
7
5

8
,1

0
7

4
5
3

2
5
5

7
4

1
0
7
,9

7
4

1
1
4
,7

4
8

4
,0

7
6

3
3
0

3
8

2
9

2
4

3
1

3
4

3
1
0

1
7

1
7

1
7

2
9

1
4

2
2
,3

8
8

2
1
,5

1
1

1
,3

8
4

1
,6

8
6

4
,7

5
0

6
,6

4
0

注
1
：
若
夏
分
校
生
徒
数
を
除
く

令
和
７
年
５
月
１
日
現
在

4
8
9

7
3
8

計
1
,4

1
4

8
,4

7
8

7
0
5 0

6
2
3

1
,0

5
6

6
4
3

6
8
9

6
4
9

5
4
4

5
7
3

3
5
7 0

7
9
3

2
1
6 0

4
0
3

地 域 ・ 学 校

連 携 施 設

（ 校 舎 ）

（ 屋 内

運 動 場 ）
（
㎡
）

必 要

保 有

整 備 資 格

図 書 室

特 別 活 動

教 育 相 談

進 路 指 導

ス ペ ー ス

多 目 的

№

学 校 名

生
徒
数
　
注
1
学
級
数

校
　
舎
　
面
　
積

通 常 学 級

特 別 支 援

通 常 学 級

特 別 支 援

必 要

整 備 資 格

保 有

家 庭

外 国 語

視 聴 覚

コ ン ピ ュ ー タ

保
　
　
　
有
　
　
　
教
　
　
　
室
　
　
　
数

屋
内
運
動
場
面
積

地 域 ・ 学 校

連 携 施 設

武 道 場 面 積

水 泳 プ ー ル 水 面 積

技 術

普 通

理 科

音 楽

美 術
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６ 令和７年度認定こども園施設保有状況

　（１）公立型 令和７年５月１日現在

必　要 保　有 整備資格 保育室 遊戯室 管理室 図書室 その他

城北こども園

城西こども園

城南こども園

大名こども園

泊 こども園

天久みらいこども園

真嘉比こども園

那覇こども園

壺屋こども園

開南こども園

天妃こども園

上間こども園

大道みらいこども園

真和志こども園

与儀こども園

小禄南こども園

久場川みらいこども園

宇栄原みらいこども園

　（２）公私連携型 令和７年５月１日現在

必　要 保　有 整備資格 保育室 遊戯室 管理室 図書室 その他

城東こども園

石嶺こども園

安謝こども園

曙 こども園

銘苅こども園

若狭こども園

神原こども園

城岳こども園

垣花こども園

松島こども園

松川こども園

識名こども園

真地こども園

仲井真こども園

古蔵こども園

金城こども園

小禄こども園

さつきこども園

宇栄原こども園

高良こども園

計

園　舎　面　積（㎡） 保　　有　　教　　室　　数

計

№ 園　　名 園児数 学級数
園　舎　面　積（㎡） 保　　有　　教　　室　　数

№ 園　　名 園児数 学級数
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７ 学校用地管理状況

№ 学　校　名

安 謝 小

城 東 小

城 北 小

城 西 小

城 南 小

真 嘉 比 小

泊 小

大 道 小

松 川 小

識 名 小

壺 屋 小

若 狭 小

神 原 小

真 和 志 小

与 儀 小

城 岳 小

天 妃 小

開 南 小

垣 花 小

小 禄 小

高 良 小

宇 栄 原 小

松 島 小

古 蔵 小

上 間 小

大 名 小

石 嶺 小

仲 井 真 小

金 城 小

曙 小

小 禄 南 小

真 地 小

さ つ き 小

銘 苅 小

天 久 小

那 覇 小

小 学 校 合 計

安 岡 中

首 里 中

真 和 志 中

石 田 中

那 覇 中

上 山 中

神 原 中

寄 宮 中

古 蔵 中

小 禄 中

松 島 中

城 北 中

鏡 原 中

松 城 中

仲 井 真 中

金 城 中

石 嶺 中

中 学 校 合 計

※面積は実測を基本としている。なお、幼稚園は平成30年度末をもって全て認定こども園へ移行したことに

　伴い､幼稚園用地面積は全て小学校用地面積に合算した（但し､こどもみらい部に所管換えした用地は除く）｡

総　　　合　　　計

令和７年５月１日現在

県有地 (㎡) 市　有　地 (㎡) 個人有地 (㎡) 合　　　計 (㎡)
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８ 小学校校地及び運動場基準に対する保有状況 令和７年５月１日現在

保有率 過不足
一　　人
当 た り

保有率 過不足
一　　人
当 た り

（％） （％）

安謝小 18 7

城東小 16 6

城北小 21 5

城西小 20 6

城南小 13 3

真嘉比小
18 3

泊小 22 5

大道小 9 4

松川小 15 4

識名小 19 5

壺屋小 8 6

若狭小 9 3

神原小 12 6

真和志小
14 6

与儀小 11 5

城岳小 18 5

天妃小 13 5

開南小 12 3

垣花小 8 2

小禄小 12 4

高良小 25 7

宇栄原小
17 5

松島小 17 4

古蔵小 21 6

上間小 17 6

大名小 6 3

石嶺小 26 8

仲井真小
23 6

金城小 21 6

曙小 11 4

小禄南小
18 7

真地小 15 5

さつき小
19 4

銘苅小 19 6

天久小 23 5

那覇小 13 5

※ 公立学校施設整備費補助金交付要綱（平成８年５月11日文教施設第22号文部大臣裁定）の

　校地面積基準に基づく。しかし、同交付要綱が廃止になったため「基準」を「目安」とする。

※ 小学校設置基準（平成１４年３月２９日文部科学省令第１４号）の運動場面積基準に基づく。

※ 若夏分教室児童数を除く。

通常
学級

特別
支援 ※ 目安 保有+借地 ※ 基準 保有+借地

学級数
在籍

（人）

※

校地面積（㎡） 運動場面積（㎡）

計

№

７ 学校用地管理状況

№ 学　校　名

安 謝 小

城 東 小

城 北 小

城 西 小

城 南 小

真 嘉 比 小

泊 小

大 道 小

松 川 小

識 名 小

壺 屋 小

若 狭 小

神 原 小

真 和 志 小

与 儀 小

城 岳 小

天 妃 小

開 南 小

垣 花 小

小 禄 小

高 良 小

宇 栄 原 小

松 島 小

古 蔵 小

上 間 小

大 名 小

石 嶺 小

仲 井 真 小

金 城 小

曙 小

小 禄 南 小

真 地 小

さ つ き 小

銘 苅 小

天 久 小

那 覇 小

小 学 校 合 計

安 岡 中

首 里 中

真 和 志 中

石 田 中

那 覇 中

上 山 中

神 原 中

寄 宮 中

古 蔵 中

小 禄 中

松 島 中

城 北 中

鏡 原 中

松 城 中

仲 井 真 中

金 城 中

石 嶺 中

中 学 校 合 計

※面積は実測を基本としている。なお、幼稚園は平成30年度末をもって全て認定こども園へ移行したことに

　伴い､幼稚園用地面積は全て小学校用地面積に合算した（但し､こどもみらい部に所管換えした用地は除く）｡

総　　　合　　　計

令和７年５月１日現在

県有地 (㎡) 市　有　地 (㎡) 個人有地 (㎡) 合　　　計 (㎡)
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９ 中学校校地及び運動場基準に対する保有状況 令和７年５月１日現在

保有率 過不足
一　　人
当 た り

保有率 過不足
一　　人
当 た り

（％） （％）

1 安岡中
24 6

825 36,153 19,416 53.7 -16,737 23.5 8,400 7,601 90.5 -799 9.2

2 首里中
18 5

638 30,835 20,587 66.8 -10,248 32.3 7,580 7,570 99.9 -10 11.9

3 真和志中

9 4
268 21,544 10,756 49.9 -10,788 40.1 3,880 3,830 98.7 -50 14.3

4 石田中
12 3

385 24,059 20,632 85.8 -3,427 53.6 5,050 7,963 157.7 2,913 20.7

5 那覇中
18 4

603 30,097 15,803 52.5 -14,294 26.2 7,230 7,175 99.2 -55 11.9

6 上山中
12 3

371 24,059 18,829 78.3 -5,230 50.8 4,910 7,015 142.9 2,105 18.9

7 神原中
9 4

286 21,544 17,168 79.7 -4,376 60.0 4,060 7,546 185.9 3,486 26.4

8 寄宮中
15 5

509 28,470 16,437 57.7 -12,033 32.3 6,290 5,810 92.4 -480 11.4

9 古蔵中
17 4

569 29,358 14,978 51.0 -14,380 26.3 6,890 6,962 101.0 72 12.2

10 小禄中
22 8

778 36,153 22,556 62.4 -13,597 29.0 8,400 7,349 87.5 -1,051 9.4

11 松島中
18 4

616 30,097 23,852 79.3 -6,245 38.7 7,360 9,772 132.8 2,412 15.9

12 城北中
12 3

391 24,059 25,461 105.8 1,402 65.1 5,110 9,670 189.2 4,560 24.7

13 鏡原中
18 5

614 30,835 20,848 67.6 -9,987 34.0 7,340 6,834 93.1 -506 11.1

14 松城中
8 3

236 20,067 25,721 128.2 5,654 109.0 3,600 6,172 171.4 2,572 26.2

15 仲井真
14 4

475 26,273 20,027 76.2 -6,246 42.2 5,950 6,945 116.7 995 14.6

16 金城中
15 5

532 28,470 33,076 116.2 4,606 62.2 6,520 11,513 176.6 4,993 21.6

17 石嶺中
14 4

464 26,273 20,798 79.2 -5,475 44.8 5,840 9,307 159.4 3,467 20.1

255 74 8,560 468,346 346,945 74.1 -121,401 40.5 104,410 129,034 123.6 24,624 15.1

※
1
公立学校施設整備費補助金交付要綱（平成８年５月１１日文教施設第２２号文部大臣裁定）

　の校地面積基準に基づく。しかし、同交付要綱が廃止になったため、「基準」を「目安」とする。
※

2
中学校設置基準（平成１４年３月２９日文部科学省令第１５号）の運動場面積基準に基づく。

※
3
若夏分校生徒数を除く。

計

通常
学級

特別
支援 ※

1
目安 保有+借用 ※

2
基準 保有+借用

№ 学校名

学級数
在籍
（人）

※
3

校地面積（㎡） 運動場面積（㎡）
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９９　　中中学学校校校校地地及及びび運運動動場場基基準準にに対対すするる保保有有状状況況 令和７年５月１日現在

保有率 過不足
一　　人
当 た り

保有率 過不足
一　　人
当 た り

（％） （％）

1 安岡中
24 6

825 36,153 19,416 53.7 -16,737 23.5 8,400 7,601 90.5 -799 9.2

2 首里中
18 5

638 30,835 20,587 66.8 -10,248 32.3 7,580 7,570 99.9 -10 11.9

3 真和志中

9 4
268 21,544 10,756 49.9 -10,788 40.1 3,880 3,830 98.7 -50 14.3

4 石田中
12 3

385 24,059 20,632 85.8 -3,427 53.6 5,050 7,963 157.7 2,913 20.7

5 那覇中
18 4

603 30,097 15,803 52.5 -14,294 26.2 7,230 7,175 99.2 -55 11.9

6 上山中
12 3

371 24,059 18,829 78.3 -5,230 50.8 4,910 7,015 142.9 2,105 18.9

7 神原中
9 4

286 21,544 17,168 79.7 -4,376 60.0 4,060 7,546 185.9 3,486 26.4

8 寄宮中
15 5

509 28,470 16,437 57.7 -12,033 32.3 6,290 5,810 92.4 -480 11.4

9 古蔵中
17 4

569 29,358 14,978 51.0 -14,380 26.3 6,890 6,962 101.0 72 12.2

10 小禄中
22 8

778 36,153 22,556 62.4 -13,597 29.0 8,400 7,349 87.5 -1,051 9.4

11 松島中
18 4

616 30,097 23,852 79.3 -6,245 38.7 7,360 9,772 132.8 2,412 15.9

12 城北中
12 3

391 24,059 25,461 105.8 1,402 65.1 5,110 9,670 189.2 4,560 24.7

13 鏡原中
18 5

614 30,835 20,848 67.6 -9,987 34.0 7,340 6,834 93.1 -506 11.1

14 松城中
8 3

236 20,067 25,721 128.2 5,654 109.0 3,600 6,172 171.4 2,572 26.2

15 仲井真
14 4

475 26,273 20,027 76.2 -6,246 42.2 5,950 6,945 116.7 995 14.6

16 金城中
15 5

532 28,470 33,076 116.2 4,606 62.2 6,520 11,513 176.6 4,993 21.6

17 石嶺中
14 4

464 26,273 20,798 79.2 -5,475 44.8 5,840 9,307 159.4 3,467 20.1

255 74 8,560 468,346 346,945 74.1 -121,401 40.5 104,410 129,034 123.6 24,624 15.1

※
1
公立学校施設整備費補助金交付要綱（平成８年５月１１日文教施設第２２号文部大臣裁定）

　の校地面積基準に基づく。しかし、同交付要綱が廃止になったため、「基準」を「目安」とする。
※

2
中学校設置基準（平成１４年３月２９日文部科学省令第１５号）の運動場面積基準に基づく。

※
3
若夏分校生徒数を除く。

計

通常
学級

特別
支援 ※

1
目安 保有+借用 ※

2
基準 保有+借用

№ 学校名

学級数
在籍
（人）

※
3

校地面積（㎡） 運動場面積（㎡）
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１ 学校一覧

幼保連携型認定こども園（公立型18園）

城北こども園 宮里　美貴江 下地　智子 － 昭和21．4．1 平成30. 4. 1

城西こども園 喜名　智美 宇禄　真由美 昭和21．4．1 平成31. 4. 1

城南こども園 上原　恵子 岸本　利子 － 昭和21．8．1 平成30. 4. 1

大名こども園 金城　美紀 安里　一枝 － 昭和52．1．1 平成31. 4. 1

泊こども園 上間　良乃 謝花　真乃 － 昭和34．4．14 平成31. 4. 1

天久みらいこども園 栄野川　公恵 大城 みなみ

金城　裕子

真嘉比こども園 渡久地　順 真境名　章子 － 昭和39．1．13 平成31. 4. 1

那覇こども園 伊藝　しのぶ 村田　まきこ － 平成25．11．1 平成31. 4. 1

壺屋こども園 伊地　さとみ 沖本　理子 － 昭和21．4．9 平成30. 4. 1

開南こども園 金城　恵 西浜　幸子 － 昭和22．6．10 平成29. 4. 1

天妃こども園 金城　かおり 門馬　美規 昭和41．1．26 平成30. 4. 1

上間こども園 上原　かをる 新垣　さつき 昭和52．1．1 平成31. 4. 1

大道みらいこども園 比嘉　ミチ子 仲地　吉野 昭和22．4．1 平成28. 4. 1

真和志こども園 名幸　享子 新城　香理 － 昭和21．2．10 平成31. 4. 1

与儀こども園 仲盛　夫美子 嶺井　奈奈子 － 昭和21．2．25 平成30. 4. 1

小禄南こども園 喜名　弥生 國吉　裕子 － 平成2．4．1 平成30. 4. 1

久場川みらいこども園 宮良　利恵子 根間　浩美 昭和41．5．28 令和 2. 4. 1

宇栄原みらいこども園 出原　綾子 崎山　未来 昭和41．8．2 令和 2. 4. 1

　　　　　　

※保育教諭は、担任・週休代替・休憩代替・特別支援教育担当教諭とする

※その他の職員は園長・教頭とする

※天久みらい・大道みらい・久場川みらい・宇栄原みらいこども園の保育教諭は、３歳未満クラス・一時預かり保育の職員を含む

※移行年月日とは公立幼稚園・公立保育所から公立型こども園へ移行した年月日を示す

幼保連携型認定こども園（公私連携型20園）

城東こども園 － － 昭和46．4．8 平成31. 4. 1

※2 石嶺こども園 － － 昭和54．1．1
平成29. 4. 1
令和 3．4．1

安謝こども園 － － 昭和21．6 平成31. 4. 1

曙こども園 － － － 平成2．4．1 平成29. 4. 1

銘苅こども園 － － 平成16．11．1 平成28. 4. 1

若狭こども園 － － 昭和34．4．1 平成28. 4. 1

神原こども園 － － 昭和35．4．6 平成30. 4. 1

城岳こども園 － － 昭和22．4．10 平成30. 4. 1

垣花こども園 － － － 昭和22．4．5 平成31. 4. 1

松島こども園 － － 昭和48．4．1 平成30. 4. 1

松川こども園 － － 昭和34．3．27 平成30. 4. 1

識名こども園 － － 昭和38．4．1 平成28. 4. 1

真地こども園 － － － 平成6．4．1 平成29. 4. 1

仲井真こども園 － － 昭和57．1．1 平成30. 4. 1

古蔵こども園 － － 昭和51．1．10 平成30. 4. 1

金城こども園 － － 昭和60．11．1 平成29. 4. 1

小禄こども園 － － － 昭和23．4．1 平成31. 4. 1

さつきこども園 － － 平成11．11．1 平成28. 4. 1

宇栄原こども園 － － 昭和47．4．1 平成31. 4. 1

高良こども園 － － － 昭和21．2．17 平成31. 4. 1

－ － 　　　　　　

※移行年月日とは公立幼稚園から公私連携型こども園へ移行した年月日を示す

※番号２:石嶺こども園の移行年月日については、平成29年４月１日付で公立幼稚園から公立こども園へ移行、

  令和３年４月１日付で公立こども園から公私連携こども園へ移行を示す

園 児 数
学
級
数

移　行

年月日
３
歳

４
歳

５
歳

保
育
教
諭

そ
の
他

の
職
員

園 児 数
学
級
数

平成23．11．1
平成31. 4. 1
令和 2．4．1

園　舎

（㎡）

創　立

年月日

計

教職員数

園　舎

（㎡）

創　立

年月日
３
歳

令和７年５月１日現在 

移　行

年月日
４
歳

５
歳

保
育
教
諭

そ
の
他

の
職
員

番

号

園　　名 園長 教頭

令和７年５月１日現在 

計

教職員数

園　　名

番

号

園長

村上　昭二

髙良　勝子

糸数　由美子

末吉　八千代

仲宗根　悠子

宮城　米子

上原　悦子

岡沢　桂子

金城　光哉

島　朋子

前田　やよい

與那覇　利香代

内間　こずえ

高田　真奈美

金城　成人

屋我　誠

宮平　多美子

武富　美智子

石原　香

小波津　優也
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小
学

校
（
市

立
3
6
校

）
令

和
７

年
５

月
１

日
現

在

　
学

級
数

番
通

特
創

　
立

学
校

名
校

長
教

頭
男

女
計

常
別

校
教

教
事

栄
事

図
栄

調
用

　
　

　
　

　
　

号
学

支
計

　
　

養
　

　
　

　
養

理
務

年
月

日

級
援

長
頭

諭
務

職
務

書
士

員
員

　
　

　
　

　
　

安
謝

小
学

校
大

川
　

剛
武

村
　

盛
晃

明
治

4
3
.
 
5
.
2
4

城
東

小
学

校
神

谷
　

貴
子

新
垣

　
清

昭
和

4
5
.
 
4
.
 
1

城
北

小
学

校
工

藤
　

直
也

玉
城

　
聖

江
明

治
2
8
.
 
5

城
西

小
学

校
古

賀
　

義
之

泉
　

愛
明

治
1
9
.
1
2
.
 
8

城
南

小
学

校
田

島
　

正
敏

中
野

　
謙

明
治

1
3
.
1
1

真
嘉

比
小

学
校

仲
地

　
千

佳
上

原
　

敏
希

昭
和

3
7
.
1
1
.
2
3

泊
小

学
校

玉
村

　
か

お
り

比
嘉

　
正

和
明

治
1
4
.
 
6
.
 
1

大
道

小
学

校
新

川
　

美
紀

屋
田

　
巧

昭
和

 
9
.
 
4
.
 
1

松
川

小
学

校
石

原
　

郁
代

平
安

山
　

功
昭

和
3
2
.
 
9
.
2
6

識
名

小
学

校
上

間
　

輝
代

新
城

　
淳

昭
和

3
5
.
 
9
.
1
0

壺
屋

小
学

校
金

城
　

こ
ず

え
小

島
　

哲
夫

昭
和

2
1
.
 
1
.
2
7

若
狭

小
学

校
照

屋
　

謙
二

鈴
木

　
ゆ

か
り

昭
和

3
2
.
 
1
.
 
7

神
原

小
学

校
宮

城
　

信
夫

古
波

津
　

美
香

昭
和

3
4
.
 
4
.
 
2

真
和

志
小

学
校

瀬
名

波
　

淳
當

眞
　

昌
子

明
治

1
3
.
 
3
.
 
5

与
儀

小
学

校
福

本
　

利
江

子
大

澤
　

幸
司

昭
和

1
5
.
 
4
.
 
1

城
岳

小
学

校
永

田
　

聖
子

仲
地

　
健

昭
和

2
2
.
 
4
.
 
8

天
妃

小
学

校
與
那
嶺
　
美
奈
子

内
間

　
正

樹
明

治
2
2
.
 
5

開
南

小
学

校
儀

間
　

実
子

鉢
嶺

　
勲

昭
和

2
2
.
 
6
.
 
6

垣
花

小
学

校
上

江
洲

　
卓

石
川

　
大

悟
昭

和
2
2
.
 
2
.
 
3

小
禄

小
学

校
美

差
　

淳
司

比
嘉

　
正

人
昭

和
2
2
.
 
1
.
 
6

高
良

小
学

校
宮

里
　

満
男

呉
屋

　
智

之
昭

和
2
1
.
 
2
.
1
3

宇
栄

原
小

学
校

奥
平

　
美

智
子

宮
城
　
敬
之

昭
和

4
7
.
 
3
.
 
1

松
島

小
学

校
奥

間
　

千
賀

子
大

城
　

弘
明

昭
和

4
8
.
 
4
.
 
1

古
蔵

小
学

校
佐

久
田

　
悟

西
本

　
ゆ

か
り

昭
和

5
1
.
 
1
.
1
0

上
間

小
学

校
赤

嶺
　

栄
達

比
嘉

　
君

代
昭

和
5
2
.
 
1
.
 
1

大
名

小
学

校
昭

和
5
2
.
 
1
.
 
1

若
夏

分
教

室
平

成
1
4
.
 
4
.
 
1

石
嶺

小
学

校
中

山
　

盛
延

玉
城

　
優

子
昭

和
5
4
.
 
1
.
 
1
 

仲
井

真
小

学
校

大
城

　
香

織
安

里
　

克
也

昭
和

5
7
.
 
1
.
 
1

金
城

小
学

校
米

嵩
　

睦
子

嘉
数

　
裕

明
昭

和
6
0
.
1
1
.
 
1

曙
小

学
校

真
喜

志
　

達
哉

金
城

　
里

子
平

成
 
2
.
 
4
.
 
1

小
禄

南
小

学
校

宮
城

　
紀

子
上

原
　

学
平

成
 
4
.
 
4
.
 
1

真
地

小
学

校
長

嶺
　

奈
々

子
與

島
　

守
平

成
 
6
.
 
4
.
 
1

さ
つ

き
小

学
校

德
門

　
敦

子
石

川
　

清
文

平
成

1
1
.
1
1
.
 
1

銘
苅

小
学

校
渡

口
　

里
夏

中
里

　
昭

夫
平

成
1
6
.
1
1
.
 
1

天
久

小
学

校
松

永
　

智
昭

仲
間

　
亜

矢
平

成
2
3
.
1
1
.
 
1

那
覇

小
学

校
眞

境
名

　
君

代
津

嘉
山

　
琢

也
平

成
2
5
.
1
1
.
 
1

計

※
県

費
教

職
員

数
は

主
幹

教
諭

・
加

配
・

欠
員

補
充

を
含

み
、

在
外

派
遣

等
の

管
理

職
・

充
て

指
導

主
事

・
代

替
補

充
等

は
含

ま
な

い
。

栄
養

教
諭

は
栄

養
職

の
欄

へ
計

上
。

　
　

※
市

費
調

理
員

：
本

務
職

員
の

み
、

再
任

用
職

員
含

む
。

　
市

費
用

務
員

：
再

任
用

職
員

含
む

。
　

　
（

　
）

は
会

計
年

度
任

用
職

員
。

　
　

　
児

　
童

　
数

　
　

（
人

）
県

　
　

費
内 特 別 支 援

教
員

数
　

（
人

）
職

員
数

養 護
教 諭

宮
里

　
辰

也
金

城
　

美
華

市
　

　
費

職
員

数
　

（
人

）



中
学
校
（
市
立
1
7
校
）

令
和

７
年

５
月

１
日

現
在

番
通

特
創

　
立

学
校

名
校

長
教

頭
男

女
計

常
別

校
副

教
教

　
　

事
栄

事
図

栄
調

用
　

　
　

　
　

　

号
*
は

副
校

長
学

支
校

計
　

　
養

　
　

　
　

養
理

務
年

月
日

級
援

長
長

頭
諭

務
職

務
書

士
員

員
　

　
　

　
　

　

1
安

岡
中

学
校

平
良

 
 
一

宮
城

　
栄

一
郎

宮
城

　
陽

子
41
5

41
0

8
25

39
2
4

6
1

-
2

48
2

53
2

-
(
1)

1
-

-
1
/
(
1
)
昭

和
2
8
.
 
4
.
 
1

2
首

里
中

学
校

島
袋

　
勝

範
植

前
　

秀
一

郎
30
9

32
9

6
38

26
1
8

5
1

-
1

38
1

41
2

-
(
1)

1
/
(
1
)

-
-

1
昭

和
2
3
.
 
4
.
 
8

3
真

和
志

中
学

校
森

山
　

涼
子

野
原

　
幸

平
13
9

12
9

2
68

24
9

4
1

-
1

23
1

26
1

-
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
2
3
.
 
4
.
 
8

4
石

田
中

学
校

宮
良

　
安

剛
玉

城
　

裕
章

18
0

20
5

3
85

20
1
2

3
1

-
1

25
1

28
2

-
(
1)

1
-

-
1
昭

和
4
0
.
 
4
.
 
1

5
那

覇
中

学
校

石
田

　
陽

一
郎

菊
地

　
智

裕
32
3

28
0

6
03

23
1
8

4
1

-
1

37
1

40
2

-
(
1)

1
-

-
1
昭

和
2
3
.
 
4
.
 
8

6
上

山
中

学
校

當
間

　
五

弥
大

城
　

邦
夫

18
2

18
9

3
71

22
1
2

3
1

-
1

25
1

28
1

-
(
1)

1
-

-
1
昭

和
2
8
.
 
4
.
1
0

7
神

原
中

学
校

名
嘉

原
　

安
志

上
江

洲
　

か
お

り
15
2

13
4

2
86

27
9

4
1

-
1

24
1

27
1

-
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
3
6
.
 
4
.
 
2

8
寄

宮
中

学
校

濱
川

　
太

嘉
数

　
千

賀
子

23
1

27
8

5
09

30
1
5

5
1

-
1

33
1

36
2

-
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
2
9
.
 
6
.
2
6

9
古

蔵
中

学
校

太
田

　
寛

名
嘉

　
め

ぐ
み

29
6

27
3

5
69

23
1
7

4
1

-
1

36
1

39
2

-
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
3
7
.
1
1
.
2
2

10
小

禄
中

学
校

松
茂

良
　

尚
哉

寺
澤

　
与

聖
夫

41
1

36
7

7
78

52
2
2

8
1

-
1

47
1

50
2

-
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
2
3
.
 
4
.
 
1

11
松

島
中

学
校

大
田

　
守

利
喜

納
　

多
枝

子
33
8

27
8

6
16

25
1
8

4
1

-
1

37
1

40
2

1
(
1)

(1
)

-
-

(2
)
昭

和
3
7
.
 
4
.
 
1

城
北

中
学

校
吉

田
　

知
子

20
0

19
1

3
91

20
1
2

3
1

-
1

25
1

28
1

-
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
4
9
.
 
4
.
 
1

若
夏

分
校

平
良

　
達

彦
11

4
1
5

5
2

2
-

-
1

9
1

1
1

-
-

-
-

-
-

-
平

成
1
3
.
 
4
.
 
1

13
鏡

原
中

学
校

望
月

　
雄

紀
上

原
　

亮
輔

32
3

29
1

6
14

30
1
8

5
1

-
1

39
1

42
2

1
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
5
3
.
 
1
.
 
1

14
松

城
中

学
校

黒
島

　
佐

和
子

上
江

洲
　

卓
11
6

12
0

2
36

14
8

3
1

-
1

21
1

24
1

-
(
1)

(1
)

-
-

(1
)
昭

和
5
8
.
 
4
.
 
1

15
仲

井
真

中
学

校
山

田
　

泰
之

眞
喜

志
　

和
人

24
1

23
4

4
75

27
1
4

4
1

-
1

29
1

32
2

-
(
1)

(1
)

-
-

(2
)
昭

和
6
0
.
 
1
.
 
1

16
金

城
中

学
校

仲
間

　
健

宜
寿

次
　

力
26
3

26
9

5
32

25
1
5

5
1

-
1

33
1

36
1

1
(
1)

(1
)

-
-

(2
)
昭

和
6
0
.
1
1
.
 
1

17
石

嶺
中

学
校

馬
上

　
晃

赤
嶺

　
永

22
7

23
7

4
64

26
1
4

4
1

-
1

30
1

33
1

-
(
1)

1
-

-
(2
)
昭

和
6
3
.
 
4
.
 
1

計
4,
35
7

4,
2
18

8
,5
7
5

45
8

25
7

76
17

-
19

5
59

19
61
4

2
7

3
-

13
0

0
5

※
県

費
教

職
員

数
は

主
幹

教
諭

・
加

配
・

欠
員

補
充

を
含

み
、

在
外

派
遣

等
の

管
理

職
・

充
て

指
導

主
事

・
代

替
補

充
等

は
含

ま
な

い
。

栄
養

教
諭

は
栄

養
職

の
欄

へ
計

上
。

 

※
市

費
調

理
員

：
本

務
職

員
の

み
、

再
任

用
職

員
含

む
。

　
市

費
用

務
員

：
再

任
用

職
員

含
む

。
　

　
（

　
）

は
会

計
年

度
任

用
職

員
。

12

　
　

　
生

　
徒

　
数

　
　

（
人

）
学

級
数

県
　

　
費

内 特 別 支 援

教
員

数
　

（
人

）
職

員
数

養 護

 教 諭

喜
久

川
　

洋

市
　

　
費

職
員

数
　

（
人

）
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２ 教育委員会事務局・学校 電話番号等一覧

令和７年４月１日現在

教育長

部　長

副部長

課　名 電　話

参事兼課長

副参事

副参事

課　長

室　長

課　長

副参事

課　長

副参事

部　長

副部長

課　名 電　話

課　長

副参事

副参事

副参事

副参事

課　長

室　長

課　長

副参事

教育相談課 課　長

学 務 課
上原　理也

那覇市泉崎1-1-1
松田　信男

上江洲　寛
那覇市松山2-22-1
津波避難ビル2階

仲宗根　司

新川　範子

平良　真哉

上原　彩子

学校教育課

吉村　雅也

那覇市泉崎1-1-1

施 設 課
上原　聡

那覇市泉崎1-1-1

学校教育部

比嘉　真一郎

安次嶺　博志

課長等 住　所

島袋　一郎

市民スポーツ課
牧野　成人

那覇市泉崎1-1-1
仲宗根　健

生涯学習課
稲森　恵子

那覇市泉崎1-1-1
田場　壮子

大城　孝史

幸地　英子

教育委員会事務局

宮里　寿子

生涯学習部

稲福　喜久二

稲福　由乃

課長等 住　所

総 務 課

平良　美夏

那覇市泉崎1-1-1

学校給食課
我喜屋　綾子

那覇市泉崎1-1-1
島袋　久美子
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小学校・中学校・こども園

安  謝 大川　剛 武村　盛晃 安謝2丁目15番28号

城　東 神谷　貴子 新垣　清 首里石嶺町2丁目74番地1

城　北 工藤　直也 玉城　聖江 首里石嶺町1丁目162番地

城　西 古賀　義之 泉　愛 首里真和志町1丁目5番地

城　南 田島　正敏 中野　謙 首里崎山町4丁目35番地2

真 嘉 比 仲地　千佳 上原　敏希 真嘉比1丁目17番1号

泊 玉村　かおり 比嘉　正和 泊2丁目23番地9
大　道 新川　美紀 屋田　巧 字大道146番地1
松　川 石原　郁代 平安山　功 松川1丁目7番1号

識　名 上間　輝代 新城　淳 識名2丁目2番1号

壺  屋 金城　こずえ 小島　哲夫 牧志3丁目14番12号

若　狭 照屋　謙二 鈴木　ゆかり 若狭2丁目16番1号

神　原 宮城　信夫 古波津　美香 樋川2丁目7番1号

真 和 志 瀬名波　淳 當眞　昌子 寄宮3丁目1番1号

与　儀 福本　利江子 大澤　幸司 与儀1丁目1番1号

城　岳 永田　聖子 仲地　健 楚辺2丁目1番1号

天　妃 與那嶺　美奈子 内間　正樹 久米1丁目3番2号

開　南 儀間　実子 鉢嶺　勲 泉崎1丁目1番6号

垣　花 上江洲　卓 石川　大悟 山下町17番1号

小　禄 美差　淳司 比嘉　正人 字小禄1150番地

高　良 宮里　満男 呉屋　智之 高良2丁目12番1号

宇 栄 原 奥平　美智子 宮城　敬之 字小禄1066番地

松　島 奥間　千賀子 大城　弘明 古島2丁目30番地12

古　蔵 佐久田　悟 西本　ゆかり 古波蔵1丁目33番1号

上　間 赤嶺　栄達 金城　恵介 長田2丁目11番60号

大　名 宮里　辰也 金城　美華 首里大名町1丁目49番地

石　嶺 中山　盛延 玉城　優子 首里石嶺町4丁目360番地8

仲 井 真 大城　香織 安里　克也 字仲井真173番地

金　城 米嵩　睦子 嘉数　裕明 金城4丁目3番地1

曙 真喜志　達哉 金城　里子 曙2丁目18番1号

小 禄 南 宮城　紀子 上原　学 小禄4丁目14番地1

真　地 長嶺　奈々子 與島　守 字真地313番地

さ つ き 德門　敦子 石川　清文 宇栄原1丁目12番1号

銘　苅 渡口　里夏 中里　昭夫 銘苅2丁目3番20号

天　久 松永　智昭 仲間　亜矢 天久1丁目4番1号

那　覇 眞境名　君代 津嘉山　琢也 前島1丁目7番1号

№ 中学校 校長 教頭 郵便番号 所在地 電　話 ＦＡＸ

宮城　栄一郎

宮城　陽子

首　里 島袋　勝範 植前　秀一郎 首里汀良町2丁目55番地　　

真 和 志 森山　涼子 野原　幸平 字大道158番地

石　田 宮良　安剛 玉城　裕章 繁多川5丁目17番1号

那　覇 石田　陽一郎 菊地　智裕 松山2丁目24番1号

上　山 當間　五弥 大城　邦夫 久米1丁目3番1号

神　原 名嘉原　安志 上江洲　かおり 樋川2丁目8番1号

寄　宮 濱川　太 嘉数　千賀子 長田1丁目13番65号

古　蔵 太田　寛 名嘉　めぐみ 古波蔵4丁目8番1号

小　禄 松茂良　尚哉 寺澤　与聖夫 宇栄原2丁目23番1号

松　島 大田　守利 喜納　多枝子 古島2丁目11番地2

城　北 吉田　知子 首里石嶺町1丁目112番地

（若夏分校） 平良　達彦 首里大名町3丁目112番地

鏡　原 望月　雄紀 上原　亮輔 鏡原町36番1号

松　城 黒島　佐和子 上江洲　卓 繁多川3丁目15番1号

仲 井 真 山田　泰之 眞喜志　和人 字仲井真189番地

金　城 仲間　健 宜寿次　力 金城4丁目4番地1

石　嶺 馬上　晃 赤嶺　永 首里石嶺町2丁目109番地

喜久川　洋

安　岡 平良 一 銘苅3丁目10番26号

令和７年５月19日現在

№ 小学校 校長 教頭 郵便番号 所在地 電　話 ＦＡＸ

２ 教育委員会事務局・学校 電話番号等一覧

令和７年４月１日現在

教育長

部　長

副部長

課　名 電　話

参事兼課長

副参事

副参事

課　長

室　長

課　長

副参事

課　長

副参事

部　長

副部長

課　名 電　話

課　長

副参事

副参事

副参事

副参事

課　長

室　長

課　長

副参事

教育相談課 課　長

学 務 課
上原　理也

那覇市泉崎1-1-1
松田　信男

上江洲　寛
那覇市松山2-22-1
津波避難ビル2階

仲宗根　司

新川　範子

平良　真哉

上原　彩子

学校教育課

吉村　雅也

那覇市泉崎1-1-1

施 設 課
上原　聡

那覇市泉崎1-1-1

学校教育部

比嘉　真一郎

安次嶺　博志

課長等 住　所

島袋　一郎

市民スポーツ課
牧野　成人

那覇市泉崎1-1-1
仲宗根　健

生涯学習課
稲森　恵子

那覇市泉崎1-1-1
田場　壮子

大城　孝史

幸地　英子

教育委員会事務局

宮里　寿子

生涯学習部

稲福　喜久二

稲福　由乃

課長等 住　所

総 務 課

平良　美夏

那覇市泉崎1-1-1

学校給食課
我喜屋　綾子

那覇市泉崎1-1-1
島袋　久美子
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安　謝 糸数　由美子

上間 かおる（副園
長）
宮城 奈美（主幹
保）

安謝２丁目１５番２７号
電話・FAX兼用

城　東 村上　昭二
城間 弘美（副園
長） 首里石嶺町２丁目７４番地１

城　北 宮里　美貴江 下地　智子 首里石嶺町１丁目１６２番地 電話・FAX兼用

城　西 喜名　智美 宇禄　真由美 首里真和志町１丁目５番地 電話・FAX兼用

城　南 上原　恵子 岸本　利子 首里崎山町４丁目３５番地２ 電話・FAX兼用

真 嘉 比 渡久地　順 真境名　章子 真嘉比１丁目１８番１号 電話・FAX兼用

泊 上間　良乃 謝花　真乃 泊２丁目２３番地９ 電話・FAX兼用

大道みらい 比嘉　ミチ子 仲地　吉野 字大道１４６番地１ 電話・FAX兼用

松　川 前田　やよい

崎濱　貴史（副園
長）
玉寄　未来（主幹
保）

松川１丁目７番１号

識　名 與那覇　利香代

新里　晴美（副園
長）
荒木　正博（主幹
保）

 識名２丁目２番１号

壺　屋 伊地　さとみ 沖本　理子 牧志３丁目１４番１２号　 電話・FAX兼用

若　狭 宮城　米子 下里　仁子（主幹保） 若狭３丁目１１番１号

神　原 上原　悦子
寺澤　民雄（副園
長）
新垣　純（主幹保）

樋川２丁目７番１号

真 和 志 名幸　享子 新城　香理 寄宮３丁目１番１号 電話・FAX兼用

与　儀 仲盛　夫美子 嶺井　奈奈子 与儀１丁目１番１ 電話・FAX兼用

城　岳 岡沢　桂子 高井　美和子（主幹保） 楚辺２丁目１番１号

天　妃 金城　かおり 門馬　美規 久米１丁目３番２号 電話・FAX兼用

開　南 金城　恵 西浜　幸子 泉崎１丁目１番５号 電話・FAX兼用

垣　花 金城　光哉 砂川　良美（主幹保） 山下町１７番５５号

小　禄 小波津　優也 新里　妃菜乃（主幹保） 字小禄１１５０番地

高　良 金城　成人 戸澤　美貴（主幹保）  高良２丁目１２番１号

宇 栄 原 高田　真奈美
松本　あかり（主幹
保） 字小禄１０６６番地

松　島 島　朋子 呉屋　彩美（主幹保） 古島２丁目３０番地１２

古　蔵 武富　美智子

座波　智恵美（副園
長）
宮里　登子（主幹
保）
桑江　かおり（主幹
保）

古波蔵１丁目３３番地２号

上　間 上原　かをる 新垣　さつき 長田２丁目１１番６０号 電話・FAX兼用

大　名 金城　美紀 安里　一枝 首里大名町１丁目４９番地 電話・FAX兼用

石　嶺 髙良　勝子 青木　真紀子（主幹保） 首里石嶺町４丁目３６０番地８

仲 井 真 宮平　多美子
岡沢　徹（副園長）
端迫　恵美子（主幹
保）

字仲井真１７３番地

金　城 石原　香

宮里　美代子（副園
長）
新垣　実由（主幹
保）

金城４丁目３番地１

曙 末吉　八千代

高江洲　成（副園
長）
川崎　あかり（主幹
保）

曙２丁目１８番２号

小 禄 南 喜名　弥生 國吉　裕子 小禄４丁目１４番地１ 電話・FAX兼用

真　地 屋我　誠 高江洲　彩花（主幹保） 字真地３１３番地

さ つ き 内間　こずえ

仲宗根　美枝子（主
幹保）
宮里　純佳（主幹
保）

宇栄原１丁目１２番１号

銘　苅 仲宗根　悠子

宮城　由香（主幹
保）
寺田　美和（主幹
保）

銘苅２丁目３番２０号

大城　みなみ

金城　裕子

那　覇 伊藝　しのぶ 村田　まきこ 前島１丁目７番１号 電話・FAX兼用

久場川みらい 宮良　利恵子 根間　浩美 首里久場川町２丁目１８番１０ 電話・FAX兼用

宇栄原みらい 出原　綾子 崎山　未来 宇栄原４丁目１７番地１０号 電話・FAX兼用

令和７年５月１日現在

天久みらい 栄野川　公恵 天久１丁目４番１号

№ こども園 園長
教頭

副園長・主幹保育教諭 郵便番号 所在地 電話
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３ 教育機関等一覧
令和７年４月１日現在

施　設　名 所 属 長 名 等 所　在　地 連絡先
職
員
数

敷地面積
（㎡）

建物面積
（㎡）

収容
人員等

備　　考

(公672.00)

(公1,757.97)

(公2,662.93)

指定管理者 NPO法人

地域サポートわかさ (公1,379.53)

(公1,408.54)

指定管理者 NPO法人

１万人井戸端会議 (公1,151.66)

(公1,867.02)

(図1,078.29)

(図719.66)

(図525.09)

(図602.99)

(図485.21)

(図739.5)

(図773.17)

稲森　恵子（所長） 246人

島袋　元治（副所長） (内図330.45) (図47席)

学校給食センター 我喜屋　綾子（所長）

(ﾌﾟｰﾙ1,009.99)

内野

15,000席

★は、副所長の在籍センター 職員数は再任用職員を含み、会計年度任用職員を除く
※各学校給食センターの食数については、5月1日現在の児童生徒数より算出

　開南

多和田かおり（副所長）

泉崎1丁目1番6号 － 1,300食 開南小敷地内

　天久

　高良 高良２丁目12番１号 －

天久１丁目４番１号

　鏡原 鏡原中併設

字識名1227番地 3,000席

200人 宿泊研修可森の家みんみん
指定管理者 沖縄自
然環境ファンクラブ

首里儀保町４丁目79番地８

若狭公民館

石嶺公民館

繁多川公民館

教育研究所 棚原　歩

高良２丁目７番１号

首里当蔵町２丁目８番地２

若狭２丁目12番１号

首里石嶺町２丁目70番地９

繁多川４丁目１番38号

大道１４６番地１

中央公民館 寄宮１丁目２番15号

小禄南公民館

首里公民館

小渡　美奈

金城　浩二

冨名腰　史之

伊禮　道子

３

３

－

３

－

－

４

405人 図書館併設

310人 図書館・プール併設

320人 図書館併設

315人 図書館併設

545人 図書館併設

635人 図書館併設

牧志駅前ほしぞら
公民館

安里２丁目１番１号 ４ 484人
図書館併設
※複合施設

中央図書館 寄宮１丁目２番15号 40席 公民館併設

富村　奈央

平良　洋子

36席 公民館併設

首里図書館 首里当蔵町２丁目８番地２ 44席 公民館併設

小禄南図書館 高良２丁目７番１号 ３

久場　貴子

惣慶　敦子

公民館併設

石嶺図書館 首里石嶺町２丁目70番地９ ３ 32席 公民館・プール併設

若狭図書館 若狭２丁目12番１号 ３ 37席

奥平　真理

野里　純

壺屋焼物博物館 壺屋１丁目９番32号

那覇市歴史博物館
久茂地１丁目１番１号
パレットくもじ4階

５

仲村　仁

牧志駅前ほしぞら
図書館

安里２丁目１番１号 ３ 56席
公民館併設
※複合施設

繁多川図書館 繁多川４丁目１番38号 32席

加納　留美子

奥濱　真（兼務）

　上間 長田２丁目11番60号

山田　義海（副所長）

　神原

　古蔵

★真和志

古波蔵１丁目33番１号

那覇市営奥武山ト
レーニング室

奥武山町42番地の１地先

指定管理者
特定非営利活動法人
那覇市体育協会

那覇市営奥武山屋
内運動場

奥武山町50番地の１地先

石嶺公民館・図書館併
設

那覇市営奥武山野
球場

奥武山町42番地の１

那覇市民首里石嶺
プール

首里石嶺町２丁目70番地９

那覇市民体育館

漫湖公園市民庭球
場

鏡原町37番1号

大道小学校内

－

－

－

－

公民館併設

４ 280人

商業施設内161人

上間小併設

天久小併設

大名小併設

銘苅小併設

安謝小併設

1,515食

3,016食

1,226食

1,222食

1,035食

古蔵小併設

高良小併設1,286食

2,412食

★首里 首里石嶺町２丁目108番地１

備瀬　純子（副所長）

　銘苅

－

　安謝 －

　大名 首里大名町１丁目49番地

銘苅２丁目３番20号

1,218食

1,171食

1,147食安謝２丁目15番28号

－

3,620食

人材育成支援ｾﾝﾀｰ
まーいまーいNaha

字上間549番１ ８
コミュニティ機能･ライ
ブラリー機能等併設

神原小併設樋川２丁目７番１号 － 641食

字真地373番地

鏡原町36番１号 －

－

★小禄 田原３丁目３番地４

安　謝 糸数　由美子

上間 かおる（副園
長）
宮城 奈美（主幹
保）

安謝２丁目１５番２７号
電話・FAX兼用

城　東 村上　昭二
城間 弘美（副園
長） 首里石嶺町２丁目７４番地１

城　北 宮里　美貴江 下地　智子 首里石嶺町１丁目１６２番地 電話・FAX兼用

城　西 喜名　智美 宇禄　真由美 首里真和志町１丁目５番地 電話・FAX兼用

城　南 上原　恵子 岸本　利子 首里崎山町４丁目３５番地２ 電話・FAX兼用

真 嘉 比 渡久地　順 真境名　章子 真嘉比１丁目１８番１号 電話・FAX兼用

泊 上間　良乃 謝花　真乃 泊２丁目２３番地９ 電話・FAX兼用

大道みらい 比嘉　ミチ子 仲地　吉野 字大道１４６番地１ 電話・FAX兼用

松　川 前田　やよい

崎濱　貴史（副園
長）
玉寄　未来（主幹
保）

松川１丁目７番１号

識　名 與那覇　利香代

新里　晴美（副園
長）
荒木　正博（主幹
保）

 識名２丁目２番１号

壺　屋 伊地　さとみ 沖本　理子 牧志３丁目１４番１２号　 電話・FAX兼用

若　狭 宮城　米子 下里　仁子（主幹保） 若狭３丁目１１番１号

神　原 上原　悦子
寺澤　民雄（副園
長）
新垣　純（主幹保）

樋川２丁目７番１号

真 和 志 名幸　享子 新城　香理 寄宮３丁目１番１号 電話・FAX兼用

与　儀 仲盛　夫美子 嶺井　奈奈子 与儀１丁目１番１ 電話・FAX兼用

城　岳 岡沢　桂子 高井　美和子（主幹保） 楚辺２丁目１番１号

天　妃 金城　かおり 門馬　美規 久米１丁目３番２号 電話・FAX兼用

開　南 金城　恵 西浜　幸子 泉崎１丁目１番５号 電話・FAX兼用

垣　花 金城　光哉 砂川　良美（主幹保） 山下町１７番５５号

小　禄 小波津　優也 新里　妃菜乃（主幹保） 字小禄１１５０番地

高　良 金城　成人 戸澤　美貴（主幹保）  高良２丁目１２番１号

宇 栄 原 高田　真奈美
松本　あかり（主幹
保） 字小禄１０６６番地

松　島 島　朋子 呉屋　彩美（主幹保） 古島２丁目３０番地１２

古　蔵 武富　美智子

座波　智恵美（副園
長）
宮里　登子（主幹
保）
桑江　かおり（主幹
保）

古波蔵１丁目３３番地２号

上　間 上原　かをる 新垣　さつき 長田２丁目１１番６０号 電話・FAX兼用

大　名 金城　美紀 安里　一枝 首里大名町１丁目４９番地 電話・FAX兼用

石　嶺 髙良　勝子 青木　真紀子（主幹保） 首里石嶺町４丁目３６０番地８

仲 井 真 宮平　多美子
岡沢　徹（副園長）
端迫　恵美子（主幹
保）

字仲井真１７３番地

金　城 石原　香

宮里　美代子（副園
長）
新垣　実由（主幹
保）

金城４丁目３番地１

曙 末吉　八千代

高江洲　成（副園
長）
川崎　あかり（主幹
保）

曙２丁目１８番２号

小 禄 南 喜名　弥生 國吉　裕子 小禄４丁目１４番地１ 電話・FAX兼用

真　地 屋我　誠 高江洲　彩花（主幹保） 字真地３１３番地

さ つ き 内間　こずえ

仲宗根　美枝子（主
幹保）
宮里　純佳（主幹
保）

宇栄原１丁目１２番１号

銘　苅 仲宗根　悠子

宮城　由香（主幹
保）
寺田　美和（主幹
保）

銘苅２丁目３番２０号

大城　みなみ

金城　裕子

那　覇 伊藝　しのぶ 村田　まきこ 前島１丁目７番１号 電話・FAX兼用

久場川みらい 宮良　利恵子 根間　浩美 首里久場川町２丁目１８番１０ 電話・FAX兼用

宇栄原みらい 出原　綾子 崎山　未来 宇栄原４丁目１７番地１０号 電話・FAX兼用

令和７年５月１日現在

天久みらい 栄野川　公恵 天久１丁目４番１号

№ こども園 園長
教頭

副園長・主幹保育教諭 郵便番号 所在地 電話
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４ 市内県立・私立学校一覧

区分 幼稚園名 所在地 電話番号

愛 児 樋川1-13-10

首 里 カ ト リ ッ ク 首里崎山町4-60

ナ ザ レ 三原2-11-33

光 の 子 首里山川町1-17

（２）　私立幼稚園型認定こども園（２園）

区分 こども園名 所在地 電話番号

相 愛 長田1-11-9

育 英 義 塾 宮城1-7-41

（３）　私立幼保連携型認定こども園（５園）
区分 こども園名 所在地 電話番号

わ か め こ ど も 園 首里石嶺町3-199-2

か ぐ ら こ ど も 園 宇栄原3-15-46

童夢認定こども園 繁多川2-15-1

美 ら 夢 こ ど も 園 安謝1-20-1

愛 心 こ ど も 園 上間384-15

（４）　特別支援学校（３校）
区分 学校名 所在地 電話番号

県立 那 覇 特 別 支 援 寄宮2-3-30

県立 那 覇 み ら い 支 援 古波蔵4-10-17

県立
島 尻 特 別 支 援
真和志高校文教室

那覇市真地248 人

区分 学校名 所在地 電話番号

興 南 古島1-7-1 　　　　　　　　　人
沖縄尚学高等学校付属 字国場747 人

区分 学校名 所在地 電話番号

那 覇 松尾1-21-44  全日制   　　　　　　 人

首 里 首里真和志町2-43  全日制   　　　　　　 人

首 里 東 首里石嶺町3-178  全日制   　　　　　　 人

真 和 志 字真地248  全日制   　　　　　　 人

小 禄 鏡原町22-1  全日制   　　　　　　 人

那 覇 西 金城3-5-1  全日制   　　　　　　 人

那 覇 国 際 天久1-29-1  全日制   　　　　　　 人

沖 縄 工 業 松川3-20-1  全日制   　　　　　　 人

 全日制 人

 定時制 人
 定時制(午前・夜間) 人
 通信制     　　　　　 人

興 南 古島1-7-1  全日制   　　　　　　 人

沖 縄 尚 学 字国場747  全日制   　　　　　　 人

つ く ば 開 成 国 際 樋川2-5-1  通信制  　　　　　　 人

区分 学校名 所在地 電話番号

芸 術 大 学 首里当蔵町1-4

看 護 大 学 与儀1-24-1

私立 沖 縄 大 学 字国場555

出典：沖縄県教育委員会HP　学校一覧　https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/edu/1008451/1008452.html

（６）  高等学校 （13校）

私立

県立

私立

生徒数

人

人

経法商学部/人文学部/健康栄養学部

学生数

泊

（７）  大学・短期大学・高等専門学校 （３校）

県立

私立

 看護学部

泊3-19-2

学部等

 美術工芸学部/音楽学部

那 覇 商 業 松山1-16-1

（１）　私立幼稚園 （４園）

私立

（５）  中学校 （２校）

児童･生徒･学生数

私立
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発行

年月等

総務課 那覇市の教育行政全般の概要 Ａ４ 年１回

なは教育の日式典等概要 　Ａ４ 年１回

施設利用案内
Ａ４

三つ折り
随時

まーいまーいNahaの情報及び地域の話
題

Ａ４ 年４回

利用案内・図書室カレンダー
Ａ４

二つ折り
随時

新着図書の紹介、図書室行事の案内等 Ａ４ 月１回

那覇市の子ども・若者育成施策の推進
を図るための計画

Ａ４ ―

那覇市の子どもの読書環境の整備、読
書活動推進のための計画

Ａ４ ―

那覇市の生涯学習施策の推進を図るた
めの計画

Ａ４ ―

公民館の事業報告・事業案内 Ａ４ 年１回

年間の事業計画 Ａ３ 年１回

公民館情報及び地域の話題 Ａ４ 年４回

小禄南公民館 〃 Ａ４ 年３回

首里公民館 〃 Ａ４ 年４回

若狭公民館 〃
Ａ４
冊子
（8P）

年４回

石嶺公民館 〃 Ａ４ 年３回

繁多川公民館 〃
Ａ３

二つ折り
年４回

図書館の概要、事業報告等 Ａ４ 年１回

図書館の利用案内 Ａ４ 随時

新着図書の紹介、図書館事業の案内等 Ａ４ 月１回

小禄南図書館 〃 Ａ４ 月１回

首里図書館 〃 Ａ４ 月１回

若狭図書館 〃 Ａ４ 月１回

石嶺図書館 〃 Ａ４ 月１回

繁多川図書館 〃 Ａ４ 月１回

こども政策課
子ども・子育て支援に関する施策を総
合的かつ計画的に実行する計画

Ａ４ ―

首里図書館だより

わかさ通信

牧志駅前ほしぞら
図書館

ほしぞらメール 〃 Ａ４ 月１回

いしみねメール

繁多川だいありー

第２期那覇市子ども・子育て支援
事業計画（R2年度～R6年度）

なおと通信

〃 Ａ４ 年３回

館報「いしんみ」

はんたがわ公民館News

さくら通信

牧志駅前ほしぞら
公民館

館報「ほしぞらジャーナル」

第２次なーふぁぬわらび・わかむ
ん計画（R4年度～R8年度）

第４次那覇市子どもの読書活動推
進計画（R5年度～R9年度）

中央公民館

那覇市の公民館

公民館事業計画

広報「相思樹」

中央図書館

館　報

利用案内

広報わかさ「むすぶ」

生涯学習課

第３次那覇市生涯学習推進計画
（R7年度～R11年度）

まーいまーいNaha News

学級・講座・イベント情報及び出前講
座案内

Ａ４ 年１回

なは教育の日冊子

まーいまーいNahaリーフレット

那覇市生涯学習メニューブック

まーいまーいNaha図書室利用案内

まーいまーい

館報「みなみ」

広報「龍　樋」

那覇市の教育

５ 令和７年度那覇市の教育行政に関する刊行物一覧

担 当 課 刊行物名 内　　　　容 規格
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発行

年月等

沖縄県にある世界遺産や那覇市内にあ
る文化財を紹介するルートマップ

Ａ４

　　　　　各種１冊100円 中折

那覇市に昔から伝えられている昔話を
紹介する。

　　　　　各種１冊100円

那覇市内の文化財の写真と解説

1,000円

玉陵に関する画像資料を多数収録した
コンパクトなガイドブック

 300円

識名園、玉陵の記念絵葉書

識名園200円・玉陵100円

令和６年度那覇市立壺屋焼
物博物館企画展「國吉清
尚」

令和６年度企画展の図録

※有料 1,100円

ウルク今昔 企画展の図録

※有料 600円

10・10空襲 企画展の図録

※有料 600円

新収蔵品展　皆の記憶Ⅲ 企画展の図録

※有料 550円

字国場に所在する国場前原遺跡の埋蔵
文化財発掘調査報告書

Ａ４ R7.2

壺屋焼物博物館紀要 第26
号

職員及び協力者の研究論文・成果の発
表

Ａ４ 年１回

令和６年度壺屋焼物博物館
年報

博物館活動報告・統計資料 Ａ４ 年１回

那覇市歴史博物館紀要 第
２号

職員及び協力者の研究論文・成果の発
表

Ａ４ R7.3

横内家文書 教育関係史料
翻刻集Ⅵ

「横内家文書」の翻刻 Ａ４ R7.3

担 当 課 刊行物名

歴史散歩マップ５種（かいせつ
編・首里まーい・那覇まーい・真
和志まーい・小禄まーい）

那
覇
市

歴
史
博
物
館

文化財課
※非売品

国場前原遺跡
-「（仮称）字国場複合ビル」建設
に伴う埋蔵文化財発掘調査-

壺
屋
焼
物

博
物
館

識名園、玉陵絵葉書

壺
屋
焼
物

博
物
館

Ａ４ R6.9

Ａ４ R6.9

Ａ４ R7.3

―

※有料

Ｂ５ R6.10

那覇市の文化財
Ａ４ R3.3

※有料

玉陵ガイドブック
Ａ５ H29.8

葉書 H29.8
※有料

昔話シリーズ４種（しゅいぬんか
しばなし・なぁふぁぬんかしばな
し・まぁじぬんかしばなし・うる
くぬんかしばなし）

※有料

―

※有料

内　　　　容 規格

   文化財課    ※
文化財課・玉陵・
識名園・壺屋焼物
博物館・那覇市歴
史博物館にて販売

那
覇
市

歴
史
博
物
館

Ｂ５



発行

年月等

沖縄県にある世界遺産や那覇市内にあ
る文化財を紹介するルートマップ

Ａ４

　　　　　各種１冊100円 中折

那覇市に昔から伝えられている昔話を
紹介する。

　　　　　各種１冊100円

那覇市内の文化財の写真と解説

1,000円

玉陵に関する画像資料を多数収録した
コンパクトなガイドブック

 300円

識名園、玉陵の記念絵葉書

識名園200円・玉陵100円

令和６年度那覇市立壺屋焼
物博物館企画展「國吉清
尚」

令和６年度企画展の図録

※有料 1,100円

ウルク今昔 企画展の図録

※有料 600円

10・10空襲 企画展の図録

※有料 600円

新収蔵品展　皆の記憶Ⅲ 企画展の図録

※有料 550円

字国場に所在する国場前原遺跡の埋蔵
文化財発掘調査報告書

Ａ４ R7.2

壺屋焼物博物館紀要 第26
号

職員及び協力者の研究論文・成果の発
表

Ａ４ 年１回

令和６年度壺屋焼物博物館
年報

博物館活動報告・統計資料 Ａ４ 年１回

那覇市歴史博物館紀要 第
２号

職員及び協力者の研究論文・成果の発
表

Ａ４ R7.3

横内家文書 教育関係史料
翻刻集Ⅵ

「横内家文書」の翻刻 Ａ４ R7.3

担 当 課 刊行物名

歴史散歩マップ５種（かいせつ
編・首里まーい・那覇まーい・真
和志まーい・小禄まーい）

那
覇
市

歴
史
博
物
館

文化財課
※非売品

国場前原遺跡
-「（仮称）字国場複合ビル」建設
に伴う埋蔵文化財発掘調査-

壺
屋
焼
物

博
物
館

識名園、玉陵絵葉書

壺
屋
焼
物

博
物
館

Ａ４ R6.9

Ａ４ R6.9

Ａ４ R7.3

―

※有料

Ｂ５ R6.10

那覇市の文化財
Ａ４ R3.3

※有料

玉陵ガイドブック
Ａ５ H29.8

葉書 H29.8
※有料

昔話シリーズ４種（しゅいぬんか
しばなし・なぁふぁぬんかしばな
し・まぁじぬんかしばなし・うる
くぬんかしばなし）

※有料

―

※有料

内　　　　容 規格

   文化財課    ※
文化財課・玉陵・
識名園・壺屋焼物
博物館・那覇市歴
史博物館にて販売

那
覇
市

歴
史
博
物
館

Ｂ５
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